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卸売市場周辺遺跡　J区Ⅵ　北西から

序 

 高崎市は、古来より関東と信越をつなぐ交通の要衝に位置する人

口約３６万９千人の中核市です。 

 平成２９年１０月末には上野三碑がユネスコ「世界の記憶」に登録

され、今年度で５周年を迎えています。また、歴史と景観が調和した

国指定史跡保渡田古墳群や、国重要文化財および史跡である旧新町

紡績所など、古代から近代までの多くの遺跡が存在する文化財の宝

庫となっています。 

 本書で報告する卸売市場周辺遺跡は、高崎３５４複合産業団地造

成工事に伴って発見された埋蔵文化財であり、令和元年４月から令

和３年３月にかけて発掘調査を実施したものです。このたびの調査

では、平安時代末に噴火した浅間山の軽石に覆われた水田や、奈良・

平安時代の集落を検出し、古代の人々の生活の一端を知る成果をあ

げることができました。本報告書はこの成果について文化財調査報

告書第４８３集としてまとめたものです。今後の研究の参考資料と

してご一読いただければ幸いです。 

 結びに、本遺跡の発掘調査および報告書刊行にあたりご協力いた

だきました関係機関ならびに関係者の皆様に心から感謝申し上げ、

序といたします。 

 

令和５年３月 

高崎市教育委員会 

教育長 飯野眞幸 

卸売市場周辺遺跡　B区Ⅲ　南から
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例言

１.本書は高崎 354 複合産業団地造成に伴う「卸売市場周辺遺跡」 の発掘調査報告書である。

２.本遺跡は高崎市柴崎町・下大類町・栗崎町地内にかけて所在する。

３.本遺跡は、高崎市遺跡番号「765・768・769・792・795・826」に該当する。

765：D 区Ⅰ　768：C 区Ⅰ～Ⅴ　769：A 区Ⅰ～Ⅲ、B区Ⅰ・Ⅱ　792：E 区Ⅰ・Ⅱ

795：B 区Ⅲ、C区Ⅵ～Ⅷ、D区Ⅱ、E区Ⅲ～Ⅴ、F区、G区、H区Ⅰ～Ⅴ、I区、J区Ⅰ～Ⅴ　826：H 区Ⅵ、E区Ⅰ -2

４. 本遺跡の発掘調査および整理作業は、高崎市教育委員会事務局教育部文化財保護課埋蔵文化財担当が行った。

調査体制は以下の通りである。

教育長　　　　　　　　　飯野　眞幸

教育部長　　　　　　　　小見　幸雄

文化財保護課長　　　　　角田　真也

埋蔵文化財担当係長　　　神澤　久幸（～令和２年度）・滝沢　匡（令和３年度～）・矢島　浩（～令和元年度）

　　　　　　　　　　　　清水　豊（令和２年度～）

埋蔵文化財事務担当　　　滝沢　匡（～令和２年度）・関口　芳治（～令和３年度）・小暮　里江（～令和２年度）

　　　　　　　　　　　　佐藤　聡子（令和３年度～）・岡田　清香（～令和３年度）・深澤　恵（令和４年度～）

　　　　　　　　　　　　木村　夏葵（令和４年度～）

埋蔵文化財調査担当　　  山本　ジェームズ（令和２年度～令和３年度）・外所　光明（～令和２年度）

　　　　　　　　　　　　奈良　祥吾（令和元年度・令和３年度）・櫻井　条（令和元年度～）・飯島　克巳（令和２年度～）

　　　　　　　　　　　　飯塚　誠（令和２年度～令和３年度）・坂井　隆（令和元年度）・櫻井　衛（～令和２年度）

　　　　　　　　　　　　村井田　雅明（～令和２年度）・綿貫　鋭次郎（令和元年度）

５.発掘調査ならびに整理期間は以下のとおりである。

765　発掘：令和元年４月 22 日～令和元年８月 17 日　整理：令和元年８月 18 日～令和５年３月 31 日

768　発掘：令和元年７月 16 日～令和２年３月 31 日　整理：令和２年４月１日～令和５年度３月 24 日

769　発掘：令和元年 12 月１日～令和２年３月 31 日　整理：令和２年４月１日～令和５年度３月 24 日

792　発掘：令和２年２月 18 日～令和２年３月 31 日　整理：令和２年４月１日～令和５年度３月 24 日

795　発掘：令和２年４月１日～令和３年３月３日　　整理：令和３年３月４日～令和５年度３月 24 日

826　発掘：令和３年６月 17 日～令和４年３月 17 日　令和４年４月 11 日～令和４年４月 25 日

　　 整理：令和４年：４月 26 日～令和５年３月 24 日

６.本書の編集は櫻井・飯島が行い、執筆は櫻井と一部滝沢が行った。また、発掘調査中の遺構等記録写真の撮影は調査担当者

　 と技研コンサル株式会社が行った。

７.遺構測量は㈱測研に委託して行い、一部担当者の指示のもと臨時職員が行った。

８.遺物整理は櫻井・飯島および臨時職員が行った。また遺物実測図ならびに観察表の作成は、有限会社毛野考古学研究所が主

　　に行い、一部櫻井の指示のもと臨時職員が行った。

９.遺物写真撮影は、一部櫻井・飯島が撮影を行った。

10. 本事業に際し、発掘調査における表土の掘削と埋め戻し作業を (株 )井ノ上が行った。

11. 本遺跡の調査および整理作業に係わる各種委託業務は、以下の通り実施した。

　　　測量基準杭設置：㈱冨永調査事務所・㈱測研　遺構測量：㈱測研　空中写真撮影：㈱測研・技研コンサル株式会社

　　　遺物デジタル記録作成：有限会社毛野考古学研究所　自然科学分析：株式会社古環境研究所

12. 発掘調査の資料ならびに出土品は高崎市教育委員会で保管している。

13. 整理において下記の方々からご指導、ご助言を賜った。記して感謝申し上げます。

神谷　佳明・桜岡　正信・高島　英之・深沢　敦仁・右島　和夫・森田　真一（敬称略・50 音順）

凡例

１.本書に使用した地図は、国土交通省地理院発行傾斜量図（電子地図）、国土交通省地理院発行 1/25000 地形図（電子地図）、
　　高崎市都市計画基本図 1/2500 をもとに作成した。
２.本書の座標値は平面直角座標Ⅸ系国家座標（世界測地系）を用い、方位は同座標北である。
３.遺構図ならびに遺物図の縮尺は各図に表示した。
４.挿図中で用いる遺構名の略称は以下の通りである。
　　SD：溝跡　NR：自然流路　SI：竪穴建物跡　SB：掘立柱建物跡　SF：通路　SK：土坑跡　SP：柱穴跡　SE：井戸　
　　SX：性格不明遺構
５.土層・遺物の色調は、農林水産省農林水産技術会事務局ならびに（財）日本色彩研究所監修「新版標準土色帖」を使用した。
６.火山噴出物には次の略号を使用した。

As-A テフラ：浅間Ａテフラ（西暦 1783 年）　　　　　As-YP：浅間板鼻黄色軽石
As-B テフラ：浅間Ｂテフラ（西暦 1108 年）　　　　　Hr-FA：榛名二ッ岳渋川テフラ（６世紀初頭）
As-C テフラ：浅間Ｃテフラ（３世紀末～４世紀初頭） Hr-FP：榛名山二ッ岳伊香保テフラ（６世紀中頃）

７.卸売市場周辺遺跡で使用した遺物のスクリーントーンは以下のとおりである。その他の遺物のスクリーントーンは遺物図に
　　表示した。遺構のスクリーントーンについてはそれぞれ遺構図に表示した。
　　  須恵器断面
８.遺物観察表の数値は、以下の通り表記した。
　　数値のみ：完存値　　（　）：復元による推定値　　[　]欠損状態の残存値
10. 遺構平面図中の「●」記号は遺物出土位置を示す。また、出土位置に付した番号は遺物図の番号と一致する。
11. 一部ピットは遺構レベリングからエレベーション図を復元した。
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　D 区Ⅱ第２面　SI01 カマド全景 (南西から )
　D区Ⅱ　SI01 貯蔵穴断面 (東から )
　E区Ⅰ　SD01 全景 (西から )
　E区Ⅰ　畦 01 全景 (北西から )
　E区Ⅱ -１　SD01 全景 (東から )
　E区Ⅱ -１　SD01 全景 (北から )
　E区Ⅱ -１　SX02 全景 (北から )
PL20
　E 区Ⅱ -１第２面　SD01・SX01 全景 (東から )
　E区Ⅱ -３　SD06 全景 (東から )
　E区Ⅱ -４　SD19・20 全景 (東から )
　E区Ⅱ -４　全景 (東から )
　E区Ⅲ　SD01 全景 (西から )
PL21
　E 区Ⅲ　SD02 全景 (南東から )
　E区Ⅲ　SD03 全景 (南から )
　E区Ⅳ　As-B 下水田部分空中写真 (上が北 )
　E区Ⅳ　砂質土下水田トレンチ全景 (南西から )
　E区Ⅴ　As-B 下水田耕具痕空中写真 (上が北 )
　E区Ⅴ　耕具痕 03 断面 (北から )
　E区Ⅴ　耕具痕サンプル採取箇所 (北から )
　E区Ⅴ　畦 01 断面 (南から )
PL22
　E 区Ⅴ　畦 02 断面 (南から )
　E区Ⅴ　畦 03 断面 (東から )
　E区Ⅴ　耕具痕検出状況 (西から )
　E区Ⅴ　耕具痕全景 (西から )
　F区 -１　北側全景 (南から )
　F区 -２　SD09・10 全景 (北から )
　F区 -２　全景 (東から )
　F区 -３　SD08 全景 (東から )
PL23
　F 区 - ３　SD12・13 全景 (南から )
　F区 -３　東側全景 (西から )
　G区　畦 01 全景 (南西から )
　G区　SD01 掘方全景 (南から )
　G区　SD03 全景 (北から )
　G区　SD08 全景 (北から )
　H区　SD01 全景 (南から )
PL24
　H 区Ⅰ第２面　NR01 検出状況 (南西から )
　H区Ⅱ　SD13 全景 (北西から )
　H区Ⅱ　SE01 断面 (北から )
　H区Ⅲ　畦 01 断面 (南から )
　H区Ⅳ　SD02 全景 (南から )
　H区Ⅳ　SK02 ～ 04 全景 (南から )
　H区Ⅴ　水路 01・02 全景 (北から )
　H区Ⅴ　水路 01 断面 (北から )
PL25
　H 区Ⅴ　畦 02 サンプル採取箇所 (南から )
　H区Ⅴ　畦 01 断面 (南から )

　H区Ⅴ　畦 03 断面 (北から )
　H区Ⅵ　SD03 全景 (北から )
　I区　SD01 全景 (北東から )
　I区　SD02 全景 (北東から )
　I区　１トレンチ断面 (北東から )
　J区Ⅰ　SD03 全景 (東から )
PL26
　J 区Ⅲ　SD01 全景 (東から )
　J区Ⅳ　SD04 全景 (南から )
　J区Ⅴ　SK05 断面 (南から )
　J区Ⅴ　SK05 全景 (南から )
　J区Ⅴ　SK05-137 遺物出土状況 (東から )
　J区Ⅴ　SK05-138 遺物出土状況 (東から )
　J区Ⅴ第２面　NR01 断面 (東から )
　J区Ⅵ　SD02 全景 (南東から )
PL27
　J 区Ⅵ　SD02 断面 (東から )
　E区Ⅰ -2　小調査区全景 (南西から )
　TE1　10T 段 ( 西から )
　TE1　11T 畦 ( 南から )
　TE1　3TAs-A 処理抗 (南から )
　TE2　14T 全景 (南から )
　TE2　7T 全景 (北から )
　TE2　8T 全景 (南から )
PL28
　TE3　4T 畦全景 (南から )
　TE3　10T 全景 (南から )
　TE3　7T 畦・SD( 西から )
　TE4　1T 全景 (西から )
　TE4　2T 全景 (北から )
　TE5　5T 全景 (北から )
　TE5　11T 全景 (南から )
　TE5　12T 全景 (南から )
PL29
　TE5　14T 全景 (南から )
　TE5　18T 畦 ( 南から )
　TE6・9　17TAs-B 堆積状況 (南から )
　TE6・9　17TAs-B 検出状況 (東から )
　TE7　1T 全景 (南から )
　TE7　5T 全景 (北から )
　TE10　1T 全景 (北から )
　TE10　7T 全景 (南から )
PL30
　TE10　9T 全景 (北から )
　TE10　11T 大畦検出状況 (南東から )
　TE11　1T 全景 (南から )
　TE11　7T 全景 (西から )
　TE12　1T 全景 (北から )
　TE12　4T 全景 (南から )
PL31
　TE13　7T 微高地全景 (南から )
　TE14　1T 全景 (北東から )
　TE14　3T 断面 (南東から )
　T1　断面 (西から )
　T1　全景 (北東から )
　T2　全景 (南西から )
　T5　全景 (東から )
　T6　全景 (南東から )
PL32
　出土遺物（1～ 30）
PL33
　出土遺物（31 ～ 51）
PL34
　出土遺物（52 ～ 71・73 ～ 75）
PL35
　出土遺物（72・76 ～ 104）
PL36
　出土遺物（105 ～ 135）
PL37
　出土遺物（136 ～ 143）
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第１節　調査に至る経緯

平成30年８月、高崎工業団地造成組合（以下、
高工団と略）から、高崎市下大類町・栗崎町・
柴崎町地内において高崎 354 複合産業団地と
して用地造成の計画があると、高崎市教育委
員会文化財保護課（以下、文化財保護課と略）
に連絡があった。

該当地は周知の埋蔵文化財包蔵地である
32C28遺跡、33C01遺跡、33C05遺跡、33C10遺跡、
矢中 33 遺跡、栗崎 40-3 遺跡、栗崎 40-6 遺跡
をその範囲内に含むため、工事前に文化財保
護法 94 条第１項の規定による通知が必要であ
ることを伝えた。

工事計画について、高工団および道路等の
インフラ工事を所管する高崎市都市整備部産
業・流通基盤整備室より説明を受け、埋蔵文
化財保護についての協議を行ったが、新規の
道路および調整池、水路等が計画されており、
計画の変更は困難であるとの回答を得た。

事業予定地内は平安時代水田跡や集落遺跡
が想定されており、これら遺構に工事が影響
を与えるのは不可避であるため、平成 31 年度
より発掘調査を実施することとなった。

平成 31 年１月 23 日に高工団より文化財保
護法 94 条第１項の通知があり、平成 31 年３
月４日に発掘調査の勧告を行った。その後、
会計年度毎に文化財保護法 94 条第１項の通知
が提出され、年度毎に工事計画について事業
課と協議、発掘調査計画を策定した。

なお、遺跡名称については、発掘調査が複
数の小字においておこなわれることから、発
掘調査の事業名称である「卸売市場周辺遺跡」
を用いた。
     （滝沢）

第２節　調査の方法

　発掘調査区は工事区ごとに以下のように設
定した。
　区画道路１号線：E区Ⅰ・Ⅲ～Ⅴ、I区
　区画道路２号線：G区、H区Ⅰ・Ⅱ・Ⅴ
　区画道路３号線：J区Ⅳ～Ⅵ
　区画道路４号線：B区Ⅲ、C区Ⅵ～Ⅷ
　区画道路５号線：H区Ⅵ
　市道 H1104 号線：J区Ⅰ～Ⅲ
　地獄堰用水路：A区Ⅰ～Ⅲ、B区Ⅰ・Ⅱ
　木村堰第２排水工：E区Ⅱ
　木村堰第３排水工：F区
　寄居堰用水路：H区Ⅲ・Ⅳ
　調整池：C区Ⅰ～Ⅴ
　２号雨水排水路：D区Ⅰ・Ⅱ
　１号緑地：J区Ⅳ

　調査面積の合計は約 35,188 ㎡である。
　上記調査区以外に、小調査としてトイレ敷
地の調査を行い、E区Ⅰ -2 とした。
　企業用地部分は本調査とは別に試掘確認調
査を行い、遺構の残存・性格を確認した。本
報告書に試掘確認調査の結果も掲載した。
　表土掘削は、担当者の指示のもとバックホ
ーにより行い、廃土については隣接する企業
用地を置き場とした。また、廃土の運搬には
一部クローラーダンプを使用した。
　D 区以外の調査区では、大部分に As-B テフ
ラ（以下、本文中では As-B とする。）が堆積
していたため重機により As-B 堆積層上面まで
掘削したのち、人力によって As-B を除去し遺
構確認作業を行った。
　D 区では遺構確認面となる黒色粘質土面まで
重機による表土除去を行い、遺構の掘り下げ
には、人力による掘削作業を行った。
　C 区・E 区・H 区・J 区では、As-B 直下面よ
り下層の第２面の調査も行った。
　第２面は C 区・H 区では灰褐色シルト質土、
E 区では砂質土、J 区では砂層および As-B 下
黒褐色粘質土下を遺構確認面としてバックホ
ーにより掘削を行い、遺構の掘り下げは人力
による掘削作業を行った。
　遺構平面図及び断面図の作成は、トータル
ステーション・オートレベルを使用した。平
面図については、各遺構を１／１０・１／
２０を基本として作成した。
　全調査区において全体図は、１／４０測量
を㈱測研に委託して行った。
　遺構断面図の作成は、１／２０を基本とし、
土層の観察にあたった。
　測量基準点は、㈱富永調査事務所に委託し、
国土調査杭を元にして設置した。
　写真撮影は、一眼レフカメラを用いて 35mm
のモノクロフィルムとカラーリバーサルフィ
ルム、デジタル一眼レフカメラで各調査段階
の記録を撮影した。
　空中写真撮影については㈱測研と技研コン
サル株式会社に業務委託を行い、ドローンに
よる撮影を実施した。

第１章　調査に至る経緯
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第１節　地理的環境

　卸売市場周辺遺跡は、群馬県高崎市栗崎町・
柴崎町・下大類町にかけて所在する。本遺跡
西端は高崎市中心部より東 4.2km に位置して
いる。
　約 27,000 年前、浅間山の山体崩壊による泥
流で前橋台地が形成された。これを古利根川
が開削したことにより、井野川低地帯が形成
された。本遺跡はこの井野川低地帯の南辺か
ら、開削された台地の段丘崖の下部にかけて
立地する。（なお、本稿では井野川低地帯南側
の台地を「高崎台地」と呼称する。）
　現在、調査地は昭和期の土地改良工事によ
って全体が平坦な水田地帯となっている。

第２節　歴史的環境

　縄文時代：本遺跡の周辺では縄文時代の遺
構は顕著ではなく、遺物が散見されるに留ま
る。綿貫堀米前Ⅱ遺跡（2）からは縄文時代中
期後半の加曾利 E２～３式期の土器片・石器
が出土している。
　弥生時代：高崎情報団地Ⅰ遺跡（3）から土
器片と後期の方形周溝墓が出土している。後
期前半以降は、万相寺遺跡 (4)、元島名遺跡
(5) など井野川自然堤防の微高地上での集落の
展開が見られる。
　古墳時代：前期古墳は、４世紀初頭とされ

る元島名将軍塚古墳（6）、４世紀後半代の柴
崎蟹沢古墳（7）、柴崎浅間山古墳（8）などが
ある。柴崎蟹沢古墳は、削平されており正確
な位置は不明であるが、柴崎浅間山古墳の北
西にあったとされ、「□始元年」銘（正始元年
と考えられる）の三角縁神獣鏡の出土が伝え
られ、ヤマト王権との繋がりが考えられてい
る。
　中期古墳は、５世紀前半代に普賢寺裏古墳
（9）、不動山古墳（10）、岩鼻二子山古墳など
前方後円墳が築造され、綿貫古墳群を形成す
る。後期古墳は、６世紀後半に綿貫観音山古
墳（11）が築造され、銅製水瓶、獣帯鏡、異形冑、
装飾太刀など、中国や朝鮮半島との関係を示
す副葬品が出土している。
　前期の集落遺跡は綿貫遺跡 (12) で確認され
ている。後期には集落遺跡が増加し、井野川
右岸の綿貫牛道遺跡（13）、綿貫伊勢遺跡（14）、
などで６世紀前半以降の竪穴建物跡を確認し
ている。弥生時代と同じく、井野川自然堤防
の微高地上を選地している。
　水田跡は、６世紀初頭と考えられる Hr-FA
下水田跡が上滝榎町北遺跡（15）、上滝Ⅱ遺
跡（16）、上滝五反畠遺跡（17）、上滝天水遺
跡 (18) などで確認されている。６世紀中頃の
Hr-FP 下水田跡は上滝榎町北遺跡（15）、上滝
Ⅱ遺跡（16）などで確認されている。
　奈良・平安時代：集落遺跡は井野川流域に
分布し、平安時代寺院跡も確認された綿貫遺

第２章　地理的・歴史的環境

国土地理院「傾斜量図」を加工して作成
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第 2図　卸売市場周辺遺跡　遺跡全体図
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跡（12）、綿貫伊勢遺跡 (13)、下滝天水遺跡
(18) などで集落が分布する。また、下大類流
通団地遺跡 (19)、柴崎熊野前遺跡 (20) では古
代の集落が、井野川低地帯の微高地上で展開
している。
　水田跡は井野川とその支流の粕川流域の低
地帯を中心として、条里地割に則った As-B
下水田跡が広く検出されている。本遺跡周辺
では、柴崎遺跡群Ⅰ～Ⅴ (21 ～ 25）、柴崎西
浦・吹手西遺跡 (26）、柴崎隼人・吹手西遺跡
(27)、柴崎遺跡群・南大類遺跡群 (28)、柴崎
熊野前遺跡 (20) の調査が行われており、広大
な As-B 下条里水田と共に低地内の微高地の集
落が報告されている。
　さらに、北側に位置する宿大類遺跡 (29) に
おいても、As-B 下水田が展開している。
　また本遺跡の南に位置する谷中村東遺跡
（30）では、高位段丘面に大型水路を整備し
As-B 下水田が営まれ、水田面に伴う大型溜井
状遺構から、９世紀中頃鋳造と推定される銅
印「物部私印」が出土している。物部氏と条

里地割、水田開発の関連が指摘されている。
　道路状遺構は、推定東山道「牛堀・矢ノ原
ルート」が高崎情報団地Ⅰ遺跡（3）で確認さ
れている。
　中世：高崎台地北辺には城館跡を主とする
遺跡が分布する。西から柴崎西浦屋敷 (31)、
高井屋敷 (32)、柴崎桜井屋敷 (33)、光明寺
(34)、村間屋敷 (35)、蟹沢屋敷 (36)、大下屋
敷 (37) が高崎台地上北辺に並ぶ。高井屋敷は
外郭内に進雄神社を含み、両者の関係が指摘
される。柴崎桜井屋敷主郭の南西外側には室
町期の虚空蔵尊を本尊とする持仏堂が所在す
る。
　また本遺跡周辺の井野川低地帯にも、数は
少ないながら、隼人屋敷 (38) や大類寄居 (39)
といった城館跡・砦跡が所在する。
　対岸の井野川左岸には、伝・五左衛門原屋
敷 (40)、八幡山館 (41)、下滝館 (42)、元島名
城 (43) などの城館址が所在する。

N

0 1 : 25,000 500m

国土地理院発行1/25,000地形図を加工して作成

第 3図　卸売市場周辺遺跡および周辺遺跡　位置図
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第１節　遺跡の概要

　卸売市場周辺遺跡では、広範囲にわたって
As-B 下水田跡が確認された。また、現状では
見えない微地形も発掘調査によって明らかと
なり、方形の土地区画溝（B区Ⅰ、C区Ⅲ・Ⅳ、
D 区Ⅱ）、古代の集落域（D 区Ⅰ、D 区Ⅱ）、旧
河道（C 区Ⅰ・Ⅱ・Ⅴ、H 区Ⅰ、J 区Ⅴ）が明
らかになった。
　遺物量は多くないものの、溝や流路に流れ
込んだ周辺遺跡の様子を反映する遺物が出土
している。
　特筆すべき事項として、本遺跡西寄りに位
置する J 区Ⅴ SK05 から、「般若御瓶」と刻書
された須恵器長頸壺が出土している。刻書の
内容は他に例を見ず、本遺跡が初出となる。
また、同遺構からは「凬王 」墨書坏も出土して
いる。類例のない大変貴重な資料・出土状況
と言える。

第２節　基本土層

　本遺跡の標高値は遺跡南東隅でおよそ海抜
74.4m、遺跡北西隅でおよそ海抜 82.1m であり、
北西から南東へ向けて 2km にわたってゆるや
かに約８m標高を下げる。

　事業対象地はそのほとんどを昭和期の土地
改良工事によって整備された水田が占める。
この時の工事により、調査区によっては As-B
が削平されるなど、微地形が確認できない状
態となっている。
　発掘調査に際しては、34 地点で基本土層を
観察した。ここでは、調査区が広範にわたる
ため６地点の基本土層を代表として掲載した。
ここで掲載しなかった基本土層は各区の説明
部分に掲載した。
　表土（１層）直下には、土地改良工事の盛
り土が位置し、その下は土地改良工事の削平
が及んだ深さにより、地点により残存する土
層は様々である。
　概ね As-A テフラ（以下、本文中は As-A と
する。）混土、As-B 混土、As-B 一次堆積層ま
では共通する。大部分では As-B 一次堆積層下
には、As-B 下水田耕土の黒色粘質土が堆積す
る。As-B 下水田耕土下の土層の堆積状況は地
点により様々であるが、黒褐色粘質土や褐灰
色粘質土が堆積することが多い。この層の中
には、Hr-FP・Hr-FA を含む層の堆積が確認で
きる地点もある。基盤層はにぶい黄褐色シル
ト質土である。

A 区基本土層

1　現耕作土。

2　土地改良工事による盛土。

3　As-B テフラ二次堆積層。

4　黒褐色粘質土（10YR3/2)　しまり強い。粘性あり。白色軽石微量。

5　暗褐色粘質土（10YR3/3)　しまり強い。粘性あり。白色軽石微量。

6　黒色粘質土（10YR1/2）　しまりやや強い。粘性あり。白色軽石微量。

E 区Ⅴ基本土層

 1　表土。

 2　As-B テフラ一次堆積層。

 3　黒褐色粘質土（10YR3/2)　粘性やや強い。しまり強い。粒子細かい。

　　白色軽石φ1～ 3㎜微量。

 4　暗褐色砂質土（10YR3/4)　粘性やや強い。しまり強い。粒子細かい。

　　白色軽石φ5㎜微量。白色軽石φ1～ 3㎜少量。黄褐色砂礫 (10YR5/8)

　　φ3～ 5㎜多く含む。砂粒φ0.3 ㎜多量。鉄分集積微量。

 5　黒褐色粘質土（10YR3/1)　粘性強い。しまり強い。粒子細かい。

　　にぶい黄褐色シルトブロック (10YR6/3)φ1 ～ 2 ㎝微量。ややシルト質。

 6  黒色粘質土（10YR1/2)　粘性強い。しまり強い。粒子細かい。白色軽石

　　φ3～ 4㎜多量。

 7　黒色粘質土（10YR1/2)　粘性強い。しまり強い。粒子細かい。

 8　黒褐色砂質土（10YR3/2)　粘性やや弱い。しまりやや強い。白色軽石φ1㎜多量。

 9　黒色粘質土（10YR2/1)　粘性強い。しまりやや強い。

10　シルト漸移層　

H 区Ⅴ基本土層

1　現耕作土。

2　土地改良工事盛土。

3　As-B テフラ一次堆積層。

4　黒褐色粘質土（10YR3/2)　

　 粘性あり。しまり強い。白色軽石微量。

5　暗褐色粘質土（10YR3/3）　粘性あり。

   しまり強い。白色軽石微量。

J区Ⅳ基本土層

 1　表土。

 2　土地改良工事盛土。

 3　にぶい褐色砂質土（7.5YR6/3）　粘性弱い。しまりやや強い。粒子細かい。砂粒φ0.3mm 多量。

    白色軽石φ1㎝微量。

 4　灰黄褐色土（10YR4/2）　粘性やや弱い。しまり強い。粒子細かい。白色軽石φ0.5mm 微量。鉄分集積少量。

 5　黒褐色粘質土（10YR3/2)　粘性あり。しまり強い。粒子細かい。白色軽石微量。

 6  黒褐色粘質土（10YR3/2）　粘性強い。しまりやや強い。粒子細かい。白色軽石 0.5 ㎜微量。

 7  灰黄褐色砂（10YR6/2）　粘性なし。しまり弱い。粒子やや細かい。白色軽石φ1～ 2㎝多量。ラミナ状。

 8　暗褐色粘質土（10YR3/3)　粘性強い。しまり強い。粒子細かい。白色軽石φ0.5mm 微量。鉄分集積少量。

 9　黒色粘質土（10YR1/2）　粘性やや弱い。しまり強い。白色軽石φ1～ 2mm 微量。

10　黒褐色粘質土（10YR2/2）　粘性やや強い。しまり強い。白色軽石φ1～ 3mm 微量。

11　黒褐色粘質土（7.5YR3/2）　粘性やや強い。しまり強い。白色軽石φ2～ 5mm 多量。軽石が帯状に堆積する。

12　黒褐色粘質土（10YR2/2）　粘性やや強い。しまりやや強い。白色軽石φ1～ 3mm 微量。

13　灰黄褐色シルト質土 （10YR4/2）  粘性やや強い。しまりやや強い。粒子やや細かい。黒褐色粘質土

    （10YR2/2）少量。シルト漸移層。

14  にぶい黄褐色シルト質土（10YR5/3）  粘性やや強い。しまりやや強い。粒子細かい。地山シルト。

15  灰白色粘土（N8/0)　粘性強い。しまり強い。粒子細かい。

J 区Ⅵ基本土層 2

1　現表土。

2　にぶい褐色土（7.5YR5/4)　粘性なし。しまりなし。

   As-B テフラ混入土。 砂質土。

3　黒褐色土（7.5YR3/2）　粘性強い。しまり強い。白色粒少量。

   黄褐色粒微量、

   鉄分わずかに沈着。

4　褐灰色土（7.5YR5/1)　粘性強い。しまり強い。白色粒微量。

   0.5mm 程の軽石含む。

   鉄分わずかに沈着。

5　黒褐色土（7.5YR3/1)　粘性強い。しまり強い。白色粒少量。

   0.5mm 程の軽石含む。シルトブロック少量、鉄分沈着。

6　灰褐色土（7.5YR6/2)　粘性やや強い。しまりやや強い。

   白色粒少量。0.5 ～ 1mm 軽石少量、砂質土混じる。鉄分沈着。

D区Ⅱ基本土層

1　褐灰色土 (7.5YR4/1)  粘性なし。しまりあり。白色粒多量。

2　灰褐色土 (7.5YR4/2)　粘性なし。しまりあり。白色粒多量。

3　黒褐色土 (7.5YR3/1)　粘性、しまり強い。白色粒多量。

4　褐色土(7.5YR5/1)　粘性なし。しまりあり。軽石1～2㎜多量。

5　黒褐色土 (7.5YR3/2)　粘性なし。しまりあり。砂質土。

6　灰褐色土 (7.5YR4/2)　粘性強い。しまりあり。黄褐色

   ブロック混じる。

7　暗褐色土 (7.5YR3/3)　粘性やや強い。しまりあり。黄褐色

   ブロック多量。白色土混じる。

8　黒褐色土 (7.5YR3/1)　粘性弱い。しまり強い。ローム・小礫・

   砂粒混じる。

9　にぶい褐色土 (7.5YR6/3) 粘性。しまり強い。シルト質。

10 にぶい橙色土 (7.5YR7/3)　粘性強い。しまりあり。

第３章　検出した遺構・遺物
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A 区基本土層

1　現耕作土。

2　土地改良工事による盛土。

3　As-B テフラ二次堆積層。

4　黒褐色粘質土（10YR3/2)　しまり強い。粘性あり。白色軽石微量。

5　暗褐色粘質土（10YR3/3)　しまり強い。粘性あり。白色軽石微量。

6　黒色粘質土（10YR1/2）　しまりやや強い。粘性あり。白色軽石微量。

E 区Ⅴ基本土層

 1　表土。

 2　As-B テフラ一次堆積層。

 3　黒褐色粘質土（10YR3/2)　粘性やや強い。しまり強い。粒子細かい。

　　白色軽石φ1～ 3㎜微量。

 4　暗褐色砂質土（10YR3/4)　粘性やや強い。しまり強い。粒子細かい。

　　白色軽石φ5㎜微量。白色軽石φ1～ 3㎜少量。黄褐色砂礫 (10YR5/8)

　　φ3～ 5㎜多く含む。砂粒φ0.3 ㎜多量。鉄分集積微量。

 5　黒褐色粘質土（10YR3/1)　粘性強い。しまり強い。粒子細かい。

　　にぶい黄褐色シルトブロック (10YR6/3)φ1 ～ 2 ㎝微量。ややシルト質。

 6  黒色粘質土（10YR1/2)　粘性強い。しまり強い。粒子細かい。白色軽石

　　φ3～ 4㎜多量。

 7　黒色粘質土（10YR1/2)　粘性強い。しまり強い。粒子細かい。

 8　黒褐色砂質土（10YR3/2)　粘性やや弱い。しまりやや強い。白色軽石φ1㎜多量。

 9　黒色粘質土（10YR2/1)　粘性強い。しまりやや強い。

10　シルト漸移層　

H 区Ⅴ基本土層

1　現耕作土。

2　土地改良工事盛土。

3　As-B テフラ一次堆積層。

4　黒褐色粘質土（10YR3/2)　

　 粘性あり。しまり強い。白色軽石微量。

5　暗褐色粘質土（10YR3/3）　粘性あり。

   しまり強い。白色軽石微量。

J区Ⅳ基本土層

 1　表土。

 2　土地改良工事盛土。

 3　にぶい褐色砂質土（7.5YR6/3）　粘性弱い。しまりやや強い。粒子細かい。砂粒φ0.3mm 多量。

    白色軽石φ1㎝微量。

 4　灰黄褐色土（10YR4/2）　粘性やや弱い。しまり強い。粒子細かい。白色軽石φ0.5mm 微量。鉄分集積少量。

 5　黒褐色粘質土（10YR3/2)　粘性あり。しまり強い。粒子細かい。白色軽石微量。

 6  黒褐色粘質土（10YR3/2）　粘性強い。しまりやや強い。粒子細かい。白色軽石 0.5 ㎜微量。

 7  灰黄褐色砂（10YR6/2）　粘性なし。しまり弱い。粒子やや細かい。白色軽石φ1～ 2㎝多量。ラミナ状。

 8　暗褐色粘質土（10YR3/3)　粘性強い。しまり強い。粒子細かい。白色軽石φ0.5mm 微量。鉄分集積少量。

 9　黒色粘質土（10YR1/2）　粘性やや弱い。しまり強い。白色軽石φ1～ 2mm 微量。

10　黒褐色粘質土（10YR2/2）　粘性やや強い。しまり強い。白色軽石φ1～ 3mm 微量。

11　黒褐色粘質土（7.5YR3/2）　粘性やや強い。しまり強い。白色軽石φ2～ 5mm 多量。軽石が帯状に堆積する。

12　黒褐色粘質土（10YR2/2）　粘性やや強い。しまりやや強い。白色軽石φ1～ 3mm 微量。

13　灰黄褐色シルト質土 （10YR4/2）  粘性やや強い。しまりやや強い。粒子やや細かい。黒褐色粘質土

    （10YR2/2）少量。シルト漸移層。

14  にぶい黄褐色シルト質土（10YR5/3）  粘性やや強い。しまりやや強い。粒子細かい。地山シルト。

15  灰白色粘土（N8/0)　粘性強い。しまり強い。粒子細かい。

J 区Ⅵ基本土層 2

1　現表土。

2　にぶい褐色土（7.5YR5/4)　粘性なし。しまりなし。

   As-B テフラ混入土。 砂質土。

3　黒褐色土（7.5YR3/2）　粘性強い。しまり強い。白色粒少量。

   黄褐色粒微量、

   鉄分わずかに沈着。

4　褐灰色土（7.5YR5/1)　粘性強い。しまり強い。白色粒微量。

   0.5mm 程の軽石含む。

   鉄分わずかに沈着。

5　黒褐色土（7.5YR3/1)　粘性強い。しまり強い。白色粒少量。

   0.5mm 程の軽石含む。シルトブロック少量、鉄分沈着。

6　灰褐色土（7.5YR6/2)　粘性やや強い。しまりやや強い。

   白色粒少量。0.5 ～ 1mm 軽石少量、砂質土混じる。鉄分沈着。

D区Ⅱ基本土層

1　褐灰色土 (7.5YR4/1)  粘性なし。しまりあり。白色粒多量。

2　灰褐色土 (7.5YR4/2)　粘性なし。しまりあり。白色粒多量。

3　黒褐色土 (7.5YR3/1)　粘性、しまり強い。白色粒多量。

4　褐色土(7.5YR5/1)　粘性なし。しまりあり。軽石1～2㎜多量。

5　黒褐色土 (7.5YR3/2)　粘性なし。しまりあり。砂質土。

6　灰褐色土 (7.5YR4/2)　粘性強い。しまりあり。黄褐色

   ブロック混じる。

7　暗褐色土 (7.5YR3/3)　粘性やや強い。しまりあり。黄褐色

   ブロック多量。白色土混じる。

8　黒褐色土 (7.5YR3/1)　粘性弱い。しまり強い。ローム・小礫・

   砂粒混じる。

9　にぶい褐色土 (7.5YR6/3) 粘性。しまり強い。シルト質。

10 にぶい橙色土 (7.5YR7/3)　粘性強い。しまりあり。

第 4図　卸売市場周辺遺跡　基本土層
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A
区
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ

第
３
節
　
A
区
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ

（
１
）
調
査
区
の
概
要

　
A
区

Ⅰ
・

Ⅱ
・

Ⅲ
は
、

地
獄

堰
用

水
路

工
事

に
伴

い
発

掘
調

査
を

実
施

し
た
。

調
査

区
全

体
に

昭
和

期
の

土
地

改
良

工
事

に
よ

る
削

平
が

お
よ

ん
で

お
り
、

A
s
-
B
一

次
堆

積
層

の
残

存
は

良
好

で
は

な
か

っ
た
。

よ
っ

て
A
s
-
B
堆

積
層

下
面

と
A
s
-
B
が

削
平

さ
れ

て
い

る
場

合
に

は
土

地
改

良
工

事
土

下
の

黒
褐

色
粘

質
土
面
を
遺
構
検
出
面
と
し
た
。

本
調

査
区

で
は

A
s
-
B
降

下
後

～
近

世
ま

で
の

遺
構

を
検

出
し

た
。

遺
構

の
内

約
は
、

溝
3
0
条
、

土
坑

2
7

基
、
ピ
ッ
ト
８
基
で
あ
る
。

（
２
）
溝
・
通
路

本
調

査
区

で
は
、
3
0
条

の
溝

を
検

出
し

た
。

溝
は

A
s
-
B
降
下
以
降
～
近
世
の
も
の
で
あ
る
。

　
調

査
区

南
東

端
の

A
区

Ⅱ
・
A
区

Ⅲ
の

境
に

東
流
、

も
し

く
は

南
東

流
す

る
溝

群
S
D
3
9
～

S
D
4
4
を

検
出

し
た
。

溝
群

の
上

層
は

S
D
3
9
～

S
D
4
4
ま

で
一

括
で

ラ
ミ

ナ
状

水
成

堆
積

が
堆

積
し

て
い

た
。
A
s
-
A
降

下
後

か
ら

近
世

ま
で

水
路

で
あ

っ
た

と
考

え
ら

れ
る
。

ま
た

S
D
4
1
と

S
D
4
2
の

間
に

は
硬

化
し

た
黒

褐
色

砂
質

土
に

小
礫

が
多

く
埋

め
込

ま
れ

た
高

ま
り

が
あ

り
、

通
路
の
可
能
性
が
あ
る
（
S
F
2
1
）
。

（
３
）
土
坑

　
本

調
査

区
で

は
、
2
7
基

の
土

坑
を

検
出

し
た
。

ほ
と

ん
ど

が
A
s
-
B
混

土
を

埋
土

に
持

つ
、
A
s
-
B
降

下
後

の
土
坑
で
あ
る
。

　
S
K
5
3
は

土
坑

埋
土

と
考

え
ら

れ
る

部
分

が
全

て
酸

化
鉄

分
凝

集
と

な
っ

て
い

た
。

被
熱
・

炭
な

ど
鍛

冶
関

連
遺

構
と

認
定

で
き

る
痕

跡
・

遺
物

は
検

出
で

き
な
か
っ
た
た
め
、
自
然
の
所
産
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

（
４
）
ピ
ッ
ト

　
本

調
査

区
で

は
、
8
基

の
ピ

ッ
ト

を
検

出
し

た
。

全
て

A
s
-
B
・
A
s
-
B
混

土
を

埋
土

と
し

て
持

つ
ピ

ッ
ト

で
あ

っ
た
。

こ
れ

ら
の

ピ
ッ

ト
は

規
則

的
な

配
置

を
と

る
も

の
は

な
く
、

全
て

単
独

の
ピ

ッ
ト

で
あ

り
、

掘
立

柱
建

物
跡

な
ど

の
遺

構
と

し
て

認
定

で
き

る
も

の
は
な
か
っ
た
。

第
5
図
　
A
区
Ⅲ
　
基
本
土
層
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土
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L
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7
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1
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軽
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量
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A 区Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

基本土層

1

2

3

4
5

6

L=74.10m

基本土層

1　現耕作土。

2　土地改良工事による盛土。

3　As-B テフラ二次堆積層。

4　黒褐色粘質土（10YR3/2)　しまり強い。粘性あり。白色軽石微量。

5　暗褐色粘質土（10YR3/3)　しまり強い。粘性あり。白色軽石微量。

6　黒色粘質土（10YR1/2）　しまりやや強い。粘性あり。白色軽石微量。
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第 6図　A区Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ　遺構全体図（１）
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A 区Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ
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A 区Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

第 8図　A区Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ　SD22・24 ～ 30・35 ～ 37　遺構図
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5
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L=74.60m

L=74.60m

L=74.50m

L=74.40m

L=74.40m

L=74.20m

L=74.20m

SD22(SPA-A’）

1　暗褐色砂質土（10YR3/2)  粒子やや細かく、しまり強い。粘性弱く As-A テフラ微量。As-B テフラ微量。

2  暗褐色砂質土（10YR3/4)　粒子やや細かく、しまり強い。粘性弱く As-A テフラ少量。As-B テフラ微量。

SD24(SPA-A’）

1　現耕作土。

2　土地改良工事盛土。

3　暗褐色砂質土（10YR3/3）　しまり強く、粘性弱い。As-B テフラ及び As-A テフラ少量。褐色粒子

（10YR4/4)　微量。

SD25(SPA-A’）

1　現耕作土。

2　土地改良工事盛土。

3　As-B テフラ二次堆積層。

4  黒褐色粘質土（10YR3/2)  しまりやや強く、粘性強い。褐色粒子（10YR4/4) 微量。　

SD26(SPA-A’）

1　現耕作土。

2　土地改良工事盛土。

3　暗褐色砂質土（10YR3/3）　しまりやや強く、粘性なし。粒子やや細かい。白色粒子（As-B テフラ）微量。

4　黒褐色砂質土（10YR3/2)  しまりやや強く、粘性やや弱い。白色細粒子（As-B テフラ、As-A テフラ）

微量。暗褐色粘質土ブロック微量。

5　As-B テフラ二次堆積層。

SD27(SPA-A’）

1　暗褐色砂質土（10YR3/3) しまりやや強く、粘性弱い。粒子細かく As-A テフラ多量。　

SD28(SPA-A’）

1　暗褐色砂質土（10YR3/3) しまりやや強く、粘性やや弱い。粒子やや細かく As-A テフラ少量。

SD29(SPA-A’）

1　黒褐色砂層（10YR3/2）　しまりやや弱い。粘性なし。酸化鉄分凝集少量。As-B 極めて多量。

2　暗褐色粘質土（10YR3/3）　しまり強い。粘性強い。白色軽石φ1mm 微量。

SD30(SPA-A’）

1　現耕作土。

2　土地改良工事盛土。

3　As-B テフラ二次堆積層。

4  黒褐色土（10YR3/2）　しまりやや弱い。粘性弱い。粒子やや細かい。As-B テフラ中量。

SD35(SPA-A’）

1  暗褐色土（10YR4/3）　しまりやや強い。

SD36.37(SPA-A’）

1  現耕作土。

2  土地改良工事盛土。

3  As-B テフラ二次堆積層。

4　暗褐色砂質土（10YR3/3）　粘性弱い。しまりやや強い。φ1㎜砂粒主体層。As-B テフラφ1～ 2mm 微量。

凝集酸化鉄分中量。

5　暗褐色砂質土（10YR3/3）　粘性弱い。しまりやや強い。砂粒φ0.5㎜主体層。As-Bテフラφ1～2mm微量。

6　7層の崩落土ブロック

7  黒褐色粘質土（10YR3/2）　粘性強い。しまり強い。白色軽石微量。
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A 区Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

第 9図　A区Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ　SD39 ～ 44、SF21　遺構図

（平面図・断面図）
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SD44(SPA-A’）

1　黒褐色砂質土（10YR2/3)  しまりやや強く、粘性やや弱い。粒子やや細かい。

2　暗褐色砂質土（10YR3/3)  しまりやや強く、粘性やや強い。粒子やや細かく As-B テフラ少量。

SD39(SPA-A’）

1　黒褐色砂質土（10YR2/3)  しまりやや強く、粘性やや弱い。粒子やや細かい。黒褐色粘質土（10YR2/3) 少量。礫 5～ 10 ㎝中量。

SD43(SPA-A’）

1　黒褐色砂質土（10YR2/3)  しまりやや強く、粘性やや弱い。粒子やや細かい。黒褐色粘質土（10YR2/3) 少量。礫 5～ 10 ㎝微量。

SD42(SPA-A’）

1　黒褐色砂質土（10YR3/2)  しまり弱く、粘性なし。粒子やや粗い。砂粒φ0.8 ㎜中量。黒褐色粘質土 (10YR3/2) 少量。

2  黒褐色砂質土（2.5YR3/2）しまり強い。粘性なし。粒子やや粗い。砂粒φ0.8 ㎜中量。凝集酸化鉄分微量。

SF21,SD41(SPA-A’）

1　暗褐色砂質土（10YR3/3)  しまりやや弱く、粘性なし。粒子やや粗い。

2　暗褐色シルト質土 (10YR3/3)　しまりやや強く粘性弱い。粒子細かい。砂粒φ0.5 ㎜少量。

3　1層と同一。

4　1層と同一だが、酸化鉄分沈着微量。

5　1層と同一。

6　黒褐色砂質土（10YR3/2)  しまり強く、粘性なし。粒子やや細かい。酸化鉄分沈着極めて少量。硬化層。

SD40(SPA-A’）

1　黒褐色砂質土（10YR1/3)  しまりやや弱く、粘性なし。粒子やや粗い。砂粒φ0.5 ～ 1mm 含む。黒褐色粘質土（10YR1/3) 微量。

2　暗褐色砂質土（10YR3/3)  しまりやや強く、粘性なし。粒子やや細かい。暗褐色粘質土（10YR3/3) 少量。

3　黒褐色砂質土（10YR3/2)  しまりやや強く、粘性なし。粒子やや細かい。

4　暗褐色砂質土（10YR3/4)  しまり強く、粘性弱い。粒子細かく酸化鉄分沈着多量。

5　黒褐色砂質土（10YR3/2)  しまり強く、粘性弱い。粒子やや細かく酸化鉄分沈着多量。
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A 区Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

（平面図・断面図）
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SD44(SPA-A’）

1　黒褐色砂質土（10YR2/3)  しまりやや強く、粘性やや弱い。粒子やや細かい。

2　暗褐色砂質土（10YR3/3)  しまりやや強く、粘性やや強い。粒子やや細かく As-B テフラ少量。

SD39(SPA-A’）

1　黒褐色砂質土（10YR2/3)  しまりやや強く、粘性やや弱い。粒子やや細かい。黒褐色粘質土（10YR2/3) 少量。礫 5～ 10 ㎝中量。

SD43(SPA-A’）

1　黒褐色砂質土（10YR2/3)  しまりやや強く、粘性やや弱い。粒子やや細かい。黒褐色粘質土（10YR2/3) 少量。礫 5～ 10 ㎝微量。

SD42(SPA-A’）

1　黒褐色砂質土（10YR3/2)  しまり弱く、粘性なし。粒子やや粗い。砂粒φ0.8 ㎜中量。黒褐色粘質土 (10YR3/2) 少量。

2  黒褐色砂質土（2.5YR3/2）しまり強い。粘性なし。粒子やや粗い。砂粒φ0.8 ㎜中量。凝集酸化鉄分微量。

SF21,SD41(SPA-A’）

1　暗褐色砂質土（10YR3/3)  しまりやや弱く、粘性なし。粒子やや粗い。

2　暗褐色シルト質土 (10YR3/3)　しまりやや強く粘性弱い。粒子細かい。砂粒φ0.5 ㎜少量。

3　1層と同一。

4　1層と同一だが、酸化鉄分沈着微量。

5　1層と同一。

6　黒褐色砂質土（10YR3/2)  しまり強く、粘性なし。粒子やや細かい。酸化鉄分沈着極めて少量。硬化層。

SD40(SPA-A’）

1　黒褐色砂質土（10YR1/3)  しまりやや弱く、粘性なし。粒子やや粗い。砂粒φ0.5 ～ 1mm 含む。黒褐色粘質土（10YR1/3) 微量。

2　暗褐色砂質土（10YR3/3)  しまりやや強く、粘性なし。粒子やや細かい。暗褐色粘質土（10YR3/3) 少量。

3　黒褐色砂質土（10YR3/2)  しまりやや強く、粘性なし。粒子やや細かい。

4　暗褐色砂質土（10YR3/4)  しまり強く、粘性弱い。粒子細かく酸化鉄分沈着多量。

5　黒褐色砂質土（10YR3/2)  しまり強く、粘性弱い。粒子やや細かく酸化鉄分沈着多量。

SD39

SD40

SD41

SD42

SD43

SD44

SF21

A
A
’

A A’

第 10 図　A区Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ　SD51 ～ 60・62・63、SK21・22　遺構図

（平面図・断面図）
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調査区外

SD51.63(SPA-A’）

1  現耕作土。

2  土地改良工事盛土。

3　黒褐色粘質土（10YR3/2)　しまり強く、粘性強い。白色軽石微量。

SD52(SPA-A’）

1　暗褐色砂質土（10YR3/3)  しまりやや

強く、粘性弱い。粒子やや細かい As-B

テフラ少量。

2　暗褐色粘質土ブロック。

SD53(SPA-A’）

1　暗褐色砂質土（10YR3/4)  しまりやや強く、粘性

弱い。粒子やや細かい。As-B テフラ少量。

SD54(SPA-A’）

1　暗褐色砂質土（10YR3/4)  しまりや

や強く、粘性弱い。As-B テフラ少量。

2　暗褐色砂質土（10YR3/3)  しまり強

く、粘性弱い。As-B テフラ微量。

SD55(SPA-A’）

1　暗褐色砂質土（10YR3/4)  しまりやや弱く、粘性

やや弱い。As-B テフラ多量。

SD56(SPA-A’）

1　暗褐色砂質土（10YR3/3)  しまりや

や強く、粘性弱い。As-A.Bテフラ少量。

SD57(SPA-A’）

1　暗褐色砂質土（10YR3/3)  しまりやや強く、粘性

弱い。粒子やや細かい。As-B テフラ微量。

2　黒褐色砂質土（10YR3/2)  しまりやや強く、粘性

弱い。粒子やや細かい。As-B テフラ微量。褐色

粒子（10YR4/4) 少量。

SD58.59.60(SPA-A’）

1　暗褐色砂質土 (10YR3/4)  しまり強く、粘性弱い。粒子やや粗い。水成堆積。

砂粒φ0.5mm 極多量。As-B テフラ多量。

2　暗褐色砂質土（10YR3/3)  しまり強く、粘性やや強い。粒子やや細かい。砂粒

φ0.5mm 微量。

3  暗褐色砂質土 (10YR3/4)　しまり強く、粘性やや弱い。粒子やや細かい。As-B

テフラ少量

SD62(SPA-A’）

1　土地改良工事盛土。

2　褐色土 (7.5YR4/3)  しまりあり、粘性なし。砂質土多い。

SK21(SPA-A’）

1　現耕作土。

2　土地改良工事盛土。

3  灰黄褐色 As-B テフラ二次堆積。

SK22(SPA-A’）

1　暗褐色砂質土（10YR3/3)　粒子やや細かく、しまりやや強い。粘性弱い。褐

色粒子（10YR4/4) 微量。暗褐色粘質土（10YR3/3) 微量。As-B テフラ少量。

2　黒褐色土（10YR3/2)　しまり強く、粘性弱い。粒子細かい。

3　黒褐色土 (10YR3/2)　しまり強く、粘性弱い。粒子やや細かい。黒褐色砂質

土（10YR3/2) 少量。
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A 区Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

第 11 図　A区Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ　SK23 ～ 27・29 ～ 32　遺構図

（平面図・断面図）

0 1:40 2m

1
3

2

4

地山ブロック

2

1

1 1 1

2

1

3 4

1

2

1

2

1

SK23

SK25

SK30 SK31
SK32

SK26 SK27 SK29

SK24

L=74.90m

L=74.90m

L=74.60m

L=74.90mL=74.90mL=74.90m

L=74.50m
L=74.50m

L=74.40m

調
査
区
外

調査区外

SK23(SPA-A’）

1　黒褐色砂質土（10YR2/2)  しまり強く、

粘性弱い。粒子やや細かい。As-B テフラ

含む。

2　黒褐色砂質土（10YR2/2)  しまり強く、

粘性弱い。粒子やや細かい。As-B テフラ

中量。ローム粒（φ0.1 ～ 0.2mm）少量。

3　黒褐色土（10YR3/1)  しまり強く、粘性

強い。粒子細かい。4層の土を少量含む。

4　黒褐色土（10YR3/2)  粒子細かく、しま

り強い。粘性強くローム粒（φ0.1mm ～

0.3mm) 少量。

SK24(SPA-A’）

1　黒褐色土（10YR3/2）　しまりやや強く、粘性やや強い。

粒子細かい。

2　暗褐色土（10YR3/3）　しまり強い。粘性あり。白色

軽石微量。　

SK25(SPA-A’）

1　黒褐色砂質土（10YR3/2)  しまり強く、粘性やや強い。粒子やや細かい

As-B テフラ微量。

SK27(SPA-A’）

1  暗褐色砂質土（10YR3/3)　しまりやや弱く、粘性弱い。粒子やや細かい。

As-B テフラ微量。褐色粒子（10YR4/4) 微量。

SK26(SPA-A’）

1　黒褐色土（10YR3/2)　しまりやや強く、粘性やや強い。粒子やや細かい

As-B テフラ微量。褐色粘質土（10YR4/4) 少量。

SK29(SPA-A’）

1  As-B テフラ二次堆積層

2　黒褐色砂質土（10YR3/2)　しまりやや強く、粘性弱い。粒子やや細

かい。As-B テフラ少量。砂粒φ1～ 2mm 微量。

3　暗褐色砂質土（10YR3/3)　しまり強く、粘性弱い。粒子やや細かい。

As-B テフラ少量。褐色粒子（10YR4/4) 少量。 白色軽石を微量に含む

黒褐色粘質土のブロック (5 ～ 10 ㎝ ) 微量。

4　暗褐色砂質土（10YR3/3)　しまりやや弱く、粘性弱い。粒子やや細

かい。As-B テフラ微量。褐色粒子（10YR4/4) 多量。

SK30(SPA-A’）

1　黒褐色砂質土（10YR3/2)  しまり強く、粘

性弱い。粒子やや細かい。As-Bテフラ極多量。

2　暗褐色粘質土（10YR3/3)  しまり強く、粘

性弱い。粒子細かい。

SK31(SPA-A’）　

1　黒褐色砂質土（10YR3/2)  しまりやや強く、

粘性弱い。粒子やや細かい。As-B テフラ多量。

褐色粒子（10YR4/4) 微量。

2　黒褐色砂質土（10YR3/2)  しまりやや強く、

粘性弱い。粒子やや細かい。As-B テフラ多量。
SK32(SPA-A’）

1　黒褐色土（10YR3/2)　粘性やや弱く、しまりやや弱い。粒子やや

細かい。As-B テフラφ1～ 2mm 中量。黒褐色土ブロック多量。

SK41
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A 区Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

（平面図・断面図）
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外

調査区外

SK23(SPA-A’）

1　黒褐色砂質土（10YR2/2)  しまり強く、

粘性弱い。粒子やや細かい。As-B テフラ

含む。

2　黒褐色砂質土（10YR2/2)  しまり強く、

粘性弱い。粒子やや細かい。As-B テフラ

中量。ローム粒（φ0.1 ～ 0.2mm）少量。

3　黒褐色土（10YR3/1)  しまり強く、粘性

強い。粒子細かい。4層の土を少量含む。

4　黒褐色土（10YR3/2)  粒子細かく、しま

り強い。粘性強くローム粒（φ0.1mm ～

0.3mm) 少量。

SK24(SPA-A’）

1　黒褐色土（10YR3/2）　しまりやや強く、粘性やや強い。

粒子細かい。

2　暗褐色土（10YR3/3）　しまり強い。粘性あり。白色

軽石微量。　

SK25(SPA-A’）

1　黒褐色砂質土（10YR3/2)  しまり強く、粘性やや強い。粒子やや細かい

As-B テフラ微量。

SK27(SPA-A’）

1  暗褐色砂質土（10YR3/3)　しまりやや弱く、粘性弱い。粒子やや細かい。

As-B テフラ微量。褐色粒子（10YR4/4) 微量。

SK26(SPA-A’）

1　黒褐色土（10YR3/2)　しまりやや強く、粘性やや強い。粒子やや細かい

As-B テフラ微量。褐色粘質土（10YR4/4) 少量。

SK29(SPA-A’）

1  As-B テフラ二次堆積層

2　黒褐色砂質土（10YR3/2)　しまりやや強く、粘性弱い。粒子やや細

かい。As-B テフラ少量。砂粒φ1～ 2mm 微量。

3　暗褐色砂質土（10YR3/3)　しまり強く、粘性弱い。粒子やや細かい。

As-B テフラ少量。褐色粒子（10YR4/4) 少量。 白色軽石を微量に含む

黒褐色粘質土のブロック (5 ～ 10 ㎝ ) 微量。

4　暗褐色砂質土（10YR3/3)　しまりやや弱く、粘性弱い。粒子やや細

かい。As-B テフラ微量。褐色粒子（10YR4/4) 多量。

SK30(SPA-A’）

1　黒褐色砂質土（10YR3/2)  しまり強く、粘

性弱い。粒子やや細かい。As-Bテフラ極多量。

2　暗褐色粘質土（10YR3/3)  しまり強く、粘

性弱い。粒子細かい。

SK31(SPA-A’）　

1　黒褐色砂質土（10YR3/2)  しまりやや強く、

粘性弱い。粒子やや細かい。As-B テフラ多量。

褐色粒子（10YR4/4) 微量。

2　黒褐色砂質土（10YR3/2)  しまりやや強く、

粘性弱い。粒子やや細かい。As-B テフラ多量。
SK32(SPA-A’）

1　黒褐色土（10YR3/2)　粘性やや弱く、しまりやや弱い。粒子やや

細かい。As-B テフラφ1～ 2mm 中量。黒褐色土ブロック多量。
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SK33(SPA-A’）

1　暗褐色砂質土（10YR3/3)　粘性な

し。しまり弱い。粒子粗い。砂粒

φ0.5 ～ 1 ㎜主体。As-B テフラφ

2mm少量。

SK37(SPA-A’）

1　黒褐色砂質土（10YR2/2)  し

まりやや強く、粘性やや弱い。

粒子やや細かい。褐色粘質土

（10YR4/4) ブロック少量。

As-B テフラ少量。

2　黒褐色砂質土（10YR2/2)  し

まりやや弱く、粘性やや弱い。

粒子やや細かい。As-B テフラ

少量。

SK35(SPA-A’）

1　黒褐色砂質土（10YR2/3）　粘性

弱い。しまりやや強い。粒子粗

い。As-B テフラφ1～ 2mm 多量。

SK39(SPA-A’）

1　極暗褐色砂質土（7.5YR2/3）　砂粒φ0.5

～ 1㎜主体。粘性なし。しまりやや強い。

As-B テフラφ1～ 2㎜少量。

SK38(SPA-A’）

1　極暗褐色砂質土（7.5YR2/3)　粘性

なし。しまりやや強い。粒子やや

細かい。As-Bテフラφ1～2㎜多量。

酸化鉄分凝集中量。

SK40(SPA-A’）

1　暗褐色砂質土（10YR3/3） 粘性弱い。しまりやや強い。粒子

やや細かい。As-B テフラφ1～ 2mm 少量。暗褐色粘質土粒φ

4㎜少量。

SK41(SPA-A’）

1　暗褐色土（10YR3/3）　粘性やや強い。しまりやや強い。粒子

細かい。As-B テフラφ1～ 2mm 中量。砂粒φ1㎜少量。

2　暗褐色土（10YR3/3）　粘性やや強い。しまりやや強い。粒子

細かい。砂粒φ1㎜少量。

3　黒褐色土（10YR3/2)　粘性やや強い。しまりやや強い。粒子

細かい。シルトブロックφ20mm 微量。

4　明褐色砂質土（7.5YR5/6）　粘性弱い。しまりやや強い。粒子

やや粗い。小礫φ2～ 4mm 中量。酸化鉄分凝集多量。

SK52(SPA-A’）

1　現耕作土。

2　土地改良工事盛土。

3　暗褐色砂質土(10YR3/3)　しまりやや強く、粘性なし。As-Bテフラ極多量。酸化鉄分凝集少量。

4  As-B 二次堆積層

5　黒褐色砂質土 (10YR2/3)　しまりやや強く、粘性弱い。粒子やや細かい。As-B テフラ微量。

SK32
SD56

SD37
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第 12 図　A区Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ　SK33・35・37 ～ 41・51・52　遺構図
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A 区Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

（平面図・断面図）
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調査区外

SK53(SPA-A’）

1　酸化鉄分凝集層（10YR3/4)  硬化している。少量だが球状

の空洞がある。周囲に被熱痕跡はなく、流動した痕跡も発

砲した痕跡もないため、製鉄関連遺構ではない。

SK55.SD57(SPA-A’）

1　黒褐色砂質土（10YR3/2)  しまりやや強く、粘性弱い。

粒子細かい。

2　黒褐色砂質土（10YR3/2)  しまりやや強く、粘性弱い。

粒子やや細かい。As-B テフラ微量。

3　黒褐色砂質土（10YR3/2)  しまりやや強く、粘性弱い。

粒子やや細かく、褐色粒子（10YR4/4) 多量。

4　暗褐色砂質土（10YR3/3）　しまりやや弱い。粘性弱い。

粒子やや粗い。As-B テフラ少量。

5　暗褐色砂質土（10YR3/4）　しまりやや強い。粘性あり。

粒子やや細かい。As-Bテフラ少量。暗褐色粘質土少量。

SK55

SD57

SK56

SK57(SPA-A’）

1　黒褐色土（10YR3/2)　しまり強く、粘性強い。白色軽石微量。

2　黒褐色土（10YR3/2)  しまりやや弱く、粘性やや強い。粒子やや細かい。褐色粘

質土ブロック（10YR4/4) 少量。

3　黒褐色土（10YR3/2)  しまり強く、粘性やや強い。粒子細かい。暗褐色粒子

（7.5YR3/4) 多量。

4　黒褐色質土（10YR3/2)  しまり強く、粘性やや強い。粒子細かい。暗褐色粒子

（7.5YR3/4) 少量。

5　暗褐色砂質土（10YR3/3)  しまりやや強く、粘性やや強い。粒子やや細かい。暗

褐色粒子（7.5YR3/4) 微量。

SK58(SPA-A’）

1  暗褐色粘質土（10YR3/3)  しまりやや強く、粘性

やや強い。粒子やや細かい。As-B テフラ少量。

2　黒褐色砂質土（10YR3/2)　しまりやや強く、粘性

やや弱い。粒子やや細かい。

SK60(SPA-A’）

1　暗褐色土（10YR3/3)  しまり強く、粘性強い。粒子細かい。As-B

テフラ微量。黄褐色ローム粒子（10YR5/6) 少量。

SP21(SPA-A’）

1　As-B テフラ二次堆積層。

2　黒褐色土（10YR2/3) しまりやや強く、粘性やや強い。

粒子細かい。褐色粒子（10YR4/4) 少量。

3　黒褐色粘質土（10YR2/3) しまりやや強く、粘性やや

強い。粒子細かい。褐色粒子（10YR4/6) 少量。

4  暗褐色粘質土（10YR3/4) しまりやや強く、粘性やや

強い。粒子細かい。小礫φ5㎜微量。

SP23(SPA-A’）

1　黒褐色砂質土（10YR3/2)　しまりやや強く、粘性なし。

粒子やや細かい。白色細粒子微量。褐色粒子（10YR4/4)

微量。

2　暗褐色土（10YR3/3）しまり強く、粘性やや強い。粒子細

かい。白色細粒子微量。褐色粒子（10YR4/4) 多量。黒褐

色砂質土（10YR3/2) 少量（上部の方が量が増える）。

SP22(SPA-A’）

1  黒褐色砂質土（10YR3/2)  しまり強く、

粘性やや強い。粒子やや細かい。As-B

テフラ少量。As-B テフラ初期降下軽石

φ５㎜微量。褐色粘質土ブロック

（10YR4/3)3 ～ 15 ㎜少量。　

SK59(SPB-B’)

1  黒褐色土(10YR3/2)　しまり強く、粘性強い。粒子

   細かい。As-Bテフラ微量。
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第 13 図　A区Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ　SD57、SK53・55 ～ 60、SP21 ～ 23　遺構図
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A 区Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

名称 区 形状 主軸方位
規模 (m）

時期 備考・出土遺物
長軸 短軸 深さ

SD21 Ⅰ 欠番

SD22 Ⅰ N- 85° -W 4.20 1.10 0.16 As-A 降下後 土師器、須恵器、陶器・埦・鉢、磁器・埦

SD23　 Ⅰ 欠番

SD24 Ⅰ N- 89° -E 2.10 0.50 0.10 As-A 降下後

SD25 Ⅰ N- 85° -W 2.00 4.90 0.15 As-B 降下後

SD26 Ⅰ N- 85° -E 4.13 0.35 0.19 As-A 降下後

SD27 Ⅱ N- 84° -W 4.30 0.55 0.16 As-A 降下後

SD28 Ⅱ N- 87° -W 4.25 0.30 0.09 As-A 降下後

SD29 Ⅱ N- 76° -E 4.18 1.00 0.20 As-B 降下後

SD30 Ⅱ N- 87° -E 0.85 0.30 0.08 As-B 降下後

SD31 欠番

SD32 欠番

SD33 欠番

SD34　 欠番

SD35 Ⅱ N- 87° -E 2.10 0.27 0.13

SD36 Ⅱ N- 90° -E 1.14 0.37 0.13 As-B 降下後 SD37 を切る。

SD37 Ⅱ N- 86° -E 2.34 0.56 0.09 As-B 降下後 SK40 を切る。

SD38 欠番

SD39 Ⅱ N- 62° -W 4.00 1.42 0.16 As-A 降下後

SD40 Ⅱ N- 90° -E 4.02 2.16 0.30 As-A 降下後

SD41 Ⅱ N- 88° -W 3.94 1.46 0.23 As-A 降下後

SD42 Ⅱ N- 80° -W 4.02 2.08 0.14 As-A 降下後

SD43 Ⅱ N- 78° -W 3.90 0.56 0.06 As-A 降下後 SD39 を切る。

SD44 Ⅱ N- 70° -W 2.86 0.76 0.08 As-A 降下後

SD51  Ⅲ N- 3° -W 5.36 0.60 0.23 As-A 降下後

SD52 Ⅲ N- 86° -W 3.66 0.38 0.10 As-B 降下後

SD53 Ⅲ N- 79° -W 7.38 0.56 0.19 As-B 降下後

SD54　 Ⅲ N- 89° -W 3.62 0.48 0.12 As-B 降下後

SD55 Ⅲ N- 4° -E 5.32 0.28 0.06 As-A 降下後 SD56 を切る。

SD56 Ⅲ N- 85° -W 5.36 0.60 0.14 As-A 降下後 SK52 を切る。

SD57 Ⅲ N- 1° -E 5.34 0.68 0.25 As-B 降下後

SD58 Ⅲ N- 15° -W 5.54 0.84 0.36 As-B 降下後 SD61 を切る。

SD59 Ⅲ N- 16° -W 5.52 0.44 0.28 As-B 降下後

SD60 Ⅲ N- 11° -W 5.50 0.74 0.07 As-B 降下後

SD61 Ⅲ N- 88° -E 2.04 0.36 0.05 SD59・60 を切る。

SD62 Ⅲ N- 64° -W 4.84 0.78 0.13 近現代

SD63 Ⅲ N- 1° -E 5.40 0.64 0.11 As-A 降下後

SF21 Ⅲ N- 80° -W 3.90 2.30

SK21 Ⅰ 不整形 N- 90° -W 0.96 0.94 0.14 As-B 降下後 土師器、須恵器坏

SK22 Ⅰ 不整形 N- 43° -W 1.50 0.65 0.15 As-B 降下後

SK23 Ⅰ 楕円形 N- 60° -W 1.40 0.65 0.32 As-B 降下後

SK24 Ⅰ 不整形 N- 1° -W 1.00 0.30 0.29

SK25 Ⅰ 長方形 N- 10° -W 3.60 0.45 0.11 As-B 降下後 土師器

SK26 Ⅰ 不方形 N- 5° -E 3.40 0.30 0.17 As-B 降下後 土師器

SK27 Ⅰ 不整形 N- 5° -E 3.68 0.76 0.10 As-B 降下後

SK28　 欠番

SK29 Ⅰ 不整形 N- 43° -W 4.75 0.32 0.13 As-B 降下後 土師器

SK30 Ⅱ 不整形 N- 63° -W 1.05 0.48 0.15 近世以降 土師器、須恵器、染付磁器

SK31 Ⅱ 不整形 N- 54° -E 1.68 0.34 0.22 As-B 降下後 土師器、須恵器、古代瓦

SK32 Ⅱ 不整形 N- 5° -W 1.50 1.36 0.14 As-B 降下後 SK41 を切る。土師器

SK33 Ⅱ 長方形 N- 74° -W 0.50 0.35 0.05 As-B 降下後（平面図・断面図）
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調査区外

SK53(SPA-A’）

1　酸化鉄分凝集層（10YR3/4)  硬化している。少量だが球状

の空洞がある。周囲に被熱痕跡はなく、流動した痕跡も発

砲した痕跡もないため、製鉄関連遺構ではない。

SK55.SD57(SPA-A’）

1　黒褐色砂質土（10YR3/2)  しまりやや強く、粘性弱い。

粒子細かい。

2　黒褐色砂質土（10YR3/2)  しまりやや強く、粘性弱い。

粒子やや細かい。As-B テフラ微量。

3　黒褐色砂質土（10YR3/2)  しまりやや強く、粘性弱い。

粒子やや細かく、褐色粒子（10YR4/4) 多量。

4　暗褐色砂質土（10YR3/3）　しまりやや弱い。粘性弱い。

粒子やや粗い。As-B テフラ少量。

5　暗褐色砂質土（10YR3/4）　しまりやや強い。粘性あり。

粒子やや細かい。As-Bテフラ少量。暗褐色粘質土少量。

SK55

SD57

SK56

SK57(SPA-A’）

1　黒褐色土（10YR3/2)　しまり強く、粘性強い。白色軽石微量。

2　黒褐色土（10YR3/2)  しまりやや弱く、粘性やや強い。粒子やや細かい。褐色粘

質土ブロック（10YR4/4) 少量。

3　黒褐色土（10YR3/2)  しまり強く、粘性やや強い。粒子細かい。暗褐色粒子

（7.5YR3/4) 多量。

4　黒褐色質土（10YR3/2)  しまり強く、粘性やや強い。粒子細かい。暗褐色粒子

（7.5YR3/4) 少量。

5　暗褐色砂質土（10YR3/3)  しまりやや強く、粘性やや強い。粒子やや細かい。暗

褐色粒子（7.5YR3/4) 微量。

SK58(SPA-A’）

1  暗褐色粘質土（10YR3/3)  しまりやや強く、粘性

やや強い。粒子やや細かい。As-B テフラ少量。

2　黒褐色砂質土（10YR3/2)　しまりやや強く、粘性

やや弱い。粒子やや細かい。

SK60(SPA-A’）

1　暗褐色土（10YR3/3)  しまり強く、粘性強い。粒子細かい。As-B

テフラ微量。黄褐色ローム粒子（10YR5/6) 少量。

SP21(SPA-A’）

1　As-B テフラ二次堆積層。

2　黒褐色土（10YR2/3) しまりやや強く、粘性やや強い。

粒子細かい。褐色粒子（10YR4/4) 少量。

3　黒褐色粘質土（10YR2/3) しまりやや強く、粘性やや

強い。粒子細かい。褐色粒子（10YR4/6) 少量。

4  暗褐色粘質土（10YR3/4) しまりやや強く、粘性やや

強い。粒子細かい。小礫φ5㎜微量。

SP23(SPA-A’）

1　黒褐色砂質土（10YR3/2)　しまりやや強く、粘性なし。

粒子やや細かい。白色細粒子微量。褐色粒子（10YR4/4)

微量。

2　暗褐色土（10YR3/3）しまり強く、粘性やや強い。粒子細

かい。白色細粒子微量。褐色粒子（10YR4/4) 多量。黒褐

色砂質土（10YR3/2) 少量（上部の方が量が増える）。

SP22(SPA-A’）

1  黒褐色砂質土（10YR3/2)  しまり強く、

粘性やや強い。粒子やや細かい。As-B

テフラ少量。As-B テフラ初期降下軽石

φ５㎜微量。褐色粘質土ブロック

（10YR4/3)3 ～ 15 ㎜少量。　

SK59(SPB-B’)

1  黒褐色土(10YR3/2)　しまり強く、粘性強い。粒子

   細かい。As-Bテフラ微量。
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第 14 図　A区Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ　SP24 ～ 28　遺構図

第 1表　A区Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ　遺構観察表（1）

（平面図・断面図）
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A 区Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

第 2表　A区Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ　遺構観察表（2）

SK34 欠番

SK35 Ⅱ 円形 N- 3° -W 0.35 0.35 0.03 As-B 降下後

SK36 欠番

SK37 Ⅱ 不整形 N- 75° -W 1.30 0.96 0.15 As-B 降下後

SK38 Ⅱ 楕円形 N- 12° -W 0.40 0.28 0.05 As-B 降下後

SK39 Ⅱ 楕円形 N- 4° -W 0.68 0.48 0.09 As-B 降下後

SK40 Ⅱ 不整形 N- 2° -W 1.20 1.00 0.77 As-B 降下後

SK41 Ⅱ 不整形 N- 1° -E 2.44 0.76 0.18 As-B 降下後 土師器、須恵器

SK51 Ⅲ 不整形 N- 89° -E 0.90 0.30 0.12 As-B 降下後 土師器

SK52 Ⅲ 不整形 N- 85° -E 1.75 1.06 0.13 As-B 降下後

SK53 Ⅲ 不整形 N- 50° -E 1.44 0.67 0.18

SK54 Ⅲ 欠番

SK55 Ⅲ 不整形 N- 89° -E 1.38 0.62 0.19 As-B 降下後 SD57 を切る。陶器

SK56 Ⅲ 不整形 N- 0° 0.76 0.34 0.06

SK57 Ⅲ 不整形 N- 30° -W 3.04 1.52 0.12

SK58 Ⅲ 楕円形 N- 54° -W 0.48 0.31 0.14 As-B 降下後 磁器

SK59 Ⅲ 楕円形 N- 15° -E 0.35 0.30 0.11 As-B 降下後 土師器

SK60 Ⅲ 長方形 N- 86° -W 1.74 0.98 0.13 As-B 降下後

SP21 Ⅰ 円形 0.20 0.20 0.26 As-B 降下前か

SP22 Ⅰ 円形 0.29 0.25 0.10 As-B 降下前

SP23 Ⅰ 円形 0.26 0.26 0.26 As-B 降下前

SP24 Ⅰ 円形 0.32 0.31 0.24

SP25 Ⅰ 円形 0.24 0.22 0.24

SP26 Ⅰ 円形 0.22 0.22 0.16 土師器

SP27 Ⅱ 円形 0.22 0.20 0.11 As-B 降下後

SP28 Ⅱ 楕円形 N- 84° -E 0.42 0.28 0.10 As-B 降下後

名称 区 形状 主軸方位
規模 (m）

時期 備考・出土遺物
長軸 短軸 深さ

1

2

3

B区Ⅰ基本土層 B区Ⅱ基本土層

1

2
3
4
5

6

7

8B 区Ⅰ 基本土層

1　暗褐色粘質土（10YR3/3）　粘性強い。しまり強い。白色軽石微量。

2  黒褐色粘質土（10YR2/3）　粘性強い。しまり強い。鉄分集積極めて多量。

3　暗褐色シルト質土（7.5YR3/4）　粘性強い。しまり強い。黒褐色粘質土（10YR2/3）少量。鉄分集積多量。

 B 区Ⅱ 基本土層

 1　暗褐色土（10ＹＲ3/4）　しまり弱い。粘性弱い。現耕作土。As-A テフラ含む。

 2　暗褐色土（10ＹＲ3/3）　しまり強い。粘性あり。土地改良工事盛土。As-A テフラ・As-B テフラ含む。

 3  暗褐色砂質土（10YR3/3）　粘性なし。しまり強い。As-B テフラ極めて多量。鉄分集積少量。

 4　暗褐色粘質土（10YR3/3）　粘性強い。しまり強い。白色軽石微量。

 5　暗褐色粘質土 (10YR3/3)　しまり強い。粘性弱い。暗褐色砂質土 (10YR3/3) を少量。As-B テフラ微量。粒子細かい。

 6  灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)　しまり強い。粘性弱い。褐色粒子 (10YR4/4) 極めて多量。粒子細かい。黒褐色粘質土 (10YR3/2) ブロック少量。

 7　褐色土 (10YR4/4)　シルト質土。褐色粒子極めて多量。

 8  にぶい黄褐色土 (10YR4/3)  シルト質土。

 

L=75.40m

L=75.20m

（断面図）

0 1:40 2m
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B 区Ⅰ

第４節　B区Ⅰ・Ⅱ

（１）調査区の概要
　B 区Ⅰは、地獄堰用水路工事に伴い発掘調査
を実施した。
　調査区全体に昭和期の土地改良工事による
削平がおよんでおり、As-B 一次堆積層は良好
に残存していなかった。
　As-B 堆積層下面と、As-B が削平されている
場合には土地改良工事盛土下の黒褐色粘質土
面を遺構検出面とした。
本調査区では As-B 降下後～近世までの遺構

を検出した。遺構の内訳は、溝７条、土坑10基、
ピット 12 基である。
　B 区Ⅱも B 区Ⅰとに地獄堰切り回しのため設
定した調査区であるが、試掘トレンチに As-B
の堆積が検出されなかったため、トレンチ調
査のみ行った。

（２）溝
本調査区では、７条の溝を検出した。溝の

大部分は As-B を埋土とするもので、遺構の深
さは浅いものが多い。
SD01・02 は B 区Ⅰ中央部で検出した。断面

形は SD01 の東寄りは薬研堀、SD01 西寄り・
SD02 は底部がやや平坦な台形を呈する。SD01
の底部の標高は SD02 との接続部分で約 74.5m、
西寄りで約 74.6m を測り、東へ向けて底部標
高を下げる。SD02 の底部の標高は約 74.7m で、
SD01 とは約 20cm の段差がある。SD01・02 共
に埋土は、As-B が混ざる砂質土が主体であり、

As-B 降下後に掘削されていると考えられる。
SD01・02 の走行方向はほぼ東西、南北方向で
ある。SD01・02 の走行方向から方形区画を構
成する堀であった可能性が指摘できる。遺物
は SD01 から須恵器高台付埦が１点出土してい
る。

（３）土坑
　本調査区では、10 基の土坑を検出した。
　SK06 は As-B 降下後の土坑である。土坑の底
部で人骨を検出した。人骨は残存状態が悪く、
かろうじて同定できた上腕骨・尺骨・大腿骨
から北頭位で西向きの屈葬である。各骨の長
さから子供の骨であると考えられ、残存状態
の悪さもこれに起因する。
　人骨は土壌ごと取り上げ、硬化処理を試み
たが、検出時点で既に潰れ、細片となってし
まっており資料化することができなかった。
　土坑底部には埋葬部の構造に関係すると思
われるピット状の穴が３つ外側に向けて斜め
に穿たれていた。釘や副葬品などは検出でき
なかった。

（４）ピット
　本調査区では 12 基のピットを検出した。全
て As-B を埋土に含むピットであった。これら
のピットは規則的な配置をとるものはなく、
全て単独のピットであり、掘立柱建物跡など
の遺構として認定できるものはなかった。

第 15 図　B区Ⅰ・Ⅱ　基本土層

1

2

3

B区Ⅰ基本土層 B区Ⅱ基本土層

1

2
3
4
5

6

7

8B 区Ⅰ 基本土層

1　暗褐色粘質土（10YR3/3）　粘性強い。しまり強い。白色軽石微量。

2  黒褐色粘質土（10YR2/3）　粘性強い。しまり強い。鉄分集積極めて多量。

3　暗褐色シルト質土（7.5YR3/4）　粘性強い。しまり強い。黒褐色粘質土（10YR2/3）少量。鉄分集積多量。

 B 区Ⅱ 基本土層

 1　暗褐色土（10ＹＲ3/4）　しまり弱い。粘性弱い。現耕作土。As-A テフラ含む。

 2　暗褐色土（10ＹＲ3/3）　しまり強い。粘性あり。土地改良工事盛土。As-A テフラ・As-B テフラ含む。

 3  暗褐色砂質土（10YR3/3）　粘性なし。しまり強い。As-B テフラ極めて多量。鉄分集積少量。

 4　暗褐色粘質土（10YR3/3）　粘性強い。しまり強い。白色軽石微量。

 5　暗褐色粘質土 (10YR3/3)　しまり強い。粘性弱い。暗褐色砂質土 (10YR3/3) を少量。As-B テフラ微量。粒子細かい。

 6  灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)　しまり強い。粘性弱い。褐色粒子 (10YR4/4) 極めて多量。粒子細かい。黒褐色粘質土 (10YR3/2) ブロック少量。

 7　褐色土 (10YR4/4)　シルト質土。褐色粒子極めて多量。

 8  にぶい黄褐色土 (10YR4/3)  シルト質土。

 

L=75.40m

L=75.20m

（断面図）

0 1:40 2m
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B 区Ⅰ
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第 16 図　B区Ⅰ　遺構全体図
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B 区Ⅰ

第 17 図　B区Ⅰ　SD01・02・05　遺構図
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SD05
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L=75.30m L=75.30m
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SD02(SPA-A’，B-B’共通 )

1　黒褐色土（10YR3/2)　しまり強く、粘性やや弱い。粒子やや細かい。As-B テフラ少量。層上部は酸化鉄が沈着。

2　灰黄褐色砂層（10YR4/2)　しまり強く、粘性なし。粒子やや細かい。黒褐色粘質土 (10YR3/3) 微量。As-B テフラ少量。粒子やや細かい。

3　暗褐色砂質土（10YR3/3)　しまり強く、粘性やや弱い。粒子やや細かい。As-B テフラ微量。暗褐色粘質土 (10YR3/2) 少量。

4　灰黄褐色砂質土（10YR4/2)　しまり強く、粘性弱い。粒子やや細かい。As-B テフラ多量。

5　にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)　しまりやや弱く、粘性弱い。粒子やや細かい。As-B テフラ微量。

6　黒褐色砂質土（10YR3/2)　しまりやや強く、粘性弱い。粒子やや細かい。黒褐色粘質土 (10YR3/2) 微量。

7　暗褐色砂質土（10YR3/3)　しまり強く、粘性やや弱い。粒子細かい。

8　暗褐色粘質土（10YR3/3)　しまり強く、粘性やや弱い。粒子細かい。

SD01(SPA-A’，B-B’共通 )

 1　暗褐色砂質土 (10YR3/3)　しまり強く、粘性弱い。粒子細かい。As-B テフラ多量。

 2　黒褐色土 (10YR3/2)　しまり強く、粘性やや強い。粒子細かい。As-B テフラ少量。黒褐色砂質土 (10YR3/2) 少量。

 3　黒褐色砂質土 (10YR3/2)　しまり強く、粘性やや弱い。粒子やや細かい。As-B テフラ微量。

 4　暗褐色砂質土 (10YR3/3)　しまりやや弱く、粘性弱い。粒子やや細かい。

 5  黒褐色土 (10YR3/2)　しまりやや弱く、粘性やや弱い。砂粒 (10YR3/2) 少量。

 6　暗褐色土 (10YR3/3)　しまりやや強く、粘性やや弱い。

 7　暗褐色土 (10YR3/3)　しまりやや強く、粘性やや強い。As-B テフラ少量。

 8　黒褐色土 (10YR3/2)　しまりやや弱く粘性強い。

 9　黒褐色土 (10YR2/2)　しまりやや強く、粘性やや強い。粒子細かい。

10　黒褐色砂層 (10YR3/1)　しまりやや強く粘性なし。

11　暗褐色土 (10YR3/3)　しまりやや強く、粘性やや強い。粒子やや細かい。砂粒多量。

12　黒褐色砂質土 (10YR3/2)　しまりやや強く、粘性やや弱い。褐色砂質土 (10YR4/6) ブロック 2㎜微量。

SD05(SPA-A’）

1　暗褐色砂質土 (10YR3/3)　しまりやや強く、粘性やや強い。As-B テフラ少量。

2　暗褐色土 (10YR3/3)　しまりやや強く、粘性やや弱い。As-B テフラ微量。

3　黒褐色土 (10YR3/2)　しまりやや弱く、粘性やや弱い。As-B テフラ微量。

（断面図）
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（平面図）

0 1:80 2m

7
5
.
0
0

7
4
.
8
0

7
5
.
0
0

7
4
.
8
0

75.00

74.80

74.70

75.00

74.
80

74.
70

74
.6
0

7
4
.
6
0

SD01

SD02

A A’ B B’

A
A
’

B
B
’

A
A’

B B’

A A’ B B’

A A’

¥I 

↓
 

ーロ



22

B 区Ⅰ

第 18 図　B区Ⅰ　SD05 ～ 09、SK03・04・06 ～ 11　遺構図

（平面図・断面図）
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L=75.20mL=75.20m L=75.20m

L=75.20m

L=75.20m

調査区外 調査区外

SD05(SPA-A’）

1　にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)　しまり強く、粘性弱い。粒子やや細

かい。As-A テフラ極多量。

2　黒褐色砂質土(10YR3/2)　しまりやや強く、粘性弱い。As-Bテフラ少量。

SD08(SPA-A’）

1　灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)　しまり強く粘性やや弱い。白色細粒子

(As-B テフラ )多量。

SD09(SPA-A’）

1　暗褐色粘質土(10YR3/3)　しまり強く、粘性やや強い。As-Bテフラ少量。

2　暗褐色砂質土(10YR3/3)　しまりやや強く、粘性弱い。As-Bテフラ多量。

SD07(SPA-A’）

1　暗褐色砂質土 (10YR3/3)　しまりやや強く粘

性やや弱い。As-B テフラ多量。

2　黒褐色土 (10YR2/2)　しまり強く、粘性やや

弱い。

SD06(SPA-A’）

1　灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)　しまりやや強く、

粘性弱い。As-B テフラ少量。

2　黒褐色土 (10YR3/2)　しまりやや強く。粘性

強い。

SK03(SPA-A’）

1　表土　

2　土地改良工事盛土

3  暗褐色砂質土（10YR3/3）　粘性なし。

しまりやや強い。As-B テフラ極多量。

酸化鉄分凝集少量。

4　As-B テフラ二次堆積層

5　暗褐色砂質土 (10YR3/3)　しまり強く、

粘性弱い。粒子やや細かい。

6　黒褐色土 (10YR3/2)　しまりやや強く、

粘性強い。粒子細かい。黒褐色砂質土

(10YR3/2) 多量。上部には、地山層由来

の黒褐色粘質土 (10YR2/2) 少量。

SK04(SPA-A’）

1　表土

2　土地改良工事盛土

3　暗褐色砂質土 (10YR3/2)　しまりやや強く

粘性弱い。As-B テフラ極多量。

4　暗褐色砂質土 (10YR3/2）　しまりやや強

く、粘性弱い。As-B テフラ極多量。酸化

鉄分凝集多量。

5　As-B テフラ二次堆積層　酸化鉄分凝集多

量。

6　黒褐色粘質土 (10YR3/2)　しまり強く、粘

性強い。粒子細かい。褐色粒子 (10YR4/4)

微量。

SK06(SPA-A’）

1　暗褐色砂質土 (10YR3/3)　しまり強く、

粘性弱い。粒子やや細かい。As-B テフ

ラ多量。

2　暗褐色砂質土 (10YR3/3)　しまり強く、

粘性やや弱い。As-B テフラ多量。暗褐

色粘質土 (10YR3/3) 少量。

3　黒褐色砂質土 (10YR3/2)　しまりやや

強く、粘性やや弱い。

4　黒褐色砂質土 (10YR2/2)　しまりやや

強く、粘性弱い。にぶい黄褐色粘質土

ブロック (10YR4/3)5 ㎝微量。

SK08(SPA-A’）

1　黒褐色砂質土 (10YR2/2)　し

まりやや強く、粘性弱い。

黒褐色粘質土 (10YR2/2) 少

量。

SK09(SPA-A’）

1　黒褐色砂質土 (10YR3/2)　しま

りやや強く、粘性弱い。

SK07(SPA-A’）

1　にぶい黄褐色砂質土（10YR5/3）　As-B

テフラφ2 ～ 3㎜少量。

2　灰黄褐色砂質土（10YR4/2）　As-B テフ

ラφ2～ 3㎜少量。

SK11(SPA-A’）

1　にぶい黄褐色粘質土（10YR4/3）　As-B テフラ

φ1～ 2㎜少量。酸化鉄分凝集少量。
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B 区Ⅰ

（平面図・断面図）
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L=75.40mL=75.30m

L=75.20mL=75.20m

L=75.20m

L=75.20mL=75.20m L=75.20m

L=75.20m

L=75.20m

調査区外 調査区外

SD05(SPA-A’）

1　にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)　しまり強く、粘性弱い。粒子やや細

かい。As-A テフラ極多量。

2　黒褐色砂質土(10YR3/2)　しまりやや強く、粘性弱い。As-Bテフラ少量。

SD08(SPA-A’）

1　灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)　しまり強く粘性やや弱い。白色細粒子

(As-B テフラ )多量。

SD09(SPA-A’）

1　暗褐色粘質土(10YR3/3)　しまり強く、粘性やや強い。As-Bテフラ少量。

2　暗褐色砂質土(10YR3/3)　しまりやや強く、粘性弱い。As-Bテフラ多量。

SD07(SPA-A’）

1　暗褐色砂質土 (10YR3/3)　しまりやや強く粘

性やや弱い。As-B テフラ多量。

2　黒褐色土 (10YR2/2)　しまり強く、粘性やや

弱い。

SD06(SPA-A’）

1　灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)　しまりやや強く、

粘性弱い。As-B テフラ少量。

2　黒褐色土 (10YR3/2)　しまりやや強く。粘性

強い。

SK03(SPA-A’）

1　表土　

2　土地改良工事盛土

3  暗褐色砂質土（10YR3/3）　粘性なし。

しまりやや強い。As-B テフラ極多量。

酸化鉄分凝集少量。

4　As-B テフラ二次堆積層

5　暗褐色砂質土 (10YR3/3)　しまり強く、

粘性弱い。粒子やや細かい。

6　黒褐色土 (10YR3/2)　しまりやや強く、

粘性強い。粒子細かい。黒褐色砂質土

(10YR3/2) 多量。上部には、地山層由来

の黒褐色粘質土 (10YR2/2) 少量。

SK04(SPA-A’）

1　表土

2　土地改良工事盛土

3　暗褐色砂質土 (10YR3/2)　しまりやや強く

粘性弱い。As-B テフラ極多量。

4　暗褐色砂質土 (10YR3/2）　しまりやや強

く、粘性弱い。As-B テフラ極多量。酸化

鉄分凝集多量。

5　As-B テフラ二次堆積層　酸化鉄分凝集多

量。

6　黒褐色粘質土 (10YR3/2)　しまり強く、粘

性強い。粒子細かい。褐色粒子 (10YR4/4)

微量。

SK06(SPA-A’）

1　暗褐色砂質土 (10YR3/3)　しまり強く、

粘性弱い。粒子やや細かい。As-B テフ

ラ多量。

2　暗褐色砂質土 (10YR3/3)　しまり強く、

粘性やや弱い。As-B テフラ多量。暗褐

色粘質土 (10YR3/3) 少量。

3　黒褐色砂質土 (10YR3/2)　しまりやや

強く、粘性やや弱い。

4　黒褐色砂質土 (10YR2/2)　しまりやや

強く、粘性弱い。にぶい黄褐色粘質土

ブロック (10YR4/3)5 ㎝微量。

SK08(SPA-A’）

1　黒褐色砂質土 (10YR2/2)　し

まりやや強く、粘性弱い。

黒褐色粘質土 (10YR2/2) 少

量。

SK09(SPA-A’）

1　黒褐色砂質土 (10YR3/2)　しま

りやや強く、粘性弱い。

SK07(SPA-A’）

1　にぶい黄褐色砂質土（10YR5/3）　As-B

テフラφ2 ～ 3㎜少量。

2　灰黄褐色砂質土（10YR4/2）　As-B テフ

ラφ2～ 3㎜少量。

SK11(SPA-A’）

1　にぶい黄褐色粘質土（10YR4/3）　As-B テフラ

φ1～ 2㎜少量。酸化鉄分凝集少量。

A A’

A A’
L=75.30m

A A’

A A’A A’

A A’A A’

A’A

A A’

A A’A A’

A A’

A A’

A A’

A A’ A A’ A A’ A A’

A A’

（平面図・断面図）

0 1:40 2m

1

21

3

SK12 SK13

調査区外

1
2

1

2 3

1

2

1

2

3

SK12,13

SP06

SP11 SP12 SP13

SP07・08 SP09

SP10

SP01 SP02 SP03

SP05

L=75.20m

L=75.20m

L=75.40m

L=75.20m L=75.20m

L=75.40mL=75.40m

L=75.40m L=75.40mL=75.20m L=75.40m

L=75.20m

3

4

SK12(SPA-A’）

1　黒褐色砂質土 (10YR2/2)　しまり強く、粘

性弱い。As-B テフラ少量。

SK13(SPA-A’）

1　暗褐色砂質土 (10YR3/3)　しまりやや強

く、粘性弱い。As-B テフラ主体。

2　黒褐色土 (10YR2/2)　しまり強く、粘性や

や弱い。

3　暗褐色土 (10YR3/3)　しまり強く、粘性や

や弱い。

SP01(SPA-A’）

1　表土

2　土地改良工事盛土

3  As-B テフラ二次堆積層。

4　黒褐色砂質土 (10YR2/3)　しまり強く、粘

性弱い。暗褐色粒子 (10YR3/4) 多量 (マン

ガン沈着か？ )。As-B テフラφ0.5 ～ 1 ㎜

少量。

SP05(SPA-A’）

1　暗褐色砂質土 (10YR3/3)　しまり強

く、粘性弱い。粒子やや細かい。

As-B テフラ多量。

2　暗褐色砂質土 (10YR3/3)　しまり強

く、粘性やや弱い。As-B テフラ多量。

暗褐色粘質土 (10YR3/3) 少量。

SP11(SPA-A’）

1　暗褐色砂質土 (10YR3/3)　しま

りやや強く粘性やや弱い。白色

細粒子 (As-B テフラ )多量。

2　黒褐色粘質土 (10YR2/2)　しま

りやや強く粘性やや強い。

SP13(SPA-A’）

1　暗褐色砂質土（10YR3/3)　しまりやや強く粘

性やや弱い。白色細粒子 (As-B テフラ )多量。

2　黒褐色粘質土（10YR3/2)　しまりやや強く粘

性やや弱い。

3　暗褐色粘質土（10YR3/3)　しまりやや強く粘

性やや弱い。粒子やや細かい。

SK13
SK12

SP07
SP08

A A’

A A’

A A’ A A’ A A’

A A’ A A’A A’

A A’

A A’

A A’

A A’ A A’

A A’

A A’

A A’ A A’

A A’

A A’ A A’

A A’A A’ A A’ A A’

第 19 図　B区Ⅰ　SK12・13、SP01 ～ 03・05 ～ 13　遺構図
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B 区Ⅰ

第 20 図　B区Ⅰ　遺物図

第 3表　B区Ⅰ　遺物観察表　

第 4表　B区Ⅰ　遺構観察表

1

0 1:3 10cm

B 区Ⅰ出土遺物

図版番号 遺構名
種別　　　　　　　　　　　

器種

法量（㎝）
成形・整形技法等の特徴（器形・文様の特徴） ①焼成　②色調　③胎土　　　　　　　

残存　　　　　

（％）
備考

口径 底径 器高

第 20 図 1 

PL32-1
SD01

須恵器　　　　　　　　　　

高台付埦
─ 6.4 (1.8) ロクロ成形、底面回転糸切り後に高台貼付

①普通 

② N8/ 

③石英、チャート　　　　　　　

10

名称 形状 主軸方位
規模 (m）

時期 備考・出土遺物
長軸 短軸 深さ

SD01 N- 86° -E 8.48 1.80 0.72 As-B 降下後
方形の土地区画の堀か。土師器坏、須恵器坏・高台付埦、古代瓦、磁

器

SD02 N- 0° 5.46 1.40 0.51 As-B 降下後 方形の土地区画の堀か。土師器坏・高坏・甕、須恵器坏・甕、馬歯

SD03 欠番

SD04 欠番

SD05 N- 88° -E 9.76 0.88 0.07 近世以後 土師器、須恵器坏、陶器、磁器

SD06 N- 60° -W 7.76 0.46 0.06 As-B 降下後 土師器、陶器

SD07 N- 63° -W 3.64 0.38 0.07 As-B 降下後 須恵器、灰釉陶器高台付埦

SD08 N- 73° -W 3.84 0.28 0.05 近現代 近世陶器、磁器

SD09 N- 84° -W 3.56 0.24 0.07 As-B 降下後

SK01 欠番

SK02 欠番

SK03 不整形 N- 3° -W 0.56 0.46 0.17 As-B 降下前

SK04 不整形 N- 59° -W 0.36 0.25 0.12 As-B 降下前

SK05 欠番

SK06 長方形 N- 11° -W 0.68 0.31 0.32 As-B 降下後 土坑墓。幼児人骨

SK07 楕円形 N- 57° -W 0.89 0.60 0.07 As-B 降下後

SK08 楕円形 N- 81° -W 0.57 0.30 0.12

SK09 円形 0.47 0.37 0.10

SK10 不整形 N- 86° -E 0.82 0.25 0.15

SK11 不整形 N- 86° -E 0.92 0.42 0.08 As-B 降下後

SK12 楕円形 N- 89° -E 0.88 0.43 0.08 As-B 降下後

SK13 不整形 N- 78° -W 0.65 0.29 0.14 As-B 降下後

SP01 不整形 N- 59° -W 0.34 0.21 0.10 As-B 降下後 土師器、須恵器坏　

SP02 円形 0.25 0.24 0.26

SP03 円形 0.19 0.18 0.25

SP04 欠番

SP05 円形 0.40 0.35 0.17 As-B 降下後

SP06 楕円形 N- 76° -W 0.33 0.19 0.14

SP07 円形 0.24 0.20 0.19

SP08 円形 0.23 0.19 0.16

SP09 円形 0.30 0.25 0.27

SP10 楕円形 N- 16° -W 0.46 0.27 0.25

SP11 円形 0.28 0.20 0.18 As-B 降下後

SP12 円形 0.16 0.14 0.14

SP13 円形 0.24 0.18 0.21 As-B 降下後

\~/ 

□□] 
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B 区Ⅲ

1

0 1:3 10cm

第 21 図　B区Ⅲ　遺構全体図

第５節　B区Ⅲ

0 1:200 10m
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黒色土残存範囲

基本土層

黒色土残存範囲

黒色土残存範囲
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B 区Ⅲ

（１）調査区の概要
　B 区Ⅲは調査区西側の区画道路４号線工事に
伴い発掘調査を実施した。
本調査区では平安時代と近世の遺構および

遺物を検出した。遺構の内約は、溝２条、土
坑３基である。調査区全体に昭和期の土地改
良工事による削平がおよんでおり、As-B はほ
とんど残っていなかった。よって As-B 堆積層
下面と、As-B が削平されている場合には土地
改良工事土下面を遺構検出面とした。
検出した遺構の内訳は、溝２条、土坑３基

である。

（２）溝
本調査区では、２条の溝を検出した。
SD02 は９世紀後半の遺物が多く出土してお

り、当該期に埋没していると考えられる。遺
構肩部には As-C が堆積しており、先行する溝

第 22 図　B区Ⅲ　基本土層

0 1:80 2m0 1:40 2m

1

3

24

S

S

S

4
3

2

5

SD02

1

2
3

4

S

1

2

SK01 SK02

SK01・02

SK03

22

→

→

→

→

調 

査 

区 

外

調 

査 

区 

外

SD02

L=75.40mL=75.60m

SD01

L=75.80m

L=75.80m

SD02(SPA-A’）

1　黒褐色土（7.5YR3/2）　鉄分沈着粒子を含

む。粘性強く、よくしまる。

2　極暗褐色土（7.5YR2/3）　粘性強く、よく

しまる。鉄分沈着粒子多量。若干の炭化

物を含む。

3　黒褐色土（7.5YR3/2）　粘性強く、よくし

まる。As－C テフラと思われる軽石粒を若

干含む。鉄分沈着粒子多量。

4　黒褐色土（7.5YR3/2）　粘性きわめて強く、

しまりやや弱い。鉄分沈着粒子を含む。

SK03(SPA-A’）

1　黒褐色土（10YR3/2）　現耕作土。

2　灰黄褐色土（10YR4/2）　粘性あり。よくしまる。As-A テフラ多量。

3　黒褐色土（10YR3/2）　As-A テフラと思われる軽石粒を若干含む。粘

性強く、よくしまる。

4　黒褐色土（7.5YR2/2）　粘性きわめて強くよくしまる。粒子細かい。

SK01.02(SPA-A’）

1  黒褐色土（7.5YR2/2)  現耕作土。

2　暗灰黄色土（2.5Y4/2)  As-A テフラのほぼ単純層。一次堆積ではない。

A A’

A’A

A A’

A A’

A

A
’

A
A
’

A A’

第 23 図　B区Ⅲ　SD01・02、SK01 ～ 03　遺構図

5

6

7

8

2
3

4

0 1:3 10cm

L=75.50m

1

2

3

4

5

基本土層

1　黒褐色土（10YR2/2)  現耕作土。粘性有り、よくしまる。

2　黒褐色土（10YR3/2)  As-B テフラを多量に含む。粘性有り、強くしまる。

3　黒色土（7.5YR1.7/1) 粘土質。粘性きわめて強く、よくしまる。

4　黒褐色土（7.5YR3/2) 粘土質。粘性きわめて強く、よくしまる。

 　若干の鉄分沈着粒子を含む。

5　褐灰色土（7.5YR4/1) 粘土質。粘性きわめて強く、よくしまる。

 　鉄分沈着粒子を多量に含む。

0 1:40 2m

基本土層

一 三一

I ↓ 

I I 
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B 区Ⅲ

があった可能性がある。

（３）土坑
　本調査区では、３基の土坑を検出した。ど

第 24 図　B区Ⅲ　遺物図

の土坑も As-A が埋土に入っており、近世の所
産である。
　SK01・02 は As-A 二次堆積を埋土に持つ。
As-A 処理坑と思われる。

図版番号 遺構名
種別　　　　　　　　　　　

器種

法量（㎝）
成形・整形技法等の特徴

（器形・文様の特徴）

①焼成

②色調

③胎土　　　　　　　

残存　　　　　

（％）
備考

口径 底径 器高

第 24 図 2 

PL32-2
SD02

土師器　　　

坏
12.0 8.0 3.25

外：口縁部ヨコナデ、体部指頭押圧後にヨコナデ、底面ヘラ

ケズリ 

内：口縁部ヨコナデ、体部指頭押圧後にヨコナデ、底面ヨコ

ナデ

①良好 

② 5YR6/6 

③チャート、凝灰岩、

角閃石

70

第 24 図 3 

PL32-3
SD02

須恵器　　　　　　　　　　

坏
【11.6】【5.8】 3.7

ロクロ成形 

外：ロクロナデ、底面回転糸切後に高台貼付 

内：ロクロナデ

①焼締りやや弱い 

②外：2.5Y7/1　 

  内：7.5YR7/3 

③チャート、石英、安

山岩

40

伏焼か、外面か

ら 1㎜の範囲の

み還元

第 24 図 4 

PL32-4
SD02

須恵器　　　

坏
【11.9】 6.2 3.7

ロクロ成形 

外：ロクロナデ、底面回転糸切未調整 

内：ロクロナデ

①良好 

② 2.5Y6/1 

③石英、チャート

60
全体に器形がゆ

がんでいる

第 24 図 5 

PL32-5
SD02

須恵器　　　　　　　　　　

坏
【12.4】【5.4】 4.4

ロクロ成形 

外：ロクロナデ、底面回転糸切未調整 

内：ロクロナデ

①焼締りやや弱い 

② 2.5Y7/1 

③石英、チャート

25

第 24 図 6 

PL32-6
遺構外

土師器　　　

坏
【12.6】【9.8】 (3.1)

底部は平底気味 

外：口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズリ 

内：口縁部ヨコナデ、体部指頭押圧後にヨコナデ

①良好 

② 5YR7/6 

③石英、チャート、凝

灰岩、角閃石

40

第 24 図 7 

PL32-7
遺構外

須恵器　　　　　　　　　　

坏
【12.3】 6.6 3.1

ロクロ成形 

外：ロクロナデ、底面回転糸切未調整 

内：ロクロナデ

①焼締りやや弱い 

② N4/0 

③精選された粘土

50 表面炭素吸着

第 24 図 8 

PL32-8
遺構外

須恵器　　　

坏
【13.7】【6.4】 5.0

ロクロ成形 

外：ロクロナデ、底面回転糸切未調整 

内：ロクロナデ

①焼締り弱い 

② 2.5Y6/1 

③石英、片岩

30
内面は磨滅が著

しい

第 5表　B区Ⅲ　遺物観察表

第 6表　B区Ⅲ　遺構観察表

5

6

7

8

2
3

4

0 1:3 10cm

L=75.50m

1

2

3
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基本土層

1　黒褐色土（10YR2/2)  現耕作土。粘性有り、よくしまる。

2　黒褐色土（10YR3/2)  As-B テフラを多量に含む。粘性有り、強くしまる。

3　黒色土（7.5YR1.7/1) 粘土質。粘性きわめて強く、よくしまる。

4　黒褐色土（7.5YR3/2) 粘土質。粘性きわめて強く、よくしまる。

 　若干の鉄分沈着粒子を含む。

5　褐灰色土（7.5YR4/1) 粘土質。粘性きわめて強く、よくしまる。

 　鉄分沈着粒子を多量に含む。

0 1:40 2m

基本土層

名称 形状 主軸方位
規模 (m）

時期 備考・出土遺物
長軸 短軸 深さ

SD01 N- 2° -W 10.9 1.39 0.11

SD02 N- 8° -E 6.89 0.40 0.32 9 世紀後半 土師器坏・甕、須恵器・坏・坏蓋・大甕

SK01 不整形 N- 84° -E 1.39 0.81 0.10 As-A 降下後 As-A 処理坑。

SK02 不整形 N- 84° -E 1.27 0.60 0.07 As-A 降下後 As-A 処理坑。

SK03 不整形 N- 85° -E 1.82 1.27 0.28 As-A 降下後

ロニー
口

□J 

—℃: 

a ー／ ローロ
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C 区Ⅰ・Ⅱ・Ⅴ

第６節　C区Ⅰ・Ⅱ・Ⅴ

（１）調査区の概要
　C 区Ⅰ・Ⅱ・Ⅴは、調整池工事に伴い発掘調
査を実施した。３区画に分けて発掘調査を行
ったため、C 区Ⅰ・Ⅱ・Ⅴの番号を割り当てて
いる。遺構内容は一連であるため、ここでは
まとめて取り上げる。
　調査区全体に昭和期の土地改良工事による
削平がおよんでおり、As-B 一次堆積層は良好
に残存していなかった。このため、遺構確認
面は原則 As-B 層下としているが、土地改良工
事盛土下の黒褐色粘質土面とした場合もある。
　本調査区では As-C テフラ（以下、本文中は
As-C テフラとする。）降下後～近現代までの遺
構を検出した。遺構の内訳は、溝 85 条、自然
流路２条、掘立柱建物跡１軒、土坑 29 基、ピ
ット 20 基である。

（２）溝
本調査区では、85 条の溝を検出した。これ

らの溝はほとんどが流下方向が北西から南東
となっており、後述する NR01・02 と共通する。
SD09・18・21・104 といった一部の溝は真北

を意識しており、自然地形に沿ったものとは
異なる性格を有していると考えらえる。

（３）自然流路
　本調査区では、２条の自然流路を検出した。
NR01・02 は、調査区南半に位置し、どちらも
北西から南東へ流下する自然流路である。
　NR02 は埋土下部に As-C 混土の堆積を確認で
き、As-B 降下頃までにはほぼ埋没する。
　NR01 は上限年代は不明だが現代まで存続す
る。
　遺物は多様な時代のものが出土するが、土
器はほとんど細片、かつ、割口が丸くなって
いる。出土遺物は周囲・上流からの流れ込み
と考えられる。

（４）掘立柱建物跡
　本調査区では、掘立柱建物跡１軒を検出し
た。
　調査区北端に位置し、梁行２間、桁行３間
のピット 10 基によって構成される側柱建物で
あり、平面長方形を呈する。
　主軸は真北を意識している。P4・P5 にのみ
根石が入る。遺物は乏しいが、遺構埋土に火
山噴出物が入らないため、As-B 降下以前の遺
構の可能性がある。

（５）土坑
　本調査区では、29 基の土坑を検出した。

　溝の中に土坑が重複するものが多く、性格
を特定することができる土坑はなかった。

（５）ピット
　本調査区では 20 基のピットを検出した。
　性格を掴むことができる遺構は掘立柱建物
跡のピット以外には検出できなかった。

第 25 図　C区Ⅰ　基本土層
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C区Ⅰ 基本土層

6

C 区Ⅰ 基本土層

1　土地改良工事盛土

2　にぶい黄褐色砂質土 (10YR5/3）　粒子細かくしまり良い。白色軽石

   （As-A テフラか、径 1～ 3㎜）全体に含む。

3　にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3）　粒子細かくしまり良い。含有白色軽石細かく

   （径 1㎜）少ない。全体に鉄分沈着。

4　暗褐色粘質土 (10YR3/4)  粒子細かくしまり良い。微小の As-B テフラ含み、

   ローム粒（径 1～３m）僅かに混入。

5　暗褐色砂質土 (7.5YR3/4）  粒子細かいがしまり弱い。As-B テフラ 50％混在－

　 ピンク灰層。

6　褐灰色砂 (7.5YR5/1）　粒子粗くしまりなし。As-B テフラ層。　

L=74.50m
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1　土地改良工事盛土

2　にぶい黄褐色砂質土 (10YR5/3）　粒子細かくしまり良い。白色軽石

   （As-A テフラか、径 1～ 3㎜）全体に含む。

3　にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3）　粒子細かくしまり良い。含有白色軽石細かく

   （径 1㎜）少ない。全体に鉄分沈着。

4　暗褐色粘質土 (10YR3/4)  粒子細かくしまり良い。微小の As-B テフラ含み、

   ローム粒（径 1～３m）僅かに混入。

5　暗褐色砂質土 (7.5YR3/4）  粒子細かいがしまり弱い。As-B テフラ 50％混在－

　 ピンク灰層。

6　褐灰色砂 (7.5YR5/1）　粒子粗くしまりなし。As-B テフラ層。　
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第 27 図　C区Ⅰ第 2面　遺構全体図
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第 28 図　C区Ⅴ第 2面　遺構全体図
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C 区Ⅰ・Ⅱ・Ⅴ
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第 29 図　C区Ⅰ・Ⅱ・Ⅴ　SD01 ～ 07・13　遺構図
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SD03(SPA-A’）

1　黒褐色砂質土（10YR2/3）　粒子細かく、よくしまる。微小の砂粒微量。

2　褐灰色砂質土（10YR4/1）　粒子やや粗く、しまり弱い。微小の砂粒とローム粒（φ3～ 5㎜）やや多量。

SD05(SPA-A’）

1　にぶい黄褐色砂層（10YR5/4）　

2　黒褐色粘質土（10YR2/1）　

SD04(SPA-A’）

1　黒褐色砂質土（10YR3/1）　粒子粗く、しまり弱い。As-A テフラ（φ1～２㎜）多量。

2　暗褐色砂質土（10YR3/4）　粒子粗く、しまり弱い。微小の砂粒多量。

SD02(SPA-A’）

1　暗褐色砂質土（10YR3/3）　粒子細かく、しまりなし。礫と共に、近代磁器片出土。

2　暗褐色砂質土（10YR3/4）　粒子細かく、しまり弱い。微小のローム粒含む。

3　黒褐色砂質土 （10YR2/3）　粒子細かく、しまり弱い。陶胎染付碗出土。部分的に As-A テフラ粒（径 1 ㎜）含む。

4　灰黄褐色粘質土（10YR4/2）　粒子細かく、しまりやや弱い。微小の砂を斑状に含む。

SD01,SD13(SPA-A’）

1　現代の水路

2　灰黄褐色砂質土（10YR4/2）　粒子粗く、しまり良い。微小の As-A テフラ、ローム粒含む。

3　黒褐色粘質土 （10YR3/1）　粒子細かく、しまり良い。微小の白色軽石（As-Cテフラか）多く含み、ローム粒塊（径0.5～1㎝）少し混じる。

4　黒褐色粘質土（10YR4/1）　粒子細かく、しまり良い。
SD13

SD06(SPA-A’）

1　灰黄褐色粘質土（10YR4/2）　粒子細かく、しまりやや弱い。As-C テフラφ5 ㎜微量。

2　暗褐色粘質土（10YR3/3）　1層とほぼ同質だが、As-C テフラ含有やや多い。

3　暗褐色粘質土（10YR3/3）　2層に似るがしまり弱く、微小の砂粒含む。

SD07(SPA-A’）

1　暗褐色砂層（10YR3/3）　As-B テフラ含む。

2　黒褐色粘質土（10YR2/3）　粒子細かく、微小の砂粒微量。

3　黒褐色砂質土（10YR3/2）　粒子粗い。φ0.2 ～ 0.5 ㎜の砂粒主体。

4　黒褐色粘質土（10YR3/2）　粒子細かく、夾雑物なし。しまり良い。

5　黒褐色砂層（10YR2/2）　砂粒子細かい（φ0.5 ㎜）。

6　暗褐色粘質土（10YR3/3）　粒子細かく、よくしまる。砂粒微量。

7　褐灰色砂質土（10YR4/1）　粒子細かく、しまり弱い。礫φ2～ 5㎝多量。
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C 区Ⅰ・Ⅱ・Ⅴ

第 30 図　C区Ⅰ・Ⅱ・Ⅴ　SD08 ～ 14・16・17・64　遺構図
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SD12(SPA-A’）

1　褐灰色砂質土（10YR4/1）　粒子やや粗く、しまり良い。As-Bテフラ（φ1㎜）とローム粒（φ1～3㎜）を含む。

2　暗褐色粘質土（10YR3/3）　粒子やや粗いが、しまり良い。微小の砂粒とローム粒を含む。

3　にぶい黄橙色砂層（10YR7/2）　砂粒φ1㎜程度。

4　にぶい黄橙色砂層（10YR7/2）　3層と同質の砂層中に礫（φ1～ 10 ㎝）多量。

SD16.17(SPA-A’）

1　褐灰色砂質土（10YR4/1）　粒子粗く、しまり弱い。小礫少量。

2　褐灰色砂質土（10YR4/1）　粒子粗く、しまりなし。As-A テフラ多量。

3　As-A テフラ層（10YR3/2）　

4　黒褐色砂質土（10YR3/2）　粒子細かくしまりやや弱い。

SD13・SD14(SPA-A’）

1　褐灰色粘質土（10YR4/1）　粒子細かく、しまり良い。夾雑物なし。酸化鉄分斑状に

沈着。

2　褐灰色粘質土（10YR4/1）　1層に似るが、微小の As-C テフラに含む。

3　黒褐色粘質土（10YR3/1）　粒子細かく、しまり良い。微小の As-C テフラ含む。

4　黒色粘質土（10YR2/1）　粒子細かく、しまり良い。夾雑物なし。

5　黒褐色粘質土（10YR3/1）　粒子細かくしまり良い。微小のローム粒含む。

SD10(SPA-A’）

1　褐灰色砂質土（10YR4/1）　粒子やや粗く、しまり良い。小礫（1 ～ 2㎝）微量。

SD11(SPA-A’）

1　灰黄褐色砂質土（10YR4/2）　粒子細かく、しまりやや弱い。夾雑物なし。

2　暗褐色砂質土（10YR3/3）　粒子細かく、しまりやや弱い。微小の酸化鉄粒子少量。

SD09(SPA-A’）

1　表土

2　暗褐色砂質土（10YR3/4）　粒子粗く、しまり良い。上部に酸化鉄分沈着。

3　暗褐色粘質土（10YR3/4）　粒子細かく、しまり弱い。微小の As-A テフラ含む。酸化鉄粒

子（φ1～ 3㎜）微量。

4　黒褐色砂質土（10YR3/2）　粒子細かく、しまり弱い。微小のローム粒（φ1～ 5㎜）微量。

5　褐灰色粘質土（10YR4/1）　粒子細かく、よくしまる。夾雑物なし。

6　褐灰色砂質土（10YR4/1）　粒子やや粗く、しまり弱い。ローム粒（φ1～ 2㎜）微量。　

SD09 覆土

SD08,SD64(SPA-A’）

1  灰黄褐色砂質土（10YR4/2)　粒子やや粗く、よくしまる。地山シルトブロック（5～ 30 ㎝）斑状に含む。礫（1～ 5㎝）含む。

2  にぶい黄褐色砂質土（10YR5/3)　粒子細かく、しまり弱い。シルト粒（φ1～ 30mm）混在し、下位 5㎝は礫（1～ 2㎝）多量。

3  にぶい黄橙色砂層（10YR7/3)　粒子細かく、しまりなし。部分的に酸化鉄分沈着。

4　暗褐色砂質土（10YR3/3)　粒子細かく、しまりやや弱い。夾雑物物なし。

5　にぶい黄褐色砂層（10YR5/3)　粒子やや粗いが、よくしまる。部分的に４層砂質土含む。

6　にぶい黄褐色砂質土（10YR4/3)　粒子やや粗く、しまりやや弱い。部分的に 4層砂質土混じる。
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C 区Ⅰ・Ⅱ・Ⅴ
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SD12(SPA-A’）

1　褐灰色砂質土（10YR4/1）　粒子やや粗く、しまり良い。As-Bテフラ（φ1㎜）とローム粒（φ1～3㎜）を含む。

2　暗褐色粘質土（10YR3/3）　粒子やや粗いが、しまり良い。微小の砂粒とローム粒を含む。

3　にぶい黄橙色砂層（10YR7/2）　砂粒φ1㎜程度。

4　にぶい黄橙色砂層（10YR7/2）　3層と同質の砂層中に礫（φ1～ 10 ㎝）多量。

SD16.17(SPA-A’）

1　褐灰色砂質土（10YR4/1）　粒子粗く、しまり弱い。小礫少量。

2　褐灰色砂質土（10YR4/1）　粒子粗く、しまりなし。As-A テフラ多量。

3　As-A テフラ層（10YR3/2）　

4　黒褐色砂質土（10YR3/2）　粒子細かくしまりやや弱い。

SD13・SD14(SPA-A’）

1　褐灰色粘質土（10YR4/1）　粒子細かく、しまり良い。夾雑物なし。酸化鉄分斑状に

沈着。

2　褐灰色粘質土（10YR4/1）　1層に似るが、微小の As-C テフラに含む。

3　黒褐色粘質土（10YR3/1）　粒子細かく、しまり良い。微小の As-C テフラ含む。

4　黒色粘質土（10YR2/1）　粒子細かく、しまり良い。夾雑物なし。

5　黒褐色粘質土（10YR3/1）　粒子細かくしまり良い。微小のローム粒含む。

SD10(SPA-A’）

1　褐灰色砂質土（10YR4/1）　粒子やや粗く、しまり良い。小礫（1 ～ 2㎝）微量。

SD11(SPA-A’）

1　灰黄褐色砂質土（10YR4/2）　粒子細かく、しまりやや弱い。夾雑物なし。

2　暗褐色砂質土（10YR3/3）　粒子細かく、しまりやや弱い。微小の酸化鉄粒子少量。

SD09(SPA-A’）

1　表土

2　暗褐色砂質土（10YR3/4）　粒子粗く、しまり良い。上部に酸化鉄分沈着。

3　暗褐色粘質土（10YR3/4）　粒子細かく、しまり弱い。微小の As-A テフラ含む。酸化鉄粒

子（φ1～ 3㎜）微量。

4　黒褐色砂質土（10YR3/2）　粒子細かく、しまり弱い。微小のローム粒（φ1～ 5㎜）微量。

5　褐灰色粘質土（10YR4/1）　粒子細かく、よくしまる。夾雑物なし。

6　褐灰色砂質土（10YR4/1）　粒子やや粗く、しまり弱い。ローム粒（φ1～ 2㎜）微量。　

SD09 覆土

SD08,SD64(SPA-A’）

1  灰黄褐色砂質土（10YR4/2)　粒子やや粗く、よくしまる。地山シルトブロック（5～ 30 ㎝）斑状に含む。礫（1～ 5㎝）含む。

2  にぶい黄褐色砂質土（10YR5/3)　粒子細かく、しまり弱い。シルト粒（φ1～ 30mm）混在し、下位 5㎝は礫（1～ 2㎝）多量。

3  にぶい黄橙色砂層（10YR7/3)　粒子細かく、しまりなし。部分的に酸化鉄分沈着。

4　暗褐色砂質土（10YR3/3)　粒子細かく、しまりやや弱い。夾雑物物なし。

5　にぶい黄褐色砂層（10YR5/3)　粒子やや粗いが、よくしまる。部分的に４層砂質土含む。

6　にぶい黄褐色砂質土（10YR4/3)　粒子やや粗く、しまりやや弱い。部分的に 4層砂質土混じる。
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第 31 図　C区Ⅰ・Ⅱ・Ⅴ　SD18 ～ 22・24・28・31 ～ 33、SP05　遺構図
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SD28.31.SP05(SPA-A’）

1　褐灰色粘質土（10YR4/1）　粒子細かく、しまり良い。微小の砂粒とローム粒（φ1～ 5㎜）含む。

2　褐灰色粘質土（10YR6/1）　1層に似るが、ローム粒（φ1～ 10 ㎜）やや多量。

SD31(SPA-A’）

1　褐灰色粘質土（10YR4/1）　粒子細かく、しまり良い。微小の砂粒とローム粒（φ1～ 5㎜）含む。

SD33(SPA-A’）

1　黒褐色砂質土 (10YR3/2）　粒子やや粗く、しまりやや弱い。ローム・シルト粒 (φ10 ～ 30 ㎜ ) 少量。

2　褐灰色砂質土 (10YR4/1）　1層に似るが、ローム・シルト粒多量。

3　灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)　粒子細かく、しまりやや弱い。酸化鉄分凝集塊 (10 ～ 15 ㎜ ) 含む。　

SD32(SPA-A’）

1　黒褐色砂質土 (10YR3/2)　粒子やや粗く、しまりやや弱い。ローム・シルト粒 (φ1～ 3㎝ )少量。

2　褐灰色砂質土 (10YR4/1)　1 層に似るが。ローム・シルト粒多量。

SD22(SPA-A’）

1　表土

2　暗褐色砂質土 (10YR3/4)　粒子細かく、しまりやや弱い。微小の As-A テフラと酸化鉄粒子含む。

3　暗褐色砂質土 (10YR3/3)　粒子細かく、しまりやや弱い。微小の酸化鉄粒子含む。

4　黒褐色砂質土 (10YR3/1)　粒子細かく、しまりやや弱い。夾雑物なし。

SD24(SPA-A’）

1　暗褐色砂質土 (10YR3/3)　粒子細かく、しまり弱い。微小の As-A テフラ含む。

SD21(SPA-A’）

1　褐灰色砂質土（10YR4/1）　粒子細かく、しまり良い。微小の As-B テフラ含む。

SD18・19(SPA-A’）

1　表土

2　暗褐色砂質土（10YR3/4）　粒子粗く、しまり良い。上部に鉄分沈着。

3　黒褐色砂質土（10YR3/1）　粒子やや粗く、しまりやや弱い。As-Aテフラ（φ3～5㎜）まばらに含む。

4　褐灰色砂質土（10YR4/1）　粒子やや粗く、しまりやや弱い。As-A テフラ（φ1～ 5㎜）多量。

下位にロームブロック（1～ 3㎝）含む。

5　As-A テフラ二次堆積層（10YR3/3）　

6　暗褐色砂質土（10YR3/4）　粒子粗く、しまり弱い。As-A テフラ（φ1～ 3㎜）多量。

SD19

SD20(SPA-A’）

1　褐灰色粘質土（10YR4/1）　粒子細かく、しまり良い。微小の砂粒とローム粒（φ1～ 5㎜）含む。

2　褐灰色粘質土（10YR6/1）　1層に似るが、ローム粒（φ1～ 10 ㎜）やや多量。
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C 区Ⅰ・Ⅱ・Ⅴ

第 32 図　C区Ⅰ・Ⅱ・Ⅴ　SD34・36 ～ 38・42 ～ 47　遺構図 
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SD38(SPA-A’）

1　黄褐色砂質土（10YR5/6)　粒子やや粗く、しまり弱い。黄褐色土粒(φ5～ 10㎜ )

と As-B テフラ (φ1～ 3㎜ )を含む。

SD34(SPA-A’）

1　暗褐色砂質土 (10YR3/4)　粒子細かく、しまりやや弱い。微小の As-A テフラ含む。酸化鉄分沈着。

SD36(SPA-A’）

1　As-B テフラ二次堆積層

SD37(SPA-A’）

1　褐灰色粘質土(10YR4/1)　粒子細かく、しまり良い。粘性強い。As-Cテフラ(φ1～ 3㎜ )

含む。酸化鉄分沈着。

2　褐灰色粘質土 (10YR4/1)　1 層とほぼ同質だが、As-C テフラの含有多量。また微小のロー

ム粒含む。

3　黒褐色粘質土 (10YR3/1)　1 層に似るが、酸化鉄分沈着なし。

4　黒色粘質土 (10YR2/1)　粒子細かく、しまり良い。粘性強い。微小の As-C テフラ微量。

5　黒色粘質土 (10YR2/1)　4 層と同質だが、地山白色シルト塊 (1 ～ 3 ㎝ )が含まれる。　

SD42.43.44(SPA-A’）

 1  褐色粘質土（10YR4/4)　粒子細かく、しまり良い。ローム粒（φ5～ 20 ㎜）、小礫（径 5～ 10 ㎜）を含む。　　　　　　　　　

 2　褐灰色粘質土（10YR4/1)　 粒子細かく、しまり良い。１層に似ているが小礫含有やや多い。

 3　灰黄褐色粘質土（10YR4/2)　粒子細かく、しまり良い。ローム粒（φ3～ 10mm）を部分的に含み、礫（φ1～ 5㎝）を含む。

 4　灰黄褐色粘質土（10YR4/2)　３層と同質で、ローム粒を含まない。

 5　暗褐色粘質土（10YR3/3）　粒子細かく、しまり良い。粘性強い。ローム粒（0.3 ～ 3 ㎝）少量。

 6　灰黄褐色粘質土（10YR4/2)　粒子細かく、しまり良い。礫（φ1～ 4㎝）を含む。酸化鉄分凝集あり。

 7　暗褐色粘質土（10YR3/4)　粒子細かく、しまりやや弱い。ローム粒（φ3～ 5mm）を含む。

 8　灰黄褐色砂質土（10YR4/2)　粒子粗く、しまり良い。酸化鉄分の凝集がある層と無い層のラミナ状互層（計６層）。小礫（径 5～ 10 ㎝）多量。

 9　にぶい黄褐色砂層（10YR4/3) 粒子やや粗く、しまり良い。部分的に酸化鉄分凝集。

10　黒褐色砂層（10YR2/2)　粒子やや粗く、しまり良い。ローム粒（φ1～ 3mm）含む。

11　黒褐色砂層（10YR2/2)　10 層と同質で、小礫（φ2～ 30mm）を含む。

SD45(SPA-A’）

1　暗褐色粘質土 (10YR3/4)　粒子細かく、しまり良い。微小の As-C テフラ、酸化鉄分粒子を含む。

SD46(SPA-A’）

1　黒褐色粘質土 (10YR3/2)　粒子細かく、しまり良い。微小の地山シルト粒含む。

SD47(SPA-A’）

1　暗褐色粘質土 (10YR3/4)　粒子細かく、しまり良い。微小の As-C テフラ微量。酸化鉄分沈着。
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SD38(SPA-A’）

1　黄褐色砂質土（10YR5/6)　粒子やや粗く、しまり弱い。黄褐色土粒(φ5～ 10㎜ )

と As-B テフラ (φ1～ 3㎜ )を含む。

SD34(SPA-A’）

1　暗褐色砂質土 (10YR3/4)　粒子細かく、しまりやや弱い。微小の As-A テフラ含む。酸化鉄分沈着。

SD36(SPA-A’）

1　As-B テフラ二次堆積層

SD37(SPA-A’）

1　褐灰色粘質土(10YR4/1)　粒子細かく、しまり良い。粘性強い。As-Cテフラ(φ1～ 3㎜ )

含む。酸化鉄分沈着。

2　褐灰色粘質土 (10YR4/1)　1 層とほぼ同質だが、As-C テフラの含有多量。また微小のロー

ム粒含む。

3　黒褐色粘質土 (10YR3/1)　1 層に似るが、酸化鉄分沈着なし。

4　黒色粘質土 (10YR2/1)　粒子細かく、しまり良い。粘性強い。微小の As-C テフラ微量。

5　黒色粘質土 (10YR2/1)　4 層と同質だが、地山白色シルト塊 (1 ～ 3 ㎝ )が含まれる。　

SD42.43.44(SPA-A’）

 1  褐色粘質土（10YR4/4)　粒子細かく、しまり良い。ローム粒（φ5～ 20 ㎜）、小礫（径 5～ 10 ㎜）を含む。　　　　　　　　　

 2　褐灰色粘質土（10YR4/1)　 粒子細かく、しまり良い。１層に似ているが小礫含有やや多い。

 3　灰黄褐色粘質土（10YR4/2)　粒子細かく、しまり良い。ローム粒（φ3～ 10mm）を部分的に含み、礫（φ1～ 5㎝）を含む。

 4　灰黄褐色粘質土（10YR4/2)　３層と同質で、ローム粒を含まない。

 5　暗褐色粘質土（10YR3/3）　粒子細かく、しまり良い。粘性強い。ローム粒（0.3 ～ 3 ㎝）少量。

 6　灰黄褐色粘質土（10YR4/2)　粒子細かく、しまり良い。礫（φ1～ 4㎝）を含む。酸化鉄分凝集あり。

 7　暗褐色粘質土（10YR3/4)　粒子細かく、しまりやや弱い。ローム粒（φ3～ 5mm）を含む。

 8　灰黄褐色砂質土（10YR4/2)　粒子粗く、しまり良い。酸化鉄分の凝集がある層と無い層のラミナ状互層（計６層）。小礫（径 5～ 10 ㎝）多量。

 9　にぶい黄褐色砂層（10YR4/3) 粒子やや粗く、しまり良い。部分的に酸化鉄分凝集。

10　黒褐色砂層（10YR2/2)　粒子やや粗く、しまり良い。ローム粒（φ1～ 3mm）含む。

11　黒褐色砂層（10YR2/2)　10 層と同質で、小礫（φ2～ 30mm）を含む。

SD45(SPA-A’）

1　暗褐色粘質土 (10YR3/4)　粒子細かく、しまり良い。微小の As-C テフラ、酸化鉄分粒子を含む。

SD46(SPA-A’）

1　黒褐色粘質土 (10YR3/2)　粒子細かく、しまり良い。微小の地山シルト粒含む。

SD47(SPA-A’）

1　暗褐色粘質土 (10YR3/4)　粒子細かく、しまり良い。微小の As-C テフラ微量。酸化鉄分沈着。
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第 33 図　C区Ⅰ・Ⅱ・Ⅴ　SD48・62・68・81・82　遺構図
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SD48(SPA-A’）

1　灰黄褐色粘質土 (10YR4/2)　粒子細かく、しまり良い。粘性強い。As-A テフラ (φ1～ 3㎜ )含む。上部には、酸化鉄分粒 (φ5～ 10 ㎜ ) 含む。

2　黒褐色粘質土 (10YR3/2)　1 層に似るが、より暗色で酸化鉄分粒を含まない。

3　褐灰色砂質土 (10YR4/1)　粒子やや粗く、しまり良い。As-A テフラ (φ1～ 2㎜ )含む。

4　褐灰色砂質土 (10YR4/1)　3 層に似るが、As-A テフラを含まない。

5　黒褐色砂層 (10YR3/2)　粒子やや粗く、しまり良い。礫 (5 ～ 10 ㎝ ) を少量。

6　黒褐色シルト質土 (10YR3/2)　粒子やや粗く、しまり弱い。礫 (2 ～ 10 ㎝ ) 多量。

SD62(SPA-A’）

1  黒褐色粘質土（10YR3/1)　粒子細かく、しまり良い。粘性強い。小礫（φ1～2㎝）と白黄色シルト粒(径5～10㎜）含む。酸化鉄分沈着。

2　黒褐色粘質土（10YR2/2)　１層に似るが小礫、シルト粒の量少ない。

3　灰黄褐色粘質土（10YR4/2)  粒子細かく、しまり良い。粘性強い。微小の地山白色シルト粒含む。

4  黒色粘質土（10YR2/1)　粒子やや粗く、しまりやや弱い。白黄色シルト粒（φ1～ 3㎝）含む。

5　褐色粘質土（7.5YR4/6)　粒子やや粗く、しまりやや弱い。４層と同質で酸化鉄分粒を含む。

SD68(SPA-A’）

1  黒色粘質土（10YR2/1)  粒子細かく、しまり良い。粘性強い。ローム粒（φ1～ 10mm）多量。  

SD81(SPA-A’）

1  暗褐色砂質土（10YR3/3)　粒子細かく、かたくしまる。ローム粒（φ5～ 10mm）多量。

2　暗褐色砂質土（10YR3/3)　１層に似るがローム粒比較的少なく、礫（φ1～ 5㎝）を含む。

3　暗褐色砂質土（10YR3/3)　１層に似るが、２層よりもさらにローム粒含有少ない。中位を中心に微小の砂粒を含む。

4　灰黄褐色砂層（10YR4/2)　粒子粗く、しまり弱い。礫（φ1～ 5㎝）を含む。

5　にぶい黄褐色土（10YR5/4)  粒子細かく、しまり弱い。シルト質。微小のローム粒と暗褐色土を含む。

SD82(SPA-A’）

1  暗褐色粘質土（10YR3/3)　粒子やや粗く、しまり良い。白色粒子（微小～ 3mm）多量。

2　黒褐色粘質土（10YR3/2)　粒子やや粗く、しまり良い。礫（φ1～ 5㎝）を含む。

3　黒褐色砂質土（10YR3/1)　粒子やや粗く、しまり良い。ローム粒（φ5～ 10mm）を含む。

4　黒褐色粘質土（10YR2/3)　粒子細かく、しまり良い。白色粒子（微小）とローム粒（φ3～ 5mm）多量。また小礫（φ3～ 5mm）を含む。酸化鉄分沈着。

5　黒褐色粘質土（10YR3/2)　粒子細かく、しまり良い。小礫（φ5～ 20mm）含む。

6　黒褐色粘質土（10YR3/1)　5 層中に砂と小礫含む。

7　灰黄褐色砂層（10YR5/2)  粒子細かく、しまり良い。中位にシルト（幅約 3㎝）をはさむ。

8　灰黄褐色砂質土（10YR4/2)　粒子粗く、しまり弱い。砂層を部分的にはさみ、小礫（φ5～ 20mm）、ローム粒（φ1～ 2㎝）を含む。
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C 区Ⅰ・Ⅱ・Ⅴ

第 34 図　C区Ⅰ・Ⅱ・Ⅴ　SD83 ～ 88・92・94・95・97、SK38　遺構図
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SD85.86.94(SPA-A’）

1  灰黄褐色砂質土（10YR4/2)　粒子やや粗く、しまりやや弱い。As-A テフラ（φ3～ 5㎜）を含む。

2　褐灰色砂質土（10YR4/1)　粒子やや粗く、しまりやや弱い。As-A テフラ（φ2～ 5㎜）、微小の砂粒を含む。

3　暗褐色砂質土（10YR3/3)　粒子細かく、しまりやや弱い。As-A テフラ（φ1～ 5㎜）を含む。

4　黒褐色砂質土 (10YR3/2)　粒子細かく、しまり良い。微小の As-B テフラを含む。

SD83.84(SPA-A’）

 1  灰黄褐色土（10YR4/2)　As-A テフラ（φ2～ 5mm）が主体、一部酸化鉄分沈着。

 2　にぶい黄褐色土（10YR4/3)　シルト質。粒子細かく、しまり弱い。夾雑物なし。

 3　暗褐色砂質土（10YR3/3)　粒子細かく、しまり良い。微小の As-B テフラ微量。

 4　黒褐色砂質土（7.5YR3/2)　粒子粗く、しまり良い。砂質土とシルト互層堆積。

 5　暗褐色粘質土（7.5YR3/3)　粒子細かくしまり良い。夾雑物なく斑状に酸化鉄分沈着。

 6  灰褐色土（7.5YR5/2)　シルト質。粒子極めて細かく、しまり良い。夾雑物なし。

 7　暗褐色砂質土（10YR3/3)　粒子粗い砂粒が主体。

 8　灰黄褐色土（10YR4/2)　シルト質。粒子細かく、しまり良い。夾雑物なし。

 9　暗褐色砂質土（10YR3/3)　粒子細かく、しまり良い。大径の砂粒（φ1～ 3mm）を含む。

10　黒褐色砂質土（10YR2/2)　粒子細かく、しまり良い。ローム粒（φ1～ 5mm）を含む。微小の As-B テフラ微量。

11　黒褐色砂質土（10YR2/2)　10 層に似るがローム粒の含有多い。

12　暗褐色砂質土（10YR3/3)　粒子粗く、しまり弱い。礫（φ3～ 5㎝）多量。

SD95(SPA-A’）

1  黒褐色砂層（10YR3/1)  粒子細かく、しまりなし。微小の As-B テフラ含む。

2　黒褐色砂層（10YR2/2)  粒子細かく、しまりなし。小礫（φ3～ 5mm）含む。部分的に黒色細砂を含む。

3　暗褐色砂質土（10YR3/3)  粒子細かく、しまりやや良い。微小の As-B テフラ混じり、酸化鉄分沈着。

4　黒褐色砂層（10YR3/1)  １層に似るがより粒子細かい。

SD87(SPA-A’）

1　As－B テフラ二次堆積層（10YR3/2)　

2　黒色粘質土 (10YR7/1)　粒子細かく、しまり良く、粘性強い。夾雑物なし。

SK38.SD97(SPA-A’）

1  暗褐色砂質土（10YR3/3)　粒子やや粗く、しまりやや弱い。As-A テフラ（φ1～ 3mm）含む。下部

に薄い砂層あり。

2  灰黄褐色砂層（10YR4/2)  粒子やや粗く、しまり弱い。夾雑物なし。

SD88(SPA-A’）

1  褐灰色土（10YR4/1)　現水田耕土。

2　褐灰色砂質土（10YR6/1)　As-B テフラ含む。

3　褐灰色砂質土（10YR5/1)　As-A テフラ多量。

4　灰黄褐色土（10YR4/2)　現水田床土。酸化鉄分沈着あり。

5  にぶい黄褐色砂質土（10YR5/3)　酸化鉄分の沈着あり。

6　黒褐色砂質土（10YR3/2)

SD92(SPA-A’）

1  黒褐色砂質土（10YR3/1)　粒子やや粗く、しまり弱い。ロームブロック（2～ 5 ㎝）含む。

2　黒褐色砂質土（10YR3/2)　粒子やや粗く、しまり弱い。夾雑物なし。

3　黒褐色砂質土（10YR2/2)　粒子やや粗く、しまり弱い。微小の砂粒含む。
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SD85.86.94(SPA-A’）

1  灰黄褐色砂質土（10YR4/2)　粒子やや粗く、しまりやや弱い。As-A テフラ（φ3～ 5㎜）を含む。

2　褐灰色砂質土（10YR4/1)　粒子やや粗く、しまりやや弱い。As-A テフラ（φ2～ 5㎜）、微小の砂粒を含む。

3　暗褐色砂質土（10YR3/3)　粒子細かく、しまりやや弱い。As-A テフラ（φ1～ 5㎜）を含む。

4　黒褐色砂質土 (10YR3/2)　粒子細かく、しまり良い。微小の As-B テフラを含む。

SD83.84(SPA-A’）

 1  灰黄褐色土（10YR4/2)　As-A テフラ（φ2～ 5mm）が主体、一部酸化鉄分沈着。

 2　にぶい黄褐色土（10YR4/3)　シルト質。粒子細かく、しまり弱い。夾雑物なし。

 3　暗褐色砂質土（10YR3/3)　粒子細かく、しまり良い。微小の As-B テフラ微量。

 4　黒褐色砂質土（7.5YR3/2)　粒子粗く、しまり良い。砂質土とシルト互層堆積。

 5　暗褐色粘質土（7.5YR3/3)　粒子細かくしまり良い。夾雑物なく斑状に酸化鉄分沈着。

 6  灰褐色土（7.5YR5/2)　シルト質。粒子極めて細かく、しまり良い。夾雑物なし。

 7　暗褐色砂質土（10YR3/3)　粒子粗い砂粒が主体。

 8　灰黄褐色土（10YR4/2)　シルト質。粒子細かく、しまり良い。夾雑物なし。

 9　暗褐色砂質土（10YR3/3)　粒子細かく、しまり良い。大径の砂粒（φ1～ 3mm）を含む。

10　黒褐色砂質土（10YR2/2)　粒子細かく、しまり良い。ローム粒（φ1～ 5mm）を含む。微小の As-B テフラ微量。

11　黒褐色砂質土（10YR2/2)　10 層に似るがローム粒の含有多い。

12　暗褐色砂質土（10YR3/3)　粒子粗く、しまり弱い。礫（φ3～ 5㎝）多量。

SD95(SPA-A’）

1  黒褐色砂層（10YR3/1)  粒子細かく、しまりなし。微小の As-B テフラ含む。

2　黒褐色砂層（10YR2/2)  粒子細かく、しまりなし。小礫（φ3～ 5mm）含む。部分的に黒色細砂を含む。

3　暗褐色砂質土（10YR3/3)  粒子細かく、しまりやや良い。微小の As-B テフラ混じり、酸化鉄分沈着。

4　黒褐色砂層（10YR3/1)  １層に似るがより粒子細かい。

SD87(SPA-A’）

1　As－B テフラ二次堆積層（10YR3/2)　

2　黒色粘質土 (10YR7/1)　粒子細かく、しまり良く、粘性強い。夾雑物なし。

SK38.SD97(SPA-A’）

1  暗褐色砂質土（10YR3/3)　粒子やや粗く、しまりやや弱い。As-A テフラ（φ1～ 3mm）含む。下部

に薄い砂層あり。

2  灰黄褐色砂層（10YR4/2)  粒子やや粗く、しまり弱い。夾雑物なし。

SD88(SPA-A’）

1  褐灰色土（10YR4/1)　現水田耕土。

2　褐灰色砂質土（10YR6/1)　As-B テフラ含む。

3　褐灰色砂質土（10YR5/1)　As-A テフラ多量。

4　灰黄褐色土（10YR4/2)　現水田床土。酸化鉄分沈着あり。

5  にぶい黄褐色砂質土（10YR5/3)　酸化鉄分の沈着あり。

6　黒褐色砂質土（10YR3/2)

SD92(SPA-A’）

1  黒褐色砂質土（10YR3/1)　粒子やや粗く、しまり弱い。ロームブロック（2～ 5 ㎝）含む。

2　黒褐色砂質土（10YR3/2)　粒子やや粗く、しまり弱い。夾雑物なし。

3　黒褐色砂質土（10YR2/2)　粒子やや粗く、しまり弱い。微小の砂粒含む。

A A’
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A A’

A A’

A A’

A A’

第 35 図　C区Ⅰ・Ⅱ・Ⅴ　SD98 ～ 101・103・104・106・109・110・114　遺構図
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SD114(SPA-A’）

1  黒褐色砂質土（10YR3/2）　粒子やや粗、くしまり弱い。微小の As-A

テフラとローム粒含む。

SD99(SPA-A’）

1  黒褐色砂質土（10YR3/2)　粒子や

や粗く、しまり良い。微小の As-B

テフラ含む。

SD100(SPA-A’）

1  灰黄褐色粘質土（10YR4/2)  粒子細

かく、しまり良い。微小の砂、ロー

ム粒（φ3～ 5mm）含む。

SD101(SPA-A’）

1  As-B テフラ二次堆積層（10YR4/1)  上部にローム粒

（にぶい黄褐色、微小）含む。

SD103(SPA-A’）

1  褐灰色土（10YR4/1)　現水田耕土。

2　灰黄褐色土（10YR4/2)　現水田床土。鉄分沈着あり。

3　褐灰色砂質土（10YR5/1)　As-A テフラ多量。

SD104(SPA-A’）

1  褐灰色土（10YR5/1)  As-A テフラ含む。

SD109.110(SPA-A’）

1  現耕作土及び土地改良工事盛土。  

2　黒色粘質土（10YR2/1)  小礫含む。

3　褐灰色砂質土（10YR5/1) 

4  灰黄褐色砂質土（10YR5/2)

5  黒褐色砂質土（10YR3/2)

6  灰黄褐色粘質土 (10YR6/2)

SD98(SPA-A’）

1　黒褐色土（7.5YR3/1)　砂質土。粒子極めて細かく、しまりなし。

2　As-B テフラ二次堆積層（7.5YR3/3)　粒子やや粗く、しまりなし。酸化鉄分沈着。

3　As-B テフラ二次堆積層（10YR5/3)　粒子粗く、しまりなし。

SD106(SPA-A’）

1  褐灰色砂層（10YR5/1)　粒子細かい。白色軽石、炭化植物片含む。

2　黒褐色粘質土（10YR3/1)　植物片含む。

3　黒褐色砂層（10YR3/2)　地山ブロック少量、φ5㎝の円礫含む。

4　黒褐色粘質土（10YR2/2)

A A’ A A’ A A’

A A’ A A’

A A’

A A’

A A’

A A’
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C 区Ⅰ・Ⅱ・Ⅴ

第 37 図　C区Ⅰ・Ⅱ・Ⅴ　SB01 遺構図

（平面図・断面図）
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SB01(SPA-A’，B-B’，C-C’共通）

1　褐灰色粘質土 (10YR6/1)　粒子細かく、よくしまる。酸化鉄分微量。

2　褐灰色粘質土 (10YR4/1)　粒子細かく、しまりやや弱い。地山シルト質土粒を含む。

3　黒褐色砂質土 (10YR3/1)　粒子細かく、しまりやや弱い。4層に似るが、粘質土の混入なし。

4　黒褐色砂質土 (10YR3/1)　粒子細かく、しまりやや弱い。褐灰色粘質土粒 (φ1～ 2㎝ )を含む。
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C 区Ⅰ・Ⅱ・Ⅴ

第 38 図　C区Ⅰ・Ⅱ・Ⅴ　SK01 ～ 06・08 ～ 10　遺構図

（平面図・断面図）

0 1:40 2m

SK01

SK03

SK06 SK08

SK09

SK10

SK04 SK05

SK02

SD03

SD03 SK02

1

1

1

2
S

SD02

SD09

1

2

調
査
区
外

1 12

2

1

2

3

SD09

SD20

SD28

L=74.50m

L=74.40m

L=74.00m

L=74.00m L=74.00m

L=74.50m

L=74.70m

L=74.50m

L=75.40m

SD09

SK02(SPA-A’）

1　黒褐色砂質土（10YR3/2）　粒子やや粗く、しまり

弱い。微小の砂及びローム粒（φ3～ 5㎜）多量。

SK03(SPA-A’）

1　暗褐色砂質土（10YR3/3）　粒子細か

く、しまりやや弱い。地山黒色粘質

土粒（φ0.3 ～ 5 ㎜）含む。

SK04(SPA-A’）

1　褐灰色粘質土（10YR4/1）　粒子やや粗く、しまり弱い。

As-A テフラ（φ1～ 2㎜）含む。柱根。

2　褐灰色粘質土（10YR5/1）　粒子やや粗く、しまり弱い。

地山のシルトブロック（5～ 10 ㎝）多量。柱固め。　

SK06(SPA-A’）

1　黒褐色粘質土（10YR2/2）　粒子細かく、しまりや

や弱い。

2　黒色粘質土（10YR2/1）　粒子細かく、しまりやや

弱い。ローム粒（φ0.5 ～ 10 ㎜）少量。

SK09(SPA-A’）

1　黒褐色砂質土（10YR3/2）　粒子細かく、

しまり強い。粘性弱い。

2　黒褐色土（10YR3/1）　粒子細かく、しま

り強い。粘性やや強い。

SK08(SPA-A’）

1　黒褐色砂質土（10YR3/2）　粒子細かく、しまりやや弱い。ロー

ム粒（微小～ 20 ㎜）多量。

2　黒褐色砂質土（10YR2/2）　1層に似るが、ローム粒微量。

3　黒褐色砂質土（10YR2/3）　1層に似るが、微小の砂粒を含む。
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C 区Ⅰ・Ⅱ・Ⅴ

（平面図・断面図）
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SD09

SK02(SPA-A’）

1　黒褐色砂質土（10YR3/2）　粒子やや粗く、しまり

弱い。微小の砂及びローム粒（φ3～ 5㎜）多量。

SK03(SPA-A’）

1　暗褐色砂質土（10YR3/3）　粒子細か

く、しまりやや弱い。地山黒色粘質

土粒（φ0.3 ～ 5 ㎜）含む。

SK04(SPA-A’）

1　褐灰色粘質土（10YR4/1）　粒子やや粗く、しまり弱い。

As-A テフラ（φ1～ 2㎜）含む。柱根。

2　褐灰色粘質土（10YR5/1）　粒子やや粗く、しまり弱い。

地山のシルトブロック（5～ 10 ㎝）多量。柱固め。　

SK06(SPA-A’）

1　黒褐色粘質土（10YR2/2）　粒子細かく、しまりや

や弱い。

2　黒色粘質土（10YR2/1）　粒子細かく、しまりやや

弱い。ローム粒（φ0.5 ～ 10 ㎜）少量。

SK09(SPA-A’）

1　黒褐色砂質土（10YR3/2）　粒子細かく、

しまり強い。粘性弱い。

2　黒褐色土（10YR3/1）　粒子細かく、しま

り強い。粘性やや強い。

SK08(SPA-A’）

1　黒褐色砂質土（10YR3/2）　粒子細かく、しまりやや弱い。ロー

ム粒（微小～ 20 ㎜）多量。

2　黒褐色砂質土（10YR2/2）　1層に似るが、ローム粒微量。

3　黒褐色砂質土（10YR2/3）　1層に似るが、微小の砂粒を含む。
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第 39 図　C区Ⅰ・Ⅱ・Ⅴ　SK11 ～ 17　遺構図

（平面図・断面図）
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SK11(SPA-A’,B-B’）

1　灰黄褐色砂質土 (10YR5/2)　

粒子細かく、しまり弱い。微

小の鉄酸化分粒子含む。

2　にぶい黄褐色砂質土

(10YR4/3)　粒子細かく、し

まりやや弱い。As-Bテフラ(φ

1～ 2㎜ )含む。

SK13(SPA-A’）

1　にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)　粒子や

や粗く、よくしまる。 As-B テフラ (φ1

～3㎜)とローム粒(φ1～5㎜)を含む。

2　灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)　粒子やや粗

く、よくしまる。As-Bテフラ(φ1～3㎜)

を含む。

SK12(SPA-A’）

1　褐色砂質土（10YR4/4)　粒子細か

く、ややよくしまる。僅かに微小

の As-B テフラを含む。

2　褐色砂質土（10YR4/6)　粒子やや

粗く、よくしまる。As-Bテフラ (φ

1～ 3㎜ )含む。

3　黄褐色砂質土（10YR5/6)　粒子や

や粗くしまり弱い。黄褐色土粒(φ

5～ 10 ㎜ ) と As-B テフラ (φ1～

3㎜ )を含む。

SK14(SPA-A’）

1　暗褐色砂質土 (10YR3/4)　粒子やや粗

く、よくしまる。As-B テフラ (φ1～ 3

㎜ )少量。

SK15(SPA-A’）

1　暗褐色砂質土　よくしまる。灰白色小粒子 (φ1～ 2㎜ )、赤褐色小粒子 (焼

土粒子 )多量。

2　暗褐色粘質土　シルト質。粒子細かく、よくしまる。やや粘性あり。

3　褐灰色砂質土　粒径 1㎜以下の砂粒からなる層。よくしまる。

4  3 層に黄褐色小ブロックを多く含む。

5  4 層に比しやや粒子が細かい (シルトに近い )砂質土。黄褐色小粒子多量。

6　黄褐色粘性土ブロック多量。

SK16(SPA-A’）

1　黒色粘質土（10YR2/1)　粒子細かく、しまり弱い。微小

の As-A テフラ、地山シルトブロック (5～ 10㎝ )を含む。

SK17(SPA-A’）

1　灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)　粒子細か

く、よくしまる。酸化鉄分粒子 (φ1

～ 30 ㎜ ) と粘質土粒 (φ1～ 2㎝ )含

む。
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C 区Ⅰ・Ⅱ・Ⅴ

第 40 図　C区Ⅰ・Ⅱ・Ⅴ　SK18 ～ 20・29 ～ 34　遺構図

（平面図・断面図）
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SK18(SPA-A’）

1　褐灰色粘質土（10YR4/1)　粒子

細かく、よくしまる。微小の

As-C テフラ含む。 地山シルトブ

ロック (2 ～ 3 ㎝ ) 微量。

SK20(SPA-A’）

1  黒褐色粘質土（10YR3/1）  粒子細かく、よくしまる。

ローム・シルト粒（φ5～ 20mm）多量。礫（φ1～ 5㎝）

含む。

SK30(SPA-A’）

1  褐色粘質土（10YR4/4)　粒子細かく、よくしまる。ロー

ム粒（φ5～ 20 ㎜） 、小礫（φ5～ 10 ㎜）を含む。

2  灰黄褐色粘質土（10YR4/2)　粒子細かく、よくしまる。

礫（1～ 5㎝）を含む。

3  黒褐色粘質土（10YR3/2)　粒子やや粗く、よくしまる。

粘性強い。ローム粒（φ3～ 20mm）含む。地山壁との

間に少し隙間あり。

SK31(SPA-A’）

1  褐灰色砂層（10YR4/1)  粒

子やや粗く、よくしまる。

白黄色軽石（微小～φ3㎝）

を含む。

SK32(SPA-A’）

1  黒色粘質土（10YR2/2)  粒子細かくし

まりやや強い。粘性強。小石（φ２㎝）

及びローム粒（φ２㎜）、白色細粒子

(φ2㎜）少量。

2  黒色粘質土（10YR2/2)  1 層と同質だ

が、夾雑物ほとんど無い。木質（断面

が円ではなくうすい四角形に近い）が

含まれる。　
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C 区Ⅰ・Ⅱ・Ⅴ

（平面図・断面図）
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SK18(SPA-A’）

1　褐灰色粘質土（10YR4/1)　粒子

細かく、よくしまる。微小の

As-C テフラ含む。 地山シルトブ

ロック (2 ～ 3 ㎝ ) 微量。

SK20(SPA-A’）

1  黒褐色粘質土（10YR3/1）  粒子細かく、よくしまる。

ローム・シルト粒（φ5～ 20mm）多量。礫（φ1～ 5㎝）

含む。

SK30(SPA-A’）

1  褐色粘質土（10YR4/4)　粒子細かく、よくしまる。ロー

ム粒（φ5～ 20 ㎜） 、小礫（φ5～ 10 ㎜）を含む。

2  灰黄褐色粘質土（10YR4/2)　粒子細かく、よくしまる。

礫（1～ 5㎝）を含む。

3  黒褐色粘質土（10YR3/2)　粒子やや粗く、よくしまる。

粘性強い。ローム粒（φ3～ 20mm）含む。地山壁との

間に少し隙間あり。

SK31(SPA-A’）

1  褐灰色砂層（10YR4/1)  粒

子やや粗く、よくしまる。

白黄色軽石（微小～φ3㎝）

を含む。

SK32(SPA-A’）

1  黒色粘質土（10YR2/2)  粒子細かくし

まりやや強い。粘性強。小石（φ２㎝）

及びローム粒（φ２㎜）、白色細粒子

(φ2㎜）少量。

2  黒色粘質土（10YR2/2)  1 層と同質だ

が、夾雑物ほとんど無い。木質（断面

が円ではなくうすい四角形に近い）が

含まれる。　
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（平面図・断面図）

0 1:40 2m

SK37

SK39

SK38

SP04

SP01 SP02

SP03

1

2

3

1

1

2 1

1

SD87

1

2

3

4

5

6

7S

S

SD82

SD97

SD97

L=74.40m

L=74.50m L=74.50m

L=74.50m

L=74.40m

L=74.40m

L=73.80m

SP01(SPA-A’）

1　灰黄褐色粘質土（10YR4/2）　粒子細か

くしまり良い。小礫（径 5～ 10 ㎜）

僅か混じる。

2　黒褐色粘質土（10YR3/2）　1層とほぼ

同質。小礫混じらず。

3　褐灰色粘質土（10YR4/1）　1.2 層とほ

ぼ同質。小礫混じらず。

SP02(SPA-A’）

1　黒褐色砂質土（10YR3/2）　粒子やや粗

くしまりやや弱い。白色軽石（径 0.5

～ 1 ㎜ As-A テフラか）多量。

SP04(SPA-A’）

1　褐灰色砂質土（10YR4/1）　粒子細かくしま

り良い。微小の As-B テフラ含み、斑状に

酸化鉄分混じる。

SK37(SPA-A’）

1  暗褐色砂質土（10YR3/3)  粒子細かいが、しまり弱い。As-A テフラ（径 3～ 5mm）混じる。

2　暗褐色砂質土（10YR3/3)　１層中に酸化鉄分沈着。

SK38(SPA-A’）

1  灰黄褐色砂質土（10YR4/2)  粒子やや粗くしまり弱い。夾雑物なし。

SK39(SPA-A’）

 1  褐灰色砂質土（10YR4/1)　白色軽石を含む。酸化鉄分沈着部が少しある。

　　炭化物植物 片あり。

 2　灰黄褐色砂質土（10YR6/2)　ラミナ状層理が見られる。

 3　褐灰色粘質土（10YR5/1)　やや粘性あり。

 4　褐灰色砂礫層（10YR4/1)　下部に径 5㎝ほどの円礫を含む。

 5　灰黄褐色砂層（10YR6/2）　酸化鉄分凝集微量含む。ラミナ状層理。

 6　褐色土層（10YR4/1)　酸化鉄分の凝集が著しく、硬くしまっている。
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第 41 図　C区Ⅰ・Ⅱ・Ⅴ　SK37 ～ 39、SP01 ～ 04　遺構図
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C 区Ⅰ・Ⅱ・Ⅴ

第 42 図　C区Ⅰ・Ⅱ・Ⅴ　SP05 ～ 20　遺構図

（平面図・断面図）

0 1:40 2m

SP17 SP18 SP19 SP20

11

S

11

SP09 SP10 SP11 SP12

SP05 SP06

SP13

SP08SP07

SP15SP14 SP16

1
S

1
2

1

2

1

1

S

SD48

SK34

→

→

SP11

S
1

→

→

SD41

Pit

→

→

SD01

SD41

L=74.40m L=74.50m

L=75.30mL=73.80m

L=73.80m

L=74.50m

L=75.10m L=74.00m

L=73.40m

L=74.80mL=74.80mL=74.80mL=74.80m

L=74.80mL=74.80m L=74.80m

SD41

SP20(SPA-A’）

1　褐灰色粘質土 (10YR4/1)　粒子細

かく、よくしまる。夾雑物なし。

SP19(SPA-A’）

1　褐灰色粘質土 (10YR4/1)　粒子細

かく、よくしまる。夾雑物なし。

SP18(SPA-A’）

1　黒褐色砂質土（10YR3/1)　粒子細

かく、しまりやや弱い。微小の

As-A テフラ、粘質土塊 (2 ～ 3 ㎝ )

含む。

SP17(SPA-A’）

1　褐灰色粘質土 (10YR4/1)　粒子

細かく、よくしまる。夾雑物

なし。

SP05(SPA-A’）

1　褐灰色粘質土（10YR4/1）

粒子細かく、よくしま

る。微小の砂粒とロー

ム粒（φ1～ 5㎜）含む。

SP06(SPA-A’）

1　黒色粘質土 (10YR2/1)　粒子細

かく、しまり強い。粘性強い。

2　灰黄褐色粘質土 (10YR5/2)　粒

子細かく、しまり強い。粘性強

い。

SP13(SPA-A’）

1　黒褐色砂質土（10YR2/2)　粒子や

や粗く、しまりやや弱い。粘性弱

い。

2　黒褐色粘質土（10YR2/3)　粒子細

かく、強くしまる。粘性やや強い。

SP08(SPA-A’）

1　暗褐色砂質土（10YR3/4) 粒子やや粗

く、よくしまる。微小の As-B テフラ

含む。

SP09(SPA-A’）

1　褐色砂質土（10YR4/4)　粒子

細かく、しまりやや良い。微

小の As-B テフラ微量。

SP15(SPA-A’）

1　暗褐色粘質土 (10YR3/3)　粒子細

かく、よくしまる。斑状に酸化鉄

分粒 (φ3～ 8㎜ )含む。
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C 区Ⅰ・Ⅱ・Ⅴ

（平面図・断面図）
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SP20(SPA-A’）

1　褐灰色粘質土 (10YR4/1)　粒子細

かく、よくしまる。夾雑物なし。

SP19(SPA-A’）

1　褐灰色粘質土 (10YR4/1)　粒子細

かく、よくしまる。夾雑物なし。

SP18(SPA-A’）

1　黒褐色砂質土（10YR3/1)　粒子細

かく、しまりやや弱い。微小の

As-A テフラ、粘質土塊 (2 ～ 3 ㎝ )

含む。

SP17(SPA-A’）

1　褐灰色粘質土 (10YR4/1)　粒子

細かく、よくしまる。夾雑物

なし。

SP05(SPA-A’）

1　褐灰色粘質土（10YR4/1）

粒子細かく、よくしま

る。微小の砂粒とロー

ム粒（φ1～ 5㎜）含む。

SP06(SPA-A’）

1　黒色粘質土 (10YR2/1)　粒子細

かく、しまり強い。粘性強い。

2　灰黄褐色粘質土 (10YR5/2)　粒

子細かく、しまり強い。粘性強

い。

SP13(SPA-A’）

1　黒褐色砂質土（10YR2/2)　粒子や

や粗く、しまりやや弱い。粘性弱

い。

2　黒褐色粘質土（10YR2/3)　粒子細

かく、強くしまる。粘性やや強い。

SP08(SPA-A’）

1　暗褐色砂質土（10YR3/4) 粒子やや粗

く、よくしまる。微小の As-B テフラ

含む。

SP09(SPA-A’）

1　褐色砂質土（10YR4/4)　粒子

細かく、しまりやや良い。微

小の As-B テフラ微量。

SP15(SPA-A’）

1　暗褐色粘質土 (10YR3/3)　粒子細

かく、よくしまる。斑状に酸化鉄

分粒 (φ3～ 8㎜ )含む。
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第 43 図　C区Ⅰ・Ⅱ・Ⅴ　遺物図 (1)

煤

9
10

11

12

13

14

15

16

17

18 19
20

21

22

23

24

0 1:1 2cm

（16,18,19,23）

0 1:3 10cm

（13）

0 1:2 5cm

□□□/ 
―― 

ヽ

コ

て.....

l̀:̀ ;／t 
芯蕊
＼鳳'*̀ぶ苔亨：尋

//i 

ロー
＼ 

゜
＼
 

9 ,．」・・ア・ m ●●- ---....  ーニ

| | | | | | | 



48

C 区Ⅰ・Ⅱ・Ⅴ

第 44 図　C区Ⅰ・Ⅱ・Ⅴ　遺物図 (2)

第 7 表　C区Ⅰ・Ⅱ・Ⅴ　遺物観察表（1）

図版番号 遺構名
種別　　　　　　　　　　　

器種

法量（㎝）
成形・整形技法等の特徴（器形・文様の特徴） ①焼成　②色調　③胎土

残存　　　　　

（％）
備考

口径 底径 器高

第 43 図 9 

PL32-9
SD06

土師器　　　

坏
【12.3】 ─ 3.0

外面に丸みをもつ口縁部 

外：口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズリ 

内：口縁部ヨコナデ、体部指頭押圧後にヨコナデ

①良好 

② 7.5YR7/6 

③チャート、石英、片岩

40

第 43 図 10 

PL32-10
SD07

カワラケ　　

小皿
7.9 5.0 1.7

ロクロ成形 

外：ロクロナデ、底面回転糸切未調整 

内：ロクロナデ

①普通 

② 10YR8/2 

③チャート、鉄分粒

70

部内外面にスス

付着、燈明皿に

転用

第 43 図 11 

PL32-11
SD13

須恵器　　

高台付埦
【13.7】【6.4】 5.5

ロクロ成形 

外：ロクロナデ、底面回転糸切後に高台貼付 

内：ロクロナデ

①焼締りやや弱い 

② 10YR6/1 

③チャート、片岩、石英

50 表面炭素吸着

第 43 図 12 

PL32-12
SD40

須恵器　　　　　　　　　

高台付埦
【14.0】

坏部　　　

(6.6)
4.9

ロクロ成形 

外 :ロクロナデ、底面手回転糸切後に高台貼付 

内：ロクロナデ

①焼締りやや弱い 

② 10YR7/2 

③チャート、石英、絹雲母

30

32

33

25

26

27
28

29

31

30

0 1:3 10cm

（33）

0 1:2 5cm
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32

33

25

26

27
28

29

31

30

0 1:3 10cm

（33）

0 1:2 5cm

第 8表　C区Ⅰ・Ⅱ・Ⅴ　遺物観察表（2）

図版番号 遺構名
種別　　　　

器種

法量 (㎝ )

重量 (g)
成形・整形技法等の特徴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（器形・文様の特徴）

①焼成

②色調

③胎土　　　　　　　

残存

（％）
備考

長さ 幅 厚さ

第 43 図 13 

PL32-13
SD44

土製品　　　　　　　　　　　　

土錘
(6.9) 2.6 2.6 (46) 手捏ね、孔径 0.7 ㎝、外面ナデ

①普通 

② 10YR7/3 

③チャート、凝灰岩、石英　　　　　　　

80

法量（㎝） 成形・整形技法等の特徴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（器形・文様の特徴）
①焼成　②色調　③胎土　　　　　　　

口径 底径 器高

第 43 図 14 

PL32-14
SD81

須恵器　　　　　　　　　

鉢
─ 7.1 (5.8)

輪積み成形、ロクロ調整 

外：底部周囲にタテのヘラケズリ、底面ヘラケズリ 

内：ロクロナデ

①良好 

② N7/0 

③緻密、石英

30

第 43 図 15 

PL32-15
SD81

須恵器　　　

高台付埦
【16.3】【8.5】 5.5

ロクロ成形 

外：ロクロナデ、底面回転糸切後に高台貼付 

内：ロクロナデ

①焼締りやや弱い 

② 2.5Y8/2 

③石英

60

法量 (㎝ )
重量 (g) 観察所見

外輪 縁 厚さ

第 43 図 16 

PL32-16
SD85

古銭　　　　　　　　　　　　　　　

寛永通寶
2.3 0.15 0.1 1.97 銅製、裏面無文、孔は 0.6 × 0.6 ㎝の方形 100

法量 (㎝ )
重量 (g) 材質 作成技法等の特徴

長さ 幅 厚さ

第 43 図 17 

PL32-17
SD86

石製品　　　　　　　　　　　

砥石
8.6 3.4 2.8 122.8 流紋岩 断面方形で、小口面以外を使用 100

法量 (㎝ )
重量 (g) 観察所見

外輪 縁 厚さ

第 43 図 18 

PL32-18
SD86

古銭　　　　　　　　　　　　　　　

寛永通寶
2.2 0.2 0.1 2.11 銅製、裏面無文、孔は 0.7 × 0.7 ㎝の方形 100

第 43 図 19 

PL32-19
SD86

古銭　　　　　　　　　　　　　

寛永通寶
2.2 0.2 0.1 2.08 銅製、裏面無文、孔は 0.7 × 0.7 ㎝の方形 100

法量（㎝） 成形・整形技法等の特徴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（器形・文様の特徴）
①焼成　②色調　③胎土　　　　　　　

口径 底径 器高

第 43 図 20 

PL32-20
SD106

土師器　　　　

坏
【10.5】 ─ 3.1

内弯口縁、丸底 

外：口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズリ 

内：口縁部ヨコナデ、体部指頭押圧後にヨコナデ

①良好 

② 2.5YR6/6 

③角閃石、石英、チャート

50

第 43 図 21 

PL32-21
SD106

須恵器　　　

短頸壺
【8.2】 ─ (6.6)

ロクロ成形 

外ロクロナデ、肩部回転ヘラケズリ 

内：ロクロナデ、肩部に接合痕

①良好 

② N4/0 

③チャート、石英、片岩

20

第 43 図 22 

PL32-22
SD108

須恵器　　　　

坏
【12.2】 6.6 3.6

ロクロ成形 

外：ロクロナデ、底面回転糸切未調整 

内：ロクロナデ

①良好 

② N6/0 

③チャート、片岩、凝灰岩

40

法量 (㎝ )
重量 (g) 観察所見

外輪 縁 厚さ

第 43 図 23 

PL32-23
SK33

古銭　　　　　　　　　　　　　　　　　　

攵久通

(宝 )

2.6 0.25 0.1 3.10 銅製、裏面波形文、宝または寶、孔は 0.7 × 0.7 ㎝の方形 100

法量 (㎝ )
重量 (g) 材質 作成技法等の特徴

長さ 幅 厚さ

第 43 図 24 

PL32-24
NR02

石器　　　

打製石斧
11.0 6.4 2.3 133.68 頁岩　　　　　　　　　　　　

中央下半の両側縁に抉りを持つ。

扁平礫を素材とし、刃部以外の

周縁に両面加工が施される。刃

部に微細剥離痕や摩耗痕が認め

られる。

100
スクレイパーの

可能性あり

法量（㎝） 成形・整形技法等の特徴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（器形・文様の特徴）
①焼成　②色調　③胎土　　　　　　　

口径 底径 器高

第 44 図 25 

PL32-25
遺構外

土師器　　　　

小型壺
─ 4.3 (6.2)

平底、内面に輪積痕 

外：肩部ヨコのヘラケズリ、胴部タテのヘラケズリ、

底面ヘラケズリ 

内：胴～底部ヨコナデ

①良好 

② 5YR6/6 

③鉄分粒、チャート、石 

英、砂岩

90

第 44 図 26 

PL32-26
遺構外

土師器　　　　　

台付甕
─ 7.9 (13.5)

脚部内面の天井部に同一胎土による補充粘土、端部は

折返し 

外：胴部ハケメ、脚部ハケメ後にナデ 

内：胴部中位ナナメのナデ、下位ヨコナデ、脚部ナデ

①良好 

② 7.5YR8/4 

③石英・チャート、泥岩

25 Ｓ字状口縁

第 44 図 27 

PL32-27
遺構外

土師器　　　　

高坏
─ ─ (7.4)

脚部は緩やかに広がり、径 1.3 ㎝の円孔が２段３列に

配置される 

外：磨滅が著しく調整不明 

内：脚部ヨコのヘラケズリ

①良好 

② 5YR7/8 

③石英、チャート、安山 

岩、鉄分粒

40
19・20 の脚部

に類似

第 44 図 28 

PL32-28
遺構外

土師器　　　

器台
【8.0】 ─ (8.5)

受部の口縁は直線的に上方に広がり、中央に径 1.8 ㎝

の貫通孔、脚部に径 1.8 ㎝の円孔が２段３列に配置さ

れる 

外：磨滅が著しく調整不明 

内：受部磨滅の調整不明、脚部ナデ

①普通 

② 10YR8/4 

③チャート、鉄分粒、石英

60
18・20 の脚部

に類似

第 44 図 29 

PL32-29
遺構外

土師器　　　　

器台
─ ─ (6.7)

受部中央に径 1.8 ㎝の貫通孔、脚部に径 1.0 ㎝の円孔

が２段３列に配置される 

外：脚部ヨコナデ 

内：脚部ナナメのヘラケズリ

①普通 

② 5YR6/8 

③大粒の片岩、チャート、 

石英

40
18・19 の脚部

に類似

第 44 図 30 

PL32-30
遺構外

須恵器　　　　　　　　

高台付埦
─ 6.0 (3.5)

ロクロ成形 

外：ロクロナデ、底面回転糸切後に高台貼付 

内：ロクロナデ

①良好 

② 10YR7/1 

③チャート、石英、片岩

30 表面炭素吸着

第 44 図 31 

PL33-31
遺構外

須恵器　　　　

高台付埦
─ 【8.7】 (3.0)

ロクロ成形 

外：ロクロナデ、底面回転糸切後に高台貼付 

内：ロクロナデ

①焼締りやや弱い 

② N7/0 

③石英

20
底部内外面に墨

書判読不能
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C 区Ⅲ・Ⅳ

第７節　C区Ⅲ・Ⅳ

（１）調査区の概要
　C 区Ⅲ・Ⅳは、調整池工事予定地の現道か
ら北側部分の発掘調査実施箇所である。調査
開始時には C 区Ⅲ・Ⅳ間に道路があったため、
別区画として扱っているが、遺構内容は一連
であると判断できるため、ここではまとめて
取り上げる。
　調査区全体にAs-Bの堆積が確認できたため、
As-B 一次堆積層下面を遺構検出面として設定
した。
　本調査区では As-B 降下前後～近世までの遺
構および遺物を検出した。遺構の内訳は、溝
13 条、畝状遺構、土坑５基、ピット２基、井
戸１基である。

（２）溝
本調査区では、13 条の溝を検出した。
区画溝と考えられる直交する溝を多く検出

した。C 区Ⅲ・Ⅳ北側に中心を持つ方形の土地
区画が存在していると推定できる。残念なが
ら、区画内の施設と考えられる遺構は検出で
きなかった。
SD52・53 は C 区Ⅲ・Ⅳ中央を東西に横切り

ながら、並行する溝である。SD53 は東西の両
端で北へ直角に曲がり、SD54・56 に続いている。
SD52 は埋土に As-A を多く含み、As-A 降下

後に埋没している。SD52 は、SD53 よりも東西
に長く伸び、SD41・57・58・60・72 に接続す
る可能性がある。
SD53 は埋土下部に As-B を多く含み、As-B

降下後の所産と考えられる。SD53 は、SD54・
56 と連続し北へ曲がる。SD41・52・57・58・
60・72 により構成される方形の土地区画に比
して、小規模な方形の土地区画を構成する。
加えて、SD52・53 は走行方向が共通する。

このことから、SD52 埋没後に SD53 を掘りなお

した溝と考えられるが、方形の土地区画の規
模は完全に一致しないため、溝を掘りなおし
た際に区画に変更があった可能性がある。
また、SD51・52・53secA-A' 部分は SD53 の

幅が狭まる箇所であり、SD53 を渡るための施
設があった可能性がある。

（３）畝状遺構
　本調査区では、畝状遺構を検出した。
　畝状遺構は As-A によって埋没した近世の畝
状遺構である。畝の上部は削平されてしまっ
ているが、畝間 10 条を検出した。

（４）土坑
　本調査区では５基の土坑を検出した。
　詳細な性格を特定することはできなかった。

（５）ピット
　本調査区ではピットを２基検出した。
　ピットは２基とも埋土に As-B を含み、方形
区画内に位置するが、性格を特定することは
できなかった。

（６）井戸
　本調査区では井戸１基を検出した。
　SE01 は平面形は隅丸長方形で短軸 0.34m、
長軸 0.56、約 0.8m 以上の深さを測る。長軸は
南北方向である。埋土上部に As-B 混土が堆積
することから、As-B 降下後の所産と考えられ
る。

第 9表　C区Ⅰ・Ⅱ・Ⅴ　遺物観察表（3）

図版番号 遺構名
種別　　　　

器種

法量 (㎝ )
成形・整形技法等の特徴（器形・文様の特徴） ①焼成　②色調　③胎土　　　　　　　

残存

（％）
備考

高さ 幅 厚さ

第 44 図 32 

PL33-32
遺構外

土製品　　　　　　　　　　　

瓦塔
(5.8) (9.3) 3.5

丸瓦を主体とする多武峯タイプ、隅木先端側面に風鐸

穴 (焼成前 0.7 × 0.4 ㎝の穿孔） 

外：丸瓦は径 0.7 ㎝の半裁竹管状工具による型挽き、

継ぎ目は押挽き (間隔 2.0 ㎝、1.5 ㎝、3.0 ㎝ )、脇棟

は上面ケズリ、側面ナデ、軒先はケズリ後にナデ 

内：ナデ、隅木・垂木は粘土切り取りによるケズリ出し、

垂木の間隔は１㎝

①普通 

② 7.5YR7/8 

③石英、チャート、鉄分粒、

凝灰岩

1

法量 (㎝ )
重量 (g) 材質 作成技法等の特徴

長さ 幅 厚さ

第 44 図 33 

PL33-33
遺構外

石器　　　　　　　

尖頭器
(8.85) 4.15 1.13 (40.29) チャート　　　　　　　　　　　　　　

木葉形　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

先端部に樋状剥離痕（使用による剥離か）
98 基部欠損
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第 45 図　C区Ⅲ・Ⅳ　遺構全体図
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C 区Ⅲ・Ⅳ

第 46 図　C区Ⅲ・Ⅳ　SD41・51 ～ 55　遺構図

0 1:40 2m
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SD53 SD52 SD51 →←→←→←

1

SD52

SD52

SD53

L=74.90m

L=75.00m

L=75.00m

L=75.10m

L=75.00m

SD54(SPA-A’）

 1  褐灰色砂質土（10YR4/1)　粒子細かく、よくしまる。As-B テフラ（φ1～ 2mm）と微小のローム粒含む。

 2　黒褐色砂質土（10YR3/1)　粒子やや粗く、しまりやや弱い。As-B テフラ（φ1～ 2㎜）と微小のローム粒含む

 3　黒褐色粘質土（10YR2/3)　粒子細かく、よくしまる。夾雑物なし。

 4　黒褐色砂質土（10YR3/2)　粒子やや粗く、よくしまる。ローム粒（φ1～ 5㎜）多量。

 5　黒色砂質土（10YR2/1)　粒子細かく、しまりやや弱い。微小の砂礫（φ1～ 3㎜）微量。

 6　黒褐砂質土（10YR2/1)　5 層と同質で微笑のローム粒含む。

 7　暗褐色砂質土（10YR3/4)　粒子細かく、よくしまる。ローム粒（φ2～ 10mm）多量。

 8　にぶい黄褐色砂質土（10YR4/3)　粒子やや粗く、よくしまる。ローム粒（φ2～ 10mm）含む。  　

 9　暗褐色砂質土（10YR3/3)　粒子細かく、しまりやや弱い。斑状に黒色土粒（φ5～ 10mm）含む。

10  暗褐色粘質土（10YR3/3)　粒子細かく、しまりやや弱い。微小のローム粒を含む。

SD52,SD55(SPA-A’）

1　現耕作土

2  黒褐色砂質土（10YR2/2)　粒子細かく、しまり弱い。砂礫（φ5～ 30 ㎜）と As-A テフラ（φ2～ 5㎜）含む

3  灰褐色砂質土（7.5YR4/2)　粒子細かく、しまり弱い。As-A テフラ（φ1～ 2mm）含む。酸化鉄分斑状に沈着。

4  灰黄褐色砂質土（10YR4/2)　粒子やや粗く、しまりやや弱い。As-B テフラ（径 1～ 3mm）含む。酸化鉄分沈着。

5　灰黄褐色砂質土（10YR4/2)　粒子やや粗く、よくしまる。As-B テフラ（φ1～ 2mm）全体に含む。斑状にローム粒（径 3～ 10mm）含む。

6　黒褐色砂質土（10YR2/1)　粒子細かいが、しまりやや弱い。ローム粒（径 2～ 10 ㎜）少量。

SD52,53(SPA-A’）

1  灰黄褐色土（10YR4/2)　粒子粗く、しまり弱い。As-A テフラ（φ1～ 5mm）、礫（φ5～ 10 ㎝）含む。

2　As-B テフラ二次堆積層（10YR4/1)　しまり弱い。粒径 1mm。酸化鉄分沈着。

3　灰黄褐色土 (10YR4/2)　粒子やや粗く、しまりやや弱い。As-B テフラ（φ1～ 3mm）多量。

4　暗褐色砂質土（10YR3/3)　粒子やや粗く、しまりやや弱い。As-B テフラ（φ1～ 5mm）多量。

SD51,52,53(SPA-A’）

 1　現耕作土 

 2  褐灰色砂質土（10YR4/1)　粒子細かく、しまり弱い。As-A テフラ（φ3～ 5mm）含む。現代のゴミが入る。

 3　As-A テフラ二次堆積層

 4　灰黄褐色砂質土（10YR6/2)　粒子細かく、よくしまる。As-A テフラ（φ1～ 3mm）含む。

 5　褐色砂質土（7.5YR4/3)　粒子やや粗く、よくしまる。ローム粒（φ1～ 2mm）多量。酸化鉄分沈着。層下部中心に As-A テフラ（φ1～ 3mm）含む。

 6　灰黄褐色砂質土（10YR3/1）　粒子細かく、よくしまる。微小の As-B テフラを含む。

 7　黒褐色砂質土（10YR3/2)　6層に似るがやや暗色。

 8　暗褐色粘質土（10YR3/3)　粒子細かく、よくしまる。夾雑物なし。

 9　灰黄褐色砂質土（10YR4/2)　粒子細かく、よくしまる。微小の As-B テフラ多量。

10　黒褐色砂質土（10YR3/2)　粒子細かく、しまりやや弱い。ローム粒（φ5～ 20 ㎜）と微小の As-B テフラ含む。

SD41(SPA-A’）

1  黒褐色砂質土（10YR3/1)　粒子やや粗く、しまり弱い。As-A テフラ（φ3～ 5mm）含む。
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C 区Ⅲ・Ⅳ
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SD54(SPA-A’）

 1  褐灰色砂質土（10YR4/1)　粒子細かく、よくしまる。As-B テフラ（φ1～ 2mm）と微小のローム粒含む。

 2　黒褐色砂質土（10YR3/1)　粒子やや粗く、しまりやや弱い。As-B テフラ（φ1～ 2㎜）と微小のローム粒含む

 3　黒褐色粘質土（10YR2/3)　粒子細かく、よくしまる。夾雑物なし。

 4　黒褐色砂質土（10YR3/2)　粒子やや粗く、よくしまる。ローム粒（φ1～ 5㎜）多量。

 5　黒色砂質土（10YR2/1)　粒子細かく、しまりやや弱い。微小の砂礫（φ1～ 3㎜）微量。

 6　黒褐砂質土（10YR2/1)　5 層と同質で微笑のローム粒含む。

 7　暗褐色砂質土（10YR3/4)　粒子細かく、よくしまる。ローム粒（φ2～ 10mm）多量。

 8　にぶい黄褐色砂質土（10YR4/3)　粒子やや粗く、よくしまる。ローム粒（φ2～ 10mm）含む。  　

 9　暗褐色砂質土（10YR3/3)　粒子細かく、しまりやや弱い。斑状に黒色土粒（φ5～ 10mm）含む。

10  暗褐色粘質土（10YR3/3)　粒子細かく、しまりやや弱い。微小のローム粒を含む。

SD52,SD55(SPA-A’）

1　現耕作土

2  黒褐色砂質土（10YR2/2)　粒子細かく、しまり弱い。砂礫（φ5～ 30 ㎜）と As-A テフラ（φ2～ 5㎜）含む

3  灰褐色砂質土（7.5YR4/2)　粒子細かく、しまり弱い。As-A テフラ（φ1～ 2mm）含む。酸化鉄分斑状に沈着。

4  灰黄褐色砂質土（10YR4/2)　粒子やや粗く、しまりやや弱い。As-B テフラ（径 1～ 3mm）含む。酸化鉄分沈着。

5　灰黄褐色砂質土（10YR4/2)　粒子やや粗く、よくしまる。As-B テフラ（φ1～ 2mm）全体に含む。斑状にローム粒（径 3～ 10mm）含む。

6　黒褐色砂質土（10YR2/1)　粒子細かいが、しまりやや弱い。ローム粒（径 2～ 10 ㎜）少量。

SD52,53(SPA-A’）

1  灰黄褐色土（10YR4/2)　粒子粗く、しまり弱い。As-A テフラ（φ1～ 5mm）、礫（φ5～ 10 ㎝）含む。

2　As-B テフラ二次堆積層（10YR4/1)　しまり弱い。粒径 1mm。酸化鉄分沈着。

3　灰黄褐色土 (10YR4/2)　粒子やや粗く、しまりやや弱い。As-B テフラ（φ1～ 3mm）多量。

4　暗褐色砂質土（10YR3/3)　粒子やや粗く、しまりやや弱い。As-B テフラ（φ1～ 5mm）多量。

SD51,52,53(SPA-A’）

 1　現耕作土 

 2  褐灰色砂質土（10YR4/1)　粒子細かく、しまり弱い。As-A テフラ（φ3～ 5mm）含む。現代のゴミが入る。

 3　As-A テフラ二次堆積層

 4　灰黄褐色砂質土（10YR6/2)　粒子細かく、よくしまる。As-A テフラ（φ1～ 3mm）含む。

 5　褐色砂質土（7.5YR4/3)　粒子やや粗く、よくしまる。ローム粒（φ1～ 2mm）多量。酸化鉄分沈着。層下部中心に As-A テフラ（φ1～ 3mm）含む。

 6　灰黄褐色砂質土（10YR3/1）　粒子細かく、よくしまる。微小の As-B テフラを含む。

 7　黒褐色砂質土（10YR3/2)　6層に似るがやや暗色。

 8　暗褐色粘質土（10YR3/3)　粒子細かく、よくしまる。夾雑物なし。

 9　灰黄褐色砂質土（10YR4/2)　粒子細かく、よくしまる。微小の As-B テフラ多量。

10　黒褐色砂質土（10YR3/2)　粒子細かく、しまりやや弱い。ローム粒（φ5～ 20 ㎜）と微小の As-B テフラ含む。

SD41(SPA-A’）

1  黒褐色砂質土（10YR3/1)　粒子やや粗く、しまり弱い。As-A テフラ（φ3～ 5mm）含む。
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第 47 図　C区Ⅲ・Ⅳ　SD56 ～ 60・71・72、畝状遺構、SK23　遺構図
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SD58(SPA-A’）

1  褐灰色砂質土（10YR4/1)　粒子やや粗、くしまり弱い。As-A テフラ（φ1～ 3mm）多量。

2　灰褐色砂質土（10YR4/2)　粒子細かく、よくしまる。As-A テフラ（φ1～ 2mm）含む。

3　灰黄褐色土（10YR5/2)　As-A テフラを主体とする  粒径 1～ 5mm。

4　灰黄褐色砂質土（10YR4/2)　粒子やや粗く、よくしまる。As-B テフラ（φ径 1mm）含む。

SD60(SPA-A’）

1　現耕作土

2  暗褐色砂質土（10YR3/3)　粒子細かく、よくしま

る。As-A テフラ (φ1～ 2mm）含む。酸化鉄分沈着。

3　暗褐色砂質土（10YR3/4)　粒子細かく、しまりや

や弱い。As-A テフラ (φ1～ 3mm）含む。

SD71(SPA-A’）

1  にぶい黄褐色砂質土（10YR4/3)　粒子細かく、し

まりなし。微小の As-A テフラ含む。

2　暗褐色砂質土（10YR3/3)　粒子細かく、しまりや

や弱い。微小の As-A テフラ含む。

SD59(SPA-A’）

1  黒褐色砂質土（10YR3/2)　粒子細

かくしまり良い。微小の As-B テフ

ラ混じる。

SD56(SPA-A’）

1  にぶい黄褐色砂質土（10YR5/3)　粒子粗く、よくしまる。As-B テフラ（φ0.5 ～ 1mm）多量。ローム粒

（φ2～ 5mm）含む。

2　暗褐色粘質土（10YR3/3)　粒子細かく、よくしまる。夾雑物なし。

3　黒褐色砂質土（10YR3/2)　粒子やや粗く、よくしまる。As-B テフラ（φ1mm）多量。

4　黒褐色砂質土（10YR3/2)　3 層と同質で、粘質土を含む。

5　黒褐色砂質土（10YR3/2)　粒子細かく、しまりやや弱い。微小の As-B テフラ含む。　

SD57(SPA-A’）

1  にぶい黄褐色砂質土（10YR4/3)　粒子やや粗く、よくしまる。As-Aテフラ（φ1～ 5㎜）

含む。

2　灰褐色粘質土（10YR4/2)　粒子細かく、しまりなし。夾雑物なし。 根の攪乱か。

3　暗褐色砂質土（10YR3/3)　粒子細かく、よくしまる。As-A テフラ（φ1～ 5mm）含む。

SD72(SPA-A’）

1　現耕作土

2  灰黄褐色砂質土（10YR4/2)　粒子細かく、よくしまる。As-A テフラ（φ1～ 2mm）含む。

3　褐色砂質土（7.5YR4/3)　粒子やや粗く、よくしまる。As-A テフラ（φ1～ 3mm）含む。酸化鉄分沈着。

4　灰黄褐色粘質土（10YR4/2)　粒子細かく、しまりやや弱い。As-A テフラ（φ1～ 2mm）含む。

5　灰黄褐色砂質土（10YR4/2)　粒子やや粗く、しまりやや弱い。As-B テフラ（φ1～ 3mm）多量。

6  褐灰色粘質土（10YR4/1)　粒子細かく、よくしまる。斑状にシルトブロック (1 ～ 2 ㎝）含む。As-B テフラ（φ1

～ 2mm）微量。

7　暗褐色砂質土（10YR3/3)　粒子細かく、よくしまる。As-B テフラ（φ1～ 2mm）含む。

畝状遺構 (SPA-A’）

1　現耕作土

2  にぶい黄褐色砂質土（10YR4/3)　粒子細かいく、しまり弱い。As-A テフラ（φ2～ 3mm）含む。

3　暗褐色砂質土（10YR3/3)　粒子細かく、しまり弱い。As-A テフラ（φ3～ 5mm）多量。

4　As-A テフラ一次堆積層。

SK23(SPA-A’）

1  灰黄褐色砂層（10YR4/2)　粒子粗く、しまりなし。As-A テフラ（φ1～ 3mm）含む。

（平面図・断面図）
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C 区Ⅲ・Ⅳ

第 48 図　C区Ⅲ・Ⅳ　SK24 ～ 26、SP21・22、SE01　遺構図

（平面図・断面図）
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SK24(SPA-A’）

1  黒褐色砂質土（10YR3/2)　粒子細かく、しまりやや弱い。ロームブロック

(1 ～ 5 ㎝）、微小の As-B テフラを含む。

2　黒褐色砂質土（10YR2/2)　粒子細かく、しまりやや弱い。褐灰色粘質土ブロッ

ク (10 ～ 20 ㎝）含む。

3　黒色砂質土（10YR2/1)　粒子細かく、しまり弱い。褐灰色粘質土ブロック

(1 ～ 5 ㎝）含む。

4　にぶい黄褐色粘質土（10YR4/3)　粒子細かく、しまりやや弱い。3層の黒色

砂質土を含む。

SK25(SPA-A’）

1　現耕作土

2  灰黄褐色砂質土（10YR4/2)　粒子粗く、しまり弱い。微小のAs-Bテフラ含む。

現代のゴミが入る。

3　黒褐色砂質土（10YR3/2)　粒子細かく、しまりやや弱い。As-A テフラ（φ1

～ 3㎜）含む。黒褐色粘質土ブロック（1～ 15 ㎝）含む。

SK26(SPA-A’）

1  黒褐色砂質土（7.5YR3/2)　粒子やや粗く、

よくしまる。微小の As-B テフラ含む。酸化

鉄分沈。

2　黒褐色砂質土（10YR3/2)　粒子細かく、しま

りやや弱い。ロームブロック（1～ 2㎝）含む。

3　黒褐色砂質土（10YR3/2)　粒子細かく、しま

りやや弱い。褐灰色粘質土ブロック（3～5㎝）

含む。 

SP21(SPA-A’）

1　褐灰色砂質土（10YR4/1)  粒子細かく、しま

り弱い。ロームブロック（1～ 2㎝）、微小の

As-B テフラを含む。

SP22(SPA-A’）

1  暗褐色砂質土（10YR3/3)  粒子細かく、しまりな

し。微小の As-B テフラ含む。

SE01(SPA-A’）

1　灰黄褐色砂質土（10YR4/2)　粒子細かく、しまり弱い。

As-B テフラ（φ1～ 2mm）含む。

2　灰黄褐色砂層（10YR6/2)　粒子細かく、しまりなし。

3　暗褐色砂質土（10YR3/3)　粒子細かく、しまり弱い。ロー

ムブロック（5～ 10 ㎝）含む。SD41
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C 区Ⅵ・Ⅷ

（平面図・断面図）
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SK24(SPA-A’）

1  黒褐色砂質土（10YR3/2)　粒子細かく、しまりやや弱い。ロームブロック

(1 ～ 5 ㎝）、微小の As-B テフラを含む。

2　黒褐色砂質土（10YR2/2)　粒子細かく、しまりやや弱い。褐灰色粘質土ブロッ

ク (10 ～ 20 ㎝）含む。

3　黒色砂質土（10YR2/1)　粒子細かく、しまり弱い。褐灰色粘質土ブロック

(1 ～ 5 ㎝）含む。

4　にぶい黄褐色粘質土（10YR4/3)　粒子細かく、しまりやや弱い。3層の黒色

砂質土を含む。

SK25(SPA-A’）

1　現耕作土

2  灰黄褐色砂質土（10YR4/2)　粒子粗く、しまり弱い。微小のAs-Bテフラ含む。

現代のゴミが入る。

3　黒褐色砂質土（10YR3/2)　粒子細かく、しまりやや弱い。As-A テフラ（φ1

～ 3㎜）含む。黒褐色粘質土ブロック（1～ 15 ㎝）含む。

SK26(SPA-A’）

1  黒褐色砂質土（7.5YR3/2)　粒子やや粗く、

よくしまる。微小の As-B テフラ含む。酸化

鉄分沈。

2　黒褐色砂質土（10YR3/2)　粒子細かく、しま

りやや弱い。ロームブロック（1～ 2㎝）含む。

3　黒褐色砂質土（10YR3/2)　粒子細かく、しま

りやや弱い。褐灰色粘質土ブロック（3～5㎝）

含む。 

SP21(SPA-A’）

1　褐灰色砂質土（10YR4/1)  粒子細かく、しま

り弱い。ロームブロック（1～ 2㎝）、微小の

As-B テフラを含む。

SP22(SPA-A’）

1  暗褐色砂質土（10YR3/3)  粒子細かく、しまりな

し。微小の As-B テフラ含む。

SE01(SPA-A’）

1　灰黄褐色砂質土（10YR4/2)　粒子細かく、しまり弱い。

As-B テフラ（φ1～ 2mm）含む。

2　灰黄褐色砂層（10YR6/2)　粒子細かく、しまりなし。

3　暗褐色砂質土（10YR3/3)　粒子細かく、しまり弱い。ロー

ムブロック（5～ 10 ㎝）含む。SD41
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第 49 図　C区Ⅵ　遺構全体図
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C 区Ⅵ・Ⅷ

（１）調査区の概要
　C 区Ⅵ・Ⅷは、区画道路４号線工事に伴い発
掘調査を行った。
　両調査区は、隣接しているため、ここでは
まとめて取り扱う。
　調査区全体に昭和期の土地改良工事による
削平がおよんでおり、As-B 一次堆積層は良好
に残存していなかった。よって As-B 堆積層下
面と、As-B が削平されている場合には土地改
良工事盛土下の黒褐色粘質土面を遺構検出面
とした。
C 区Ⅵでは古代～近代までの遺構および遺物

を検出した。遺構内訳は、溝４条、ピット２
基である。
C 区Ⅷでは近世以降の遺構を検出した。遺構

内訳は、溝４条である。

（２）溝
C 区Ⅵでは、溝４条を検出した。
C 区Ⅵの SD114 は、As-B 二次堆積層を埋土

としている。この他の溝は時期を特定できな
かった。
C 区Ⅵの溝は北西から南東へ流下し、一帯の

地形の傾斜に沿ったものである。
C区Ⅷでは、溝４条を検出した。
SD83・84・116 は南西から北東に向かって流

下し、C 区Ⅰ・Ⅱ・Ⅴで検出した NR01・02 に
注ぐと推測される。
例外として、SD115 は南東から北西に向かっ

て流下していた。

（３）ピット
　C区Ⅵでは、２基のピットを検出した。
　SP23 は As-B 層下に掘り込み面を持ち、SP24
は As-A 混土から掘りこまれていた。

第 50 図　C区Ⅵ　SD111 ～ 114、SP23・24　遺構図

（平面図・断面図）
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SD112

SP23,24
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SD

SD111(SPA-A’）

1　黒褐色土（7.5YR3/2）　現耕作土。

2　黒褐色土（7.5YR3/2）　砂粒を含む。粘性強く、よくしまる。

3　黒褐色土（7.5YR3/2）　礫を含む。強粘性。よくしまる。

4　灰色砂礫層（5Y4/1）　φ10 ㎝程度の礫多量。

5　黒褐色土（7.5YR2/2）　砂粒多量。粘性強く、しまり弱い。

6　黒褐色土（7.5YR3/2）　砂粒を含む。粘性強く、しまりやや弱い。

7　砂礫層　φ1～ 2㎝の礫主体。

8　黒褐色土（7.5YR2/2）　砂粒多量。粘性強く、よくしまる。

9　黒褐色土（7.5YR3/2）　粒子細かく、粘性強い。よくしまる。

SD112(SPA-A’）

1　黒褐色土（10YR2/2）　現耕土。As-A テフラと思われる軽石粒を含

む。粘性強く、しまり弱い。

2　黒褐色土（10YR2/1）　粘性きわめて強く、粒子細かい。よくしまる。

SD114(SPA-A’）

1  黒褐色土（7.5YR2/2)  　現耕作土。強粘性、未分解

植物多量。

2  極暗褐色土（7.5YR2/3)  As-B テフラを主体とする。

粘性強く、よくしまる。

3　As-B テフラ二次堆積層

4　黒色土（7.5YR1.7/1)  　粘性きわめて強く、よくし

まる。

SP23,24(SPA-A’）

1　暗褐色土（10YR3/3）　現耕作土。As-A テフラを含む。粘性強く、よくしまる。鉄分の沈着有り。

2　黒褐色土（10YR2/3）  粘性きわめて強く、よくしまる。

3　黒褐色土（10YR2/3）  軽石粒（As-B テフラか）を含む。粘性強くよくしまる。

4　黒褐色土（10YR3/2）  粘性きわめて強く、よくしまる。

A A’

A A’ A A’ A A’

A A’

A A’

一
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C 区Ⅵ・Ⅷ

第 51 図　C区Ⅷ　遺構全体図

第 52 図　C区Ⅷ　SD83・84・115・116　遺構図

（平面図・断面図）
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L=74.50m

SD

SD111(SPA-A’）

1　黒褐色土（7.5YR3/2）　現耕作土。

2　黒褐色土（7.5YR3/2）　砂粒を含む。粘性強く、よくしまる。

3　黒褐色土（7.5YR3/2）　礫を含む。強粘性。よくしまる。

4　灰色砂礫層（5Y4/1）　φ10 ㎝程度の礫多量。

5　黒褐色土（7.5YR2/2）　砂粒多量。粘性強く、しまり弱い。

6　黒褐色土（7.5YR3/2）　砂粒を含む。粘性強く、しまりやや弱い。

7　砂礫層　φ1～ 2㎝の礫主体。

8　黒褐色土（7.5YR2/2）　砂粒多量。粘性強く、よくしまる。

9　黒褐色土（7.5YR3/2）　粒子細かく、粘性強い。よくしまる。

SD112(SPA-A’）

1　黒褐色土（10YR2/2）　現耕土。As-A テフラと思われる軽石粒を含

む。粘性強く、しまり弱い。

2　黒褐色土（10YR2/1）　粘性きわめて強く、粒子細かい。よくしまる。

SD114(SPA-A’）

1  黒褐色土（7.5YR2/2)  　現耕作土。強粘性、未分解

植物多量。

2  極暗褐色土（7.5YR2/3)  As-B テフラを主体とする。

粘性強く、よくしまる。

3　As-B テフラ二次堆積層

4　黒色土（7.5YR1.7/1)  　粘性きわめて強く、よくし

まる。

SP23,24(SPA-A’）

1　暗褐色土（10YR3/3）　現耕作土。As-A テフラを含む。粘性強く、よくしまる。鉄分の沈着有り。

2　黒褐色土（10YR2/3）  粘性きわめて強く、よくしまる。

3　黒褐色土（10YR2/3）  軽石粒（As-B テフラか）を含む。粘性強くよくしまる。

4　黒褐色土（10YR3/2）  粘性きわめて強く、よくしまる。
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SD83.84
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カクラン

SD83.84(SPA-A’）

1　表土

2　灰黄褐色土（10YR4/2）　 地山の小ブロック多量。

3　にぶい黄褐色土（10YR4/3) 整地土層。

4　暗褐色土（10YR3/3)   砂質土。

5　黒褐色土（10YR2/3)   砂質土。

6　灰褐色土（10YR6/2)   粘質土。黄色土ブロック含む。

7　灰黄褐色土（10YR4/2)  As-A テフラ含む。

8　黒褐色土（10YR3/2)  ロームブロック、小礫多量。 SD115.116(SPA-A’）

1　表土

2　灰黄褐色土 (10YR4/2)  地山の小ブロック多量。整地土層。

3　灰黄褐色土（10YR4/2)  As-A テフラ含む。

4　暗褐色土（10YR3/3)  砂質土。小礫含む。（SD116)

5　黒褐色土（10YR3/2)  ロームブロック、小礫含む。(SD115)　　
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C 区Ⅵ・Ⅷ

第 53 図　C区Ⅵ　遺物図

第 10 表　C区Ⅵ　遺物観察表

第 11 表　C区Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ・Ⅷ　遺構観察表（1）

図版番号 遺構名
種別　　　　　　　　　　　

器種

法量（㎝）
成形・整形技法等の特徴（器形・文様の特徴） ①焼成　②色調　③胎土

残存

（％）
備考

口径 底径 器高

第 53 図 34 

PL33-34
SP23

須恵器　　　　　　　

高台付埦
─ 6.9 (3.2)

ロクロ成形 

外：ロクロナデ、底面回転糸切後に高台貼付 

内：ロクロナデ

①焼締りやや弱い 

② 10YR7/2 

③石英、泥岩、片岩

50

34

0 1:3 10cm

名称 区 面 形状 主軸方位
規模 (m）

時期 備考・出土遺物
長軸 短軸 深さ

SD01 Ⅰ・Ⅵ １・２ N- 38° -W 19.08 1.46 0.45 近現代 土師器、須恵器、近現代陶磁器

SD02 Ⅰ・Ⅵ １・２ N- 53° -W 20.22 3.04 0.42 近現代 近現代陶磁器

SD03 Ⅰ・Ⅵ １ N- 50° -W 27.68 0.54 0.12 As-C 降下後か 土師器

SD04 Ⅰ・Ⅵ １ N- 11° -E 23.26 0.82 0.18 近現代 SD20.34 を切る。土師器、須恵器、近現代陶磁器

SD05 Ⅰ １ N- 12° -W 21.74 0.88 0.21

SD06 Ⅰ １・２ N- 37° -W 17.06 0.96 0.55 奈良・平安 土師器・坏、須恵器坏・埦

SD07 Ⅰ ２・３ N- 38° -W 3.64 0.84 0.14 As-B 降下後 土師器、須恵器・坏、カワラケ小皿

SD08 Ⅰ ３ N- 60° -W 21.72 0.84 0.37 近現代
SD10・81・82 を切る。土師器坏、近現代陶磁器、

桟瓦

SD09 Ⅰ １ N- 88° -E 33.16 1.26 0.30 近現代 SD4・20 を切る。馬歯

SD10 Ⅰ １ N- 52° -E 3.80 0.66 0.13 土師器、須恵器埦

SD11 Ⅰ １ N- 11° -E 3.50 0.68 0.13 ８世紀か 土師器坏、須恵器蓋・大甕

SD12 Ⅰ ２・３ N- 38° -W 5.20 1.38 0.37 As-B 降下後 土師器・坏、須恵器

SD13 Ⅰ ２ N- 22° -W 17.00 1.50 0.81 奈良・平安以降 土師器、須恵器・高台付埦

SD14 Ⅰ ２ N- 32° -W 6.00 ー ー As-C 降下後 土師器

SD15 Ⅰ １・２ N- 67° -W 4.54 1.82 0.13 As-A 降下後 土師器、須恵器坏、磁器

SD16 Ⅰ １ N- 65° -W 5.76 1.56 0.18 As-A 降下後 土師器、須恵器・坏

SD17 Ⅰ １ N- 48° -W 17.32 0.74 0.16 近現代 土師器、須恵器、近現代陶磁器、砥石

SD18 Ⅰ １ N- 87° -E 20.26 0.46 0.12 As-A 降下後 土師器、須恵器、磁器

SD19 Ⅰ １ N- 86° -E 23.38 0.96 0.15 As-A 降下後 土師器、陶器、磁器

SD20 Ⅰ １ N- 52° -E 14.12 0.52 0.20

SD21 Ⅰ １ N- 3° -E 21.22 0.64 0.20 As-B 降下後 SD22 を切る。土師器、須恵器

SD22 Ⅰ １ N- 78° -W 3.82 0.50 0.13

SD23 Ⅰ ２ N- 40° -E 2.84 0.48 0.22

SD24 Ⅰ １ N- 63° -W 11.46 0.34 0.05 As-A 降下後

SD25 Ⅰ １ N- 2° -W 1.76 0.22 0.03

SD26 Ⅰ １ N- 6° -W 4.60 0.26 0.07

SD27 Ⅰ １ N- 8° -W 3.88 0.30 0.08

SD28 Ⅰ １ N- 50° -E 18.16 0.32 0.20 As-A 降下後 SD03・34 を切る。

SD29 Ⅰ １ N- 45° -E 7.08 0.72 0.07

SD30 Ⅱ １ N- 3° -W 20.28 0.28 0.11 土師器

SD31 Ⅰ １ N- 76° -W 30.66 0.34 0.10

SD32 Ⅰ １ N- 40° -W 75.00 1.00 0.14 近現代 SD33・92・104 を切る。須恵器埦

SD33 Ⅱ １ N- 33° -W 14.8 1.86 0.33 近世以降 土師器、須恵器、染付磁器

SD34 Ⅰ １ N- 52° -W 22.92 0.54 0.08 As-A 降下後 　

SD35 Ⅰ １ N- 25° -W ー ー ー

SD36 Ⅰ １ N- 36° -W 5.15 0.50 0.04 As-B 降下後

SD37 Ⅰ ２ N- 20° -W 15.00 1.50 0.32 As-C 降下後 土師器、須恵器坏

SD38 Ⅰ １ N- 52° -E 4.50 0.40 0.09 近現代 土師器、近現代磁器

SD39 欠番

SD40 Ⅰ １ N- 88° -W 17.00 1.03 0.04 近現代 土師器、須恵器・高台付埦、近現代陶磁器

SD41 Ⅱ・Ⅲ １ N- 1° -W 38.04 1.04 0.15 近現代 方形土地区画。焙烙、近現代陶磁器、砥石、

SD42 Ⅰ・Ⅲ ２ N- 32° -W 9.00 0.60 0.07 平安か 土師器・S字口縁台付甕、須恵器・埦・大甕

SD43 Ⅰ ２ N- 35° -W 15.00 0.70 0.04 平安か 土師器、須恵器・埦、馬歯

SD44 Ⅰ ２ N- 47° -W 6.00 0.90 0.09 平安か SD43 を切る。土師器、須恵器、土錘

SD45 Ⅱ １ N- 33° -W 32.22 0.40 0.06 As-C 降下後

SD46 Ⅱ １ N- 88° -W 21.00 0.28 0.10 土師器

SD47 Ⅱ １ N- 20° -W 18.30 0.34 0.10 As-C 降下後 土師器

SD48 Ⅰ １ N- 8° -E 10.00 4.00 0.59 近現代 SK34 を切る。土師器、近現代磁器

SD49 欠番

口 □□] 
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C 区Ⅵ・Ⅷ

第 12 表　C区Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ・Ⅷ　遺構観察表（2）

名称 区 面 形状 主軸方位
規模 (m）

時期 備考・出土遺物
長軸 短軸 深さ

SD50 Ⅰ ３ N- 33° -W 2.16 0.92 0.22 土師器、須恵器坏蓋

SD51 Ⅲ・Ⅳ １ N- 87° -W 29.28 0.44 0.06 As-A 降下後 磁器

SD52 Ⅲ・Ⅳ １ N- 87° -E 50.70 1.20 0.29 As-A 降下後 方形土地区画。土師器、須恵器、陶器、磁器

SD53 Ⅲ・Ⅳ １ N- 89° -E 28.80 2.44 0.37 As-B 降下後 方形土地区画。土師器、須恵器、陶器、馬歯

SD54 Ⅲ １ N- 0° 15.34 2.28 0.44 As-B 降下後 方形土地区画。土師器、須恵器・埦

SD55 Ⅲ １ N- 86° -E 8.68 1.08 0.46 As-B 降下後 方形土地区画。

SD56 Ⅳ １ N- 1° -E 14.52 1.90 0.54 As-B 降下後 方形土地区画。土師器、須恵器

SD57 Ⅳ １ N- 1° -W 14.30 1.76 0.29 近現代 方形土地区画。土師器、須恵器、近現代陶磁器

SD58 Ⅳ １ N- 87° -E 4.46 1.88 0.30 As-A 降下後 方形土地区画。土師器、須恵器、磁器、砥石

SD59 Ⅳ １ N- 88° -E 4.00 0.74 0.17 As-B 降下後 土師器高坏、陶器、青磁

SD60 Ⅳ １ N- 5° -W 15.54 0.98 0.15 近現代 方形土地区画。土師器、須恵器、近現代陶磁器

SD61 Ⅰ ２ N- 40° -W 28.92 4.64 0.31 近現代 土師器、須恵器、近現代陶磁器、内耳鍋

SD62 Ⅰ ２ N- 33° -W 16.00 2.50 0.39 近現代
SK20 を切る。土師器・坏・甕、須恵器、近現代

磁器

SD63 欠番

SD64 Ⅰ ２・３ N- 32° -W 20.00 ー 0.32 近現代 近現代磁器

SD65 Ⅰ ２ N- 78° -W 9.00 0.60 0.05

SD66 Ⅰ ２ N- 8° -W 17.28 1.66 0.48 土師器、須恵器

SD67 欠番

SD68 Ⅰ ２ N- 45° -W 17.62 0.94 0.23 古墳か 土師器・壺・S字口縁台付甕

SD69 欠番

SD70 欠番

SD71 Ⅰ・Ⅳ １ N- 87° -E 15.00 0.50 0.13 近現代 SD60 を切る。土師器、近現代陶磁器

SD72 Ⅰ・Ⅲ １ N- 1° -W 16.40 1.40 0.25 As-A 降下後 方形土地区画。

SD73 Ⅰ ２ N- 11° -E 12.50 3.00 0.50 土師器

SD74 欠番

SD75 欠番

SD76 欠番

SD77 欠番

SD78 欠番

SD79 欠番

SD80 欠番

SD81 Ⅰ・Ⅴ ３ N- 20° -W 1.50 0.80 0.62 近現代
土師器・坏・高坏、須恵器大甕・高台付埦・鉢、

近現代磁器、馬歯

SD82 Ⅰ・Ⅴ ２・３ N- 49° -W 3.55 2.00 0.55 近現代
土師器、須恵器埦、近現代磁器、櫛、円筒埴輪、

打製石斧、馬歯

SD83 Ⅰ・Ⅷ ２・３ N- 54° -E 6.50 3.50 0.25 近世以降 土師器、須恵器、陶器、磁器

SD84 Ⅰ・Ⅲ・Ⅷ ３ N- 66° -E 5.00 1.50 0.27 近世以降 土師器、須恵器、桟瓦

SD85 Ⅴ １ N- 45° -W 40.26 1.90 0.41 近現代
SD114 を切る。土師器、須恵器、近現代陶磁器、

娘人形、桟瓦、砥石、寛永通宝

SD86 Ⅴ １ N- 31° -W 17.00 1.50 0.06 近現代
土師器、須恵器、灰釉陶器埦、近現代陶磁器、砥石、

寛永通宝

SD87 Ⅴ １ N- 72° -W 9.80 0.68 0.28 As-B 降下後 SK38 を切る。土師器

SD88 Ⅴ １ N- 70° -W 27.60 1.00 0.17 近現代 SD104 を切る。須恵器、近現代陶磁器

SD89 欠番

SD90 欠番

SD91 Ⅴ １ N- 56° -E 12.34 0.84 0.09

SD92 Ⅴ １ N- 40° -W 43.46 3.88 0.42 土師器、須恵器・埦

SD93 欠番

SD94 Ⅴ １ N- 45° -W 19.34 1.46 0.14 SD86 を切る。

SD95 Ⅴ １ N- 19° -E 24.46 2.74 0.41 As-B 降下後 SD98 を切る。土師器、須恵器、陶器、馬歯

SD96 欠番

SD97 Ⅴ １ N- 55° -W 10.32 0.52 0.15 As-A 降下後 須恵器、陶器

SD98 Ⅴ １ N- 23° -W 55.82 1.80 0.27 As-B 降下後 土師器

SD99 Ⅴ １ N- 85° -E 8.40 0.80 0.23 As-B 降下後 SD87 を切る。

SD100 Ⅴ １ N- 32° -W 6.80 0.52 0.11 土師器、須恵器

SD101 Ⅴ １ N- 84° -E 4.44 0.88 0.06 As-B 降下後

SD102 Ⅴ １ N- 19° -W 9.00 0.96 0.02

SD103 Ⅴ １ N- 76° -W 18.84 0.26 0.16 As-A 降下後 SD17 を切る。

SD104 Ⅴ １ N- 1° -W 58.38 1.12 0.28 近現代 須恵器・埦、近現代陶磁器

SD105 Ⅴ １ N- 76° -W 10.30 0.94 0.12

SD106 Ⅴ ２ N- 9° -W 18.04 2.54 0.32 ８世紀以降 土師器・坏、須恵器・埦・短頸壺

SD107 Ⅴ ２ N- 81° -E 5.18 0.88 0.12 近現代 土師器、須恵器、近現代陶磁器

SD108 Ⅴ ２ N- 2° -W 17.26 4.44 0.51 ９世紀以降 土師器・高坏、須恵器・坏・埦

SD109 Ⅴ ２ N- 80° -W 14.38 2.08 0.32 SD110 を切る。土師器、須恵器・埦

SD110 Ⅴ ２ N- 85° -W 21.44 0.92 0.22

SD111 Ⅵ N- 60° -W 3.93 1.27 0.37 古墳以降 土師器・坏・S字口縁台付甕

SD112 Ⅵ N- 36° -W 4.00 0.43 0.33 古墳以降 土師器、須恵器

SD113 Ⅵ N- 43° -W 1.97 0.66 0.11 As-B 降下後

SD114 Ⅵ N- 58° -W 2.65 0.26 0.06 近現代 近現代陶磁器

SD115 Ⅷ N- 38° -W 3.20 0.70 0.05

SD116 Ⅷ N- 51° -E 2.60 0.70 0.55 土師器、須恵器

SD117 Ⅴ N- 3° -E 5.82 0.58 0.13

SD118 Ⅰ N- 37° -W 7.00 0.80 0.04 土師器

NR01 Ⅰ ３ N- 47° -W 55.00 10.00 1.30 近現代に埋没 土師器・高坏・壺・S字口縁台付甕
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第 13 表　C区Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ・Ⅷ　遺構観察表（3）

名称 区 面 形状 主軸方位
規模 (m）

時期 備考・出土遺物
長軸 短軸 深さ

NR02 Ⅰ ２ N- 39° -W 64.50 9.50 0.50 As-C 後～ As-B 前 土師器、須恵器、打製石斧

SB01 Ⅱ N-88° -E 3.80 2.80 ‐

東西柱間：(北辺)P1-P2間1.20m＋P2-P3間1.30m

　　　　　　　 ＋ P3-P4.1.30m 

　　　　 ( 中央辺 )P5-P6 間 3.75 

　　　　 ( 南辺 )P7-P8 間 1.15m ＋ P8-P9 間

　　　　　　　　1.30m ＋ P9-P10 間 1.35m 

南北柱間:(西辺)P1-P5間1.30m＋P5-P7間1.50m 

　　　　 ( 中央西辺 )P2-P8 間 2.75m 

　　　　 ( 中央東辺 )P3-P9 間 2.75m 

　　　　 ( 東辺 )P4-P6 間 1.35m ＋ P6-P10 間

　　　　　　　　1.40m

P1 0.18 0.18 0.37

P2 0.18 0.16 0.34

P3 0.18 0.15 0.29

P4 0.18 0.17 0.33

P5 0.18 0.18 0.48

P6 0.18 0.18 0.42

P7 0.20 0.20 0.46

P8 0.19 0.19 0.27

P9 0.19 0.16 0.35

P10 0.18 0.17 0.26

SK01 Ⅰ 楕円形 N- 90° -W 1.42 0.52 0.37 土師器

SK02 Ⅰ 長方形 N- 45° -W 0.72 0.46 0.13 SD03 を切る。土師器

SK03 Ⅰ 長方形 N- 47° -W 1.60 0.72 0.25 近現代 SD02 を切る。土師器、近現代磁器

SK04 Ⅰ 楕円形 N- 40° -W 1.42 0.72 0.97 As-A 降下後 土師器

SK05 Ⅰ 楕円形 N- 50° -W 1.60 0.54 0.21 須恵器

SK06 Ⅰ 不整形 N- 4° -W 1.14 0.64 0.35 多孔石

SK07 欠番

SK08 Ⅰ 楕円形 N- 84° -E 1.76 1.06 0.57 近現代 SD09・28 を切る。

SK09 Ⅰ 円形 0.64 0.56 0.11

SK10 Ⅰ 円形 0.78 0.66 0.10

SK11 Ⅰ 長方形 N- 50° -W 1.50 0.64 0.06 As-B 降下後

SK12 Ⅰ 不整形 N- 40° -W 0.86 0.86 0.13 近現代 SD38 を切る。

SK13 Ⅰ 不整形 N- 70° -E 0.84 0.40 0.31 As-B 降下後

SK14 Ⅰ 不整形 N- 70° -W 0.64 0.54 0.17 As-B 降下後 土師器

SK15 Ⅰ 不整形 N- 40° -W 1.60 1.12 0.11 土師器

SK16 Ⅱ 長方形 N- 90° -W 1.24 1.10 0.22 As-A 降下後

SK17 Ⅱ 楕円形 N- 30° -E 0.72 0.60 0.11 近現代 SD41 を切る。

SK18 Ⅱ 楕円形 N- 50° -W 0.54 0.38 0.25

SK19 Ⅰ 円形 1.52 1.52 0.27 土師器・高坏・S字口縁台付甕

SK20 Ⅰ ２ 不整形 N- 40° -W 2.50 1.02 0.18 近現代 土師器

SK21 Ⅲ 不整形 N- 6° -E 5.60 4.84 0.62 近現代 SD41・51・55 を切る。近現代陶磁器、石臼

SK22 Ⅲ 欠番

SK23 Ⅲ 長方形 N- 2° -W 1.50 0.56 0.82 As-A 降下後

SK24 Ⅲ 不整形 N- 84° -E 1.92 1.66 0.39 As-B 降下後 須恵器

SK25 Ⅲ 不整形 N- 88° -E 2.04 1.14 0.19 As-A 降下後

SK26 Ⅲ 円形 0.54 0.52 0.40 As-B 降下後

SK27 Ⅰ 欠番

SK28 Ⅰ ２ 不整形 N- 77° -E 0.56 0.34 　　-

SK29 Ⅰ 不整形 N- 86° -E 1.18 0.82 0.35

SK30 Ⅰ ２ 円形 0.60 0.50 0.52

SK31 Ⅰ ２ 楕円形 N- 67° -W 0.94 0.58 0.29

SK32 Ⅰ ２ 円形 0.86 0.76 0.39

SK33 Ⅰ 楕円形 N- 55° -W 1.62 1.02 0.23 近現代 近現代磁器、攵久通宝

SK34 Ⅰ 楕円形 N- 15° -W 0.82 0.60 0.21 近現代 近現代磁器

SK35 Ⅴ 楕円形 N- 11° -W 3.60 1.60 0.10 欠番

SK36 Ⅴ 欠番

SK37 Ⅴ 不整形 N- 64° -W 2.16 1.80 0.25 As-A 降下後 SD97 を切る。

SK38 Ⅴ 不整形 N- 54° -W 2.20 0.68 0.13 As-A 降下後

SK39 Ⅴ ２ 長方形 N- 80° -W 1.72 1.72 0.12

SP01 Ⅰ １ 円形 0.52 0.48 0.42

SP02 Ⅰ １ 楕円形 N- 15° -E 0.54 0.38 0.13 As-A 降下後

SP03 Ⅰ １ 円形 0.46 0.42 0.20

SP04 Ⅰ １ 円形 0.54 0.48 0.05 As-B 降下後

SP05 Ⅰ １ 円形 0.24 0.22 0.06

SP06 Ⅰ １ 楕円形 N- 60° -W 0.48 0.34 0.17

SP07 Ⅱ 円形 0.32 0.32 0.21 近現代 SK34 を切る。

SP08 Ⅰ 楕円形 N- 59° -W 0.40 0.32 0.12 As-B 降下後

SP09 Ⅰ 楕円形 N- 58° -E 0.46 0.26 0.13 As-B 降下後

SP10 Ⅰ 円形 0.34 0.26 0.24

SP11 Ⅰ 長方形 N- 33° -W 0.60 0.28 0.33

SP12 Ⅰ 長方形 N- 10° -W 0.56 0.39 0.31

SP13 Ⅰ 円形 0.24 0.22 0.48

SP14 Ⅱ 円形 0.40 0.38 0.17

SP15 Ⅱ 円形 0.34 0.28 0.21

SP16 Ⅱ 楕円形 N- 90° -W 0.58 0.40 0.37

SP17 Ⅱ 円形 0.28 0.22 0.27

SP18 Ⅱ 円形 0.26 0.22 0.31 As-A 降下後

SP19 Ⅱ 円形 0.38 0.32 0.58 近現代 SD41 を切る。

SP20 Ⅱ 円形 0.32 0.26 0.31

SP21 Ⅳ １ 楕円形 N- 80° -E 0.58 0.38 0.15 As-B 降下後

SP22 Ⅳ １ 円形 0.22 0.20 0.10 As-B 降下後

SP23 Ⅵ 不整形 0.38 0.23 0.15 ９世紀以降 須恵器高台付埦

SP24 Ⅵ 不整形 0.38 0.22 0.20 As-A 降下後

SE01 Ⅲ 長方形 N- 2° -W 0.56 0.34 0.40 As-B 降下後
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第９節　D区Ⅰ

（１）調査区の概要
　D 区Ⅰは、２号雨水排水路工事に伴い発掘調
査を行った。調査区全体が運動場の一部とな
っており、運動場整備に伴うカクランが広範
囲にわたって検出された。
As-B 一次堆積層は残存していなかった。よ

って現代のカクランの下層面を遺構検出面と
し、第１面として調査を行った。
第２面は第１面の遺構及びカクラン土の下

層遺構を対象として調査を行い、第３面は第
２面の下層遺構を対象として調査を行った。
本調査区では古代～近世までの遺構および

遺物を検出した。遺構の内訳は、溝 25 条、竪
穴建物跡９軒、土坑 21 基、ピット 13 基、井
戸１基である。

（２）溝
本調査区では、25 条の溝を検出した。SD02・

05・12・18・22 は、埋土に As-B を含む As-B
降下以降の溝である。他に SD01・05 ～ 07 は
As-A を埋土に含むことから近世以降の溝であ
る。半数の溝は時期を特定することができな
かった。
SD23 は断面台形を呈する溝で、走行方向は

ほぼ南北である。９世紀前半の須恵器坏が出
土している。

（３）竪穴建物跡
　本調査区では９軒の竪穴建物跡を検出した。
　調査区の特性上、SI01 以外の竪穴建物跡の
全体を調査することはできなかったが、概ね
主軸を南北方向にとるもの（SI01・15）、20°
程度西に傾くもの (SI03・11）、40°程度東に
傾くもの（SI12・13・16・17）がある。
　３種類の竪穴建物の傾向から、少なくとも
３時期の集落が重なっていると考えられる。
　SI01 からは９世紀後半のコの字状の口縁部
を持つ甕の破片が２点（35・37）、８世紀後半
の土師器坏（38）・須恵器坏（39）が出土して
いる。先行する SI03 と重複しているため、古
い年代の遺物は SI03 に属するものの可能性が
ある。
　SI01 のカマドは西カマドだが、SI01 の床面
に比して高く、上面に別の住居が存在してい
た可能性がある。
　他の住居の遺物はほとんどが細片で、平面
図に出土位置は示したが、図化に至らなかっ
た。そのため、遺構の時期も判断困難であった。

（４）土坑
　本調査区では、21 基の土坑を検出した。調

査区全体に散っており、詳細な性格を掴める
土坑はなかった。
　
（５）ピット
　本調査区では 13 基のピットを検出した。こ
れらのピットは規則的な配置をとるものはな
く、全て単独のピットであり、掘立柱建物跡
などの遺構として認定できるものはなかった。

（６）井戸
　本調査区では１基の井戸を検出した。
　SE01 は調査区西端で検出し、上面直径約
1.14m で断面形は漏斗状を呈する。深さは約
1.6m であった。詳細な時期は不明である。
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第 54 図　D区Ⅰ第 1面　遺構全体図
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第 55 図　D区Ⅰ第 2面　遺構全体図
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D 区Ⅰ

第 56 図　D区Ⅰ第 3面　遺構全体図
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D 区Ⅰ

第 57 図　D区Ⅰ　SD01 ～ 12・14　遺構図
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SD01.02(SPA-A’）

1　赤褐色砂質土

2　黒褐色砂質土  As-B テフラ混土。

SD03(SPA-A′)

1　暗褐色土

2  暗褐色土

SD04(SPA-A’）

1  黄褐色 As-B テフラ二次堆積層。

2　灰黄褐色 As-B テフラ二次堆積層。

3　暗褐色砂質土

SD05(SPA-A’)

1  暗灰色砂質土　しまりやや弱い。灰白色火山灰粒

   子含む。

2  暗灰色砂質土

3　暗褐色粘質土　黄褐色土ブロック含む。やや粘性

   あり。しまりやや弱い。

SD14(SPA-A’)

1　暗褐色土

SD06,07(SPA-A’）

1　表土

2　暗褐色土　層下面に灰褐色土が堆積する。土地改良工事盛土。

3　黒褐色土　灰白色軽石含む。（SD06)

4　暗褐色土　灰白色軽石含む。

5　黒褐色土
SD07

SD10(SPA-A’）

1  灰褐色土

2  灰黄褐色土

3  明褐色粘質土　黄色小粒子やや多量。

   しまり弱く粘性あり。　　　  

SD09,SD24（SPA-A’）

1  暗褐色砂質土

2　黒褐色土

3　黒色土（SD24)

SD11(SPA-A’）

1　表土

2　暗褐色土　層下面に灰褐色土が堆積する。土地改良工事盛土。

3　褐色土　酸化鉄分沈着含む。

4　暗褐色土

5　暗褐色土

6　黒褐色土

SD12(SPA-A’）

1  表土

2　黒褐色土　As-B テフラφ1㎜中量。

3  褐色土　酸化鉄分沈着あり。

4  暗褐色土

5　暗褐色土

6  黒褐色土　
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D 区Ⅰ

第 58 図　D区Ⅰ　SD18・23・26、SI01・03　遺構図
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SD26(SPA-A’）

1  暗褐色土　粒子はやや粗いが若干の粘性あり。基本的には砂質である。

2　暗褐色土  やや砂質。やや明るい色調。1層より粒子は細かい。

3  暗褐色土  粒子のきめが細かい。粘性やや強い。

4　暗褐色土  黄色土小ブロック、小粒子多量。

5　明褐色土  黄褐色小粒子を多量に含む褐色土。　　

SD18(SPA-A’）

1  暗褐色砂質土　As-B テフラ混土。

2　黒褐色土層　As-B テフラ混土

SI01.SI03(SPA-A’,B-B’共通 )

1　黄褐色土　灰白色火山灰粒子多量。

2　黄褐色土　黒色土ブロック多量。灰白色火山灰粒子中量。

3  黒褐色土層

4　黄褐色土　黒色土ブロック多量。灰白色火山灰粒子中量。（SI03）

5  黄褐色土 (SI03)

SI01 カマド (SPC-C’)

 1　褐色土　焼土小ブロック多量。灰白色火山灰粒子含む、黒色土・黄色粘質土

　　ブロック混土層。

 2　褐色土　灰層多量。

 3　褐色土　灰白色火山灰粒子少量、黄色小粒子（焼土小粒子）少量。

 4　褐色土　　　　　　　     

 5　黒褐色土  焼土ブロック少量。

 6　褐色土　　　　　　　     

 7　暗褐色土　焼土ブロック多量。

 8　暗褐色土　灰白色火山灰粒子多量。

 9　暗褐色土　

10  黒色土

11  暗褐色土
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D 区Ⅰ

第 59 図　D区Ⅰ　SI03 カマド　遺構図

第 60 図　D区Ⅰ　SI01・03　遺物図

第 14 表　D区Ⅰ　SI01・03　遺物観察表

図版番号 遺構名
種別　　　　　　　　　　　

器種

法量（㎝）
成形・整形技法等の特徴（器形・文様の特徴） ①焼成　②色調　③胎土

残存

（％）
備考

口径 底径 器高

第 60 図 35 

PL33-35
SI01

土師器　　　　

甕
【25.8】 ─ (6.2)

弱いコの字状口縁 

外：口縁部ヨコナデ、頸部指頭押圧後にヨコナデ、輪

積み痕、肩部ヨコのヘラケズリ 

内：口～頸部ヨコナデ、肩部ヘラナデ

①良好 

② 5YR5/4 

③絹雲母、石英

10

第 60 図 36 

PL33-36
SI01

土師器　　　　　　　　　　　

甕
【18.0】 ─ (4.6)

口縁端部は弱く内弯する 

外：口縁部ヨコナデ、肩部ヨコのヘラケズリ 

内：口縁部ヨコナデ、肩部ヘラナデ

①良好 

② 5YR6/6 

③チャート、石英、鉄分粒

5

第 60 図 37 

PL33-37
SI01

土師器　　　　　　　　　　　

甕
【23.0】 ─ (6.8)

弱いコの字状口縁 

外：口縁部ヨコナデ、頸部指頭押圧後にヨコナデ、肩

部ヨコのヘラケズリ 

内：口～頸部ヨコナデ、輪積み痕、肩部ヘラナデ

①良好 

② 5YR6/6 

③チャート、片岩、鉄分粒

10

第 60 図 38 

PL33-38
SI01

土師器　　　

坏
【12.0】 ─ (2.9)

外：口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズリ 

内：口～体部ヨコナデ

①良好 

② 5YR6/6 

③チャート、角閃石、泥岩

10

第 60 図 39 

PL33-39
SI03

須恵器　　　　　　　

坏
13.0 9.2 2.9

ロクロ成形 

外：ロクロナデ、体部下部～底部外周回転ヘラケズリ、

底面静止糸切後ヘラケズリ 

内：ロクロナデ

①良好 

② 10YR6/1 

③緻密、安山岩

50

1
2

3 P

PP

L=76.20m

12

3

SI03 カマド

L=76.20m

SI01,03 遺物観察表

SI03(SPD-D’,E-E’共通）

1　褐色土　炭化物・焼土ブロック多量。灰白色軽石粒含む。灰層主体。

2　褐色土　焼土ブロック微量。灰白色軽石粒が入る。角閃石安山岩小礫微量。

3　灰褐色土　灰・炭化物含む。
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SD26(SPA-A’）

1  暗褐色土　粒子はやや粗いが若干の粘性あり。基本的には砂質である。

2　暗褐色土  やや砂質。やや明るい色調。1層より粒子は細かい。

3  暗褐色土  粒子のきめが細かい。粘性やや強い。

4　暗褐色土  黄色土小ブロック、小粒子多量。

5　明褐色土  黄褐色小粒子を多量に含む褐色土。　　

SD18(SPA-A’）

1  暗褐色砂質土　As-B テフラ混土。

2　黒褐色土層　As-B テフラ混土

SI01.SI03(SPA-A’,B-B’共通 )

1　黄褐色土　灰白色火山灰粒子多量。

2　黄褐色土　黒色土ブロック多量。灰白色火山灰粒子中量。

3  黒褐色土層

4　黄褐色土　黒色土ブロック多量。灰白色火山灰粒子中量。（SI03）

5  黄褐色土 (SI03)

SI01 カマド (SPC-C’)

 1　褐色土　焼土小ブロック多量。灰白色火山灰粒子含む、黒色土・黄色粘質土

　　ブロック混土層。

 2　褐色土　灰層多量。

 3　褐色土　灰白色火山灰粒子少量、黄色小粒子（焼土小粒子）少量。

 4　褐色土　　　　　　　     

 5　黒褐色土  焼土ブロック少量。

 6　褐色土　　　　　　　     

 7　暗褐色土　焼土ブロック多量。

 8　暗褐色土　灰白色火山灰粒子多量。

 9　暗褐色土　

10  黒色土

11  暗褐色土
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（平面図・断面図）
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D 区Ⅰ

第 61 図　D区Ⅰ　SI02　遺構図 第 62 図　D区Ⅰ　SI02　遺物図

第 63 図　D区Ⅰ　SI11 ～ 13、SK11　遺構図

第 15 表　D区Ⅰ　SI02　遺物観察表

図版番号 遺構名
種別　　　　　　　　　　　

器種

法量（㎝）
成形・整形技法等の特徴（器形・文様の特徴） ①焼成　②色調　③胎土

残存

（％）
備考

口径 底径 器高

第 62 図 40 

PL33-40
SI02

土師器　　　　　　　　　

甕
【22.0】 ─ (4.0)

外：口縁部ヨコナデ、輪積み痕 

内：口縁部ヨコナデ

①良好 

② 5YR6/6 

③チャート、石英、角閃石

10

トレンチ
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SI13

1
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調査区外

調査区外

調査区外

調査区外

SI02(SPB-B’,C-C’)

1　褐色土　　焼土多量。

2　黒褐色土

SI02（SPA-A’）

1　表土

2　暗褐色土  層下面に灰褐色土が堆積する。土地改良工事盛土。

3　黒褐色土　焼土含、黄褐色土。

4　黒褐色土

5　暗褐色土　黄褐色土。

SI11,SK11(SPA-A’)

1　表土

2　暗褐色土　土地改良工事盛土。

3　褐色土　酸化鉄分沈着あり。

4　暗褐色土

5　暗褐色土

6　黒褐色土（SK11）

SI12(SPA-A’)

1  黒褐色土　As-B テフラφ1㎜中量。 

2  褐色土　酸化鉄分沈着あり。

3  暗褐色粘質土　白色、黄色小粒子多量。

4　黒褐色粘質土　黄褐色土ブロック粒子多量、

   締まりやや弱く粘性あり。

SI13(SPA-A’)

1　表土

2　暗褐色土　土地改良工事盛土。　

3　黒褐色土　As-B テフラφ1㎜中量。 

4　褐色土　酸化鉄分沈着あり。

5　暗褐色土

6　黒褐色土  
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D 区Ⅰ

第 64 図　D区Ⅰ　SI15 ～ 17、SK02・03・05・06　遺構図
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   と黄褐色小ブロック多量。

2　明褐色砂質土　比較的粒子は細かい。黒褐色土ブロックを含む。1層に比し砂質。　　

SK05(SPA-A’）

1  黒褐色砂質土　黄色小粒子多量。しまり良い。
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1  黒褐色砂質土  黄色小粒子多量。しまり良い。
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3  黒色土  粒子はきめ細かく、しまり弱い。粘性あり。黄褐色粒子中量。
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D 区Ⅰ

第 65 図　D区Ⅰ　SK08・12 ～ 16・18 ～ 22　遺構図
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SK08(SPA-A’）

1　暗褐色砂質土 （7.5YR3/3)　As-B テフラ混土。しまりやや弱く、

   黄褐色粒子含む。 黒褐色砂質土ブロックφ10 ～ 15 ㎜中量。

2　黒褐色砂質土　　　　　　　

SK18.19.20(SPA-A’)

1　黒褐色土

2  灰白色 As-B テフラ二次堆積
SK21(SPA-A’)

1　表土

2　暗褐色土

3　黒褐色土

（平面図・断面図）
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D 区Ⅰ

第 66 図　D区Ⅰ　SK24・27・28、SP01 ～ 08　遺構図
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調査区外

SK08(SPA-A’）

1　暗褐色砂質土 （7.5YR3/3)　As-B テフラ混土。しまりやや弱く、

   黄褐色粒子含む。 黒褐色砂質土ブロックφ10 ～ 15 ㎜中量。

2　黒褐色砂質土　　　　　　　

SK18.19.20(SPA-A’)

1　黒褐色土

2  灰白色 As-B テフラ二次堆積
SK21(SPA-A’)

1　表土

2　暗褐色土

3　黒褐色土

（平面図・断面図）
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D 区Ⅰ

第 67 図　D区Ⅰ　SP09 ～ 13、SE01　遺構図

第 68 図　D区Ⅰ　遺物図
第 16 表　D区Ⅰ　遺物観察表

図番号 遺構名
種別　　　　　　　　　　　

器種

法量（㎝） 成形・整形技法等の特徴（器形・文様の特徴）

①焼成　②色調　③胎土
残存

（％）
備考

口径 底径 器高

第 68 図 41 

PL33-41
SD23 

須恵器　　　　　　　

坏
11.4 5.6 4.3

ロクロ成形 

外：ロクロナデ、底面回転糸切未調整 

内：ロクロナデ

①焼締り弱い 

② 7.5YR8/3 

③チャート、角閃石、鉄分粒

80

第 68 図 42 

PL33-42
遺構外

土師器　　　

坏
13.2 ─ 3.4

口縁部は直立気味に立ち上がる 

外：口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズリ 

内：口縁部ヨコナデ、体部指頭押圧後にナデ

①良好 

② 5YR6/4 

③チャート、角閃石、凝灰岩

90
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SP09(SPA-A’）

1　黒色土

SP12(SPA-A’）

1  黒褐色土  粘性ややあり。

2　黄褐色土

SE01(SPA-A’)

1 黒褐色土

2 褐色砂質土　白色小粒子と黄色小粒子多

　量。しまりやや弱い。　 

SP12.SP09 SP10 SP11

SP13

SP12 SP09

SE01
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D 区Ⅰ

第 17 表　D区Ⅰ　遺構観察表（1）

S

2

1

L=76.00m

1 2

2

SP12 SP09

1

L=76.00m L=75.90m

L=75.90m

L=76.10mL=76.10m

SP09(SPA-A’）

1　黒色土

SP12(SPA-A’）

1  黒褐色土  粘性ややあり。

2　黄褐色土

SE01(SPA-A’)

1 黒褐色土

2 褐色砂質土　白色小粒子と黄色小粒子多

　量。しまりやや弱い。　 

SP12.SP09 SP10 SP11

SP13

SP12 SP09

SE01

A A’

A A’

A A’

A A’

A A’

A A’

A A’

A A’

A A’ B B’

B
B
’

A A’

41 42

（平面図・断面図）

0 1:40 2m

0 1:3 10cm

名称 面 形状 主軸方位
規模 (m）

時期 備考・出土遺物
長軸 短軸 深さ

SD01 １ N- 33° -E 3.93 1.09 0.05 近世以降 陶器

SD02 １ N- 38° -E 4.08 0.84 0.05 As-B 降下後 須恵器

SD03 １ N- 66° -W 6.72 0.34 0.13

SD04 １ N- 64° -W 6.40 0.44 0.10 As-B 降下後 陶器

SD05 １ N- 60° -W 5.68 1.58 0.31 近世 土師器、須恵器、陶器、染付磁器

SD06 １ N- 2° -E 3.02 0.62 0.23 As-A 降下後 土師器、陶器

SD07 １ N- 7° -E 3.00 1.08 0.34 As-A 降下後 須恵器

SD08 ２ N- 36° -W 3.94 1.52 0.13 近世か 土師器、須恵器・高坏、陶器擂鉢、青磁、染付磁器

SD09 ２ N- 71° -E 9.08 1.25 0.76 SD24 を切る。

SD10 １ N- 49° -W 3.28 0.64 0.32 土師器、須恵器

SD11 ２ N- 11° -E 3.26 1.16 0.66 土師器、須恵器

SD12 ２ N- 6° -E 3.14 2.12 0.86 As-B 降下後 SK27 を切る。土師器、須恵器・坏蓋

SD13 ２ N- 38° -W 3.82 0.60 0.05 土師器、須恵器

SD14 １ N- 62° -W 5.48 0.72 0.12 須恵器

SD15 ２ N- 54° -W 3.96 0.78 0.07 SD09 を切る。

SD16 １ N- 16° -W 3.06 0.32 0.06

SD17 １ N- 12° -E 3.10 0.40 0.05

SD18 ２ N- 52° -W 3.94 1.40 0.17 As-B 降下後 土師器

SD19 ２ N- 71.5° -E 1.70 0.78 0.16 SD24 を切る。

SD20 ２ N- 52° -W 4.40 1.72 0.19

SD21 ２ N- 41° -W 4.06 0.54 0.34

SD22 ２ N- 12° -W 2.90 1.22 0.38 As-B 降下後 SD04 を切る。

SD23 ２ N- 23° -E 3.24 1.14 0.41 ９世紀後半か 須恵器・坏・埦

SD24 ２ N- 72° -E 10.00 0.92 0.25

SD25 欠番

SD26 １ N- 43° -E 3.06 1.68 0.45 SK11 を切る。

SI01 ２ N- 78° -W 2.10 1.72 0.25 ９世紀後半 SI03 を切る。土師器・坏・甕

SI02 ２ N- 3° -E 1.43 0.89 0.27 ８世紀後半か 土師器・甕

SI03 ２ N- 8° -W 2.82 0.45 0.17 ８世紀後半か 須恵器坏

SI04 欠番

SI05 欠番

SI06 欠番

SI07 欠番

SI08 欠番

SI09 欠番

SI10 欠番

SI11 ２ N- 75° -E 2.12 1.13 0.53 SK11 を切る。

SI12 ２ N- 60° -W 1.86 1.23 0.18

SI13 ２ N- 52° -W 0.82 0.68 0.15

SI14 欠番

SI15 ２ N- 88° -E 2.20 1.65 0.28 土師器

SI16 ２ N- 71° -W 1.65 0.85 0.14 土師器

SI17 ２ N- 38° -E 2.02 1.59 0.14 平安時代 土師器、須恵器

SK01 欠番

SK02 １ 不整形 N- 35° -W 2.41 1.04 0.24 土師器

SK03 １ 不整形 N- 78° -W 2.20 0.68 0.12 SK02 を切る。土師器

SK04 欠番

SK05 ２ 円形 0.47 0.41 0.12

SK06 ２ 楕円形 N- 83° -E 1.07 0.88 0.54

SK07 欠番

SK08 ２ 楕円形 N- 19° -W 1.09 0.65 0.22 As-B 降下後 土師器

SK09 欠番

SK10 欠番

SK11 ２ 長方形 N-65° -E 平安以前

SK12 １ 楕円形 N- 83° -E 1.05 0.42 0.26 土師器坏

SK13 ３ 楕円形 N- 26° -E 0.70 0.53 0.13

SK14 ３ 円形 0.35 0.35 0.16

SK15 ３ 楕円形 N- 58° -E 0.73 0.60 0.25

SK16 ３ 楕円形 N- 44° -W 0.68 0.55 0.10

SK17 欠番

SK18 ２ 不整形 N- 13° -E 0.51 0.38 0.21

SK19 ２ 不整形 N- 15° -E 0.78 0.21 0.13 須恵器

SK20 ２ 不整形 N- 10° -E 0.89 0.63 0.31 As-B 降下後

SK21 ２ 不整形 N- 26° -E 1.20 1.01 0.57

SK22 ２ 不整形 N- 56° -E 1.46 0.86 0.34 SD09・19 を切る。

SK23 欠番

SK24 ２ 不整形 N- 85° -W 2.60 1.05 0.46

SK25 欠番

SK26 ３ 楕円形 N- 86° -E 1.72 1.05 0.06

SK27 ３ 不整形 N- 61° -E 2.12 1.37 0.29 As-A 後か

SK28 ２ 楕円形 N- 89° -E 1.42 0.52 0.60

SK29 ２ 楕円形 N- 82° -W 0.95 0.78 0.42

SP01 １ 円形 0.29 0.29 0.34 As-B 降下後

SP02 １ 円形 0.40 0.35 0.32

SP03 ３ 楕円形 N- 19° -W 0.30 0.23 0.22

SP04 １ 円形 0.49 0.44 0.26

SP05 １ 楕円形 N- 83° -E 0.25 0.19 0.16
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D 区Ⅰ

第 18 表　D区Ⅰ　遺構観察表（2）

名称 面 形状 主軸方位
規模 (m）

時期 備考
長軸 短軸 深さ

SP06 ２ 円形 0.32 0.32 0.37

SP07 ２ 円形 0.26 0.24 0.17

SP08 １ 円形 0.26 0.24 0.22

SP09 ３ 円形 0.31 0.31 0.25

SP10 ３ 円形 0.41 0.39 0.14

SP11 ３ 円形 0.24 0.22 0.09

SP12 ３ 不整形 N- 19° -W 0.79 0.56 0.19

SP13 ３ 円形 0.24 0.23 0.20

SE01 １ 1.17 1.12 1.58 As-A 降下後か
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D 区Ⅱ

第 10 節　D区Ⅱ

（１）調査区の概要
　D 区Ⅱは、２号雨水排水路工事に伴い発掘調
査を行った。調査区全体は運動場の一部とな
っており、運動場整備に伴うカクランが広範
囲にわたって検出された。
As-B 一次堆積層はあまり残存していなかっ

た。よって現代のカクランの下層面を遺構検
出面とし、第１面として調査を行った。
第２面は第１面の遺構及びカクラン土の下

層遺構を対象として調査を行った。
本調査区では古代～近現代までの遺構およ

び遺物を検出した。遺構の内訳は、溝 22 条、
竪穴建物跡２軒、焼土範囲３箇所、土坑７基、
ピット４基である。

（２）溝
本調査区では、22 条の溝を検出した。
SD12・13 は第２面で検出した。幅 2.64m、

深さ 0.81 ～ 0.85m と比較的規模が大きく、調
査区外北側でほぼ直角に曲がると推定できる。
断面形は底面が平坦で台形を呈する。走行

方向は SD12 では N- 32° -E となり、30°程度
真北から傾いている。埋土に As-B が混ざるた
め、時期は As-B 降下後と考えられる。方形の
土地区画の堀と考えられるが、区画内の遺構
は検出できなかった。

（３）竪穴建物跡
　本調査区では２軒の竪穴建物跡を検出した。
　SI01（遺構：第 77 図／遺物：第 78 図）
位置：D区Ⅱの西寄りに位置する。　重複：なし。　
形態：長方形と推定できる。　柱穴：南東隅
で SP01 を確認した。SP01 の床面からの深さは
0.11m を測る。北辺に沿って壁周溝がまわると
推定される。　カマド：北辺の北東隅に設置
される。袖は検出できなかった。　貯蔵穴：
東隅で検出した。深さは 0.3mである。　床面：
ほぼ平坦で中央部分を中心に硬化面を確認し
た。また遺構中央部に炭層の堆積を確認した。　
遺物：掲載遺物は 10 点で、カマド内からは完
形の土師器坏 1 点（46) とカマド内とカマド
前の破片が接合した土師器甕（45）が出土し
た。貯蔵穴付近からもほぼ完形の土師器坏（47）
が出土した。その他の遺物は周囲からの流れ
込みの可能性がある。　所見：カマド内の出
土遺物から９世紀前半の所産であると考えら
れる。　
　SI02（遺構：第 79 図）
位置：D区Ⅱの中央に位置する。　重複：なし。　
形態：不明。柱穴：不明。　カマド：不明。　
床面：ほぼ平坦で中央部分で硬化面を確認し

た。　遺物：図化できるものは無かったが、
土師器S字口縁台付甕の破片が出土している。　
所見：古墳時代前期に属する遺構の可能性が
高い。

（４）焼土範囲
　本調査区で焼土範囲を３箇所確認した。各
焼土範囲は土坑状の掘方を持つが、時期・性
格は不明である。
　
（５）土坑
　本調査区では、７基の土坑を検出した。調
査区全体に散っており、詳細な性格を掴める
土坑はなかった。
　
（６）ピット
　本調査区では４基のピットを検出した。こ
れらのピットは規則的な配置をとるものはな
く、全て単独のピットであり、掘立柱建物跡
など詳細な性格を掴めるピットはなかった。

第 69 図　D区Ⅱ　基本土層

1

2

4

7

9

10

基本土層１

基本土層　2

1

3

5

6

5

7

9

基本土層 1・2

1　褐灰色土 (7.5YR4/1)  粘性なし。しまりあり。白色粒多量。

2　灰褐色土 (7.5YR4/2)　粘性なし。しまりあり。白色粒多量。

3　黒褐色土 (7.5YR3/1)　粘性、しまり強い。白色粒多量。

4　褐色土(7.5YR5/1)　粘性なし。しまりあり。軽石1～2㎜多量。

5　黒褐色土 (7.5YR3/2)　粘性なし。しまりあり。砂質土。

6　灰褐色土 (7.5YR4/2)　粘性強い。しまりあり。黄褐色

   ブロック混じる。

7　暗褐色土 (7.5YR3/3)　粘性やや強い。しまりあり。黄褐色

   ブロック多量。白色土混じる。

8　黒褐色土 (7.5YR3/1)　粘性弱い。しまり強い。ローム・小礫・

   砂粒混じる。

9　にぶい褐色土 (7.5YR6/3) 粘性。しまり強い。シルト質。

10 にぶい橙色土 (7.5YR7/3)　粘性強い。しまりあり。
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D 区Ⅱ

第 70 図　D区Ⅱ第１面　遺構全体図
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4

黒色粘質土

SD01

SD15

SD16

SD15(SPA-A’）

1　暗褐色土 (7.5YR3/3)　粘性なし。しまりなし。鉄分多量。砂質土主体。黒色粘質土ブロック含む。As-B 混

2　黒褐色土 (7.5YR3/1)　粘性あり。しまりあり。黒色粘質土主体ではあるが、砂質土を多く含む。　一定でない。

　　　　　　　　　　　　As-B 軽石面を掘削していると思われる。白色粒少量。0.5 ～ 1 ㎜の軽石。

SD01(SPA-A’）

1　黒褐色土 (7.5YR3/1)　現表土。

2　褐色土 (7.5YR4/3)　　粘性なし。しまりやや強い。白色粒多量。

SD16(SPA-A’）

1　黒褐色土 (7.5YR3/1)　現表土。

2　褐色土 (7.5YR4/3)　  粘性なし。しまりやや強い。白色粒多量。小石わずかに含む。

3　灰褐色土 (7.5YR5/2)　粘性なし。しまりあり。白色粒少量。焼土粒少量。炭化物混じる。

4　暗褐色土 (7.5YR3/3)　粘性なし。しまりなし。鉄分多量。砂質土主体で黒色粘質土ブロック含む。B 混
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D 区Ⅱ

第 71 図　D区Ⅱ第 2面　遺構全体図 (1)
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SD15
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SD15(SPA-A’）

1　暗褐色土 (7.5YR3/3)　粘性なし。しまりなし。鉄分多量。砂質土主体。黒色粘質土ブロック含む。As-B 混

2　黒褐色土 (7.5YR3/1)　粘性あり。しまりあり。黒色粘質土主体ではあるが、砂質土を多く含む。　一定でない。

　　　　　　　　　　　　As-B 軽石面を掘削していると思われる。白色粒少量。0.5 ～ 1 ㎜の軽石。

SD01(SPA-A’）

1　黒褐色土 (7.5YR3/1)　現表土。

2　褐色土 (7.5YR4/3)　　粘性なし。しまりやや強い。白色粒多量。

SD16(SPA-A’）

1　黒褐色土 (7.5YR3/1)　現表土。

2　褐色土 (7.5YR4/3)　  粘性なし。しまりやや強い。白色粒多量。小石わずかに含む。

3　灰褐色土 (7.5YR5/2)　粘性なし。しまりあり。白色粒少量。焼土粒少量。炭化物混じる。

4　暗褐色土 (7.5YR3/3)　粘性なし。しまりなし。鉄分多量。砂質土主体で黒色粘質土ブロック含む。B 混
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D 区Ⅱ

第 72 図　D区Ⅱ第 2面　遺構全体図 (2)
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SD09

SD03.04(SPA-A’)

 1  褐灰色土 (7.5YR4/1）　粘性なし。しまりなし。砂質土主体。上層から入り込む。

    現代の溝。(SD03)

 2　黒褐色土 (7.5YR3/1)　粘性強い。しまりあり。酸化鉄分がやや多い砂質土含む。

　　φ2～ 3㎜の軽石含む。As-B テフラ混。

 3　暗褐色土 (7.5YR3/4)　粘性なし。しまりなし。砂質土主体。粘質土ブロック状

    に混じる。

 4　暗褐色土 (7.5YR3/3)　粘性なし。しまりなし。砂質土主体。小礫、川砂わずか

    に混じる。As-B テフラ混

 5　暗褐色土 (7.5YR3/3)　粘性なし。しまりなし。砂質土主体。(下方 As-B テフラ

　　混 )小礫少量。

 6　暗褐色土 (7.5YR3/4)  粘性なし。しまりなし。砂質土。酸化鉄分多く地山ブロ

　　ック (小 )多量。小礫混じる。

 7　黒褐色土 (7.5YR3/2)　粘性なし。しまりなし。地山ブロック (ローム？ )多量。

　　白色粒微量。砂質。

 8　褐色土 (7.5YR4/3)　粘性やや強い。しまりあり。地山ブロック (大 )多量。壁

    の崩落か？

 9　黒褐色土 (7.5YR2/2)　粘性なし。しまりあり。地山ブロックやや多い。砂質土

　　少量。　　

SD05(SPA-A’)

1　褐色土 (7.5YR4/3)　現表土。

2　褐色土 (7.5YR4/4)　粘性やや弱くしまりあり。白色粒少量。炭化物微量。焼土粒わずかに含む。

3　暗褐色土 (7.5YR3/3)　粘性やや強い。しまりあり。炭化物微量。砂質土ブロック混じる。φ1～ 2㎜の軽石含む。

4　黒褐色土 (7.5YR3/2)　粘性強い。しまりあり。炭化物微量。砂質土少量。粘質土ブロック多量。

SD06(SPA-A’)

1　暗褐色土 (7.5YR3/3)　粘性やや強く、しまりあり。ロームブロック (少 ) 多量。炭化物少量。砂質土混じる。

2　暗褐色土 (7.5YR3/3)　粘性なし。しまり弱。ロームブロック (少 ) 多量。炭化物少量。砂質土混じる。

SD07(SPA-A’)

1　褐色土 (7.5YR4/3)　現表土。

2　黒褐色土 (7.5YR3/2)　粘性なし。しまりあり。白色粒多量。炭化物少量。焼土ブロックわずかに混じる。

3　黒褐色土 (7.5YR3/2)　粘性やや強い。しまりあり。白色粒少量。炭化物わずかに混じる。

4　黒褐色土 (7.5YR2/2)　粘性弱い。しまり弱い。焼土粒、炭化物わずかに混じる。やや砂質。φ1㎜程の軽石含む。

5　黒褐色土 (7.5YR2/2)　粘性なし。しまりなし。炭化物、焼土粒わずかに混じる。砂質土。

SD08(SPA-A’)

1　黒褐色土 (7.5YR3/1)　現表土。

2　褐色土 (7.5YR4/3)　粘性なし。しまりあり。白色粒多量。黄褐色粒少量。炭化物微

　 量。

3　黒褐色土 (7.5YR3/2)　粘性なし。しまりあり。白色粒少量。φ1㎜程度の軽石含む。

   黄褐色粒少量。

4　暗褐色土 (7.5YR3/3)　粘性なし。しまりあり。白色粒微量。小礫含む。炭化物わず

   か。

5　暗褐色土 (7.5YR3/3)　粘性弱い。しまりやや弱い。白色粒微量。黄褐色粒少量混じ

   る。砂質土主体。

6　黒褐色土 (7.5YR2/2)　粘性あり。しまりあり。白色粒少量。酸化鉄分やや多く下方

　 でわずかに砂質土混じる。φ0.5 ㎜の軽石混じる。

7　黒色土 (7.5YR3/1)　粘性強い。しまりあり。黄褐色粒少量。砂質土混じる。

SD09(SPA-A’)

1　黒色土 (7.5YR2/1)　現表土。

2　褐色土 (7.5YR3/2)　造成土。

3　褐色土 (7.5YR4/3)　粘性強い。しまりあり。白色粒多量。黄褐色粒少量。

4　褐色土 (7.5YR4/3)　粘性やや強い。しまりあり。白色粒多量。焼土粒少量。軽石混じる。

5　黒褐色土 (7.5YR3/2)　粘性なし。しまりあり。白色粒少量。焼土粒わずかに含む。砂質土主体。

6　暗褐色土 (7.5YR3/3)　粘性やや強い。しまり弱い。黄褐色粒少量。

7　黒褐色土 (7.5YR3/1)　粘性なし。しまりなし。砂質土、小礫混じる。
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D 区Ⅱ

第 73 図　D区Ⅱ　SD03 ～ 09　遺構図

5

4

3

2

1

2
3

5

6 7

8

SD03,04

4
SD03

SD04

1

9

7

SD05

1

2

3

4

カクラン

SD06　

1

2
SK04

SD07

SD08

1

2

3

4

5

6

7

1

2

3
4

5

6

7

SD09

SD03.04(SPA-A’)

 1  褐灰色土 (7.5YR4/1）　粘性なし。しまりなし。砂質土主体。上層から入り込む。

    現代の溝。(SD03)

 2　黒褐色土 (7.5YR3/1)　粘性強い。しまりあり。酸化鉄分がやや多い砂質土含む。

　　φ2～ 3㎜の軽石含む。As-B テフラ混。

 3　暗褐色土 (7.5YR3/4)　粘性なし。しまりなし。砂質土主体。粘質土ブロック状

    に混じる。

 4　暗褐色土 (7.5YR3/3)　粘性なし。しまりなし。砂質土主体。小礫、川砂わずか

    に混じる。As-B テフラ混

 5　暗褐色土 (7.5YR3/3)　粘性なし。しまりなし。砂質土主体。(下方 As-B テフラ

　　混 )小礫少量。

 6　暗褐色土 (7.5YR3/4)  粘性なし。しまりなし。砂質土。酸化鉄分多く地山ブロ

　　ック (小 )多量。小礫混じる。

 7　黒褐色土 (7.5YR3/2)　粘性なし。しまりなし。地山ブロック (ローム？ )多量。

　　白色粒微量。砂質。

 8　褐色土 (7.5YR4/3)　粘性やや強い。しまりあり。地山ブロック (大 )多量。壁

    の崩落か？

 9　黒褐色土 (7.5YR2/2)　粘性なし。しまりあり。地山ブロックやや多い。砂質土

　　少量。　　

SD05(SPA-A’)

1　褐色土 (7.5YR4/3)　現表土。

2　褐色土 (7.5YR4/4)　粘性やや弱くしまりあり。白色粒少量。炭化物微量。焼土粒わずかに含む。

3　暗褐色土 (7.5YR3/3)　粘性やや強い。しまりあり。炭化物微量。砂質土ブロック混じる。φ1～ 2㎜の軽石含む。

4　黒褐色土 (7.5YR3/2)　粘性強い。しまりあり。炭化物微量。砂質土少量。粘質土ブロック多量。

SD06(SPA-A’)

1　暗褐色土 (7.5YR3/3)　粘性やや強く、しまりあり。ロームブロック (少 ) 多量。炭化物少量。砂質土混じる。

2　暗褐色土 (7.5YR3/3)　粘性なし。しまり弱。ロームブロック (少 ) 多量。炭化物少量。砂質土混じる。

SD07(SPA-A’)

1　褐色土 (7.5YR4/3)　現表土。

2　黒褐色土 (7.5YR3/2)　粘性なし。しまりあり。白色粒多量。炭化物少量。焼土ブロックわずかに混じる。

3　黒褐色土 (7.5YR3/2)　粘性やや強い。しまりあり。白色粒少量。炭化物わずかに混じる。

4　黒褐色土 (7.5YR2/2)　粘性弱い。しまり弱い。焼土粒、炭化物わずかに混じる。やや砂質。φ1㎜程の軽石含む。

5　黒褐色土 (7.5YR2/2)　粘性なし。しまりなし。炭化物、焼土粒わずかに混じる。砂質土。

SD08(SPA-A’)

1　黒褐色土 (7.5YR3/1)　現表土。

2　褐色土 (7.5YR4/3)　粘性なし。しまりあり。白色粒多量。黄褐色粒少量。炭化物微

　 量。

3　黒褐色土 (7.5YR3/2)　粘性なし。しまりあり。白色粒少量。φ1㎜程度の軽石含む。

   黄褐色粒少量。

4　暗褐色土 (7.5YR3/3)　粘性なし。しまりあり。白色粒微量。小礫含む。炭化物わず

   か。

5　暗褐色土 (7.5YR3/3)　粘性弱い。しまりやや弱い。白色粒微量。黄褐色粒少量混じ

   る。砂質土主体。

6　黒褐色土 (7.5YR2/2)　粘性あり。しまりあり。白色粒少量。酸化鉄分やや多く下方

　 でわずかに砂質土混じる。φ0.5 ㎜の軽石混じる。

7　黒色土 (7.5YR3/1)　粘性強い。しまりあり。黄褐色粒少量。砂質土混じる。

SD09(SPA-A’)

1　黒色土 (7.5YR2/1)　現表土。

2　褐色土 (7.5YR3/2)　造成土。

3　褐色土 (7.5YR4/3)　粘性強い。しまりあり。白色粒多量。黄褐色粒少量。

4　褐色土 (7.5YR4/3)　粘性やや強い。しまりあり。白色粒多量。焼土粒少量。軽石混じる。

5　黒褐色土 (7.5YR3/2)　粘性なし。しまりあり。白色粒少量。焼土粒わずかに含む。砂質土主体。

6　暗褐色土 (7.5YR3/3)　粘性やや強い。しまり弱い。黄褐色粒少量。

7　黒褐色土 (7.5YR3/1)　粘性なし。しまりなし。砂質土、小礫混じる。
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D 区Ⅱ

第 74 図　D区Ⅱ　SD10・11・14・17 ～ 19・21　遺構図
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SD14(SPA-A’)

1　黒褐色土 (7.5YR3/2)　粘性やや強い。しまりあり。白色粒少量。酸化鉄分多量。As-B テフラ混。

2　黒褐色土 (7.5YR3/1)　粘性強い。しまりあり。白色粒微量。As-B テフラ極微量。粘質土。

3　暗褐色土 (7.5YR3/3)　粘性やや強い。しまりあり。白色粒少量。黄褐色ブロック ( 中 )多量。As-B テフラ

　 混。

4　黒褐色土 (7.5YR3/1)　粘性やや弱い。しまりあり。白色粒少量。黄褐色土の小ブロック少量。As-B テフラ

   混。

SD10(SPA-A’)

1　黒褐色土 (7.5YR3/1)　現表土。

2　褐色土 (7.5YR4/3)　造成土。砕石等多量。

3　褐灰色土 (7.5YR4/1)　粘性なくしまり弱い。白色粒少量。焼土粒微量。砂質土主体。

4　暗褐色土 (7.5YR3/3)　粘性やや強い。しまりあり。白色粒多量。φ1 ㎜の軽石含む。

5　黒褐色土 (7.5YR3/2)　粘性なし。しまりなし。砂質土。黄褐色粒微量。

SD11(SPA-A’)

1　黒色土 (7.5YR2/1)  現表土。

2　褐色土 (7.5YR4/3)　粘性なし。しまり強。砕石等混じる。

3　褐色土 (7.5YR4/3)　粘性なし。しまり強。白色粒多量。黄褐色粒、炭化物微量。

4　暗褐色土 (7.5YR3/3)　粘性弱。しまり強。白色粒中量。軽石混じる。炭化物、焼土粒少量。

5　暗褐色土 (7.5YR3/4)　粘性弱。しまりあり。白色粒やや多い。炭化物、焼土粒混じる。

6　暗褐色土 (7.5YR3/3)　粘性なし。しまりやや強い。白色粒微量。黄褐色粒極微量。

7　黒褐色土 (7.5YR2/2)　粘性強くしまり強。白色粒、黄褐色粒少量。砂質土がまばらに含まれる。

8　黒褐色土 (7.5YR3/1)　粘性なし。しまりなし。黄褐色粒微量。炭化物微量。砂質土主体。

SD17(SPA-A’)

1　褐灰色土（7.5YR6/1)　粘性やや強い。しまりやや強い。白色粒微量。粘質土ブロック少量。砂質土わずかに混じ

   る。 酸化鉄分少量沈着。

2　灰褐色土（7.5YR5/2)　粘性やや弱い。しまりやや弱い。砂質土主体。粘質土ブロックやや多く混じる。鉄分わず

   かに沈着。

3　褐灰色土（7.5YR5/1)　粘性なし。しまりなし。黄褐色土ブロック少量。下層にφ0.5 ㎜軽石少量。砂質土主体。

SD18(SPA-A’)

1　褐灰色土（7.5YR5/1)　粘性やや強い。しまりやや強い。白色粒微量。砂質土ブロック状に含む。粘質土主体。

2　灰褐色土（7.5YR6/2)　粘性やや強い。しまりやや強い。にぶい褐色土ブロック多量。砂質土主体。

3　褐灰色土（7.5YR5/1)　粘性やや強い。しまりやや強い。白色粒少量。φ0.5 ㎜軽石含む。きめ細かい砂質土主体。

SD19(SPA-A’)

1　褐灰色土（7.5YR4/1）　粘性なし。しまりなし。砂質土主体。細砂粒多量。酸化鉄分わずかに沈着。

2　灰褐色土（7.5YR4/2)　粘性なし。しまりなし。砂質土主体。φ0.5 ㎜軽石下層に少量。酸化鉄分わずかに沈着。

SD21(SPA-A’)

1　褐色土 (7.5YR4/3)  粘性なし。しまりあり。白色粒微量。黄褐色粒少量。炭化物微量。砂質土。鉄分

   含む。φ2～ 3㎜の軽石含む。

2　褐灰色土 (7.5YR4/1)　粘性強い。しまりあり。白色粒、黄褐色粒少量。砂粒混じる。粘質土。

3　褐色土 (7.5YR4/3)　粘性弱い。しまりなし。白色粒、黄褐色粒微量。酸化鉄分含む。

4　褐灰色土 (7.5YR4/1)　粘性強い。しまりあり。黄褐色粒含む。炭化物微量。

5　暗褐色土 (7.5YR3/3)　粘性やや強い。しまり弱い。白色粒、炭化物微量。焼土粒少量。φ0.5 ～ 1 ㎜軽

   石含む。砂粒混じる。

6　黒褐色土 (7.5YR3/1)　粘性やや強い。しまりあり。白色粒、黄褐色粒、焼土粒少量。φ0.5 ㎜軽石含む。

7　暗褐色土 (7.5YR3/3)　粘性やや強い。しまりあり。ロームブロック (少 )多量。砂粒少量。
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D 区Ⅱ

第 75 図　D区Ⅱ　SD12・13　遺構図
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D 区Ⅱ

第 76 図　D区Ⅱ　SD20・22　遺構図

第 19 表　D区Ⅱ　遺構観察表（1）

名称 面 形状 主軸方位
規模 (m）

時期 備考・出土遺物
長軸 短軸 深さ

SD01 1 N- 51° -W 3.22 0.48 0.24 土師器

SD02 欠番

SD03 2 N- 6° -E 1.22 0.48 0.13 近現代 SD04 を切る。土師器

SD04 2 N- 48° -W 3.72 1.44 0.61 As-B 降下後 土師器

SD05 2 N- 45° -W 4.38 0.52 0.35 As-A 降下後か 土師器

SD06 2 N- 44° -W 2.14 0.54 0.23 SD04 を切る。土師器

SD07 2 N- 38° -E 3.12 0.48 0.15 SD11 を切る。

SD08 2 N- 33° -E 3.42 1.58 0.45 As-A 降下後 SD11 を切る。須恵器、陶器、内耳鍋

SD09 2 N- 21° -W 3.06 0.76 0.43 As-A 降下後 SD11 を切る。土師器・甕、須恵器、打製石斧

SD10 2 N- 49° -W 1.32 0.46 0.07 As-A 降下後 土師器

SD11 2 N- 83° -W 4.92 0.54 0.22 As-A 降下後

SD12 2 N- 32° -E 3.20 2.64 0.81 As-A 降下後 中世に遡る可能性あり。土師器、須恵器、青磁

SD13 2 N- 60° -W 3.58 2.64 0.85 As-A 降下後 中世に遡る可能性あり。土師器、須恵器・埦・高台付埦

SD14 2 N- 70° -W 6.60 1.12 0.43 As-B 降下後 土師器 S字口縁台付甕、陶器

SD15 1 N- 42° -E 3.80 0.71 0.19 As-B 降下後 土師器、須恵器

SD16 1 N- 29° -E 1.56 1.20 0.08 土師器、須恵器

SD17 3 N- 12° -E 2.32 0.62 0.11 As-A 降下後

SD18 3 N- 50° -W 5.48 0.54 0.15 As-A 降下後 土師器、灰釉陶器

SD19 3 N- 13° -W 2.34 0.74 0.09 土師器

SD20 3 N- 40° -W 4.60 2.96 0.57 As-B 降下前か 土師器甕、須恵器鉢

SD21 2 N- 73° -W 7.96 0.78 0.53 As-A 降下後か SD23 を切る。土師器、須恵器

SD22 2 N- 4° -W 2.80 1.18 0.03 As-A 降下後か

SD23 2 N- 13° -W 2.22 1.52 0.16

遺構観察表（ＳＤ）

4

7

6

5

SD22

1

2

3

SD20

カ　　ク　　ラ　　ン

1

2

3
4

5
6

7

9

11

8
10 12

2

1

2

14

13

粘質土ブロック

SD22(SPA-A’)

1　暗褐色土 (7.5YR3/3)　粘性なし。しまりあり。白色粒微量。φ0.5 ～ 1 ㎜軽石含む。(造成土 )

2　黒褐色土 (7.5YR3/2)　粘性なし。しまりなし。黄褐色粒少量。φ1㎜軽石含む。酸化鉄分多量。砂質土。

3　暗褐色土 (7.5YR3/3)　粘性なし。しまりなし。白色粒、炭化物微量。φ0.5 ～ 2 ㎜軽石含む。砂質土。

4　黒褐色土 (7.5YR3/1)　粘性強い。しまりあり。白色粒、黄褐色粒、焼土粒少量。炭化物微量。φ1～ 3㎜

   軽石含む。

5　暗褐色土 (7.5YR3/3)　粘性強い。しまりあり。黄褐色ブロック (小 )、φ1㎜軽石微量。

6　暗褐色土 (7.5YR3/3)　粘性強い。しまりあり。白色粒微量。黄褐色粒少量。ロームブロック (中～大 )

   多量。

7　灰褐色土 (7.5YR5/2)　粘性なし。しまりなし。白色粒微量。酸化鉄分含む。砂質土主体。

SD20(SPA-A’)

 1　褐灰色土 (7.5YR5/1)　粘性なし。しまりあり。白色粒多量。小礫含む。砂質土。

 2　褐色土 (7.5YR4/4)　粘性強い。しまりあり。白色粒少量。黄褐色粒微量。φ0.5 ～ 1 ㎜軽石含む。砂質土。As-B テフラ混じる。

 3　灰褐色土 (7.5YR5/2)　粘性なし。しまりあり。白色粒微量。砂質土。

 4　褐灰色土 (7.5YR5/1)　粘性なし。しまりなし。白色粒少量。粘質土ブロック (中 )多量。砂質土。

 5　褐灰色土 (7.5YR6/1)　粘性なし。しまりなし。白色粒微量。粘質土ブロック (小 )まばらに含む。砂質土。

 6　明褐灰色土 (7.5YR7/1)　粘性やや強い。しまりあり。φ1㎜軽石、ロームブロック (小 )多量。

 7　褐灰色土 (7.5YR6/1)　粘性なし。しまりなし。白色粒微量。わずかに酸化鉄分混じる。砂質土。

 8　灰褐色土 (7.5YR6/2)　粘性やや強い。しまりあり。白色粒少量。ロームブロック (小～中 )少量。鉄分、粘質土ブロック、砂質土主体。(一部小礫集中する箇所あり )。

 9　褐灰色土 (7.5YR6/1)　粘性なし。しまりあり。白色粒微量。黄褐色土ブロック (小 )少量、粘質土ブロック (小 )多量。φ0.5 ㎜軽石含む。

10　褐灰色土 (7.5YR6/1)　粘性なし。しまりなし。白色粒微量。ロームブロック (小 )少量。砂質土。

11　灰褐色土 (7.5YR4/2)　粘性強い。しまりあり。粘質土主体。白色粘質土ブロック少量。砂粒混じる。

12　褐灰色土 (7.5YR6/1)　粘性なし。しまりあり。白色粒少量。ロームブロック (小 )微量。砂質土。

13　にぶい褐色土 (7.5YR5/3)  粘性やや強い。しまりあり。白色粒微量。ロームブロック (中 )少量。酸化鉄分含む。

14　浅黄橙色土 (7.5YR8/3)　粘性強い。しまり強い。ローム主体。砂粒多量。

（断面図）

0 1:40 2m

0 1:40 2m

A A’

L=76.00m

A A’
L=76.30m
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D 区Ⅱ

第 77 図　D区Ⅱ　SI01　遺構図
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SI01(SPA-A’,B-B’，C-C’共通 )

 1　褐灰色土 (7.5YR4/1)　粘性なし。しまりあり。白色粒多量。As-B テフラ含む。

 2　黒褐色土 (7.5YR3/1)　粘性強い。しまり強い。白色粒多量。As-B テフラ下黒色

    土層。

 3　褐色土 (7.5YR4/3)　粘性弱い。しまりあり。白色粒多量。炭化物少量。φ1 ～ 3

　　㎜軽石含む。

 4　暗褐色土 (7.5YR3/3)　粘性弱い。しまりあり。白色粒微量。炭化物少量。φ1㎜

　　軽石含む。砂質土。

 5　黒褐色土 (7.5YR3/1)　粘性なし。しまりなし。炭化物多量。

 6　黒褐色土 (7.5YR3/2)　粘性やや強い。しまりあり。炭化物多量。灰多量。φ0.5

　　～ 1㎜軽石含む。

 7  暗褐色土 (7.5YR3/3)　粘性なし。しまりなし。炭化物少量。黄褐色土ブロッ

    ク、粘質土ブロック多量。φ1～ 2㎜軽石含む。砂質土。

 8  暗褐色土 (7.5YR3/3)　粘性やや強い。しまりあり。黄褐色土ブロック、粘質

    土ブロック 7層より多量。砂質土。

 9　黒褐色土 (7.5YR3/2)　粘性なし。しまりなし。砂質土。(カマド 9 層と同一

    層 )。

10　暗褐色土 (7.5YR3/3)　粘性やや強い。しまりあり。地山ブロック ( 小 )少量。

    白色粒微量。

SI01 貯蔵穴 (SPD-D’)

1　暗褐色土 (7.5YR3/4)　粘性やや弱い。しまりなし。焼土ブロック (中 )、φ1～

　 2mm 軽石含む。灰が層状に広がる。

2　黒褐色土 (7.5YR2/2)　粘性やや強い。しまりあり。地山ブロック多量。砂質土。

3　黒褐色土 (7.5YR2/2)　粘性強い。しまりあり。焼土粒少量。砂粒多量。

SI01 カマド (SPE-E’)

 1　暗褐色土 (7.5YR3/3)　粘性弱い。しまりあり。白色粒多量。黄褐色土ブロック ( 小 )多量。焼土粒少量。φ1～ 2 ㎜の軽石含む。

 2　暗褐色土 (7.5YR3/3)　粘性やや弱い。しまりあり。白色粒少量、黄褐色粒、炭化物微量。焼土ブロック (中 )中量。

 3　暗赤灰色土 (10YR3/1) 粘性なし。しまりなし。焼土ブロック (大 )多量。カマド天井部の崩落か。

 4　黒褐色土 (7.5YR3/2)　粘性弱い。しまりあり。焼土粒多量。砂粒多量。

 5　黒褐色土 (7.5YR2/2)　粘性やや弱い。しまりあり。白色粒、黄褐色粒少量。焼土粒微量。φ0.5 ㎜軽石含む。

 6　暗褐色土 (7.5YR3/3)　粘性やや強い。しまりあり。白色粒、黄褐色粒少量。焼土粒、炭化物微量。φ0.5 ～ 2 ㎜軽石含む。

 7　黒色土 (7.5YR2/1)　粘性なし。しまりなし。灰層。炭化物多量。

 8　暗赤褐色土 (10YR3/1) 粘性なし。しまりなし。焼土粒、焼土ブロック多量。灰、炭化物少量。

 9　黒褐色土 (7.5YR3/2)　粘性なし。しまりなし。炭化物少量。黄褐色土ブロック、粘質土ブロック多量。φ1～ 2 ㎜軽石含む。砂質土。

10　灰白色土 (10YR7/1)  粘性なし。しまりなし。炭化物、灰、多量。焼土粒少量。カマド灰層。

0 1:60 2m

（平面図・断面図）

0 1:30 1m

（平面図・断面図）
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D 区Ⅱ

第 78 図　D区Ⅱ　SI01　遺物図
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D 区Ⅱ

第 79 図　D区Ⅱ　SI02　遺構図

第 20 表　D区Ⅱ　SI01　遺物観察表

第 21 表　D区Ⅱ　遺構観察表（2）

口径 底径 器高

44 SI-1
土師器

甕
22.2 ─ (14.3)

①良好
②7.5YR6/4
③鉄分粒、チャート、凝灰
岩、石英

40

45 SI-1
土師器

甕
14.5 ─ (7.4)

①良好
②5YR5/6
③石英、チャート、鉄分粒

30

46 SI-1
土師器

甕
【25.2】 ─ (29.8)

①良好
②5YR6/6
③石英、チャート、鉄分
粒、凝灰岩、角閃石

40

47 SI-1
土師器

坏
13.5 ─ 3.0

①良好
②5YR5/6
③凝灰岩、鉄分粒、絹雲母

100

48 SI-1
土師器

坏
12.1 ─ 3.0

①良好
②5YR5/6
③チャート、凝灰岩、鉄分
粒、角閃石

90

49 SI-1
土師器

坏
【14.0】 ─ 3.5

①普通
②5YR5/6
③チャート、凝灰岩、角閃
石

30

50 SI-1
土師器

坏
【15.7】【9.0】 3.9

①良好
②5YR5/6
③凝灰岩、鉄分粒、絹雲母
チャート、角閃石

30

51 SI-1
土師器

坏
【15.0】 ─ 4.5

①良好
②7.5YR6/4
③鉄分粒、チャート、凝灰
岩、石英チャート、片岩

20

52 SI-1
土師器

坏
13.4 8.9 3.9

①良好
②7.5YR4/2
③チャート、片岩、鉄分粒

80

53 SI-1
須恵器

甕
─ ─ (16.9)

①良好
②5Y4/1
③チャート、石英

50
外：胴上部ロクロ整形、胴下部平行タタキ
内：胴上部ロクロ整形、胴下部同心円当て具痕

図番号 遺構名

外面口縁端部がやや凹む
外：口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズリ、輪積み痕、
底面ヘラケズリ
内：ヨコナデ、ヘラナデ後に放射状のヘラミガキ

外：口～体部ヨコナデ、底面磨滅が著しく不明
内：ヨコナデ

種別
器種

法量（㎝） 成形・整形技法等の特徴
（器形・文様の特徴）

口縁部中位に弱い稜を有する
外：口縁部ヨコナデ、肩部ヨコのヘラケズリ
内：口縁部ヨコナデ、肩部ヘラネデ

口縁部は強い外反口縁
外：口縁部ヨコナデ、頸部指頭押圧後にヨコナデ、
輪積み痕、肩部ヨコのヘラケズリ、胴部ナナメのヘ
ラケズリ
内：口～頸部ヨコナデ、肩～胴上部ヘラナデ、胴下
部指頭押圧後にヘラナデ、輪積み痕

口縁部内面に段を有する
外：口縁部ヨコナデ、肩～胴上部ヨコのヘラケズリ
内：口縁部ヨコナデ、肩～胴部ヘラナデ

外：口縁部ヨコナデ、その他は磨滅のため不明
内：口縁部ヨコナデ、体部指頭押圧後にヨコナデ

残存
（％）

備考

外：口縁部ヨコアンデ、体部ヘラケズリ
内：口縁部ヨコナデ、体部指頭押圧後にヨコナデ

外：口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズリ
内：口縁部ヨコナデ、体部指頭押圧後にヨコナデ

口縁は直に立ち上がる
外：口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズリ
内：口縁部ヨコナデ、体部指頭押圧後にヨコナデ

①焼成　②色調　③胎土　　　　　　　

SI遺構観察表

カクラン

調 査 区 外

1

調査区外

SI01出土遺物観察表

SI02(SPA-A’)

1　褐色土（7.5YR4/3)　粘性やや弱い。しまりあり。φ0.5 ㎜の軽石やや

   多く上層に混じる。黄褐色粒少量。炭化物少量。焼土粒わずかに混じ

   る。黄褐色ブロック中 (ロームか？ )が少量北側底部付近に入る。

L
=
7
5
.
9
0
m 0 1:60 2m

（平面図・断面図）

SI02 

Y=-69104
X= 34762

Y=-69106
X= 34762

Y=-69104
X= 34760

A

A’

A
A
’

図版番号 遺構名
種別　　　　　　　　　　　

器種

法量（㎝）
成形・整形技法等の特徴（器形・文様の特徴） ①焼成　②色調　③胎土　　　　　　　

残存

（％）
備考

口径 底径 器高

第 78 図 43 

PL33-43
SI01

土師器　　　

甕
22.2 ─ (14.3)

口縁部内面に段を有する 

外：口縁部ヨコナデ、肩～胴上部ヨコのヘラケズリ 

内：口縁部ヨコナデ、肩～胴部ヘラナデ

①良好 

② 7.5YR7/4 

③鉄分粒、チャート、凝灰 

岩、石英

40

第 78 図 44 

PL33-44
SI01

土師器　　　

甕
14.5 ─ (7.4)

口縁部中位に弱い稜を有する 

外：口縁部ヨコナデ、肩部ヨコのヘラケズリ 

内：口縁部ヨコナデ、肩部ヘラネデ

①良好 

② 2.5YR6/6 

③石英、チャート、鉄分粒

30

第 78 図 45 

PL33-45
SI01

土師器　　　

甕
【25.2】 ─ (29.8)

口縁部は強い外反口縁 

外：口縁部ヨコナデ、頸部指頭押圧後にヨコナデ、輪

積み痕、肩部ヨコのヘラケズリ、胴部ナナメのヘラケ

ズリ 

内：口～頸部ヨコナデ、肩～胴上部ヘラナデ、胴下部

指頭押圧後にヘラナデ、輪積み痕

①良好 

② 5YR7/8 

③石英、チャート、鉄分粒、

凝灰岩、角閃石

40

第 78 図 46 

PL33-46
SI01

土師器　　　

坏
13.5 ─ 3.0

外：口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズリ 

内：口縁部ヨコナデ、体部指頭押圧後にナデ

①良好 

② 5YR6/6 

③凝灰岩、鉄分粒、絹雲母

100

第 78 図 47 

PL33-47
SI01

土師器　　　

坏
12.1 ─ 3.0

口縁は直に立ち上がる 

外：口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズリ 

内：口縁部ヨコナデ、体部指頭押圧後にヨコナデ

①良好 

② 5YR6/6 

③チャート、凝灰岩、鉄分 

粒、角閃石

90

第 78 図 48 

PL33-48
SI01

土師器　　　　　　　　　　

坏
【14.0】 ─ 3.5

外：口縁部ヨコナデ、その他は磨滅のため不明 

内：口縁部ヨコナデ、体部指頭押圧後にナデ

①普通 

② 5YR6/6 

③チャート、凝灰岩、角閃石

30

第 78 図 49 

PL33-49
SI01

土師器　　　　　　　　　　　

坏
【15.7】【9.0】 3.9

外：口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズリ 

内：口縁部ヨコナデ、体部指頭押圧後にナデ

①良好 

② 5YR6/6 

③凝灰岩、鉄分粒、絹雲母

チャート、角閃石

30

第 78 図 50 

PL33-50
SI01

土師器　　　

坏
【15.0】 ─ 4.5

外：口縁部ヨコナデ、体部ナデ、底面磨滅が著しく不

明 

内：口縁部ヨコナデ

①良好 

② 5YR7/8 

③鉄分粒、チャート、凝灰岩、

石英チャート、片岩

20

第 78 図 51 

PL33-51
SI01

土師器　　　

坏
13.4 8.9 3.9

外面口縁端部がやや凹む 

外：口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズリ、輪積み痕、底

面ヘラケズリ 

内：口縁部ヨコナデ、体部ヘラナデ後に放射状のヘラ

ミガキ

①良好 

② 2.5YR6/6 

③チャート、片岩、鉄分粒

80

第 78 図 52 

PL34-52
SI01

須恵器　　　　　　　

甕
─ ─ (16.9)

外：胴上部ロクロナデ、胴下部平行タタキ 

内：胴上部ロクロナデ、胴下部同心円当て具痕

①良好 

② N4/0 

③チャート、石英

50

名称 面 形状 主軸方位
規模 (m）

時期 備考・出土遺物
長軸 短軸 深さ

SI01 2 N- 42° -E 4.17 3.04 0.35 ９世紀前半 土師器・坏・高坏・甕、須恵器・甕

SI02 2 N- 80° -W 3.08 1.18 0.21 古墳前期か 土師器・S字口縁台付甕
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D 区Ⅱ

第 80 図　D区Ⅱ　焼土範囲 1～ 3、SK02・03　遺構図　

（平面図・断面図）

0 1:40 2m

焼土範囲 1

焼土範囲 3

1
2

3
S

被熱して赤色化

1
2 3 被熱して赤色化

焼土範囲 1.2.3

焼土範囲 2

1

2

3

4 5

6

7

1

4

焼土ブロック

4 4

SK02

1

2

1
2

56

55

焼土範囲 1(SPA-A’)

1　暗褐色土 (10YR3/3)　粘性やや強い。しまり弱い。白色粒多量。炭化物やや

   多量。砂質土。

2　黒褐色土 (7.5YR3/1)　粘性なし。しまり弱い。白色粒わずか。焼土ブロック、

   炭化物多量。

3　暗褐色土 (7.5YR3/3)　粘性やや強い。しまりあり。白色粒わずか。焼土粒、

   炭化物少量。

焼土範囲 2(SPB-B’)

1　暗褐色土 (10YR3/3)　粘性やや強い。しまり弱い。白色粒多量。炭化物少量。

2　黒褐色土 (10YR3/2)　粘性弱い。しまり弱い。白色粒多量。炭化物多量。

3　暗褐色土 (10YR3/3)　粘性やや強い。しまりやや強い。白色粒少量。粘質土ブ

   ロック中量。焼土粒少量。

4　明褐色土 (2.5YR5/6)　粘性弱い。しまりやや強い。白色粒わずかに含む。焼土

   主体。

5　黒褐色土 (7.5YR3/1) 粘性なし。しまりなし。炭化物、灰が主体。

6　にぶい黄褐色土 (10.5YR5/3)　粘性なし。しまりなし。白色粒少量。炭化物わ

   ずか。砂質土。

7　黒褐色土 (7.5YR2/2) 粘性やや強い。しまりあり。白色粒わずか。焼土粒、粘

   質土ブロック少量。

焼土範囲 3(SPC-C’)

1　暗褐色土（10YR3/3)  粘性やや強い。しまり弱い。白色粒少量。焼土ブロッ

   ク含む。炭化物少量。φ0.5 ～ 1 ㎜軽石含む。

2　暗褐色土（10YR3/4)  粘性弱い。しまり弱い。炭化物多量。白色粒少量。小

   礫混じる。

3　黒褐色土（7.5YR2/2) 粘性ややあり。しまりあり。焼土粒少量。炭化物わず

   か。粘質土ブロック (小 )混じる。　

SK02(SPA-A’）

1　褐色土 (7.5YR4/3)　粘性弱い。しまりあり。白色粒微量。黄褐色ブロック (小 )  

   少量。砂質土主体。

2　褐色土 (7.5YR4/4)　粘性やや弱い。しまり弱い。黄褐色ブロック (小 )中量。

SK03(SPA-A’)

1　暗褐色土(7.5YR3/3)　粘性なし。しまりあり。白色粒、黄褐色粒少量。炭化物微量。

　 砂質土。

2　褐色土(7.5YR3/2)  粘性弱い。しまりあり。黄褐色粒少量。焼土粒微量。砂質土。

L=75.90m

L=75.80m

0 1:30 1m

（平面図・断面図）

焼土範囲3

焼土範囲2

焼土範囲1

SK03

Y=-69136
X= 34760

Y=-69139
X= 34760

A
A’

A A’

C C’

L=75.80m

L=75.90m

B

B’

C

C’

B B’

L=76.00m

A A’

A A’

A A’

A A’
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D 区Ⅱ

第 81 図　D区Ⅱ　SK04 ～ 08、SP01　遺構図

1
2

3
4

1

2

3

4

5

6

1

SD06

1

2
3

SK08

1
2

3 1

調査区外

SK04(SPA-A’)　

1　黒色土（7.5YR2/1）　粘性弱い。しまりやや強い。白色粒少量。黄褐色粒少量。

   炭化物、ロームブロック (小 ) 微量。

2　暗褐色土（7.5YR3/2)　粘性やや強い。しまりあり。ロームブロック (小 ) 多

　 量。

3　黒褐色土（7.5YR3/1）　粘性やや強。しまりあり。炭化物、ローム粒微量。

4　暗褐色土（7.5YR3/3)　粘性やや強い。しまりあり。ロームブロック多量。小

   礫微量。

SK05(SPA-A’)

1　暗褐色土 (7.5YR3/3)　粘性なし。しまりあり。白色粒微量。φ0.5 ～ 1 ㎜軽

   石含む。(造成土 )

2　黒褐色土 (7.5YR3/2)　粘性なし。しまりなし。黄褐色粒少量。φ1㎜軽石含

　 む。鉄分多量。砂質土。

3　暗褐色土 (7.5YR3/3)　粘性なし。しまりなし。白色粒、炭化物微量。φ0.5

   ～ 2m 軽石含む。砂質土。

4　黒褐色土 (7.5YR3/1)　粘性強い。しまりあり。黄褐色粒少量。砂粒まばらに

   混じる。

5　黒褐色土 (7.5YR2/2)　粘性強い。しまりあり。黄褐色粒多量。ロームブロッ

　 ク (小 )、φ0.5 ㎜軽石含む。

6　暗褐色土 (7.5YR3/4)　粘性やや強い。しまりあり。ロームブロック多量。

SK06(SPA-A’)

1　黒褐色土 (7.5YR2/2)　粘性強い。しまりあり。白色粒、焼土粒、炭化物少量。

SK07(SPA-A’)

1　黒褐色土 (7.5YR3/1)　粘性やや強い。しまりあり。白色粒、黄褐色粒多量。

　 焼土粒少量。φ0.5 ～ 1 ㎜軽石含む。

2　暗褐色土 (7.5YR3/3)　粘性強い。しまりあり。白色粒微量。黄褐色粒多量。

   ロームブロック (小 )多量。

3　黒褐色土 (7.5YR3/1)　粘性やや強い。しまりなし。ロームブロック多量。砂

   粒混じる。

SK08(SPA-A’)

1　黒褐色土 (7.5YR3/2)　粘性やや強い。しまりあり。白色粒微量。ローム粒多

　 量。φ１㎜軽石含む。

2　黒褐色土 (7.5YR3/1)　粘性やや強い。しまりあり。ロームブロック多量。

3　黒褐色土 (7.5YR3/1)　粘性なし。しまりなし。白色粒微量。ロームブロック

　　(小 )多量。

SP01(SPA-A’)

1　黒褐色土 (7.5YR2/2)　粘性やや強い。しまりあり。白色粒微量。黄褐色粒多量。

L=75.90m

（平面図・断面図）

0 1:40 2m

SK04 SK05

SK06

SD06

SK07

SD21

SD21

SD23

SP01

A A’

A A’

A A’

A A’

A A’

L=75.90m

A A’

L=75.80m

A A’

A A’

L=75.60m

A A’

A A’

L=75.60m

A A’

L=75.80m

A A’
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D 区Ⅱ

第 82 図　D区Ⅱ　SP02 ～ 04　遺構図

第 83 図　D区Ⅱ　遺物図 (1)

1

1

2

1

SP02(SPA-A’)

1　暗褐色土 (7.5YR3/4)　粘性やや強い。しまりあり。φ2㎜軽石含む。ロー

   ムブロック (小 )多量。

SP03(SPA-A’)

1　黒色土（7.5YR2/1)  粘性やや弱い。しまりあり。白色粒多量。ロームブロッ

   ク ( 小 ) 少量。φ2～ 3㎜軽石含む。

2　黒褐色土（7.5YR2/2)  粘性やや弱い。しまりなし。ロームブロック (小 )多

   量。砂質土微量。

SP04(SPA-A’)

1　黒褐色土 (7.5YR2/2）　粘性やや強い。しまりあり。φ0.5 ～ 1 ㎜軽石混じ

   る。黄褐色粒少量。

0 1:3 10cm

（平面図・断面図）

0 1:40 2m

SP02 SP03

SP04

SD11

A A’ A A’

L=75.80m

L=75.80m

A A’

L=75.80m

A A’

A A’

A A’

53

54

55

56
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D 区Ⅱ

第 84 図　D区Ⅱ　遺物図 (2)

第 22 表　D区Ⅱ　遺物観察表

第 23 表　D区Ⅱ　遺構観察表（3）

57

58

59

DⅡ区出土遺物観察表

煤

灰釉

0 1:3 10cm

図版番号 遺構名
種別　　　　

器種

法量 (㎝ )
重量 (g) 材質 作成技法等の特徴

残存

（％）
備考

長さ 幅 厚さ

第 83 図 53 

PL34-53
SD09

石器　　　　　　　　　　

打製石斧 
15.5 6.5 2.6 (245.7) 頁岩　　　　　　　　　　　　　　　

撥形。礫皮を持つ剥片を素材とし、周縁に両面加工が施

される。刃部に微細剥離痕や摩耗痕が認められる。なお、

磨製石斧（蛤刃）のような刃部角度を持つ。

98

法量（㎝） 成形・整形技法等の特徴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（器形・文様の特徴）
①焼成　②色調　③胎土　　　　　　　

口径 底径 器高

第 83 図 54 

PL34-54
SD13

須恵器　　　　　　

高台付埦
─ 【6.5】 (3.7)

ロクロ成形 

外：ロクロナデ、底面回転糸切後に高台貼付 

内：ロクロナデ

①焼締りやや弱い 

② 10YR3/1 

③鉄分粒、泥岩、石英

30

第 83 図 55 

PL34-55
SK02

土師器　　　

甕
【23.4】 ─ (10.9)

コの字状口縁 

外：口縁部ヨコナデ、輪積み痕、頸部指頭押圧後にヨコナ

デ、肩部ヨコのヘラケズリ 

内：口～頸部ヨコナデ、肩～胴部ヨコのヘラナデ

①良好 

② 5YR6/8 

③絹雲母、チャート、鉄分 

粒

20

第 83 図 56 

PL34-56
SK03

土師器　　　

甕
【24.0】 ─ (7.7)

口縁部は強く外反する 

外：口縁部ヨコナデ、胴部タテのヘラケズリ 

内：口縁部ヨコナデ、胴部ヨコのヘラナデ

①良好 

② 5YR6/6 

③チャート、絹雲母、角閃 

石

10

第 84 図 57 

PL34-57
遺構外

土師器　　　

甕
21.7 ─ (26.4)

口縁部は強く外反する 

外：口縁部指頭押圧後にヨコナデ、輪積み痕、肩部ヨコの

ヘラケズリ、胴部タテのヘラケズリ 

内：口縁部ヨコナデ、肩～胴部ヘラナデ

①良好 

② 5YR6/4 

③チャート、石英、鉄分粒

40 外面に煤の付着

第 84 図 58 

PL34-58
遺構外

土師器　　　　

坏
13.7 ─ 4.5

外：口縁部ヨコナデ、輪積み痕、体部ヘラケズリ 

内：口縁部ヨコナデ、体部指頭押圧後にナデ

①良好 

② 5YR6/6 

③チャート、泥岩、角閃石

100

第 84 図 59 

PL34-59
遺構外

陶器 

茶碗
─ 4.7 (2.7)

ロクロ成形、削り出し高台、高台内を除き淡色の鉄釉を施

釉

①良好 

② 5YR5/4 

③緻密

20

1

1

2

1

SP02(SPA-A’)

1　暗褐色土 (7.5YR3/4)　粘性やや強い。しまりあり。φ2㎜軽石含む。ロー

   ムブロック (小 )多量。

SP03(SPA-A’)

1　黒色土（7.5YR2/1)  粘性やや弱い。しまりあり。白色粒多量。ロームブロッ

   ク ( 小 ) 少量。φ2～ 3㎜軽石含む。

2　黒褐色土（7.5YR2/2)  粘性やや弱い。しまりなし。ロームブロック (小 )多

   量。砂質土微量。

SP04(SPA-A’)

1　黒褐色土 (7.5YR2/2）　粘性やや強い。しまりあり。φ0.5 ～ 1 ㎜軽石混じ

   る。黄褐色粒少量。

0 1:3 10cm

（平面図・断面図）

0 1:40 2m

SP02 SP03

SP04

SD11

A A’ A A’

L=75.80m

L=75.80m

A A’

L=75.80m

A A’

A A’

A A’

53

54

55

56

名称 面 形状 主軸方位
規模 (m）

時期 備考・出土遺物
長軸 短軸 深さ

SK01 欠番

SK02 2 円形 0.46 0.38 0.37 ９世紀 土師器甕

SK03 2 不整形 N- 18° -W 0.31 0.30 0.19 ８世紀 土師器甕

SK04 2 円形 0.59 0.59 0.36 SD06 を切る。土師器

SK05 2 不整形 N- 85° -E 0.84 0.31 0.28

SK06 2 円形 1.01 0.91 0.09

SK07 2 楕円形 N-78° -E 0.90 0.71 0.26 SD21 を切る。

SK08 2 円形 0.60 0.58 0.62 SD21・23 を切る。

SP01 2 円形 0.34 0.33 0.14

SP02 2 円形 0.30 0.30 0.13

SP03 2 円形 0.38 0.36 0.27

SP04 2 円形 0.36 0.33 0.16
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E 区Ⅰ

第 11 節　E区Ⅰ

（１）調査区の概要
　E 区Ⅰは、区画道路１号線工事に伴い発掘調
査を行った。調査区全体に昭和期の土地改良
工事による削平がおよんでおり、As-B 一次堆
積層ほぼ残存していなかった。よって As-B 堆
積層下面まで削平されている場合には、土地
改良工事土下の黒褐色粘質土面を遺構検出面
とした。
本調査区では古墳時代～近現代までの遺構

および遺物を検出した。遺構の内訳は、溝５条、
As-B 下水田、自然流路１条、土坑 23 基である。

（２）溝
本調査区では、５条の溝を検出した。溝は

近代～現代のものが１条（SD01）、As-B を埋土
に持つものが３条（SD02 ～ 04）、時期不明の
ものが１条（SD05）である。

（３）As-B 下水田
　本調査区南西隅と南東隅に As-B 下畦・段と

水田区画を検出した。本調査区の水田区画は
南から北・西から東へ水田面を下げているも
のと考えられる。南西隅水田面の標高は畦を
挟んで、西側で 79.12m、東側で 79m 程度とな
っている。例外として南東隅の段は北から南
へ落ちており、水田と接続する台地際の溝の
可能性もある。
　南側台地寄りの高い水田区画と南西隅水田
区画以東の水田区画は土地改良工事により削
平されているようで、E 区Ⅰ全体として水田区
画の残りは悪かった。

（４）土坑
　本調査区では、23 基の土坑を検出した。
　土坑の大半は As-A や As-B を埋土に含み、
各テフラ降下以降に掘削されたものと考えら
れるが、性格を特定することはできなかった。

（５）自然流路
本調査区では、１条の自然流路を検出した。

自然流路は埋土上面で As-B、埋土中位層で
Hr-FP の堆積が確認できる。

第 85 図　E区Ⅰ　基本土層

基本土層
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L=79.00m

基本土層

 1　褐灰色土（10YR4/1)　粘性なし。しまりなし。As-A テフラ含む。現水田耕作土。

 2　にぶい黄褐色土（10YR4/3)  粘性なし。しまりなし。As-A テフラ含む。鉄分凝集進む。

 3　褐色土（10YR4/4)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ多量。鉄分凝集が若干進む。

 4　にぶい黄褐色土（10YR5/3)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ純粋堆積層。

 5　暗褐色土（10YR3/3)　粘性あり。しまりあり。Hr-FP と考えられるパミスを少量。場所により鉄分凝集進む。

 6　灰黄褐色土（10YR4/2）　粘性あり。しまりあり。Hr-FP と考えられるφ0.3 ～ 1 ㎝の軽石を含む。部分的にφ1～ 3mm の砂粒を含む。

 7　黒褐色土（10YR3/2)　粘性あり。しまりあり。微細な粒子。若干凝集進む。

 8　黒褐色土（10YR2/2）　粘性あり。しまりあり。微細な粒子。泥炭質。確認地点により厚さが異なる。

 9　暗褐色土（10YR3/4)　粘性なし。しまりなし。φ1～ 2mm の砂礫。洪水堆積と考えられる。

10　灰黄褐色土（10YR6/2)　還元され灰黄褐化した基盤層。　　　
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E 区Ⅰ

基本土層

1
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L=79.00m

基本土層

 1　褐灰色土（10YR4/1)　粘性なし。しまりなし。As-A テフラ含む。現水田耕作土。

 2　にぶい黄褐色土（10YR4/3)  粘性なし。しまりなし。As-A テフラ含む。鉄分凝集進む。

 3　褐色土（10YR4/4)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ多量。鉄分凝集が若干進む。

 4　にぶい黄褐色土（10YR5/3)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ純粋堆積層。

 5　暗褐色土（10YR3/3)　粘性あり。しまりあり。Hr-FP と考えられるパミスを少量。場所により鉄分凝集進む。

 6　灰黄褐色土（10YR4/2）　粘性あり。しまりあり。Hr-FP と考えられるφ0.3 ～ 1 ㎝の軽石を含む。部分的にφ1～ 3mm の砂粒を含む。

 7　黒褐色土（10YR3/2)　粘性あり。しまりあり。微細な粒子。若干凝集進む。

 8　黒褐色土（10YR2/2）　粘性あり。しまりあり。微細な粒子。泥炭質。確認地点により厚さが異なる。

 9　暗褐色土（10YR3/4)　粘性なし。しまりなし。φ1～ 2mm の砂礫。洪水堆積と考えられる。

10　灰黄褐色土（10YR6/2)　還元され灰黄褐化した基盤層。　　　

0 1:40 2m

第 86 図　E区Ⅰ　遺構全体図
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E 区Ⅰ

第 87 図　E区Ⅰ　SD01 ～ 05、SK01・02　遺構図
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SK02

SD01(SPA-A’）

1　灰黄褐色土（10YR4/2)　粘性なし。しまりなし。上位にはプラゴミ、下位にはφ2

　 ～ 5㎝の小礫多量。土地改良直前の区画溝。

2　褐灰色土（10YR4/1)　粘性なし。しまりなし。微細な砂粒。若干鉄分凝集進む。

3　褐灰色土（10YR4/1)　粘性なし。しまりなし。微細な砂粒。若干鉄分凝集が進む。　

4　にぶい黄褐色土（10YR4/3）　粘性なし。しまりなし。φ2cm ～ 10cm の礫を多量に含

   み、酸化鉄分凝集が進む。

5　にぶい黄褐色土（10YR5/2)　粘性なし。しまりなし。φ3～ 5㎝の小礫多量。酸化

   鉄分凝集が著しい。

6　暗褐色土（10YR3/4)　粘性なし。しまりなし。φ1㎝以下の礫を含む。水流の多さ

   を看取できる。

SD03(SPA-A’）

1　褐灰色土（10YR4/1）　粘性なし。しま

   りなし。As-B テフラ多量。還元ぎみ。

SD04(SPA-A’）

1　褐灰色土（10YR4/1)　粘性なし。しまり    

   なし。As-B テフラ多量。若干酸化鉄分凝

　 集あり。

SK01(SPA-A’）

1　灰黄褐色土（10YR4/2)　粘性なし。しまりな

   し。As-B テフラ少量。酸化鉄分凝集進む。

SK02(SPA-A’,B-B’共通）

 1　褐色土（7.5YR4/6)　粘性なし。しまりあり。As-A テフラ含む。現耕作土直下で酸化鉄分凝集が進む。

 2  近代の掘り込み。　　    

 3　褐色土（10YR4/6)　粘性なし。しまりあり。As-A テフラ含む。酸化鉄分凝集がわずかに進む。

 4　暗赤褐色土（7.5YR3/4)　As-B テフラ多量。堆積は悪くもろい。

 5  暗褐色土（10YR3/4)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ多量。

 6  灰黄褐色土（10YR4/2)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ多量。

 7  暗褐色土（10YR3/4)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ及び As-B テフラ下暗褐色土の混合土。

 8  褐色土（7.5YR4/4）　As-B テフラ少量、酸化鉄分凝集が顕著。

 9  にぶい黄褐色土（10YR3/3)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ及び As-B テフラ下暗褐色の割合が

    多く、酸化鉄分凝集が若干進む。

10  灰黄褐色土（10YR4/2）　粘性なし。しまりあり。As-B テフラ及び As-B テフラ下暗褐色土の混合土。

11　As-B テフラ一次堆積層。

SD02(SPA-A’）

1　褐色土（7.5YR4/6)　粘性なし。しまりな

   し。As-B テフラ多量。酸化鉄分凝集進む。

（平面図・断面図）
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E 区Ⅰ

第 88 図　E区Ⅰ　SK03 ～ 06　遺構図
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1

SK03

SK04

SK03(SPA-A’）

1  褐灰色土（10YR4/1）  粘性なし。しまりなし。As-B テフラ多量。上位は酸化鉄分凝集が進む。

2　灰黄褐色土（10YR4/2）　粘性なし。しまりあり。As-B テフラび As-B テフラ下暗褐色土の混合土。

3　にぶい黄褐色土（10YR4/3)　2 層と同様で、全体的に酸化鉄分の凝集進む。

4　暗褐色土（10YR3/4)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ多量。わずかに酸化鉄分凝集が見られる。

SK05・SK06(SPB-B’）

 1　灰黄褐色土（10YR4/2)　粘性なし。しまりなし。As-A テフラ多量。

 2　褐灰色土（10YR4/1)　粘性なし。しまりなし。As-A テフラ少量。

 3　暗褐色土（10YR3/4)　粘性なし。しまりなし。φ1～ 2mm 砂粒含み、若干酸化鉄分の凝集が見られる。

 4　暗褐色土（10YR3/3)　粘性なし。しまりなし。φ1～ 2mm 砂粒多量。

 5　暗褐色土（10YR3/3)　粘性あり。しまりあり。Hr-FP と考えられる軽石含む。

 6　灰黄褐色土（10YR5/2)　粘性なし。しまりなし。φ1～ 2mm の砂粒よりなる。洪水による堆積と考えられる。

 7　暗褐色土（10YR3/3)　粘性なし。しまりなし。φ2～ 3mm の砂粒よりなる。

 8　灰黄褐色土」（10YR4/2)　粘性なし。しまりなし。As-A テフラ含む。

 9　にぶい黄褐色土（10YR4/3)　粘性なし。しまりなし。φ1～ 2mm の砂粒及び 2～ 5㎝の褐色土ブロック含む。

10　暗褐色土（10YR3/4)　粘性なし。しまりなし。φ1～ 2mm の砂粒多量。少量の粘土ブロック含む。

SK05

SK06

SK04(SPA-A’）

1　灰黄褐色土（10YR4/2)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ多量。φ5～ 10mm の軽石を含む。

   1 ～ 2 ㎝の黒色ブロック少量。

2　灰黄褐色土（10YR4/2)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ多量。灰色の砂質土を層状に含

　 み、灰色粘質土ブロック（1～ 3㎝）含む。下層は酸化鉄分凝集多量。

（平面図・断面図）
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SK02

SD01(SPA-A’）

1　灰黄褐色土（10YR4/2)　粘性なし。しまりなし。上位にはプラゴミ、下位にはφ2

　 ～ 5㎝の小礫多量。土地改良直前の区画溝。

2　褐灰色土（10YR4/1)　粘性なし。しまりなし。微細な砂粒。若干鉄分凝集進む。

3　褐灰色土（10YR4/1)　粘性なし。しまりなし。微細な砂粒。若干鉄分凝集が進む。　

4　にぶい黄褐色土（10YR4/3）　粘性なし。しまりなし。φ2cm ～ 10cm の礫を多量に含

   み、酸化鉄分凝集が進む。

5　にぶい黄褐色土（10YR5/2)　粘性なし。しまりなし。φ3～ 5㎝の小礫多量。酸化

   鉄分凝集が著しい。

6　暗褐色土（10YR3/4)　粘性なし。しまりなし。φ1㎝以下の礫を含む。水流の多さ

   を看取できる。

SD03(SPA-A’）

1　褐灰色土（10YR4/1）　粘性なし。しま

   りなし。As-B テフラ多量。還元ぎみ。

SD04(SPA-A’）

1　褐灰色土（10YR4/1)　粘性なし。しまり    

   なし。As-B テフラ多量。若干酸化鉄分凝

　 集あり。

SK01(SPA-A’）

1　灰黄褐色土（10YR4/2)　粘性なし。しまりな

   し。As-B テフラ少量。酸化鉄分凝集進む。

SK02(SPA-A’,B-B’共通）

 1　褐色土（7.5YR4/6)　粘性なし。しまりあり。As-A テフラ含む。現耕作土直下で酸化鉄分凝集が進む。

 2  近代の掘り込み。　　    

 3　褐色土（10YR4/6)　粘性なし。しまりあり。As-A テフラ含む。酸化鉄分凝集がわずかに進む。

 4　暗赤褐色土（7.5YR3/4)　As-B テフラ多量。堆積は悪くもろい。

 5  暗褐色土（10YR3/4)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ多量。

 6  灰黄褐色土（10YR4/2)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ多量。

 7  暗褐色土（10YR3/4)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ及び As-B テフラ下暗褐色土の混合土。

 8  褐色土（7.5YR4/4）　As-B テフラ少量、酸化鉄分凝集が顕著。

 9  にぶい黄褐色土（10YR3/3)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ及び As-B テフラ下暗褐色の割合が

    多く、酸化鉄分凝集が若干進む。

10  灰黄褐色土（10YR4/2）　粘性なし。しまりあり。As-B テフラ及び As-B テフラ下暗褐色土の混合土。

11　As-B テフラ一次堆積層。

SD02(SPA-A’）

1　褐色土（7.5YR4/6)　粘性なし。しまりな

   し。As-B テフラ多量。酸化鉄分凝集進む。

（平面図・断面図）
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E 区Ⅰ

第 89 図　E区Ⅰ　SK07 ～ 09・19・20　遺構図
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SK07(SPA-A’）

1　褐灰色土（10YR4/1)　粘性なし。しまりなし。As-A テフラ含む。現水田耕作土。

2　にぶい黄褐色土（10YR4/3)　粘性なし。しまりなし。As-A テフラ含む。酸化鉄

   分凝集進む。

3  にぶい黄褐色土（10YR4/3）　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ及び暗褐色粘

　 質土ブロックの混合土。

4  にぶい黄褐色土（10YR5/3)　粘性なし。しまりなし。上層と同様だが、As-B テ

   フラの含有は少ない。

5  暗褐色土（10YR3/4）　粘性なし。しまりなし。φ1～ 2mm の砂粒含む。

6　褐色土（10YR4/4)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ多量。酸化鉄分凝集が

   若干進む。 SK08(SPA-A’）

1　灰黄褐色土（10YR4/2)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ多量。

2　灰黄褐色土（10YR5/2)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラと 3～ 5㎝

   の暗褐色粘質土ブロックの混合土。

3　にぶい黄褐色土（10YR4/3）　粘性なし。しまりなし。2層同様の混合土。

　 若干酸化鉄分凝集が進む。

SK09(SPA-A’）

1　灰黄褐色土（10YR4/2)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ多量。

2　灰黄褐色土（10YR5/2)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラと 3～ 5㎝の暗

   褐色粘質土の混合土。

3　褐灰色土（10YR4/1）　粘性なし。しまりなし。φ1～ 2mm の粗砂粒多量。

（平面図・断面図）
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E 区Ⅰ

L=79.10m
SK16 SK13

1

2
3

1

2
3

L=79.10m

1

2

SK13,16

L=79.10m

1 2

SK14

SK15

SK13・16(SPA-A’）

1　灰褐色土（10YR4/2)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ多量。酸化鉄分  

　 凝集が進む。

2　にぶい黄褐色土（10YR4/3）　粘性なし。しまりなし。As-B テフラと 2～

   5 ㎝の暗褐色粘質土ブロックの混合土。

3　暗褐色土（10YR3/4)  粘性なし。しまりなし。2層同様だが、暗褐色粘

   質土の比率が高い。

SK14(SPA-A’）

1　灰褐色土（10YR4/2)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ多量。酸化鉄分を多く含む灰

　 色粘質土のブロック（1～ 5㎝）と黒色粘質土ブロック（1～ 5㎝）中量。

2  灰褐色土（10YR4/2)　粘性なし。しまりなし。1層に似るが灰色粘質土のブロック多量。　

SK15(SPA-A’）

1　灰黄褐色土（10YR4/2）　粘性なし。しまりなし。As-A テフラ（φ5mm）As-B テフラ多量。

　 酸化鉄分多量。灰色粘質土ブロック中量、黒色粘質土ブロック多量。

2　褐灰色土（10YR4/1）　粘性強い。酸化鉄分多量。As-B テフラやや多量。黒色土ブロック

　 少量。

　　　　　　　　　　　   

（平面図・断面図）
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E 区Ⅰ

第 92 図　E区Ⅰ　SK17・18・21 ～ 23　遺構図

L=79.10m
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1

SK17

SK18

L=79.10m

1

2

3

4

SK21

SK17(SPA-A’）

1　灰褐色土（10YR4/2)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ多量。酸化鉄分凝集が

   進む。

2　にぶい黄褐色土（10YR4/3）　粘性なし。しまりなし。As-B テフラと 2～ 5㎝の暗

　 褐色粘質土ブロックの混合土。

3  にぶい黄褐色土（10YR4/3）　粘性なし。しまりなし。φ2～ 3mm の砂粒多量。中位

   は酸化鉄分凝集が顕著。

SK18(SPA-A’）

1　灰黄褐色土（10YR4/2)　粘性なし。しまりなし。As-A テフラ (φ5mm）、As-B テフラ多量。

   黒色土ブロック、灰色粘質土ブロック、砂質土を含む。

2　灰黄褐色土（10YR4/2)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ多量、灰色粘質土ブロック、

   黒色土ブロックを 1層より多量。

SK21(SPA-A’）

1　灰黄褐色土（10YR4/2)　粘性なし。しまりなし。As-A テフラ中量、As-B テフラ多量。

2　灰黄褐色土（10YR4/2)　粘性なし。しまりなし。As-A テフラ多量、黒色粘質土ブロック

   （1 ～ 3 ㎝）中量。

3　にぶい黄褐色土（10YR4/3)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラと酸化鉄分多量。灰色

   粘質土ブロック多量。

4　褐灰色土（10YR4/1)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ多量、灰色粘質土と砂質土中

   量。

SK22(SPA-A’）　

1　灰黄褐色土（10YR4/2）　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ含む。

2　にぶい黄褐色土（10YR4/3）　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ及び

   3 ～ 5 ㎝の暗褐色土ブロック多量。

3　にぶい黄褐色土（10YR4/3）　粘性なし。しまりなし。2層同様だが暗褐

   色土少量。

SK23(SPA-A’）

1　褐灰色土（10YR4/1）　粘性なし。しまりなし。

   As-B テフラ多量。

（平面図・断面図）
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E 区Ⅰ

第 93 図　E区Ⅰ　畦 01、段 01・02　遺構図

第 94 図　E区Ⅰ　遺物図

第 24 表　E区Ⅰ　遺物観察表

図版番号 遺構名
種別　　　　

器種

法量 (㎝ )
重量 (g) 材質 作成技法等の特徴

残存

（％）
備考

長さ 幅 厚さ

第 94 図 60 

PL34-60
遺構外

石器　　　　

石鏃
(2.03) (1.22) 0.34 (0.57) チャート 凹基無茎鏃 95

先端部・左脚部

欠損

L=79.20m

L=79.20m L=79.20m

L=79.40m

1
2

3
4

5

6

畦 01

37

8

1

2

3

4

段 01

段 01

段 02

畦 01

段 01

段 01

段 02

段 01(SPA-A’)

1　暗褐色土（10YR3/3)　粘性あり。しまりあり。Hr-FP と考えられるパミスを少量含む。場所により鉄分凝集進む。

2　灰黄褐色土（10YR4/2）　粘性あり。しまりあり。Hr-FP と考えられるφ3～ 10 ㎜の軽石を含む。部分的にφ1～ 3mm の砂粒を含む。

3  にぶい黄褐色土（10YR4/3)　粘性なし。しまりなし。φ2～ 3㎜の砂粒を含む。洪水性の堆積。

4  灰黄褐色土（10YR4/2）　粘性なし。しまりなし。1層と同様の砂粒を全般的に含む。

5  暗褐色土（10YR3/3)　粘性あり。しまりあり。φ5～ 10 ㎜の白色パミス少量。

6  褐色土（10YR4/4)　粘性なし。しまりなし。φ1～ 2mm の砂粒を主体とする。洪水性の堆積。

7  黒褐色土（10YR2/2）　粘性あり。しまりあり。極めて細かい粒子。泥炭質。

8  暗褐色土（10YR3/4）　粘性あり。しまりあり。5層同様だが、やや明るく粘性少ない。　

段 02(SPA-A’） 

1　褐灰色土（10YR4/1)　粘性なし。しまりなし。As-A テフラ

　 含む。現水田耕作土。

2　にぶい黄褐色土（10YR4/3)　粘性なし。しまりなし。As-A

   テフラ含む。酸化鉄分凝集進む。

3　褐色土（10YR4/4)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ多

   量。酸化鉄分凝集が若干進む。

4　As-B テフラ一次堆積層。

（平面図・断面図）
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段 01(SPA-A’)

1　暗褐色土（10YR3/3)　粘性あり。しまりあり。Hr-FP と考えられるパミスを少量含む。場所により鉄分凝集進む。

2　灰黄褐色土（10YR4/2）　粘性あり。しまりあり。Hr-FP と考えられるφ3～ 10 ㎜の軽石を含む。部分的にφ1～ 3mm の砂粒を含む。

3  にぶい黄褐色土（10YR4/3)　粘性なし。しまりなし。φ2～ 3㎜の砂粒を含む。洪水性の堆積。

4  灰黄褐色土（10YR4/2）　粘性なし。しまりなし。1層と同様の砂粒を全般的に含む。

5  暗褐色土（10YR3/3)　粘性あり。しまりあり。φ5～ 10 ㎜の白色パミス少量。

6  褐色土（10YR4/4)　粘性なし。しまりなし。φ1～ 2mm の砂粒を主体とする。洪水性の堆積。

7  黒褐色土（10YR2/2）　粘性あり。しまりあり。極めて細かい粒子。泥炭質。

8  暗褐色土（10YR3/4）　粘性あり。しまりあり。5層同様だが、やや明るく粘性少ない。　

段 02(SPA-A’） 

1　褐灰色土（10YR4/1)　粘性なし。しまりなし。As-A テフラ

　 含む。現水田耕作土。

2　にぶい黄褐色土（10YR4/3)　粘性なし。しまりなし。As-A

   テフラ含む。酸化鉄分凝集進む。

3　褐色土（10YR4/4)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ多

   量。酸化鉄分凝集が若干進む。

4　As-B テフラ一次堆積層。

（平面図・断面図）
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E 区Ⅰ

第 12 節　E区Ⅱ

（１）調査区の概要
　E 区Ⅱは用水路切り回し工事に伴い設定し
た。調査区は５つのトレンチに分割されてい
るため、E区Ⅱ‐１～６までの枝番を付した。
調査区全体に昭和期の土地改良工事による

削平がおよんでおり、As-B 一次堆積層の残存
状況は良くなかった。よって As-B 堆積層下面
と、As-B が削平されている場合には土地改良
工事盛土下の黒褐色粘質土面を遺構検出面と
した。
E 区Ⅱ - １は、若干の窪みであった SD01 部

分の As-B 下水田耕作土を除去した下に溝を検
出し、第２面として調査を実施した。
本調査区では古墳時代～近世までの遺構お

よび遺物を検出した。遺構の内訳は、溝 18 条、
土坑 13 基、ピット７基、性格不明遺構２基で
ある。

（２）溝
本調査区では、溝 18 条を検出した。
SD01 は E 区Ⅱ‐１第２面で検出した。幅 4.5

～ 4.1m で東流する溝である。底面を約 78.50m
から約 78.10m へ東に向かって下げる。SD01 は
As-B 一次堆積層によって埋没しており、As-B
の下層には流れ込んだと思われる Hr-FP 混土
が堆積する。
SD01 からは須恵器坏 12 点、須恵器高台付埦

7 点出土しており古代の遺物の出土が顕著であ

り、溝の存続時期の主体も古代と推定できる。
また少数ながら古墳時代前期の土師器や石器
の出土もある。こうした遺物は SD01 の南に展
開する台地上からの流れ込んだものと推測で
き、周辺遺跡の状況を少なからず反映してい
ると考えられる。

（３）土坑
　本調査区では、13 基の土坑を検出した。
　土坑は近世～現代の土坑を 1 基、As-A を埋
土に含む土坑を３基、As-B を埋土に含む土坑
を 4基、時期不明の土坑４基を検出した。

（４）ピット
　本調査区では、７基のピットを検出したが、
性格を特定できるピットは検出できなかった。

（５）性格不明遺構
　本調査区では、性格不明遺構２基を検出し
た。どちらも E区Ⅱ -1 で検出した。
　SX01 は埋土に Hr-FP と As-C を含む遺構であ
る。テフラの堆積と、SX01 を切る SD01 遺物か
ら方形周溝墓や古墳の可能性がある。
　SX02 は SX01 と似た土層の堆積状況で、As-C
を埋土に含む。SD01 に切られる点も同一で、
方形周溝墓や古墳の可能性がある。

第 25 表　E区Ⅰ　遺構観察表

名称 形状 主軸方位
規模 (m）

時期 備考・出土遺物
長軸 短軸 深さ

SD01 N- 80° -E 6.08 2.34 0.43 近現代 土師器、灰釉陶器皿、近現代陶器、桟瓦

SD02 N- 64° -W 18.76 0.34 0.10 As-B 降下後

SD03 N- 54° -W 4.72 0.92 0.20 As-B 降下後 土師器 S字口縁台付甕

SD04 N- 65° -W 7.84 0.34 0.06 As-B 降下後

SD05 N- 69° -W 5.88 0.22 0.06

SK01 円形 0.76 0.72 0.14 As-B 降下後

SK02 長方形 N- 0° 5.00 2.12 0.44 As-B 降下後 SD03 を切る。土師器壺・S字口縁台付甕

SK03 長方形 N- 66° -W 3.30 1.38 0.53 As-B 降下後 土師器 S字口縁台付甕

SK04 長方形 N- 35° -E 2.54 1.80 0.26 As-B 降下後 土師器、須恵器坏

SK05 不整形 N- 7° -W 3.26 1.68 0.41 As-A 降下後 土師器 S字口縁台付甕

SK06 不整形 N- 76° -W 3.26 1.68 0.41 As-A 降下後 SK05 と同位置

SK07 円形 0.84 0.40 0.34 As-B 降下後

SK08 長方形 N- 22° -E 2.34 1.26 0.34 As-B 降下後 土師器、須恵器

SK09 長方形 N- 75° -W 2.18 1.30 0.29 As-B 降下後 土師器、須恵器

SK10 長方形 N- 25° -E 4.72 2.34 0.53 As-B 降下後 SD04、SK11・20 を切る。土師器器台、須恵器

SK11 不整形 N- 31° -E 2.16 2.00 0.27 As-B 降下後 土師器

SK12 長方形 N- 21° -E 2.62 1.64 0.14 As-B 降下後

SK13 長方形 N- 21° -E 1.80 1.00 0.29 As-B 降下後

SK14 不整形 N- 23° -E 5.10 3.04 0.33 As-A 降下後 SD02、SK15 を切る。土師器、須恵器

SK15 不整形 N- 22° -W 2.40 0.90 0.31 As-A 降下後 土師器

SK16 長方形 N- 25° -E 1.86 1.04 0.27 As-B 降下後 土師器

SK17 長方形 N- 21° -E 2.86 1.62 0.31 As-B 降下後 SD02 を切る。

SK18 長方形 N- 68° -W 2.54 0.88 0.54 As-A 降下後 SD05 を切る。

SK19 不整形 N- 75° -W 1.42 1.00 0.17 As-B 降下後か

SK20 長方形 N- 75° -W 1.00 0.92 0.22 As-B 降下後か

SK21 長方形 N- 67° -W 1.64 0.88 0.63 As-A 降下後

SK22 長方形 N- 22° -E 1.90 0.90 0.46 As-B 降下後 須恵器

SK23 不整形 N- 73° -W 1.38 0.91 0.12 As-B 降下後 須恵器

NR01 N- 24° -W 8.84 5.32 1.04 Hr-FP 降下後 土師器 S字口縁台付甕
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E 区Ⅱ

第 97 図　E区Ⅱ　遺構全体図 (2)
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第 98 図　E区Ⅱ -1 第２面　SD01・02・16　遺構図
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SP03
SP04

SX01

SX02

SP05

SP06

SP07

SD01

SD02

SD02

SD16

SD01(SPB-B’)

 1　暗褐色土（10YR3/3)　粘性あり。しまりあり。Hr-FP と考えられるパミス少量。場所により鉄分凝集進む。

 2　灰黄褐色土（10YR4/2）  粘性あり。しまりあり。Hr-FP と考えられる 0.3 ～ 1 ㎝の軽石を含む。部分的に 1～ 3mm の砂粒を含む。

 3  灰黄褐色土（10YR4/2)  粘性なし。しまりなし。0.5 ～ 1 ㎝の Hr-FP 粒、地山粒を含む。

 4  にぶい黄褐色土 (10YR4/3)　粘性あり。しまりあり。0.5 ～ 2 ㎝大の Hr-FP と考えられる軽石粒又、1～ 2㎝の地山粒含む。　    　　

 5  褐灰色土（10YR4/1）　粘性ややあり。しまりややあり。少量の炭化粒を含む。部分的に流水性の砂粒を含む。

 6  灰黄褐色土（10Y5/2)　粘性なし。しまりなし。上位は流水性の砂粒が主体。下位は 3～ 5㎝の小礫を多量。

 7  暗褐色土（10YR3/4）　粘性ややあり。しまりあり。0.5 ～ 1 ㎝の地山粒を含む。

 8  灰黄褐色土（10YR4/3）  粘性ややあり。しまりあり。0.5 ～ 1 ㎝の地山粒及び 0.3 ～ 0.5 ㎝の乳白色パミスを含む。

 9  暗褐色土（10YR3/4)　粘性ややあり。しまりあり。0.5 ㎝の地山粒を少量。

10  灰黄褐色土（10YR4/3）　粘性なし。しまりなし。0.5 ～ 1mm の微細な砂粒多量。最下位には、1～ 2㎝の小礫を多量。　

　　　

SD01(SPA-A’)

1　にぶい黄褐色土（10YR5/3)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ一次堆積層。

2　暗褐色土（10YR3/3)　粘性あり。しまりあり。Hr-FP と考えられるパミスを少量。場所により鉄分凝集進む。

3  にぶい黄褐色土 (10YR4/3)　粘性あり。しまりあり。0.5 ～ 2 ㎝の Hr-FP と考えられる軽石粒、又 1～ 2㎝の地山粒含む。

4　黒褐色土（10YR2/3）  粘性あり。しまりあり。致密な粒子よりなり、粘性強くしまる。若干鉄分凝集あり。少量の上記軽石含む。

5  褐灰色土（10YR4/1）　粘性ややあり。しまりややあり。少量の炭化粒を含む。部分的に流水性の砂粒を含む。

6  灰黄褐色土（10YR5/2)　粘性なし。しまりなし。上位は流水性の砂粒が主体。下位は 3～ 5㎝の小礫を多量。　　　　　

7  にぶい黄褐色土（10YR4/3）　粘性あり。しまりあり。0.5 ～ 1 ㎝の地山粒を含む。

SD01(SPC-C’)

 1  暗褐色土（10YR3/3)　粘性あり。しまりあり。Hr-FP と考えられるパミス少量。場所により鉄分凝集進む。

 2  灰黄褐色土（10YR4/2)　粘性なし。しまりなし。1～ 2㎜砂粒を含む鉄分凝集進む。

 3  暗褐色土（10YR3/3)　粘性あり。しまりあり。致密な粒子よりなる。部分的に 1～ 2mm の砂粒を含み、鉄分の凝集も見られる。Hr-FP と考えられる軽石粒を少量。

 4　灰黄褐色土（10YR4/2）　粘性なし。しまりなし。1～ 2㎝の地山粒を含む。マウンド上からの流れ込みによる。

 5  灰黄褐色土（10YR4/2)　粘性あり。しまりあり。致密な粒子よりなる。鉄分凝集が進む。Hr-FP と考えられる軽石粒を含む。

 6  灰黄褐色土（10YR5/2）　粘性なし。しまりなし。1～ 2㎝の砂粒よりなる。水性堆積でゆるくもろい。若干鉄分凝集みられる。

 7　褐灰色土（10YR4/1)　粘性なし。しまりなし。1～ 3㎝の砂礫よりなる。

SD02(SPA-A’）

1　にぶい黄褐色土（10YR4/3）　粘性なし。しまりなし。1～ 3mm の砂粒よりなる。

2　暗褐色土（10YR3/4）　粘性なし。しまりなし。微細な砂粒よりなる。

3　褐色土（10YR4/4）　粘性なし。しまりなし。1～ 3mm の砂粒よりなる。鉄分凝集進む。

4　暗褐色土（10YR3/4）　粘性なし。しまりなし。0.3 ～ 2mm の砂粒よりなる。

5　にぶい黄褐色土（10YR4/3）　粘性なし。しまりなし。1～ 5mm の砂粒よりなる。

6　褐色土（10YR4/4）　粘性なし。しまりなし。1～ 3mm の砂粒よりなる。

SD16（SPA-A′）

1　灰黄褐色土（10YR5/2）　粘性なし。しまりなし。3～ 5mm の乳白色パミス（As-C テフラか）含む。

2　灰黄褐色土（10YR4/2）　粘性なし。しまりなし。1層に似るが、下層に砂質土やや多量。

3　黒褐色土（10YR3/2）　粘性なし。しまりややあり。黒色土を主体とし（As-C テフラか）軽石粒少量、砂質土少量。

4　黒褐色土（10YR3/2）　粘性なし。しまりややあり。3層と同様に黒色土を主体とするが、砂質土を層状に含む。（部分的）

5　黒色土（10YR3/2)　粘性ややあり。しまりあり。黒色粘質土層（As-C テフラか）軽石粒微量。
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SD03(SPA-A’）

1　灰黄褐色土（10YR4/2）　粘性なし。しまりあり。微細な粒子よりなる。

2　灰黄褐色土（10YR5/2）　粘性なし。しまりなし。φ1～ 2mm の粒子よりなる。

3　にぶい黄褐色土（10YR4/3)　φ2～ 5mm の砂粒を主体とする。

SD06(SPA-A’)

1　灰黄褐色土（10YR4/2）　粘性なし。しまりなし。φ1～ 2mm の砂粒を主体に、φ0.5 ～ 2 ㎝の小礫を含む。酸

　 化鉄分凝集進む。

2　暗褐色土（10YR3/4）　粘性なし。しまりなし。φ1～ 2mm の砂粒を主体とする。

3　灰黄褐色土（10YR5/2）　粘性なし。しまりなし。φ1～ 2mm の砂粒を主体とする。一部酸化鉄分凝集進む。

4　灰黄褐色土（10YR4/2）　粘性なし。しまりなし。φ2～ 4mm の砂粒よりなる。部分的に 2～ 3㎝の小礫混入。

5　にぶい褐色土（10YR5/2)　粘性なし。しまりなし。地山粒多量。

SD07(SPA-A’）

1　表土。

2　土地改良土。

3  灰黄褐色土（10YR4/2）　粘性なし。しまりなし。As-A テフラ ,As-B テフラ混土。黒色土ブロック（1㎝）

   少量。

4　灰黄褐色土（10YR4/2）　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ軽石粒多量。地山黄色土ブロック（0.5 ～

　 1 ㎝）少量。

SD08(SPA-A’）

1　灰黄褐色土（10YR5/2)　粘性なし。しまりなし。φ1mm の砂粒よりなる。

2　褐色土（10YR4/4)  粘性なし。しまりあり。5mm の地山粒少量。

SD09(SPA-A’)

1　暗褐色土（10YR3/4)　粘性ややあり。しまりあり。5mm 程の地山粒を含む。

2　灰黄褐色土（10YR5/2)　粘性なし。しまりなし。φ0.5 ～ 1mm の砂粒よりなる。

3　灰黄褐色土（10YR4/2)　粘性なし。しまりあり。5mm 程の地山粒と暗褐色粘土ブロック含む。

SD10(SPA-A’）

1　暗褐色土（10YR3/4）　粘性ややあり。しまりあり。φ5～ 10 ㎜の Hr-FP とおもわれる粒子含む。

2　暗褐色土（10YR3/3）　粘性ややあり。しまりあり。1～ 2㎝の地山ブロック含む。

SD11(SPA-A’）

1  褐灰色土（10YR4/1)　粘性なし。しまりなし。As-A テフラ含む。現水田耕作土。

2　暗褐色土（10YR3/3）　粘性なし。しまりなし。2～ 10 ㎝の礫多量、砂質土多量。

　 As-A テフラ多量。

3　にぶい黄褐色土（10YR4/3）　粘性なし。しまりなし。灰色粘質土多量、酸化鉄分沈着砂

　 質土を多量。As-A テフラ含む。

4　4層と同様だが、酸化鉄分凝集進む。

5　にぶい黄褐色土（10YR4/3）　粘性なし。しまりなし。3層に似るが、As-A テフラ入

   らない。

6　灰黄褐色土（10YR4/2)　粘性ややあり。しまりややあり。As-A テフラ中量、灰色

   粘質土を斑状に含む。

7　暗褐色土（10YR3/3）　粘性なし。しまりなし。上層は酸化し、下層は黒褐色の砂質

   層で構成される。

SD12(SPA-A’）

1  褐灰色土（10YR4/1)　粘性なし。しまりなし。As-A テフラ含む。現水田耕作土。

2  As-B テフラ下黒色粘質土層。

3　灰黄褐色土（10YR4/2)　粘性ややあり。しまりややあり。灰色粘質土多量、酸化鉄分付着砂質土少量。地山黄色

　 土粒少量。

4　灰黄褐色土（10YR4/2)　粘性ややあり。しまりややあり。１層より地山黄色土粒を多量、黒色土（基盤層土）ブ

   ロック少量。
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E 区Ⅱ

第 99 図　E区Ⅱ　SD03・06 ～ 12　遺構図
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SD03(SPA-A’）

1　灰黄褐色土（10YR4/2）　粘性なし。しまりあり。微細な粒子よりなる。

2　灰黄褐色土（10YR5/2）　粘性なし。しまりなし。φ1～ 2mm の粒子よりなる。

3　にぶい黄褐色土（10YR4/3)　φ2～ 5mm の砂粒を主体とする。

SD06(SPA-A’)

1　灰黄褐色土（10YR4/2）　粘性なし。しまりなし。φ1～ 2mm の砂粒を主体に、φ0.5 ～ 2 ㎝の小礫を含む。酸

　 化鉄分凝集進む。

2　暗褐色土（10YR3/4）　粘性なし。しまりなし。φ1～ 2mm の砂粒を主体とする。

3　灰黄褐色土（10YR5/2）　粘性なし。しまりなし。φ1～ 2mm の砂粒を主体とする。一部酸化鉄分凝集進む。

4　灰黄褐色土（10YR4/2）　粘性なし。しまりなし。φ2～ 4mm の砂粒よりなる。部分的に 2～ 3㎝の小礫混入。

5　にぶい褐色土（10YR5/2)　粘性なし。しまりなし。地山粒多量。

SD07(SPA-A’）

1　表土。

2　土地改良土。

3  灰黄褐色土（10YR4/2）　粘性なし。しまりなし。As-A テフラ ,As-B テフラ混土。黒色土ブロック（1㎝）

   少量。

4　灰黄褐色土（10YR4/2）　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ軽石粒多量。地山黄色土ブロック（0.5 ～

　 1 ㎝）少量。

SD08(SPA-A’）

1　灰黄褐色土（10YR5/2)　粘性なし。しまりなし。φ1mm の砂粒よりなる。

2　褐色土（10YR4/4)  粘性なし。しまりあり。5mm の地山粒少量。

SD09(SPA-A’)

1　暗褐色土（10YR3/4)　粘性ややあり。しまりあり。5mm 程の地山粒を含む。

2　灰黄褐色土（10YR5/2)　粘性なし。しまりなし。φ0.5 ～ 1mm の砂粒よりなる。

3　灰黄褐色土（10YR4/2)　粘性なし。しまりあり。5mm 程の地山粒と暗褐色粘土ブロック含む。

SD10(SPA-A’）

1　暗褐色土（10YR3/4）　粘性ややあり。しまりあり。φ5～ 10 ㎜の Hr-FP とおもわれる粒子含む。

2　暗褐色土（10YR3/3）　粘性ややあり。しまりあり。1～ 2㎝の地山ブロック含む。

SD11(SPA-A’）

1  褐灰色土（10YR4/1)　粘性なし。しまりなし。As-A テフラ含む。現水田耕作土。

2　暗褐色土（10YR3/3）　粘性なし。しまりなし。2～ 10 ㎝の礫多量、砂質土多量。

　 As-A テフラ多量。

3　にぶい黄褐色土（10YR4/3）　粘性なし。しまりなし。灰色粘質土多量、酸化鉄分沈着砂

　 質土を多量。As-A テフラ含む。

4　4層と同様だが、酸化鉄分凝集進む。

5　にぶい黄褐色土（10YR4/3）　粘性なし。しまりなし。3層に似るが、As-A テフラ入

   らない。

6　灰黄褐色土（10YR4/2)　粘性ややあり。しまりややあり。As-A テフラ中量、灰色

   粘質土を斑状に含む。

7　暗褐色土（10YR3/3）　粘性なし。しまりなし。上層は酸化し、下層は黒褐色の砂質

   層で構成される。

SD12(SPA-A’）

1  褐灰色土（10YR4/1)　粘性なし。しまりなし。As-A テフラ含む。現水田耕作土。

2  As-B テフラ下黒色粘質土層。

3　灰黄褐色土（10YR4/2)　粘性ややあり。しまりややあり。灰色粘質土多量、酸化鉄分付着砂質土少量。地山黄色

　 土粒少量。

4　灰黄褐色土（10YR4/2)　粘性ややあり。しまりややあり。１層より地山黄色土粒を多量、黒色土（基盤層土）ブ

   ロック少量。
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E 区Ⅱ

第 100 図　E区Ⅱ　SD13 ～ 15、18 ～ 21　遺構図
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SD14(SPA-A’）

1　暗褐色土（10YR3/3)　粘性なし。しまりなし。黒色土に灰色粘質土少量。酸化鉄分沈着砂質土をブロック状に少量。

シルトブロック（1㎝程）少量。

SD18(SPA-A’）

1　灰黄褐色土（10YR4/2）　粘性なし。しまりなし。砂質土

   中量、酸化鉄分凝集進む。黒色土ブロック（1～ 3㎝）

   少量。

2　暗褐色土（10YR3/4）　粘性なし。しまりなし。砂質土層

　 中に 1～ 5㎝の礫多量。鉄分の酸化凝集かなり進む。

SD13(SPA-A’)

1  褐灰色土（10YR4/1)　粘性なし。しまりなし。As-A テフラを含む。現水田耕作土。

2　灰黄褐色土（10YR4/2)　粘性なし。しまりなし。As-A テフラ多量。酸化鉄分沈着砂質土を中量。黒色土ブロック少量。

3　暗褐色土（10YR3/3）　粘性なし。しまりなし。As-A テフラ少量。酸化鉄分沈着砂質土を少量。黒色土ブロック中量。

SD019(SPA-A’)

 1　暗褐色砂層（10YR3/2）　粘性なし。しまり強い。粒子細かい。

 2　暗褐色土（10YR3/3）　粘性ややあり。しまり強い。粒子細かい。

 3　黒褐色土（10YR3/2）　粘性やや強い。しまりやや弱い。粒子細かい。崩

    落土。

 4　暗褐色土（10YR4/3）　粘性やや強い。しまり強い。粒子細かい。

 5　暗褐色土（10YR3/3）　粘性弱い。しまりやや強い。粒子やや粗い。砂粒

    φ0.7 ㎜多量。

 6　黒褐色土（10YR3/2）　粘性強い。しまり強い。砂粒φ0.2 ㎜微量。粘質。

 7　暗褐色土（10YR3/3）　粘性強い。しまりやや強い。粒子やや細かい。

 8　暗褐色砂層（10YR3/3）　粘性やや強い。しまり強い。粒子やや細かい。

    砂 0.2 ㎜多量。

 9　黒褐色土（10YR3/2）  粘性やや強い。しまりやや弱い。粒子やや細かい。

10　黒褐色土（10YR2/2）　粘性やや強い。しまりやや強い。As-C テフラ少量。

SD20(SPA-A’)

1　暗褐色砂層（10YR3/6）　粘性なし。しまりやや強い。粒子やや粗い。

2　暗褐色土（10YR4/3）　粘性やや強い。しまり強い。粒子細かい。

3　暗褐色土（10YR3/3）　粘性弱い。しまり強い。砂粒 0.7 ㎜多量。

4　黒褐色土（10YR2/2）　粘性やや強い。しまりやや強い。As-C テフラ少量。

5　暗褐色砂層（10YR3/3）　粘性やや強い。しまり強い。粒子やや細かい。砂

   0.2 ㎜多量。

6　黒褐色土（10YR3/2）　粘性強い。しまり強い。砂 0.2 ㎜微量。粘質。

7　暗褐色砂層（10YR3/3）　粘性やや強い。しまり強い。粒子やや細かい。砂

   0.2 ㎜多量。

8　黒褐色土（10YR2/2）　粘性やや強い。しまりやや強い。As-C テフラ少量。

　

SD21(SPA-A’)

1　黒褐色砂層（10YR2/2）　粘性なし。しまりやや強い。灰赤（10YR6/2）の As-B テフラ

　 ピンク灰微量。

2　黒褐色土（10YR3/2）　粘性やや強いしまりやや強い。粒子細かい。砂粒φ0.2 ㎜少量。

3　暗褐色砂層（10YR3/6）　粘性なし。しまりやや強い。粒子やや粗い。

4　黒褐色土（10YR2/2）　粘性やや強い。しまりやや強い。粒子細かい。軽石φ1㎜微量。
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E 区Ⅱ

第 101 図　E区Ⅱ　SK01 ～ 04・06　遺構図
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SD14(SPA-A’）

1　暗褐色土（10YR3/3)　粘性なし。しまりなし。黒色土に灰色粘質土少量。酸化鉄分沈着砂質土をブロック状に少量。

シルトブロック（1㎝程）少量。

SD18(SPA-A’）

1　灰黄褐色土（10YR4/2）　粘性なし。しまりなし。砂質土

   中量、酸化鉄分凝集進む。黒色土ブロック（1～ 3㎝）

   少量。

2　暗褐色土（10YR3/4）　粘性なし。しまりなし。砂質土層

　 中に 1～ 5㎝の礫多量。鉄分の酸化凝集かなり進む。

SD13(SPA-A’)

1  褐灰色土（10YR4/1)　粘性なし。しまりなし。As-A テフラを含む。現水田耕作土。

2　灰黄褐色土（10YR4/2)　粘性なし。しまりなし。As-A テフラ多量。酸化鉄分沈着砂質土を中量。黒色土ブロック少量。

3　暗褐色土（10YR3/3）　粘性なし。しまりなし。As-A テフラ少量。酸化鉄分沈着砂質土を少量。黒色土ブロック中量。

SD019(SPA-A’)

 1　暗褐色砂層（10YR3/2）　粘性なし。しまり強い。粒子細かい。

 2　暗褐色土（10YR3/3）　粘性ややあり。しまり強い。粒子細かい。

 3　黒褐色土（10YR3/2）　粘性やや強い。しまりやや弱い。粒子細かい。崩

    落土。

 4　暗褐色土（10YR4/3）　粘性やや強い。しまり強い。粒子細かい。

 5　暗褐色土（10YR3/3）　粘性弱い。しまりやや強い。粒子やや粗い。砂粒

    φ0.7 ㎜多量。

 6　黒褐色土（10YR3/2）　粘性強い。しまり強い。砂粒φ0.2 ㎜微量。粘質。

 7　暗褐色土（10YR3/3）　粘性強い。しまりやや強い。粒子やや細かい。

 8　暗褐色砂層（10YR3/3）　粘性やや強い。しまり強い。粒子やや細かい。

    砂 0.2 ㎜多量。

 9　黒褐色土（10YR3/2）  粘性やや強い。しまりやや弱い。粒子やや細かい。

10　黒褐色土（10YR2/2）　粘性やや強い。しまりやや強い。As-C テフラ少量。

SD20(SPA-A’)

1　暗褐色砂層（10YR3/6）　粘性なし。しまりやや強い。粒子やや粗い。

2　暗褐色土（10YR4/3）　粘性やや強い。しまり強い。粒子細かい。

3　暗褐色土（10YR3/3）　粘性弱い。しまり強い。砂粒 0.7 ㎜多量。

4　黒褐色土（10YR2/2）　粘性やや強い。しまりやや強い。As-C テフラ少量。

5　暗褐色砂層（10YR3/3）　粘性やや強い。しまり強い。粒子やや細かい。砂

   0.2 ㎜多量。

6　黒褐色土（10YR3/2）　粘性強い。しまり強い。砂 0.2 ㎜微量。粘質。

7　暗褐色砂層（10YR3/3）　粘性やや強い。しまり強い。粒子やや細かい。砂

   0.2 ㎜多量。

8　黒褐色土（10YR2/2）　粘性やや強い。しまりやや強い。As-C テフラ少量。

　

SD21(SPA-A’)

1　黒褐色砂層（10YR2/2）　粘性なし。しまりやや強い。灰赤（10YR6/2）の As-B テフラ

　 ピンク灰微量。

2　黒褐色土（10YR3/2）　粘性やや強いしまりやや強い。粒子細かい。砂粒φ0.2 ㎜少量。

3　暗褐色砂層（10YR3/6）　粘性なし。しまりやや強い。粒子やや粗い。

4　黒褐色土（10YR2/2）　粘性やや強い。しまりやや強い。粒子細かい。軽石φ1㎜微量。
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SK04(SPA-A’）　

1　灰黄褐色土（10YR4/2）　粘性なし。しまりなし。少量の地山粒、小ブロック含む。

2　にぶい黄褐色土（10YR5/3）　粘性なし。しまりなし。φ1～ 3mm の砂粒よりなる。

SK03（SPA-A’）

1  灰色土（10YR4/1)　粘性なし。しまりなし。As-A テフラ含む。現水田耕作土。

2　にぶい黄褐色土（10YR4/3)　粘性なし。しまりなし。As-A テフラ含む。酸化鉄分凝集進む。

3  にぶい黄褐色土（10YR4/3）　粘性なし。しまりなし。φ3～ 5mm の砂粒、地山粒多量。

4　暗褐色土（10YR3/4）　粘性なし。しまりなし。φ3～ 5mm の砂粒、地山粒及び As-B テフラ少量。

5　にぶい黄褐色土（10YR5/3）　粘性なし。しまりなし。φ1～ 2mm の砂粒を主体とし、地山小ブロック少量。

SK01(SPA-A’)

1　灰黄褐色土（10YR4/2）　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ多量。

2　褐灰色土（10YR4/1）　粘性なし。しまりなし。1層同様な灰黄褐色土と暗褐色土

　 が交互に堆積。

3　灰黄褐色土（10YR4/2）　粘性なし。しまりなし。2層と同様だが、暗褐色土多量。

SK02(SPA-A’）

1　褐灰色土（10YR4/1)　粘性なし。しまりなし。As-A テフラ含む。現水田耕作

   土。

2　にぶい黄褐色土（10YR4/3）　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ多量。

3　暗褐色土（10YR3/4）　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ多量、5～ 10 ㎝の

　 暗褐色土をブロック状に混入する。

4　灰黄褐色土（10YR4/2）　粘性なし。しまりなし。φ1～ 2mm の砂粒よりなる。

5　褐色土（10YR4/4)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ多量。酸化鉄分凝集

　 が若干進む。

6　As-B テフラ一次堆積層。　

SK06(SPA-A’）

1  現耕作土と土地改良土。

2　褐灰色土（10YR4/1）　粘性なし。しまりなし。As-A テフラ混土。地山粒少量。

3　灰黄褐色土（10YR4/2）  粘性なし。しまりなし。As-B テフラ混土。地山ブロック

   （1 ～ 2 ㎝）含む。

4  灰黄褐色土（10YR4/2）  粘性なし。しまりなし。2層に似る。地山ブロック少量。　

（平面図・断面図）
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E 区Ⅱ

第 102 図　E区Ⅱ　SK07・09 ～ 12　遺構図
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SK14(SPA-A’）

1  暗褐色礫層（10YR3/4）　粘性なし。しまりなし。1～ 2㎝の小石多量。

2  灰黄褐色土（10YR4/2)　粘性なし。しまりなし。砂質土層、黒色土ブロック少

　 量。酸化鉄分凝集わずかに進む。

3　褐灰色土（10YR4/1）　粘性なし。しまりなし。砂質土層、黒色土ブロック少量、

   0.5 ～ 1 ㎝の小石少量。

4　暗褐色土（10YR3/4)　粘性なし。しまりなし。砂質土層。2層より粒粗い。酸

   化鉄分凝集著しい。

SK13（SPA-A’）

1  褐灰色土（10YR4/1)　粘性なし。しまりなし。As-A テフラ含む。現水田耕作土。

2　灰黄褐色土（10YR4/2)　粘性なし。しまりなし。As-A テフラ中量、砂質土やや多量。

3　暗褐色土（10YR3/3)　粘性なし。しまりなし。酸化鉄分付着砂質土主体、地山（黄）粒少

   量。

4　明黄褐色土８10YR6/6）　粘性なし。しまりややあり。シルトが層状に堆積し、酸化鉄分付

   着砂質土少量。

5　褐灰色土（10YR4/1）　粘性なし。しまりなし。灰色砂質土・黒色粘質土中量。シルトブロ

   ック少量。

6　褐灰色土（10YR4/1)　粘性なし。しまりなし。4層より砂質土多量。シルトブロックやや

   多量。

7　にぶい黄褐色土（10YR5/3）　粘性なし。しまりなし。砂質土層。漸移層。　　　

SK15(SPA-A’)

1　表土

2　土地改良工事盛土

3　暗褐色土（10YR3/4）　粘性弱い。しまりやや強い。粒子

   やや細かい。砂質。黒褐色土（10YR3/2）微量。

4　暗褐色土（10YR3/3）　粘性やや弱い。しまり強い。粒子

   やや細かい。As-B テフラ微量。

5　黒褐色土（10YR2/2）　粘性やや強い。しまりやや強い。

   粒子細かい。As-C テフラ微量。

6　褐色砂質土（10YR4/4）  粘性弱い。しまりやや弱い。粒

   子やや細かい。砂粒φ0.5 ㎜多量。 As-YPφ3 ㎜微量。黄

　 褐色土（10YR5/6）ブロックを含む。

SP01・SP02(SPA-A’）

1  暗褐色土（10YR3/3）　粘性なし。しまりなし。白色軽石粒、地山黄色土粒少量。酸

　 化鉄分付着砂質土をブロック状に含む。

2　黒色土（10YR2/1）　粘性あり。しまりあり。基盤層。黒色粘質土。
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SK10(SPA-A’）

1  褐灰色土（10YR4/1)　粘性なし。しまりなし。As-A テフラ含む。現水田耕

   作土。

2  土地改良土

3　灰黄褐色土 (10YR4/2）　粘性なし。しまりなし。As-A テフラ、As-B テフラ

   混土。地山粒（0.5 ～ 1 ㎝）少量。粗い砂粒を含む。

4　As-B テフラ多量。

   

SK09(SPA-A’）

1　褐灰色土（10YR4/1)　粘性なし。しまりなし。As-A テフラ含む。現水田耕作土。

2　灰黄褐色土 (10YR4/2）  粘性なし。しまりなし。As-A テフラ・As-B テフラ混土。

　 地山粒（0.5 ～ 1 ㎝）少量。粗い砂粒を含む。

SK11(SPA-A’）

1  暗褐色土（10YR3/4）　粘性なし。しまりなし。2～ 3㎝の地山小ブロックを

   含む。 部分的に酸化鉄分凝集。

2　暗褐色土（10YR3/3）　粘性あり。しまりあり。1～ 2㎝の地山ブロック少量。

3　暗褐色土（10YR3/4）　粘性あり。しまりあり。粘性強く、粒子細かい。

SK12(SPA-A’）

1  褐灰色土（10YR4/1)　粘性なし。しまりなし。As-A テフラ含む。現水田耕

   作土。

2  にぶい黄褐色土（10YR4/3)　粘性なし。しまりなし。As-A テフラ含む。酸

   化鉄分凝集あり。

3　褐灰色土（10YR4/1）　粘性なし。しまりなし。灰砂質土と黒色土ブロック

　 多量。

4　にぶい黄褐色土（10YR5/3）　粘性なし。しまりなし。酸化鉄分が付着する

　 砂利質多量。

   黒色土ブロック少量。

5　黒褐色土（10YR3/2）　粘性なし。しまりなし。黒色土主体。砂質土中量、

　 地山黄色土粒少量。

6　暗褐色土（10YR3/3）　粘性なし。しまりなし。砂質土層。酸化鉄分が付着

   する砂利少量。黒色土ブロック少量。

SK07(SPA-A’）

1  褐灰色土（10YR4/1)　粘性なし。しまりなし。As-A テフラ含む。現水田耕作土。

2　灰黄褐色土（10YR4/2）  粘性なし。しまりなし。As-A テフラ混、地山粒含む。

3　にぶい黄褐色土（10YR4/3）　粘性なし。しまりなし。地山ブロック（1～ 3㎝）

   多量。

 　

（平面図・断面図）
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E 区Ⅱ

第 103 図　E区Ⅱ　SK13 ～ 15、SP01 ～ 04　遺構図
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SK14(SPA-A’）

1  暗褐色礫層（10YR3/4）　粘性なし。しまりなし。1～ 2㎝の小石多量。

2  灰黄褐色土（10YR4/2)　粘性なし。しまりなし。砂質土層、黒色土ブロック少

　 量。酸化鉄分凝集わずかに進む。

3　褐灰色土（10YR4/1）　粘性なし。しまりなし。砂質土層、黒色土ブロック少量、

   0.5 ～ 1 ㎝の小石少量。

4　暗褐色土（10YR3/4)　粘性なし。しまりなし。砂質土層。2層より粒粗い。酸

   化鉄分凝集著しい。

SK13（SPA-A’）

1  褐灰色土（10YR4/1)　粘性なし。しまりなし。As-A テフラ含む。現水田耕作土。

2　灰黄褐色土（10YR4/2)　粘性なし。しまりなし。As-A テフラ中量、砂質土やや多量。

3　暗褐色土（10YR3/3)　粘性なし。しまりなし。酸化鉄分付着砂質土主体、地山（黄）粒少

   量。

4　明黄褐色土８10YR6/6）　粘性なし。しまりややあり。シルトが層状に堆積し、酸化鉄分付

   着砂質土少量。

5　褐灰色土（10YR4/1）　粘性なし。しまりなし。灰色砂質土・黒色粘質土中量。シルトブロ

   ック少量。

6　褐灰色土（10YR4/1)　粘性なし。しまりなし。4層より砂質土多量。シルトブロックやや

   多量。

7　にぶい黄褐色土（10YR5/3）　粘性なし。しまりなし。砂質土層。漸移層。　　　

SK15(SPA-A’)

1　表土

2　土地改良工事盛土

3　暗褐色土（10YR3/4）　粘性弱い。しまりやや強い。粒子

   やや細かい。砂質。黒褐色土（10YR3/2）微量。

4　暗褐色土（10YR3/3）　粘性やや弱い。しまり強い。粒子

   やや細かい。As-B テフラ微量。

5　黒褐色土（10YR2/2）　粘性やや強い。しまりやや強い。

   粒子細かい。As-C テフラ微量。

6　褐色砂質土（10YR4/4）  粘性弱い。しまりやや弱い。粒

   子やや細かい。砂粒φ0.5 ㎜多量。 As-YPφ3 ㎜微量。黄

　 褐色土（10YR5/6）ブロックを含む。

SP01・SP02(SPA-A’）

1  暗褐色土（10YR3/3）　粘性なし。しまりなし。白色軽石粒、地山黄色土粒少量。酸

　 化鉄分付着砂質土をブロック状に含む。

2　黒色土（10YR2/1）　粘性あり。しまりあり。基盤層。黒色粘質土。

　

SK14

SK13

SK15

SP01 SP02
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SP04

SD01

SP01,02,03,04

L=79.40m

L=79.20m
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（平面図・断面図）
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1
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3

調
査
区
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SK10(SPA-A’）

1  褐灰色土（10YR4/1)　粘性なし。しまりなし。As-A テフラ含む。現水田耕

   作土。

2  土地改良土

3　灰黄褐色土 (10YR4/2）　粘性なし。しまりなし。As-A テフラ、As-B テフラ

   混土。地山粒（0.5 ～ 1 ㎝）少量。粗い砂粒を含む。

4　As-B テフラ多量。

   

SK09(SPA-A’）

1　褐灰色土（10YR4/1)　粘性なし。しまりなし。As-A テフラ含む。現水田耕作土。

2　灰黄褐色土 (10YR4/2）  粘性なし。しまりなし。As-A テフラ・As-B テフラ混土。

　 地山粒（0.5 ～ 1 ㎝）少量。粗い砂粒を含む。

SK11(SPA-A’）

1  暗褐色土（10YR3/4）　粘性なし。しまりなし。2～ 3㎝の地山小ブロックを

   含む。 部分的に酸化鉄分凝集。

2　暗褐色土（10YR3/3）　粘性あり。しまりあり。1～ 2㎝の地山ブロック少量。

3　暗褐色土（10YR3/4）　粘性あり。しまりあり。粘性強く、粒子細かい。

SK12(SPA-A’）

1  褐灰色土（10YR4/1)　粘性なし。しまりなし。As-A テフラ含む。現水田耕

   作土。

2  にぶい黄褐色土（10YR4/3)　粘性なし。しまりなし。As-A テフラ含む。酸

   化鉄分凝集あり。

3　褐灰色土（10YR4/1）　粘性なし。しまりなし。灰砂質土と黒色土ブロック

　 多量。

4　にぶい黄褐色土（10YR5/3）　粘性なし。しまりなし。酸化鉄分が付着する

　 砂利質多量。

   黒色土ブロック少量。

5　黒褐色土（10YR3/2）　粘性なし。しまりなし。黒色土主体。砂質土中量、

　 地山黄色土粒少量。

6　暗褐色土（10YR3/3）　粘性なし。しまりなし。砂質土層。酸化鉄分が付着

   する砂利少量。黒色土ブロック少量。

SK07(SPA-A’）

1  褐灰色土（10YR4/1)　粘性なし。しまりなし。As-A テフラ含む。現水田耕作土。

2　灰黄褐色土（10YR4/2）  粘性なし。しまりなし。As-A テフラ混、地山粒含む。

3　にぶい黄褐色土（10YR4/3）　粘性なし。しまりなし。地山ブロック（1～ 3㎝）

   多量。

 　

（平面図・断面図）
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E 区Ⅱ

第 104 図　E区Ⅱ　SP05・06、SX01・02　遺構図

L=78.90m

SP05

SP06

調
査
区
外

L=79.10m

1

3

2

4

5

6
7

8

S

9

10

L=78.90m

1

2

34

SX01(SPA-A’）

 1　暗褐色土（10YR3/3)　粘性あり。しまりあり。Hr-FP と考えられるパミス少量。場所により鉄分凝集進む。

 2　灰黄褐色土（10YR4/2）  粘性あり。しまりあり。Hr-FP と考えられるφ3～ 10 ㎜の軽石を含む。部分的にφ1～ 3mm の砂粒を含む。

 3  にぶい黄褐色土 (10YR4/3)　粘性あり。しまりあり。φ5～ 20 ㎜の Hr-FP と考えられる軽石粒又、1～ 2㎝の地山粒含む。

 4　褐灰色土（10YR4/1）　粘性ややあり。しまりややあり。少量の炭化粒を含む。部分的に流水性の砂粒を含む。

 5  灰黄褐色土（10YR5/2)　粘性なし。しまりなし。上位は流水性の砂粒が主体。下位は 3～ 5㎝の小礫多量。

 6  暗黄褐色土（10YR3/3）　粘性なし。しまりなし。φ3～ 5mm の乳白色パミス（As-C テフラか）含む。

 7　にぶい黄褐色土（10YR5/3)　粘性なし。しまりなし。3～ 5㎝の地山ブロック多量。

 8  にぶい黄褐色土（10YR4/3)　粘性なし。しまりなし。3～ 5㎝の地山ブロックを含み、乳白色パミス少量。

 9  にぶい黄褐色土（10YR4/3)　粘性なし。しまりなし。5～ 10cm の地山ブロックを含む。

10　灰黄褐色土（10YR4/2）　粘性なし。しまりなし。5～ 10cm の地山ブロック少量。最下位はφ1～ 3mm の砂粒多量。　　　　

SX02(SPA-A’)

1　灰黄褐色土（10Y5/2)　粘性なし。しまりなし。上位は流水性の砂粒が主体。下位は 3～ 5㎝の小礫多量。

2　灰黄褐色土（10YR4/2)　粘性なし。しまりややあり。1～ 3㎝の地山ブロック含む。

3　にぶい黄褐色土（10YR5/3）　粘性なし。しまりなし。5～ 10cm の地山ブロック含む。

4　暗褐色土（10YR3/3）　粘性なし。しまりなし。少量の As-C テフラらしき粒子含む。　

（平面図・断面図）

0 1:20 1m

0 1:100 2m

（平面図・断面図）

（平面図・断面図）

0 1:80 2m

0 1:60 2m

（平面図・断面図）

0 1:30 1m

（平面図・断面図）

（平面図・断面図）

0 1:200 10m

0 1:300 10m

（平面図・断面図）

（平面図・断面図）

0 1:40 2m

（平面図・断面図）

0 1:2 10cm

0 1:1 2cm

（平面図・断面図）

0 1:10 20cm
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（平面図・断面図）
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E 区Ⅱ

第 105 図　E区Ⅱ　遺物図 (1)
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SX01(SPA-A’）

 1　暗褐色土（10YR3/3)　粘性あり。しまりあり。Hr-FP と考えられるパミス少量。場所により鉄分凝集進む。

 2　灰黄褐色土（10YR4/2）  粘性あり。しまりあり。Hr-FP と考えられるφ3～ 10 ㎜の軽石を含む。部分的にφ1～ 3mm の砂粒を含む。

 3  にぶい黄褐色土 (10YR4/3)　粘性あり。しまりあり。φ5～ 20 ㎜の Hr-FP と考えられる軽石粒又、1～ 2㎝の地山粒含む。

 4　褐灰色土（10YR4/1）　粘性ややあり。しまりややあり。少量の炭化粒を含む。部分的に流水性の砂粒を含む。

 5  灰黄褐色土（10YR5/2)　粘性なし。しまりなし。上位は流水性の砂粒が主体。下位は 3～ 5㎝の小礫多量。

 6  暗黄褐色土（10YR3/3）　粘性なし。しまりなし。φ3～ 5mm の乳白色パミス（As-C テフラか）含む。

 7　にぶい黄褐色土（10YR5/3)　粘性なし。しまりなし。3～ 5㎝の地山ブロック多量。

 8  にぶい黄褐色土（10YR4/3)　粘性なし。しまりなし。3～ 5㎝の地山ブロックを含み、乳白色パミス少量。

 9  にぶい黄褐色土（10YR4/3)　粘性なし。しまりなし。5～ 10cm の地山ブロックを含む。

10　灰黄褐色土（10YR4/2）　粘性なし。しまりなし。5～ 10cm の地山ブロック少量。最下位はφ1～ 3mm の砂粒多量。　　　　

SX02(SPA-A’)

1　灰黄褐色土（10Y5/2)　粘性なし。しまりなし。上位は流水性の砂粒が主体。下位は 3～ 5㎝の小礫多量。

2　灰黄褐色土（10YR4/2)　粘性なし。しまりややあり。1～ 3㎝の地山ブロック含む。

3　にぶい黄褐色土（10YR5/3）　粘性なし。しまりなし。5～ 10cm の地山ブロック含む。

4　暗褐色土（10YR3/3）　粘性なし。しまりなし。少量の As-C テフラらしき粒子含む。　

（平面図・断面図）
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（平面図・断面図）

（平面図・断面図）
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（平面図・断面図）

0 1:8 20cm

0 1:3 10cm

（遺物図）

（平面図・断面図）

0 1:40 2m

SK01
SK02
SK03
SK04
SK05

Pit01
Pit02
Pit03
Pit04
Pit05

SP01.02.03.04

SP05SP06

SD01

SD01

SX01(2面)

SX02(2面)

SP05,06

Y=-82081
X= 40784

Y=-82081
X= 40784

Y=-82081
X= 40784

Y=-82081
X= 40784

A A’

B B’

C C’

A A’

A A’

A A’

A A’

＼
~
~
り

一｝へ／＼一

>\-[
f
¥
,
.
'：',＇[ 

‘
-
'
_
_
.
 

-

＿

 

7
 

／
 

-/',— 

／
 

/
I
-

-

/

 

-

/

 

／
 

し；

／
ー

ヽ

＼
 

’•-.\, 

＼ 

'，-,, 1- ．’、 -9,/’,.．．¥ 

；`→／ - - --)」 i /』ク

-
,~ ~ ＼一~ノ

¥ --_—ー＿＿―-ニ―-―_―

- - -

、¥ -

// 

---~ -7 

＼ 

□ 

: ヽ

一

:J 

ロローノ



112

E 区Ⅱ

第 106 図　E区Ⅱ　遺物図 (2)
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E 区Ⅱ

第 107 図　E区Ⅱ　遺物図 (3)
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E 区Ⅱ

第 108 図　E区Ⅱ　遺物図 (4)

第 26 表　E区Ⅱ　遺物観察表（1）

図版番号 遺構名
種別　　　　　　　　　　　

器種

法量（㎝） 成形・整形技法等の特徴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（器形・文様の特徴）
①焼成　②色調　③胎土　　　　　　　

残存

（％）
備考

口径 底径 器高

第 105 図 61 

PL34-61
SD01

土師器　　　　　　　　　　

小型壺
─ ─ (6.7)

外：胴上部ナデ、胴下部ヘラケズリ 

内：胴上部ナデ、胴下部ナデ

①普通 

② 10YR7/2 

③凝灰岩、片岩、チャート

30

第 105 図 62 

PL34-62
SD01

土師器　　　　　　　　　　

小型壺
─ 【4.0】 (5.2)

外：胴部ヘラケズリ、底面ヘラケズリ 

内：胴部ナデ

①普通 

② 10YR8/2 

③軽石、石英

40

第 105 図 63 

PL34-63
SD01

土師器　　　

広口壺
【10.0】 ─ (10.4)

口縁が長く直立 

外：口縁部ヨコナデ後にタテのヘラミガキ、胴部ナナ

メのヘラケズリ 

内：口縁部ヨコナデ、胴部ヘラナデ後にヘラミガキ

①良好 

② 5YR7/4 

③チャート、石英、鉄分粒

30

第 105 図 64 

PL34-64
SD01

土師器　　　　　　　　

台付甕
─ 【10.4】 (12.0)

脚部内面の天井部に同一胎土による補充粘土、端部は

折返し 

外：胴部ハケメ、脚部ハケメ後にタテのナデ 

内：胴部ヘラナデ、脚部ナデ

①普通 

② 10YR8/3 

③鉄分粒、チャート、角閃 

石

20 Ｓ字状口縁

第 105 図 65 

PL34-65
SD01

土師器　　　　　　　　　　　　　　　　

高坏
─ 【12.6】 (7.8)

脚部は緩やかに広がり、径 1.0 ㎝の円孔が２段３列に

配置される 

外：脚柱状部ヘラミガキ、裾部ヘラミガキ後にヨコナ

デ 

内：脚柱状部上位指ナデ、下位ハケメ、裾部ハケメ後

に部分的にヨコナデ　　

①良好 

② 7.5YR7/3 

③チャート

20

第 105 図 66 

PL34-66
SD01

土師器　　　　　　　　　　

埦
【10.3】 3.1 5.3

内斜口縁 

外：口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズリ 

内：口縁部ヨコナデ、体部ヘラナデ

①良好 

② 7.5YR6/4 

③角閃石、チャート、石英

40
底面に「×」の

線刻

第 105 図 67 

PL34-67
SD01

土師器　　　

坏
【12.0】【8.0】 2.9

外：口縁部ヨコナデ、体部指頭押圧後にヨコナデ、底

面ちじみ割れ 

内：口縁部ヨコナデ、体部～底面指頭押圧後にナデ

①良好 

② 7.5YR7/4 

③角閃石、凝灰岩

50 型押し作り？

第 105 図 68 

PL34-68
SD01

須恵器　　　

坏
13.1 5.8 3.8

ロクロ成形 

外：ロクロナデ、底面回転糸切未調整 

内：ロクロナデ

①焼締りやや弱い 

② 10YR7/1 

③石英、チャート

90
内外面重ね焼部

分炭素吸着

第 105 図 69 

PL34-69
SD01

須恵器　　　

坏
13.0 5.4 3.9

ロクロ成形 

外：ロクロナデ、底面回転糸切未調整 

内：ロクロナデ

①普通 

② 10YR7/1 

③片岩、チャート、石英

100
体部外面に墨書

「北」か

二次被熱

109

110

111

0 1:3 10cm

0 1:1 2cm
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E 区Ⅱ

第 27 表　E区Ⅱ　遺物観察表（2）

図版番号 遺構名
種別　　　　　　　　　　　

器種

法量（㎝） 成形・整形技法等の特徴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（器形・文様の特徴）
①焼成　②色調　③胎土　　　　　　　

残存

（％）
備考

口径 底径 器高

第 105 図 70 

PL34-70
SD01

須恵器　　　

坏
12.1 6.2 3.8

ロクロ成形 

外：ロクロナデ外、底面回転糸切未調整 

内：ロクロナデ

①良好 

② N6/0 

③鉄分粒、片岩、砂岩

100

第 105 図 71 

PL34-71
SD01

須恵器　　

坏
【12.9】【6.0】 4.0

ロクロ成形 

外：ロクロナデ、底面回転糸切後に周囲を手持ちヘラ

ケズリ 

内：ロクロナデ

①焼締りやや弱い 

② 10YR7/1 

③片岩、石英、チャート、 

絹雲母

40
底部内外面炭素

吸着

第 105 図 72 

PL35-72
SD01

須恵器　　　　

坏
13.4 6.2 4.2

ロクロ成形 

外：ロクロナデ、底面回転糸切未調整 

内：ロクロナデ

①焼締りやや弱い 

② N8/0 

③石英、砂岩、凝灰岩

100
内面底部に墨書

「上」

第 105 図 73 

PL34-73
SD01

須恵器　　　　　　　　　　　

坏
【12.1】 5.5 3.8

ロクロ成形 

外：ロクロナデ、底面回転糸切り未調整 

内：ロクロナデ

①焼締りやや弱い 

② 5Y6/1 

③片岩、石英、チャート、 

絹雲母

50

第 105 図 74 

PL34-74
SD01

須恵器　　　

坏
【12.6】 6.0 3.4

ロクロ成形 

外：ロクロナデ、底面回転糸切り後に周囲に手持ちヘ

ラケズリ 

内：ロクロナデ

①焼締りやや弱い 

② 10YR8/1 

③チャート、凝灰岩

40

第 105 図 75 

PL34-75
SD01

須恵器　　

坏
【13.0】 5.8 3.7

ロクロ成形 

外：ロクロナデ、底面回転糸切り未調整 

内：ロクロナデ

①焼締りやや弱い 

② 2.5Y7/1 

③チャート、石英

30

第 105 図 76 

PL35-76
SD01

須恵器　　　

坏
【12.0】 5.8 3.0

ロクロ成形 

外：ロクロナデ、底面回転糸切り未調整 

内：ロクロナデ

①良好 

② 10YR5/1 

③石英、チャート、凝灰岩

30

第 106 図 77 

PL35-77
SD01

須恵器　　　　　　

坏
【12.0】【5.8】 3.4

ロクロ成形 

外：ロクロナデ、底面回転糸切未調整 

内：ロクロナデ

①良好 

② 2.5Y6/1 

③ﾁｬｰﾄ、石英、泥岩

20

第 106 図 78 

PL35-78
SD01

須恵器　　　　

坏
─ 【6.0】 (2.6)

ロクロ成形 

外：ロクロナデ、底面回転糸切未調整 

内：ロクロナデ

①良好 

② N6/0 

③チャート

20

第 106 図 79 

PL35-79
SD01

須恵器　　　　　　　　　

高台付埦
14.4 【7.0】 5.0

ロクロ成形 

外：ロクロナデ、底面回転糸切り後に高台貼付 

内：ロクロナデ

①焼締りやや弱い 

② 7.5YR7/4 

③鉄分粒、石英、チャート

90

第 106 図 80 

PL35-80
SD01

須恵器　　　

高台付埦
【15.4】【6.7】 5.4

ロクロ成形 

外：ロクロナデ、底面回転糸切後に高台貼付 

内：ロクロナデ

①焼締りやや弱い 

② 10YR8/3 

③チャート、鉄分粒、絹雲 

母

30
外面底部から体

部中位炭素吸着

第 106 図 81 

PL35-81
SD01

須恵器　　　

高台付埦
─ 7.0 (2.5)

ロクロ成形 

外：ロクロナデ、底面回転糸切後に高台貼付 

内：ロクロナデ

①良好 

② N6/0 

③片岩、チャート、凝灰岩

20

第 106 図 82 

PL35-82
SD01

須恵器　　　

高台付埦
─ 5.4 (3.0)

ロクロ成形 

外：ロクロナデ、底面回転糸切後に高台貼付 

内：ロクロナデ

①焼締りやや弱い 

② 2.5Y8/1 

③絹雲母、チャート、石英

40

第 106 図 83 

PL35-83
SD01

須恵器　　　　　　

高台付埦
─ 【6.2】 (3.1)

ロクロ成形 

外：ロクロナデ、底面回転糸切後に高台貼付 

内：ロクロナデ

①焼締りやや弱い 

② 2.5Y7/1 

③チャート、石英

15 高台内炭素吸着

第 106 図 84 

PL35-84
SD01

須恵器　　　　　　

高台付埦
─ ─ (1.7)

ロクロ成形 

外：ロクロナデ、底面回転糸切後に高台を貼付 

内：ロクロナデ

①焼締りやや弱い 

② 2.5Y7/2 

③片岩、凝灰岩、チャート

20

第 106 図 85 

PL35-85
SD01

須恵器　　　　　　

高台付埦
─ 5.8 (3.1)

ロクロ成形 

外：ロクロナデ、底面回転糸切後に高台貼付 

内：ロクロナデ

①焼締りやや弱い 

② 7.5YR6/2 

③片岩、チャート

30

第 106 図 86 

PL35-86
SD01

灰釉陶器　　　　　　　　

長頸瓶
─ 【9.0】 (17.5)

ロクロ成形 

外：ロクロナデ、底面回転糸切後に高台貼付 

内：ロクロナデ

①良好 

② 2.5Y7/1 

③緻密、長石

40
内外面窯壁の剥

落片が付着

法量 (㎝ )
重量 (g) 材質 作成技法等の特徴

長さ 幅 厚さ

第 106 図 87 

PL35-87
SD01

石器　　　

打製石斧
15.1 6.3 2.2 232.9 泥質の頁岩　　　

礫皮を持つ剥片を素材とし、両側縁や刃部に両面加工が

施される。基部や刃部の周辺に摩耗痕が顕著にみられる。
100

第 106 図 88 

PL35-88
SD01

石器　　　

打製石斧
(10.2) 6.3 2.2 (173.6) 安山岩　　　　　　

礫皮を持つ剥片を素材とし、両側縁や刃部に両面加工が

施される。全体にやや磨滅している。
80 基部が欠損

第 106 図 89 

PL35-89
SD01

石製品　　　

管玉
1.8 0.6 ─ 1.03 蛇紋岩 孔径 0.25 ㎝、口径に対して孔径が大きい 100

第 106 図 90 

PL35-90
SD01

石製品　　　

管玉
1.9 0.5 ─ 0.84 蛇紋岩 孔径 0.2 ㎝、口径に対して孔径が大きい 100

第 106 図 91 

PL35-91
SD01

石製品　　　

臼玉　　　
0.53 0.53 0.3 0.13 蛇紋岩 孔径 0.2 ㎝、全面に擦痕、ゆがんでいる 100

法量（㎝） 成形・整形技法等の特徴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（器形・文様の特徴）
①焼成　②色調　③胎土　　　　　　　

口径 底径 器高

第 106 図 92 

PL35-92
SD02

土師器　　　

台付甕
─ 9.4 (7.4)

体部と脚部の接合両面に胎土と異なる片岩、砂粒を含

む補助粘土、内面脚端部は折返し 

外：胴部ハケメ、脚部ナナメハケメ後にタテのナデ 

内：胴部ヘラナデ、脚部ナデ

①良好 

② 7.5YR6/4 

③石英、チャート

30 Ｓ字状口縁

二次被熱

109

110

111

0 1:3 10cm

0 1:1 2cm

（114）

108

112

114

113
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E 区Ⅱ

第 28 表　E区Ⅱ　遺物観察表（3）

図版番号 遺構名
種別　　　　　　　　　　　

器種

法量（㎝）
成形・整形技法等の特徴（器形・文様の特徴） ①焼成　②色調　③胎土　　　　　　　

残存

（％）
備考

口径 底径 器高

第 106 図 93 

PL35-93
SD02

須恵器　　　

高台付埦
─ 7.5 (2.4)

ロクロ成形 

外：ロクロナデ、底面回転糸切後に高台貼付 

内：ロクロナデ

①良好 

② 10YR6/1 

③チャート、片岩

30

法量 (㎝ )
重量 (g) 材質 作成技法等の特徴

長さ 幅 厚さ

第 107 図 94 

PL35-94
SD02

石器　　　　　

打製石斧
9.3 4.9 1.92 (63.04) 頁岩

礫皮をもつ横長剥片を素材とし、２側縁に半両面加工が

施される。
95

一部欠損、サイ

ドスクレイパー

の可能性もあ

り。

法量（㎝） 成形・整形技法等の特徴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（器形・文様の特徴）
①焼成　②色調　③胎土　　　　　　　

口径 底径 器高

第 107 図 95 

PL35-95
SD06

土師器　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

小型壺
─ ─ (6.9)

胴部は扁平化している。 

外：口縁部ハケメ後にヨコナデ、胴～底部ヘラケズリ 

内：口縁部ハケメ、胴～底部ヘラナデ

①普通 

② 7.5YR6/4 

③石英、チャート、鉄分粒

90

第 107 図 96 

PL35-96
SD06

土師器　　　　　　　　　　

甕
【19.2】 ─ (7.0)

コの字状口縁 

外：口縁部ヨコナデ、頸部指頭押圧後にヨコナデ、胴

部ヨコのヘラケズリ 

内：口縁部ヨコナデ、頸部指頭押圧後にヨコナデ、胴 

　部ヘラナデ

①良好 

② 5YR6/6 

③鉄分粒、角閃石

10

第 107 図 97 

PL35-97
SD06

土師器　　　

坏
【13.0】 ─ 3.3

内弯口縁 

外：口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズリ 

内：口縁部ヨコナデ、体部指頭押圧後にナデ

①良好 

② 5YR6/6 

③鉄分粒、角閃石、チャー 

ト

60

第 107 図 98 

PL35-98
SD06

土師器　　　　　　　　

坏
11.6 ─ 3.1

外：口縁部ヨコナデ、体部指頭押圧後にヨコナデ、底

部ヘラケズリ 

内：口縁部ヨコナデ、体～底部指頭押圧後にナデ

①良好 

② 5YR6/4 

③凝灰岩、チャート

60

第 107 図 99 

PL35-99
SD06

土師器　　　　

高坏
─ 13.0 (8.5)

脚柱状部はふくらみを持ち、裾部は強く開く 

外：柱状部ヘラミガキ、裾端部ヨコナデ 

内：柱状部しぼり目、裾端部ヨコナデ

①良好 

② 5YR7/6 

③鉄分粒、角閃石片岩

50

法量 (㎝ )
重量 (g)

成形・整形技法等の特徴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（器形・文様の特徴）
①焼成　②色調　③胎土　　　　　　　

長さ 幅 厚さ

第 107 図 100 

PL35-100
SD11

土製品　　　　　　　　　　　　　　　　　

土玉
1.9 1.75 1.6 5.58

孔径 0.45 ㎝、円球形 

外：ナデ

①良好 

② 7.5YR8/4 

③チャート、鉄分粒

100

法量 (㎝ )
重量 (g) 材質 作成技法等の特徴

長さ 幅 厚さ

第 107 図 101 

PL35-101
SD11

石製品　　　　　　

石鏃
(2.07) (1.63) 0.30 (0.83) 黒色安山岩

凹基無茎鏃 

基部の抉りが浅い
95 両脚部が欠損

法量（㎝） 成形・整形技法等の特徴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（器形・文様の特徴）
①焼成　②色調　③胎土　　　　　　　

口径 底径 器高

第 107 図 102 

PL35-102
SD20

土師器　　　　

坩
【7.2】 4.0 10.8

外面底部は底面周囲に粘土帯を付加して盛り上げる 

外：口縁部ハケメ後にヨコナデ、胴部ハケメ後にナデ 

内：口縁部ヨコナデ、口縁部と胴部の接合部に輪積痕、

胴～底部指ナデ

①良好 

② 7.5YR7/2 

③凝灰岩

15

第 107 図 103 

PL35-103
SD20

土師器　　　

台付甕
【14.0】 ─ (6.6)

外：口縁部ヨコナデ、口縁部と胴部の接合部にヘラケ

ズリ、胴上部斜めのハケメ後にヨコハケ 

内：口縁部ヨコナデ、胴上部ヘラナデ

①良好 

② 7.5YR6/2 

③チャート、砂岩

10 Ｓ字状口縁

第 107 図 104 

PL35-104
SD20

土師器　　　

台付甕
─ ─ (6.8)

体部と脚部の接合両面に胎土と異なるチャート・片岩・

石英・砂粒を含む補充粘土、内面脚端部は折返し 

外：胴～脚部ハケメ 

内：胴部ヨコのヘラナデ、輪積み痕、脚部ヘラナデ

①良好 

② 7.5YR6/2 

③チャート、石英

30 Ｓ字状口縁

第 107 図 105 

PL-105
SD20

土師器　　　

台付甕
─ 8.0 (5.9)

体部と脚部の接合両面に胎土と異なる大粒の砂粒を含

む補充粘土、内面脚端部は折返し 

外：胴部ハケメ、脚部ハケメ後にナデ 

内：胴部ヨコナデ、脚部ナデ

①良好 

② 7.5YR6/2 

③チャート、石英、凝灰岩

20 Ｓ字状口縁

第 107 図 106 

PL-106
SD20

土師器　　　

小型鉢
─ 4.2 (4.9)

底部がやや突出する 

外：口縁部ヨコナデ、胴上部ナナメのヘラケズリ、底

部ハケメ、底面ヘラケズリ 

内：口縁部ヨコナデ、胴から底部ヘラナデ

①良好 

② 7.5YR7/2 

③石英、角閃石、チャート

60

第 107 図 107 

PL-107
SX01

土師器　　　　　　　　　　　

壺
─ ─ (4.4)

外：胴部ヘラミガキ 

内：肩部指ナデ後にヘラミガキ、胴上部輪積み痕、ヘ

ラナデ

①良好 

② 5YR6/4 

③チャート、鉄分粒、石英、

角閃石

10

第 108 図 108 

PL-108
遺構外

土師器　　　　

小型壺
─ ４．８ (9.2)

底部がやや突出する 

外：胴部ヨコのヘラケズリ、底面ヘラケズリ 

内：胴～底部ヨコのナデ

①良好 

② 7.5YR6/4 

③石英、チャート、砂岩

30
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名称 区 面 形状 主軸方位
規模 (m）

時期 備考・出土遺物
長軸 短軸 深さ

SD01
Ⅱ -1 １・２ N- 76° -W 50.02 6.96 0.56

Hr-FP 降下後～

As-B 降下前

SD02 を切る。土師器・坏・埦・高坏・甕・台付

甕・小型壺・広口壺、須恵器・坏・高台付埦・蓋、

灰釉陶器・埦・長頸壺、打製石斧、管玉、臼玉

Ⅱ -2 N- 58° -W 12.84 1.22 0.61 奈良・平安 土師器・台付甕、須恵器・高台坏埦、打製石斧

SD02　 Ⅱ -1 2 N- 25° -W 13.83 1.05 0.32

SD03 Ⅱ -3 N- 74° -W 5.18 0.86 0.31 古墳か 土師器坏・高坏・Ｓ字口縁台付甕

SD04　 欠番

SD05　 欠番

SD06 Ⅱ -3 - 6.00 2.18 0.2 土師器坏・高坏・甕・小型壺・Ｓ字口縁台付甕

SD07 Ⅱ -1 1 N- 30° -E 3.80 1.30 0.17 As-A 降下後 SD1 を切る。

SD08 Ⅱ -6 N- 4° -E 1.42 1.40 0.16 土師器

SD09 Ⅱ -6 N- 69° -W 10.14 0.92 0.19 土師器甕

SD10 Ⅱ -6 N- 83° -W 5.10 0.62 0.43 Hr-FP 降下後 土師器

SD11 Ⅱ -6 N- 36° -E 2.54 1.24 0.21 As-A 降下後 土師器Ｓ字口縁台付甕、磁器、土玉、石鏃

SD12 Ⅱ -6 N- 80° -W 4.06 0.62 0.15 As-B 降下前 土師器

SD13 Ⅱ -5 N- 65° -W 4.36 0.66 0.13 As-A 降下後

SD14 Ⅱ -5 N- 68° -E 1.76 1.08 0.15

SD15 Ⅱ -6 N- 60° -E 1.30 0.94 0.12

SD16 Ⅱ -1 2 N- 75° -W 23.20 1.62 0.17 古墳前期か 土師器

SD17　 欠番

SD18 Ⅱ -2 N- 66° -E 3.90 1.58 0.27 奈良・平安か 土師器坏・Ｓ字口縁台付甕、須恵器埦・蓋

SD19 Ⅱ -4 N- 94° -E 4.72 0.63 0.11 As-C 降下後 土師器・坏

SD20 Ⅱ -4 N- 32° -E 34.70 0.92 0.13 As-C 降下後 土師器・台付甕・小型鉢・坩

SD21 Ⅱ -4 N- 68° -W 1.32 2.01 0.16 As-B 降下後 SD20 を切る。

SK01 Ⅱ -1 1 楕円形 N- 27° -E 1.32 1.06 0.52 As-B 降下後 土師器壺

SK02 Ⅱ -1 1 楕円形 N- 71° -W 0.64 0.72 0.14 As-B 降下後

SK03 Ⅱ -1 1 楕円形 N- 59° -W 2.44 1.14 0.23 As-B 降下後

SK04 Ⅱ -3 楕円形 N- 69° -W 0.86 0.86 0.2 古墳か 土師器坏・高坏・甕

SK05 欠番

SK06 Ⅱ -2 楕円形 N- 65° -W 0.84 0.30 0.17 As-B 降下後

SK07 Ⅱ -2 楕円形 N- 3° -W 0.76 0.72 0.22 As-A 降下後 土師器

SK08 欠番

SK09 Ⅱ -3 不整形 N- 33° -W 1.56 0.46 0.14 As-A 降下後 土師器

SK10 Ⅱ -3 不整形 N- 33° -W 1.76 0.76 0.2 As-A 降下後 土師器

SK11 Ⅱ -3 不整形 N- 58° -W 1.18 1.38 0.4 近世以降 土師器、磁器

SK12 Ⅱ -5 不整形 N- 42° -W 0.96 0.26 0.25

SK13 Ⅱ -5 不整形 N- 59° -W 1.62 0.31 0.45 As-B 降下前か 土師器

SK14 Ⅱ -2 不整形 N- 42° -W 2.78 0.92 0.3 As-B 降下前か 土師器坏、須恵器坏・大甕、円筒埴輪

SK15 Ⅱ -4 不整形 N- 30° -E 0.71 0.59 0.10 As-B 降下後

SP01 Ⅱ -1 2 円形 0.46 0.42 0.14 SD01 を切る。SD01 に伴う遺構の可能性あり。

SP02 Ⅱ -1 2 円形 0.38 0.34 0.16 SD01 を切る。SD01 に伴う遺構の可能性あり。

SP03 Ⅱ -1 2 円形 0.40 0.38 0.03 SD01 に伴う遺構の可能性あり。

SP04 Ⅱ -1 2 楕円形 N- 75° -E 0.56 0.44 0.05 SD01 に伴う遺構の可能性あり。

SP05 Ⅱ -1 2 楕円形 N- 20° -W 0.50 0.44 0.3 SD01 に伴う遺構の可能性あり。

SP06 Ⅱ -1 2 楕円形 N- 51° -E 0.44 0.32 0.35 SD01 に伴う遺構の可能性あり。

SP07 Ⅱ -1 2 楕円形 N- 32° -W 0.40 0.32 0.26

SX01 Ⅱ -1 1 9.44 5.00 0.21 Hr-FP 降下後 土師器高坏・壺・Ｓ字口縁台付甕

SX02 Ⅱ -1 1 2.84 0.40 0.05 As-C 降下後

第 29 表　E区Ⅱ　遺物観察表（4）

第 30 表　E区Ⅱ　遺構観察表

図版番号 遺構名
種別　　　　　　　　　　　

器種

法量（㎝）
成形・整形技法等の特徴（器形・文様の特徴） ①焼成　②色調　③胎土　　　　　　　

残存

（％）
備考

口径 底径 器高

第 108 図 109 

PL36-109
遺構外

土師器　　　

台付甕
─ 9.6 (7.0)

体部と脚部の接合両面に補充粘土、内面脚端部は折返

し 

外：胴部タテのヘラケズリ、接合部ヨコのヘラケズリ、

脚上部ナナメのヘラケズリ、下部ナデ 

内：胴部ナデ、脚部ナデ

①良好 

② 7.5YR7/3 

③チャート、石英、鉄分粒、

凝灰岩

30

第 108 図 110 

PL36-110
遺構外

土師器　　　　　　　　　

高坏
─ 【11.2】 (9.7)

脚柱状部は直線的に広がり、裾部は強く開く 

外：脚柱状部タテヘラミガキ、裾部ヨコナデ 

内：脚柱状部しぼり目、裾部ヨコナデ

①良好 

② 7.5YR7/4 

③チャート、石英、凝灰岩、

鉄分粒

40

第 108 図 111 

PL36-111
遺構外

土師器　　　

器台
─ 【11.8】 (12.0)

受部に径 1.5 × 1.8 ㎝の円孔・脚部に径１㎝の円孔を

それぞれ３方向に配置、盃部は口縁部が突出する板状 

外：受部タテのヘラミガキ、盃部との接合部はハケメ、

盃部は口縁部を面取りし、ハケメ後にヨコナデ、脚柱

状部は２段のヘラミガキ、裾部はヨコヘラミガキ 

内：受部全面にヘラミガキ、脚柱状部の上位に輪積み

痕、ヨコハケメ後、ナデ

①良好 

② 7.5YR7/3 

③チャート、海綿骨針、石英

70 北陸系装飾器台

第 108 図 112 

PL36-112
遺構外

須恵器　　　　　　　　　　　　　　

坏
【12.0】【7.0】 3.6

ロクロ成形 

外：ロクロナデ、底面回転糸切未調整 

内：ロクロナデ

①焼締りやや弱い 

② 5Y8/1 

③チャート

40

外面口縁部、内

面底部に２次的

加熱により赤化

第 108 図 113 

PL36-113
遺構外

須恵器　　　

坏
12.2 5.7 3.7

ロクロ成形 

外：ロクロナデ、底面回転糸切未調整 

内：ロクロナデ

①焼締りやや弱い 

② 10YR7/1 

③チャート、片岩、石英

100

口縁部内面に煤

付着、燈明皿と

して使用

法量 (㎝ )
重量 (g) 材質 作成技法等の特徴

長さ 幅 厚さ

第 108 図 114 

PL36-114
遺構外

石器　　　　　

石鏃
(2.54) (2.08) 0.42 (1.45) 黒色安山岩 凹基無茎鏃 90 左脚部が欠損



118

E 区Ⅲ

第 109 図　E区Ⅲ　遺構全体図

第 110 図　E区Ⅲ　基本土層

E 区Ⅲ　全体図
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SD03
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SP02
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SP01
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X= 35324
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X= 35316
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X= 35296

Y=-69864
X= 35304

Y=-69916
X= 35328

Y=-69908
X= 35344

Y=-69880
X=35332

Y=-69880
X= 35312

A
A’

A A’

A
A’

基本土層

1

3

4

9
10
11

12

13

14
15

5
6
7
8

2

基本土層

 1　灰黄褐色土 (10YR4/2)  現耕作土。As-A テフラを含む。

 2　褐灰色土 (10YR4/1)　床上。鉄分の沈着あり。

 3　褐色砂質土 (10YR4/4)　As-B テフラを多量に含み底部には、

    As-B テフラの一次堆積がある。

 4　黒褐色粘質土 (10YR3/1)　Hr-FP を含む。

 5  褐灰色粘質土 (10YR5/1)　鉄分の沈着あり。

 6　にぶい黄橙色シルト (10YR7/3)

 7　灰黄褐色粘質土 (10YR5/2)　6 層のシルトを少し含む。

 8　にぶい黄橙色シルト (10YR6/3)　

 9　灰黄褐色シルト (10YR5/2)

10　にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)  黄褐色軽石を含む。火山灰分析

　　サンプル採取層。

11　灰黄褐色粘質土 (10YR4/2)　

12　黒色粘質土 (10YR1.7/1)　流木、腐食を含む。

13　褐灰色砂質土 (10YR4/1)

14　黒色粘質土 (10YR2/1)

15　にぶい黄褐色粘質土 (10YR5/3)  基盤層。

L=79.10m

0 1:40 2m

第 13 節　E区Ⅲ
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E 区Ⅲ
E 区Ⅲ　全体図
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SD03
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SP01

Y=-69860
X= 35324

Y=-69840
X= 35316

Y=-69844
X= 35296

Y=-69864
X= 35304

Y=-69916
X= 35328

Y=-69908
X= 35344

Y=-69880
X=35332
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A
A’

A A’

A
A’

名称 形状 主軸方位
規模 (m）

時期 備考・出土遺物
長軸 短軸 深さ

SD01 N- 76° -W 16.72 0.44 0.10 As-B 降下後 土師器

SD02 N- 56° -W 14.42 0.34 0.09 As-B 降下前

SD03 N- 11° -E 10.02 0.54 0.14 As-B 降下後
土師器高坏・甕・Ｓ字口縁台付甕・壺、須恵器高台付埦・蓋、陶器坏、

磁器埦

SP01 円形 0.62 0.56 0.12 As-B 降下後

SP02 円形 1.00 0.94 0.25 As-B 降下後

（１）調査区の概要
　E区Ⅲは新設道路工事に伴い設定した。
調査区全体に昭和期の土地改良工事による

削平がおよんでおり、As-B 一次堆積層の残存
状況は良くなかった。よって As-B 堆積層下面
と As-B が削平されている場合には土地改良工
事土下の黒褐色粘質土面を遺構検出面とした。
本調査区では平安時代～ As-B 降下後の遺構

を検出した。遺構の内約は、溝３条、As-B 下
水田跡、ピット２基である。

（２）溝
本調査区では、３条の溝を検出した。
SD02 には As-B 一次堆積層が埋土として堆積

しており、As-B 降下時に埋没している。一帯
のAs-B下水田と関連する遺構の可能性がある。

（３）As-B 下水田
　本調査区では、南側台地から北側低地と、
東に向けて水田面を下げる As-B 下水田区画を
検出した。
　調査区西端区画の水田面標高は約 79.35m 程
度で約５cm ～ 10cm 程度ずつ北・東へ標高を下
げ、調査区内では 79.00m 程度まで水田面標高
を下げる。
　畦はなく、全ての水田区画の切り替わり部
分は段となっていた。段の走行方向は真北を
意識している。
　
（４）ピット
　本調査区では、２基のピットを検出した。
ピット２基は As-B 二次堆積で埋没していた。

第 111 図　E区Ⅲ　SD01 ～ 03、SP01・02　遺構図

第 31 表　E区Ⅲ　遺構観察表

1

1

1

1

1

SD01(SPA-A′)

1　暗褐色砂質土 (10YR3/3)　黒褐色粘質土の小ブロック含む。As-B テフラ多量。 SD02(SPBA-A′)

1　褐灰色砂 (10YR5/1)　As-B テフラ一次堆積層。

SD03(SPA-A′)

1　灰黄褐色土(10YR4/2)　軽石を含む。(上部に As-Bテフラをブロック状に含む。)

SP01(SPA-A′)

1　灰黄褐色砂 (10YR5/2)　As-B テフラ二次堆積。
SP02(SPA-A′)

1　灰黄褐色砂 (10YR5/2)　As-B テフラ二次堆積。

（平面図・断面図）
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E 区Ⅳ

第 14 節　E区Ⅳ

（１）調査区の概要
　E 区Ⅳは区画道路１号線工事に伴い発掘調査
を実施した。
調査区全体に昭和期の土地改良工事による

削平がおよんでおり、As-B 一次堆積層の残存
状況は良くなかった。よって As-B 堆積層下面
と As-B が削平されている場合には、土地改良
工事盛土下の黒褐色粘質土面を遺構検出面と
した。
本調査区では平安時代・近現代の遺構を検

出した。遺構の内訳は溝５条、As-B 下水田で
ある。

（２）溝
　本調査区では近現代の溝５条を検出した。
　溝は全て近現代の溝と判断できたため掘削
を行わなかった。

（３）As-B 下水田
　本調査区西半では、南側台地から北側低地
に向けて水田面を下げる棚田状の As-B 下水田
区画を検出した。
　南西端区画の水田面標高は 79.90m 程度で約
５cm 程度ずつ北へ標高を下げ、調査区内では
79.80m 程度まで水田面標高を下げる。東西方
向の水田面の落ち方向は上位の区画では西か
ら東、下位の区画では東から西へと切り替わ
っており、万遍なく水が行き届くよう設計さ
れている。
棚田状の区画は東西に長い不定形の長方形

で、南側台地に向かって扇状に開く。水田区
画の短辺長は約４m ～６m、長辺長は区画毎に
様々である。
　畦は調査区中央付近の幅約 1.5m ～３m のも
ののみ検出した。周辺遺跡の調査成果から、
条里水田の南北方向大畦かつ坪交点であると
推定できる。他に畦は検出できず、幅約 50cm
の段が各水田区画を区切っていた。
　大畦を境に調査区東半では全面に砂質土が
広がっており、As-B の堆積・As-B 下水田面は
検出できなかったため、トレンチを設定し、
砂質土の下の黒色粘質土を確認した。砂質土
下の黒色粘質土を対象に、プラント・オパー
ル分析を行ったところ、水田として認定する
に足る量のプラント・オパールが検出された。
何らかの理由により、As-B 降下前に砂質土で
埋没した水田が、E 区Ⅳ東半に展開していたも
のと推測できる。埋没時期は不明だが、周囲
の As-B 下水田と条里区画を共有する水田と考
えられる。

第 112 図　E区Ⅳ　基本土層

79
.9
0

80
.0
0

80
.0
0

79
.9
0

79.
95

79
.8
5

79
.8
0

79
.9
580.0

5

80.00

8
0
.
0
5

79.95

79.
90

79.90

79.85

79
.9
0

79.90

79
.8
5

79.80

79.85
79.80

79
.8
5

79.85

79
.8
0

79
.8
079

.8
5

79
.8
5

79.80

79.75

7
9
.
7
5

79.70

79
.7
0

79
.7
0

79.
65

7
9
.
6
5

79.70

79
.6
5

79.65

7
9
.
6
5

7
9
.
6
0

79
.6
0

79.
60

79.65

79.65

79.65

79.70

79.8
5

79.85

79.85

79
.8
5

7
9
.
9
0

79.90

79.90

79
.9
5

79.80

79
.8
5

79.85

79.85

79.
85

79
.9
0

79.80

80
.0
0

79.90

79.80

79.90

79
.9
0

79
.9
0

79.85

79
.9
5

79
.8
0

79
.8
0

79
.8
0

79
.8
5

79.85

79.
80

79.80

79
.8
5

79
.8
0

79.90

79.85

79.95

79
.9
5

80
.0
0

7
9
.
9
0

79.95

79.95

79
.9
0

カクラン

カクラン

基本土層 1

基本土層 2

基本土層 3

1T

2T

3T

4T

5T

SN

0 1:250 10m

SD03

SD02

NR01

SD01

SD05

SD04

Y=-69992
X= 35388

Y=-69972
X= 35356

Y=-69964
X= 35372

Y=-70024
X= 35408Y=-70032

X= 35388
Y=-70008

X= 35376

Y=-70000
X= 35392

Y=-69996
X= 35368

B

B’

C

C’
D

D’

E

E’

A

A’

基本土層 1

1
2

3

4
5

基本土層 2 基本土層 3

8

9

10

11

12

13

9

10

11

13

7

6

8

9

10

11

13

7

基本土層 1・2・3

 1　表土

 2　As-B テフラ一次堆積層

 3　黒褐色土 (10YR2/3)　Hr-FP と思われる軽石粒を含む。粘質土。

 4　暗褐色土 (10YR3/3)　シルトブロックを含む。砂粒を多量。

 5　にぶい黄褐色砂層 (10YR5/3)

 6　黒褐色土 (10YR3/2)　Hr-FP と思われる軽石粒を含む。粘質土。

 7  暗褐色土 (10YR3/3)　砂層と粘質土の互層。

 8　黒褐色土 (10YR2/2)　強粘性土。

 9　黒色土 (10YR1.7/1)　強粘性土。

10　黒色土 (10YR2/1)　軽石粒を多量。
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第 113 図　E区Ⅳ　遺構全体図
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名称 形状 主軸方位
規模 (m）

時期 備考・出土遺物
長軸 短軸 深さ

SD01 N- 31° -E 14.90 0.88 近現代 土師器坏・高坏・Ｓ字口縁台付甕・壺、須恵器高台付埦・大甕・壺

SD02 N- 20° -W 3.96 0.25 近現代

SD03 N- 19° -W 7.80 0.40 近現代

SD04 N- 88° -E 23.40 1.15 近現代

SD05 N- 75° -W 7.20 0.58 近現代

第 115 図　E区Ⅳ　遺物図

第 32 表　E区Ⅳ　遺物観察表

第 33 表　E区Ⅳ　遺構観察表

115 0 1:3 10㎝

図版番号 遺構名
種別　　　　　　　　　　　

器種

法量（㎝）
成形・整形技法等の特徴（器形・文様の特徴） ①焼成　②色調　③胎土　　　　　　　

残存

（％）
備考

口径 底径 器高

第 115 図 115 

PL36-115
遺構外

土師器　　　

台付甕
10.0 6.2 17.5

体部と脚部の接合両面に補充粘土、内面脚端部は折返

し 

外：口縁部ヨコナデ、胴部ハケメ、脚部ハケメ後に指

ナデ 

内：口縁部ヨコナデ、胴部ヘラナデ、脚部ナデ

①良好 

② 7.5YR7/2 

③チャート、石英、凝灰岩
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第 15 節　E区Ⅴ

（１）調査区の概要
　E 区Ⅴは区画道路１号線工事に伴い発掘調査
を実施した。
調査区全体に昭和期の土地改良工事による

削平がおよんでおり、As-B 一次堆積層の残存
状況は良くなかった。よって As-B 堆積層下面
と、As-B が削平されている場合には土地改良
工事盛土下の黒褐色粘質土面を遺構検出面と
した。
本調査区では平安時代～近世の遺構を検出

した。遺構の内訳は溝１条、As-B 下水田跡、
耕具痕、土坑２基である。

（２）溝
　本調査区では As-B テフラ降下後の溝１条を
検出した。

（３）As-B 下水田区画
本調査区北半では、As-B 水田区画を３面検

出した。水田区画の東西辺は東の区画から約
17.3m 以上、約 5.7m、約 16m となっており一
定でない。
東端の区画は南側の東西辺が屈曲しており、

水田区画の設計に南側の台地の影響を受けて
いるものと推定できる。水田面の標高は東の
区画から 79.4m 前後、79.4m 前後、79.5m 前後
となっており、西から東へ水田面を下げてい
る。

（４）耕具痕
　本調査区南半中央部から東部にかけて、
As-B 下水田区画と隣接して耕具による耕具痕
を多数検出した。
　耕具痕は長方形・三角・半月形の平面形を
呈しており、少なくとも三種の耕具で掘り込
まれていると推定できる。向きは確定できな
いが、耕具痕は一定の方向に掘り込まれてい
る箇所が認められ、後ろに下がりながら連続
して掘削を行ったと推定できる。
耕具痕は As-B 一次堆積層の上に位置する

As-B を含む黒褐色砂質土層から掘り込まれ、
As-B 下水田耕土の黒褐色粘質土を掘り込んで
いた。以上の様子から As-B 下の黒色粘質土を
狙って掘り込んでおり、掘削は耕地の復元を
目的としたものと推定できる。
耕具痕の範囲は As-B の堆積が浅く旧地形が

高い水田区画の南側に集中している。調査区
北側の水田区画内は掘削されていない。

（５）土坑
　本調査区では、２基の土坑を検出した。
　各土坑は遺物に乏しく、テフラから年代を

第 116 図　E区Ⅴ　基本土層
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 2　As-B テフラ一次堆積層

 3　黒褐色粘質土（10YR3/2)　粘性やや強い。しまり強い。粒子細かい。

　　白色軽石φ1～ 3㎜微量。

 4　暗褐色砂質土（10YR3/4)　粘性やや強い。しまり強い。粒子細かい。

　　白色軽石φ5㎜微量。白色軽石φ1～ 3㎜少量。黄褐色砂礫 (10YR5/8)

　　φ3～ 5㎜多く含む。砂粒φ0.3 ㎜多量。鉄分集積微量。

 5　黒褐色粘質土（10YR3/1)　粘性強い。しまり強い。粒子細かい。

　　にぶい黄褐色シルトブロック (10YR6/3)φ1 ～ 2 ㎝微量。ややシルト質。

 6  黒色粘質土（10YR1/2)　粘性強い。しまり強い。粒子細かい。白色軽石

　　φ3～ 4㎜多量。

 7　黒色粘質土（10YR1/2)　粘性強い。しまり強い。粒子細かい。

 8　黒褐色砂質土（10YR3/2)　粘性やや弱い。しまりやや強い。白色軽石φ1㎜多量。

 9　黒色粘質土（10YR2/1)　粘性強い。しまりやや強い。

10　シルト漸移層　
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第 117 図　E区Ⅴ　遺構全体図
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E 区Ⅴ

第 118 図　E区Ⅴ　耕具痕 01 ～ 03、畦 01 ～ 03、SD01　遺構図

畦 01
畦 02

1

2

1

2

3

畦 03

1

2

3

4 1

1

2

耕具痕 02

1 223

耕具痕 01

耕具痕 03

1

2

3
44 4 4

5

5

12

畦 01 畦 02

畦 03

SD01

畦 01(SPA-A’)

1　黒褐色粘質土 (10YR3/2)　粘性あり。しまり強い。白色軽石微量。

   As-B テフラ下水田上面。

2　暗褐色粘質土 (10YR3/3)　粘性あり。しまり強い。白色軽石微量。

   

畦 02(SPA-A’)

1　黒褐色粘質土 (10YR3/2)　粘性あり。しまり強い。白色軽石微量。As-B テフラ下水

   田上面。

2　暗褐色砂質土 (10YR3/3)　粘性弱い。しまりやや強い。粒子やや細かい。白色軽石

   φ1 ㎜微量。

3　暗褐色粘質土 (10YR3/3)　粘性あり。しまり強い。白色軽石微量含む。

畦 03(SPA-A’)

1　黒褐色粘質土（10YR3/2)　粘性あり。しまり強い。白色軽石微量。As-B テフラ下水田上面。

2　暗褐色粘質土（10YR3/3)　粘性あり。しまり強い。白色軽石微量。

3　暗褐色砂質土（10YR3/4)　粘性やや弱い。しまり強い。粒子細かい。白色軽石φ5㎜微量。

　 黄褐色砂礫 (10YR5/8)3 ～ 5 ㎜多量。鉄分集積微量。　

4　暗褐色粘質土（10YR3/3)　粘性やや強い。しまり強い。粒子細かい。白色軽石φ1㎜少量。　

耕具痕 02(SPA-A’)

1　As-B テフラ二次堆積層 (10YR7/2)　しまりやや弱い。粘性なし。粒

   子粗い。黒色土 (10YR2/3) 微量。

2　黒褐色粘質土 (10YR3/2)  しまり強い。粘性あり。白色軽石微量。

   As-B テフラ下水田上面。

耕具痕 01(SPA-A’)

1　黒褐色砂質土 (10YR2/3)　粘性弱い。しまり強い。粒子やや細かい。As-B

   テフラ極めて多量。ピンク灰微量。

2　As-B テフラ一次堆積層

3　暗褐色粘質土 (10YR3/3)　粘性あり。しまり強い。白色軽石微量。As-B テ

   フラ下水田。

耕具痕 03(SPA-A’)

1　表土

2　土地改良工事盛土

3　黒褐色砂質土 (10YR2/3)　粘性弱い。しまり強い。粒子やや細かい。As-B テフラ多量。ピンク灰微量。

4　As-B テフラ一次堆積層

5　黒褐色粘質土 (10YR3/2)　粘性やや強い。しまり強い。粒子細かい。白色軽石φ1～ 3 ㎜微量。水田面。

SD01(SPA-A’)

1　黒色砂質土 （10YR3/2)　しまりやや強い。粘性なし。粒子やや細かい。ピンク灰少量。As-B テフラφ0.5 ㎜主体。

2　暗褐色砂質土（10YR3/3)　しまりやや強い。粘性やや弱い。粒子細かい。砂粒φ0.3 ㎜多量。白色細粒子φ1㎜微量。
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E 区Ⅴ

名称 形状 主軸方位
規模 (m）

時期 備考・出土遺物
長軸 短軸 深さ

SD01 N- 34° -W 12.26 0.68 0.14 As-B 降下後 土師器、磁器

SK01 長方形 N- 26° -E 1.96 0.80 0.14 As-A 降下前

SK02 楕円形 N- 22° -E 0.94 0.27 0.13 As-B 降下後

第 119 図　E区Ⅴ　SK01・02　遺構図

第 34 表　E区Ⅴ　遺構観察表

畦 01
畦 02

1

2

1

2

3

畦 03

1

2

3

4 1

1

2

耕具痕 02

1 223

耕具痕 01

耕具痕 03

1

2

3
44 4 4

5

5

12

畦 01 畦 02

畦 03

SD01

畦 01(SPA-A’)

1　黒褐色粘質土 (10YR3/2)　粘性あり。しまり強い。白色軽石微量。

   As-B テフラ下水田上面。

2　暗褐色粘質土 (10YR3/3)　粘性あり。しまり強い。白色軽石微量。

   

畦 02(SPA-A’)

1　黒褐色粘質土 (10YR3/2)　粘性あり。しまり強い。白色軽石微量。As-B テフラ下水

   田上面。

2　暗褐色砂質土 (10YR3/3)　粘性弱い。しまりやや強い。粒子やや細かい。白色軽石

   φ1 ㎜微量。

3　暗褐色粘質土 (10YR3/3)　粘性あり。しまり強い。白色軽石微量含む。

畦 03(SPA-A’)

1　黒褐色粘質土（10YR3/2)　粘性あり。しまり強い。白色軽石微量。As-B テフラ下水田上面。

2　暗褐色粘質土（10YR3/3)　粘性あり。しまり強い。白色軽石微量。

3　暗褐色砂質土（10YR3/4)　粘性やや弱い。しまり強い。粒子細かい。白色軽石φ5㎜微量。

　 黄褐色砂礫 (10YR5/8)3 ～ 5 ㎜多量。鉄分集積微量。　

4　暗褐色粘質土（10YR3/3)　粘性やや強い。しまり強い。粒子細かい。白色軽石φ1㎜少量。　

耕具痕 02(SPA-A’)

1　As-B テフラ二次堆積層 (10YR7/2)　しまりやや弱い。粘性なし。粒

   子粗い。黒色土 (10YR2/3) 微量。

2　黒褐色粘質土 (10YR3/2)  しまり強い。粘性あり。白色軽石微量。

   As-B テフラ下水田上面。

耕具痕 01(SPA-A’)

1　黒褐色砂質土 (10YR2/3)　粘性弱い。しまり強い。粒子やや細かい。As-B

   テフラ極めて多量。ピンク灰微量。

2　As-B テフラ一次堆積層

3　暗褐色粘質土 (10YR3/3)　粘性あり。しまり強い。白色軽石微量。As-B テ

   フラ下水田。

耕具痕 03(SPA-A’)

1　表土

2　土地改良工事盛土

3　黒褐色砂質土 (10YR2/3)　粘性弱い。しまり強い。粒子やや細かい。As-B テフラ多量。ピンク灰微量。

4　As-B テフラ一次堆積層

5　黒褐色粘質土 (10YR3/2)　粘性やや強い。しまり強い。粒子細かい。白色軽石φ1～ 3 ㎜微量。水田面。

SD01(SPA-A’)

1　黒色砂質土 （10YR3/2)　しまりやや強い。粘性なし。粒子やや細かい。ピンク灰少量。As-B テフラφ0.5 ㎜主体。

2　暗褐色砂質土（10YR3/3)　しまりやや強い。粘性やや弱い。粒子細かい。砂粒φ0.3 ㎜多量。白色細粒子φ1㎜微量。

L=79.60m L=79.60m

L=79.70m

L=79.60m
L=79.60m

L=79.70m
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0 1:40 2m
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1
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調査区外
SK01

SK02

SK01(SPA-A’)

1　表土

2　土地改良工事盛土　　　

3　暗褐色土（10YR4/3）  粘性やや弱い。しまり強い。粒子やや細かい。As-B テフラ微量。

4  暗褐色砂質土（10YR3/3）  粘性やや弱い。しまりやや強い。粒子やや細かい。As-B テ

   フラ多量。As-A テフラ少量。

5　As-B テフラ一次堆積層

A A’
L=79.50m

A A’

A A’

A A’
L=79.50m

（平面図・断面図）
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F 区

第 16 節　F区

（１）調査区の概要
F 区は木村堰第３排水工事に伴い発掘調査を

行った。
調査区全体に昭和期の土地改良工事による

削平がおよんでおり、As-B 一次堆積層の残存
状況は良くなかった。よって As-B 堆積層下面
と、As-B が削平されている場合には土地改良
工事盛土下の黒褐色粘質土面を遺構検出面と
した。
F 区は細かく４区画に分かれるため、F 区 -

１、F区 -２のように枝番を振った。
本調査区では古墳時代～近世の遺構を検出

した。遺構の内訳は溝 19 条、畝状遺構、土坑
４基である。

（２）溝
　本調査区では古墳時代～近世の溝 19 条を検
出した。
　検出した溝の大半は As-A を埋土に含む近世
以降の溝である。
　SD01 は As-A や As-B を埋土に含まず、最下
層には若干の砂礫層が堆積する。走行方向は
旧地形の傾斜方向に関わらず東西である。上
述の堆積状況と走行方向から、As-B 下水田に
関連、またはやや先行する水路の可能性があ

る。
　SD05 は埋土上位に As-B 一次堆積層が認め
られ、埋土最下層には砂礫層が２～３cm 堆積
する。走行方向は東西である。検出位置から
SD01 と同一の溝と考えらえる。
　SD08 は土地改良事業以前まで農業用取排水
路として機能した旧粕川の可能性がある。埋
土は As-A 降下以前・降下以後・土地改良工事
直前の三時期に分けることができる。時期が
下るにつれて、河道中心及び西側の立ち上が
りが東へと移っていく。河道成立時期は As-B
下水田廃絶後～ As-A 降下以前と考えられる。

（３）畝状遺構
F 区 - ４では畝状遺構と考えらえる溝列を３

条検出した。畝の上部は土地改良事業により
削平されていた。畝間に多量の As-B を含むも
のの As-B 一次堆積は認められないため、As-B
降下後の所産と考えられる。

（４）土坑
　本調査区では４基の土坑を検出した。
　SK04 が As-A を埋土に含むほかは、各土坑埋
土には火山噴出物は含まれていなかった。い
ずれの土坑も性格を絞り込むには至らなかっ
た。

第 120 図　F区　基本土層

L=79.10m

1

2

3

4

5

6

7

基本土層

F区基本土層

1　灰黄褐色土（10YR5/2)  粘性なし。しまりなし。現耕作土。As-A テフラ多量。

2　灰黄褐色土（10YR5/2)　粘性なし。しまりなし。As-A テフラ多量。3～ 5㎝大の黒褐色土ブロック（土地改良による）を部分的に含む。

3　にぶい黄褐色土（10YR3/3）　As-B テフラ大量。部分的に鉄分凝集が進む。

4　暗褐色土（10YR3/3)　粘性あり。しまりあり。As-B テフラ下水田耕作土。

5　灰黄褐色土（10YR4/2)　粘性あり。しまりあり。3～ 5㎝大の乳白色パミス（Hr-FP と考えられる）含む。鉄分凝集が進む。

6　黒色土（10YR2/1)  粘性ややあり。しまりあり。細かい粒子。粘性少なめだが固くしまる。泥炭質。

7　基盤層（ローム層）　

（平面図・断面図）
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F 区
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F 区　全体図 (1)
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第 121 図　F区 -1　遺構全体図

L=79.10m
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基本土層

F区基本土層

1　灰黄褐色土（10YR5/2)  粘性なし。しまりなし。現耕作土。As-A テフラ多量。

2　灰黄褐色土（10YR5/2)　粘性なし。しまりなし。As-A テフラ多量。3～ 5㎝大の黒褐色土ブロック（土地改良による）を部分的に含む。

3　にぶい黄褐色土（10YR3/3）　As-B テフラ大量。部分的に鉄分凝集が進む。

4　暗褐色土（10YR3/3)　粘性あり。しまりあり。As-B テフラ下水田耕作土。

5　灰黄褐色土（10YR4/2)　粘性あり。しまりあり。3～ 5㎝大の乳白色パミス（Hr-FP と考えられる）含む。鉄分凝集が進む。

6　黒色土（10YR2/1)  粘性ややあり。しまりあり。細かい粒子。粘性少なめだが固くしまる。泥炭質。

7　基盤層（ローム層）　

（平面図・断面図）
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F 区
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F 区 -4

F 区 -3 F 区 -2

F 区  全体図 (2)
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第 122 図　F区 -2 ～ 4　遺構全体図
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F 区

第 123 図　F区　SD01 ～ 07　遺構図
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SD01(SPA-A’）

1　暗褐色土（10YR3/3） 粘性なし。しまりなし。黄白色の軽石粒少量。地山黄色土粒中量。

2　黒褐色土（10YR3/2） 粘性なし。しまりあり。黒色粘質土を主体とし、地山黄色土粒少量。

3　にぶい黄褐色土（10YR4/3)　粘性なし。しまりなし。砂質土を主体とし、地山黄色土粒、黄色土ブ

   ロック（0.5 ～ 1 ㎝）中量。

4　にぶい黄褐色土（10YR4/3)　粘性なし。しまりなし。砂質土を主体とし、地山黄色土粒、黄色土ブ

   ロック（0.5 ～ 1 ㎝）中量。

　

SD02(SPA-A’）

1  灰黄褐色土（10YR5/2)  粘性なし。しまりなし。現耕作土。As-A テフラ多量。

2  にぶい黄褐色土（10YR5/4)　粘性なし。しまりなし。R354 側溝工事による盛土と考えられる。

3  にぶい黄褐色土（10YR5/4)　粘性なし。しまりなし。As-A テフラ少量。やや酸化鉄分凝集あ

   り。

4　灰黄褐色土（10YR4/2）　粘性なし。しまりなし。As-A テフラ多量。5～ 10cm の川原石含む。

   近～現代の磁器片出土。 　　

SD03(SPA-A’）

1  灰黄褐色土（10YR5/2)  粘性なし。しまりなし。現耕作土。As-A テフラ多量。

2  灰黄褐色土（10YR5/2)　粘性なし。しまりなし。As-A テフラ多量。土地改良による 3～ 5㎝の黒褐色土ブロックを

　 部分的に含む。

3　暗褐色土（10YR3/3）　粘性なし。しまりなし。As-A テフラ多量。

SD04(SPA-A’）

1　灰黄褐色土（10YR5/2)  粘性なし。しまりなし。現耕作土。As-A テフラ多量。

2  灰黄褐色土（10YR4/2)　粘性なし。しまりなし。As-A テフラ多量。

SD06(SPA-A’）　

1  灰黄褐色土（10YR5/2)　粘性なし。しまりなし。現耕作土。As-A テフラ多量。

2  にぶい黄褐色土（10YR4/3)　粘性なし。しまりなし。1層と地山の混土層。工事痕。

3  暗褐色土（10YR3/4)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ多量。若干酸化鉄分凝集あり。

SD05(SPA-A’）

 1  灰黄褐色土　（10YR5/2)  粘性なし。しまりなし。現耕作土。As-A テフラ多量。

 2  灰黄褐色土  （10YR5/2)　粘性なし。しまりなし。As-A テフラ多量。土地改良による 3～ 5㎝の黒褐色

    土ブロックを部分的に含む。

 3  にぶい黄褐色土  （10YR4/3)　粘性なし。しまりあり。地山ブロック多量。

 4  As-B テフラ一次堆積層。

 5  黒褐色土（10YR3/2)　粘性あり。しまりあり。細かい粒子含む。少量の乳白石パミス（Hr-FP)

    及び地山小ブロック含む。

 6  暗褐色土（10YR3/4)　粘性なし。しまりあり。5層とほぼ同様だが少量の砂粒含む。

 7  にぶい黄褐色土　（10YR4/3) 粘性なし。しまりなし。2～ 3㎜の砂粒よりなる。流水性堆積。　

SD07(SPA-A’）

1  灰黄褐色土（10YR5/2)  粘性なし。しまりなし。現耕作土。As-A テフラ多量。

2  灰黄褐色土（10YR5/2)　粘性なし。しまりなし。As-A テフラ多量。土地改良による 3～ 5㎝の黒褐色土ブロ

   ックを部分的に含む。

3  にぶい黄褐色土（10YR3/3）　As-B テフラ多量。部分的に酸化鉄分凝集が進む。

4　灰黄褐色土（10YR4/2）　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ多量。一部 As-B テフラの流水性堆積あり。
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F 区

第 124 図　F区　SD08 ～ 14　遺構図
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SD08(SPA-A’）

 1  灰黄褐色土（10YR5/2)  粘性なし。しまりなし。現耕作土。As-A テフラ多量。

 2  灰黄褐色土（10YR5/2)　粘性なし。しまりなし。As-A テフラ多量。3～ 5㎝の黒褐色土ブロック（土地改良による）を部分的に含む。

 3  にぶい黄褐色土（10YR4/3）　粘性なし。しまりあり。地山ブロック多量。土地改良時の埋め戻しによる堆積。

 4　暗褐色土（10YR3/4)　粘性なし。しまりなし。地山ブロック少量。土地改良時の埋め戻しによる堆積で最下部には、プラスチックゴミがノリ面に沿って出土。

 5　黒褐色土（10YR3/2)　粘性なし。しまりなし。As-A テフラ多量。近世磁器、石塔（五輪塔、空風輪）を出土。

 6  にぶい黄褐色土（10YR4/3)　粘性なし。しまりなし。2～ 3㎝の礫多量。河床に近いと考えられる堆積。

 7　暗褐色土（10YR3/4)　粘性なし。しまりなし。細かい砂粒を含む。上位には、少量の As-A テフラ含む。

 8　暗褐色土（10YR3/4)　粘性なし。しまりなし。As-A テフラ多量。やや酸化鉄分凝集が進む。

 9　にぶい黄褐色土（10YR5/2)　粘性なし。しまりなし。細かい砂粒で構成される。

10　にぶい黄褐色土（10YR5/3)　粘性なし。しまりなし。細かい砂粒で構成される。洪水性の堆積か。

11　暗褐色土（10YR3/4)　粘性なし。しまりなし。細かい砂粒で構成される。洪水性の堆積か。

12　褐灰色土（10YR4/1)　粘性なし。しまりなし。2～ 3㎝の小礫多量。下位は特に流水性の堆積。色調は還元され褐灰色。

1

P

SD09・10(SPA-A’）

1　灰黄褐色土（10YR5/2)  粘性なし。しまりなし。現耕作土。As-A テフラ多量。

2　灰黄褐色土（10YR4/2)　粘性あり。しまりあり。φ3～ 5㎜の乳白色パミス（Hr-FP と考えられる）含む。酸化鉄分凝集が進む。

3　暗褐色土（10YR3/3）　粘性あり。しまりあり。小粒の Hr-FP を含む。

4　暗褐色土（10YR3/4）　粘性あり。しまりあり。φ2～ 5㎝の Hr-FP を含む。

5　にぶい黄褐色土（10YR4/3）　粘性なし。しまりあり。2～ 5㎝の地山小ブロックを含む。

6　にぶい黄褐色土（10YR4/3）　粘性あり。しまりあり。1～ 2㎝の地山粒含む。

7　灰黄褐色土（10YR4/2）　粘性あり。しまりあり。6層と同様だが、やや還元ぎみ。

8　にぶい黄褐色土（10YR4/3）　粘性なし。しまりなし。5～ 10cm の地山ブロック含む。

SD10

SD09

SD11(SPA-A’）

1　にぶい黄褐色土（10YR4/3)　粘性なし。しまりなし。As-A テフラ少量。地山粒中量。

2　灰黄褐色土（10YR4/2）　粘性ややあり。しまりなし。As-A テフラ少量。地山粒中量。灰色粘質土中量。

SD12.13(SPA-A’）

1　灰黄褐色土（10YR4/2)　粘性なし。しまりなし。現耕作土。As-A テフラ含む。

2　暗褐色土（10YR3/3)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ多量。地山黄色ブロック少量。（SD13)

3　灰黄褐色土（10YR4/2)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ少量。地山ブロック（1～ 3㎝）多量。

　 1 ～ 3 ㎝の小石下部に含む。（SD12)

SD14(SPA-A’）

1　灰黄褐色土（10YR5/2)  粘性なし。しまりなし。現耕作土。As-A テフラ多量。

2　灰黄褐色土（10YR5/2)　粘性なし。しまりなし。As-A テフラ多量。3～ 5㎝の黒褐色土

   ブロック （土地改良による）を部分的に含む。

3  にぶい黄褐色土（10YR4/3)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ含み、2～ 3㎝の地山

   粒少量。

4  灰黄褐色土（10YR4/2)  粘性なし。しまりなし。As-B テフラ含み、最下部は砂粒含む。
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F 区

第 125 図　F区　SD15 ～ 19、畝状遺構 01　遺構図
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SD08(SPA-A’）

 1  灰黄褐色土（10YR5/2)  粘性なし。しまりなし。現耕作土。As-A テフラ多量。

 2  灰黄褐色土（10YR5/2)　粘性なし。しまりなし。As-A テフラ多量。3～ 5㎝の黒褐色土ブロック（土地改良による）を部分的に含む。

 3  にぶい黄褐色土（10YR4/3）　粘性なし。しまりあり。地山ブロック多量。土地改良時の埋め戻しによる堆積。

 4　暗褐色土（10YR3/4)　粘性なし。しまりなし。地山ブロック少量。土地改良時の埋め戻しによる堆積で最下部には、プラスチックゴミがノリ面に沿って出土。

 5　黒褐色土（10YR3/2)　粘性なし。しまりなし。As-A テフラ多量。近世磁器、石塔（五輪塔、空風輪）を出土。

 6  にぶい黄褐色土（10YR4/3)　粘性なし。しまりなし。2～ 3㎝の礫多量。河床に近いと考えられる堆積。

 7　暗褐色土（10YR3/4)　粘性なし。しまりなし。細かい砂粒を含む。上位には、少量の As-A テフラ含む。

 8　暗褐色土（10YR3/4)　粘性なし。しまりなし。As-A テフラ多量。やや酸化鉄分凝集が進む。

 9　にぶい黄褐色土（10YR5/2)　粘性なし。しまりなし。細かい砂粒で構成される。

10　にぶい黄褐色土（10YR5/3)　粘性なし。しまりなし。細かい砂粒で構成される。洪水性の堆積か。

11　暗褐色土（10YR3/4)　粘性なし。しまりなし。細かい砂粒で構成される。洪水性の堆積か。

12　褐灰色土（10YR4/1)　粘性なし。しまりなし。2～ 3㎝の小礫多量。下位は特に流水性の堆積。色調は還元され褐灰色。

1

P

SD09・10(SPA-A’）

1　灰黄褐色土（10YR5/2)  粘性なし。しまりなし。現耕作土。As-A テフラ多量。

2　灰黄褐色土（10YR4/2)　粘性あり。しまりあり。φ3～ 5㎜の乳白色パミス（Hr-FP と考えられる）含む。酸化鉄分凝集が進む。

3　暗褐色土（10YR3/3）　粘性あり。しまりあり。小粒の Hr-FP を含む。

4　暗褐色土（10YR3/4）　粘性あり。しまりあり。φ2～ 5㎝の Hr-FP を含む。

5　にぶい黄褐色土（10YR4/3）　粘性なし。しまりあり。2～ 5㎝の地山小ブロックを含む。

6　にぶい黄褐色土（10YR4/3）　粘性あり。しまりあり。1～ 2㎝の地山粒含む。

7　灰黄褐色土（10YR4/2）　粘性あり。しまりあり。6層と同様だが、やや還元ぎみ。

8　にぶい黄褐色土（10YR4/3）　粘性なし。しまりなし。5～ 10cm の地山ブロック含む。

SD10

SD09

SD11(SPA-A’）

1　にぶい黄褐色土（10YR4/3)　粘性なし。しまりなし。As-A テフラ少量。地山粒中量。

2　灰黄褐色土（10YR4/2）　粘性ややあり。しまりなし。As-A テフラ少量。地山粒中量。灰色粘質土中量。

SD12.13(SPA-A’）

1　灰黄褐色土（10YR4/2)　粘性なし。しまりなし。現耕作土。As-A テフラ含む。

2　暗褐色土（10YR3/3)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ多量。地山黄色ブロック少量。（SD13)

3　灰黄褐色土（10YR4/2)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ少量。地山ブロック（1～ 3㎝）多量。

　 1 ～ 3 ㎝の小石下部に含む。（SD12)

SD14(SPA-A’）

1　灰黄褐色土（10YR5/2)  粘性なし。しまりなし。現耕作土。As-A テフラ多量。

2　灰黄褐色土（10YR5/2)　粘性なし。しまりなし。As-A テフラ多量。3～ 5㎝の黒褐色土

   ブロック （土地改良による）を部分的に含む。

3  にぶい黄褐色土（10YR4/3)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ含み、2～ 3㎝の地山

   粒少量。

4  灰黄褐色土（10YR4/2)  粘性なし。しまりなし。As-B テフラ含み、最下部は砂粒含む。
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調査区外

SD15(SPA-A’）

1　灰黄褐色土（10YR5/2)　粘性なし。しまりなし。現耕作土。As-A テフラ多量。

2　灰黄褐色土（10YR5/2)　粘性なし。しまりなし。As-A テフラ多量。3～ 5㎝の黒褐色土ブロック

   （土地改良による）を部分的に含む。

3  暗褐色土（10YR3/4)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ多量。若干酸化鉄分凝集あり。

SD16(SPA-A’）

1　灰黄褐色土（10YR5/2)  粘性なし。しまりなし。現耕作土。As-A テフラ多量。

2  黒褐色土（10YR3/2）　粘性あり。しまりあり。細かい粒子。Hr-FP 微量。

3  暗褐色土（10YR3/4)　粘性あり。しまりあり。細かい粒子。酸化鉄分凝集あり。

SD17(SPA-A’)

1  黒褐色土（10YR3/2）  粘性あり。しまりあり。地山粒微量。

2  暗褐色土（10YR3/3）　粘性なし。しまりややあり。白色粒、As-C テフラ少量。地山粒少量。

3　にぶい黄褐色土（10YR4/3)　粘性なし。しまりなし。地山粒。シルト質土のブロック中量。

SD18・19(SPA-A’)

1　灰黄褐色土（10YR5/2)　粘性なし。しまりなし。現耕作土。As-A テフラ多量。

2　灰黄褐色土（10YR4/2)　粘性なし。しまりなし。As-A テフラ多量。

3  褐灰色土（10YR4/1）　粘性なし。しまりなし。As-A テフラ多量。

4  にぶい黄褐色土（10YR4/3)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ多量。

5  褐灰色土（10YR4/1）　粘性なし。しまりなし。As-A テフラ多量。(SD19)

畝状遺構 01(SPA-A’）

1　灰黄褐色土（10YR5/2)　粘性なし。しまりなし。現耕作土。As-A テフラ多量。

2　黒色土（10YR2/1)　粘性ややあり。しまりあり。細かい粒子。粘性少なめだが固くしまる。

　 泥炭質。

3  にぶい黄褐色土（10YR4/3）　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ少量。

4  灰黄褐色土（10YR4/2）　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ多量。

5  褐灰色土（10YR4/1）　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ多量、もろい。

（平面図・断面図）

0 1:40 2m

（平面図・断面図）

0 1:8 20cm

SD15

SD16

SD17

SD18,SD19

A A’

A A’

A A’

A A’

A A’

A

A’

-ベニニ/

＼ 

芦

ベ

項

キ ＝ 
キ

＼＼ 



134

F 区

第 126 図　F区　SK01 ～ 04　遺構図
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査
区
外

SK03(SPA-A’）

1　暗褐色土（10YR3/4）　粘性なし。しまりあり。粒子細かい。

2　にぶい黄褐色土（10YR4/3）　粘性なし。しまりあり。粒子細かい。

   若干酸化鉄分の凝集進む。　

SK02(SPA-A’）

1  灰黄褐色土（10YR5/2)　粘性なし。しまりなし。現耕作土。As-A テフラ多量。

2  にぶい黄褐色土（10YR5/3)　粘性ややあり。しまりあり。1～ 3㎝の小礫を含む。

3　暗褐色土（10YR3/4）　粘性ややあり。しまりあり。細かい粒子。最下部はやや還元

　 ぎみ。

4　にぶい黄褐色土（10YR4/3）　粘性ややあり。しまりあり。地山粒多量。

  

SK04(SPA-A’）

1　灰黄褐色土（10YR5/2)　粘性なし。しまりなし。現耕作土。As-A テフラ多量。

2　にぶい黄褐色土（10YR4/3)　粘性あり。しまりあり。やや酸化鉄分の凝集が進む。As-A テ

　 フラ含む。

3　黒色土（10YR2/1)　粘性ややあり。しまりあり。粒子細かい。粘性少なめだが固くしまる。

   泥炭質。　

SK01(SPA-A’）

1　暗褐色土（10YR3/4)　粘性なし。しまりあり。φ1～ 2mm の砂粒を

   部分的に含む。

（平面図・断面図）
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F 区

L=79.00m

1

2

調査区外

L=79.00m

1

2

3

L=79.00m

2

3 4

1L=78.70m

1

調査区外

調
査
区
外

SK03(SPA-A’）

1　暗褐色土（10YR3/4）　粘性なし。しまりあり。粒子細かい。

2　にぶい黄褐色土（10YR4/3）　粘性なし。しまりあり。粒子細かい。

   若干酸化鉄分の凝集進む。　

SK02(SPA-A’）

1  灰黄褐色土（10YR5/2)　粘性なし。しまりなし。現耕作土。As-A テフラ多量。

2  にぶい黄褐色土（10YR5/3)　粘性ややあり。しまりあり。1～ 3㎝の小礫を含む。

3　暗褐色土（10YR3/4）　粘性ややあり。しまりあり。細かい粒子。最下部はやや還元

　 ぎみ。

4　にぶい黄褐色土（10YR4/3）　粘性ややあり。しまりあり。地山粒多量。

  

SK04(SPA-A’）

1　灰黄褐色土（10YR5/2)　粘性なし。しまりなし。現耕作土。As-A テフラ多量。

2　にぶい黄褐色土（10YR4/3)　粘性あり。しまりあり。やや酸化鉄分の凝集が進む。As-A テ

　 フラ含む。

3　黒色土（10YR2/1)　粘性ややあり。しまりあり。粒子細かい。粘性少なめだが固くしまる。

   泥炭質。　

SK01(SPA-A’）

1　暗褐色土（10YR3/4)　粘性なし。しまりあり。φ1～ 2mm の砂粒を

   部分的に含む。

（平面図・断面図）

0 1:40 2m

カクラン

SK02SK01

SK03 SK04

A A’

A A’

A

A’

A A’

A

A’

A

A’

A A’

A A’

名称 区 形状 主軸方位
規模 (m）

時期 備考・出土遺物
長軸 短軸 深さ

SD01 F-2 N- 89° -E 5.04 1.10 0.18 As-B 下水田に関係する溝か。

SD02 F-2 N- 10° -E 1.68 0.76 0.12 As-A 降下後

SD03 F-2 N- 1° -E 2.50 0.44 0.30 As-A 降下後

SD04 F-2 N- 77° -W 3.22 0.60 0.20 As-A 降下後

SD05 F-1 N- 81° -E 3.58 1.28 0.46
Hr-FP 降下後～

As-B 降下前
SD01 と同一か。

SD06 F-2 N- 80° -E 3.34 0.30 0.09 As-B 降下後

SD07 F-1 N- 89° -E 2.58 0.98 0.29 As-B 降下後

SD08 F-3 N- 10° -E 7.44 2.08 0.15 As-A 降下後 旧粕川か。

SD09 F-2 N- 9° -W 2.50 0.90 0.27 Hr-FP 降下後

SD10 F-2 N- 16° -E 1.60 0.88 0.13 Hr-FP 降下後 SD09 を切る。

SD11 F-3 N- 20° -E 2.06 0.52 0.17 As-A 降下後

SD12 F-3 N- 75° -E 3.12 0.28 0.17 As-B 降下後

SD13 F-3 N- 74° -E 3.14 0.60 0.39 As-B 降下後

SD14 F-3 N- 19° -W 1.42 0.94 0.28 As-B 降下後

SD15 F-4 N- 15° -W 2.70 0.94 0.28 As-B 降下後

SD16 F-1 N- 35° -W 4.78 0.82 0.24 Hr-FP 降下後か

SD17 F-1 N- 7° -W 5.62 0.42 0.10 As-C 降下後

SD18 F-1 N- 80° -W 3.42 0.66 0.18 As-A 降下後

SD19 F-1 N- 79° -W 3.46 0.42 0.10 As-A 降下後

SK01 F-3 不整形 N -6° -W 1.17 0.83 0.13

SK02 F-2 不整形 N- 8° -E 2.64 2.40 0.56

SK03 F-2 不整形 N- 33° -E 1.90 1.82 0.54

SK04 F-1 不整形 - 1.60 0.44 0.12 As-A 降下後

第 35 表　F区　遺構観察表
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G 区

第 127 図　G区　遺構全体図　
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1
3
7

G
区

（
１
）
調
査
区
の
概
要

G
区

は
区

画
道

路
２

号
線

工
事

に
伴

い
発

掘
調

査
を

実
施
し
た
。

調
査

区
全

体
に

昭
和

期
の

土
地

改
良

工
事

に
よ

る
削

平
が

お
よ

ん
で

お
り
、
A
s
-
B
一

次
堆

積
層

の
残

存
状

況
は

良
く

な
か

っ
た
。

よ
っ

て
A
s
-
B
堆

積
層

下
面

と
、
A
s
-
B
が

削
平

さ
れ

て
い

る
場

合
に

は
土

地
改

良
工

事
土

下
の

黒
褐

色
粘

質
土

面
を

遺
構

検
出

面
と

し
た
。 本
調

査
区

で
は

S
D
0
1
の

下
層

遺
構

を
第

２
面

と
し

て
調
査
を
行
っ

た
。

本
調

査
区

で
は

古
墳

時
代

～
近

世
の

遺
構

を
検

出
し

た
。

遺
構

の
内

訳
は

溝
９

条
、
A
s
-
B
下

水
田
、

土
坑

1
2
基
で
あ
る

。

（
２
）
溝

　
本
調
査
区
で

は
、
溝
９
条
を
検
出
し
た
。

　
S
D
0
1
は

A
s
-
B
に

よ
り

埋
没

し
た

溝
で

あ
り
、

層
上

位
に

は
A
s
-
K
k
や

A
s
-
B
の

堆
積

が
確

認
で

き
る
。

層
中

位
に

は
A
s
-
B
下

水
田

耕
作

土
と

同
質

な
土

が
堆

積
す

る
た

め
、

当
時

の
水

田
に

配
水

を
行

っ
て

い
た

溝

で
あ

る
と

推
定

で
き

る
。
S
D
0
1
の

時
期

は
、
A
s
-
B
降

下
時

が
埋

没
時

期
で

あ
り
、

上
限

年
代

は
さ

ら
に

遡
る
と
考
え
ら
れ
る
が
特
定
に
至
ら
な
か
っ
た
。

（
３
）
A
s
-
B
下
水
田

　
本
調
査
区
東
で

A
s
-
B
下
水
田
の
畦
の
交
点
を
検

出
し

た
。

畦
は

ほ
と

ん
ど

潰
れ

て
お

り
、

残
存

高
は

2
～

4
c
m
程

度
だ

っ
た
。

畦
の

走
行

方
向

は
、

ほ
ぼ

真
北

で
あ

る
。

土
地

改
良

工
事

に
よ

り
削

平
さ

れ
て

い
る

も
の

の
、

一
帯

に
A
s
-
B
下

水
田

が
展

開
し

て
い

た
と
推
定
で
き
る
。

（
４
）
土
坑

　
本
調
査
区
で
は

1
2
基
の
土
坑
を
検
出
し
た
。

　
ほ
と
ん
ど
の
土
坑
は
埋
土
に

A
s
-
B
を
含
ん
で
お
り

、
A
s
-
B
降
下
以
降
の
時
期
に
属
す
る
考
え
ら
れ
る
。

　
S
K
1
5
は

埋
土

に
H
r
-
F
P
を

含
み
、

時
期

は
古

墳
時

代
後
期
に
属
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
S
K
1
1
・
1
3
・
1
6
は

別
の

土
坑

と
し

て
掘

削
を

行
っ

た
が
、
一
連
の
土
坑
と
な
っ
た
。

第
1
2
8
図
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面
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G 区

第 130 図　G区　SD01 ～ 03・05・07・08　遺構図
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SD01

SD02A,SD02B

SD03

SD05

SD07

SD08

SD01(SPA-A’)

1　暗褐色土 (10YR3/3)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ多量。

2　褐灰色土 (10YR5/1)　粘性なし。しまりなし。As-kk テフラ層。 

3　灰黄褐色土 (5.0YR5/2)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ最上位

   のいわゆる「ピンク灰」層。

4　As-B テフラ一次堆積層。

SD08(SPA-A’)

1　灰黄褐色土 (10YR4/2)　粘性あり。しまりあり。φ3～ 5㎜の乳白色パミス (Hr-FP と考えられる )

   を含む。酸化鉄分凝集がみられる。

2　にぶい黄褐色土 (10YR4/3)　粘性なし。しまりなし。φ1～ 2 ㎜の乳白色パミス含む。最下部には、 

   φ1 ～ 2 ㎜の砂粒多量。

SD01(SPB-B’)

1　暗褐色土 (10YR3/3)　粘性あり。しまりあり。As-B テフラ下水田耕作土と

　 同質。

2　黒褐色土 (10YR3/2)　粘性あり。しまりあり。粒子極めて細かい。

3　暗褐色土 (10YR3/4)　粘性あり。しまりあり。1層と同様だが、ところどころ　

　 φ1～ 2㎜の砂粒が混じる。

4　灰黄褐色土 (10YR4/2)　粘性なし。しまりなし。φ1～ 2㎜の砂粒を主体とす

　 る。

5　褐灰色土 (10YR4/1)　粘性なし。しまりなし。3層と同様だが 0.5 ～ 1 ㎝厚の

   黒褐色粘土を含む。

6　にぶい黄褐色土 (10YR4/3)　粘性なし。しまりなし。φ2～ 5 ㎜の砂粒を主体

   とする。やや酸化鉄分の凝集あり。

7　褐灰色土 (10YR4/1)　φ1～ 2㎜の砂粒よりなる。水成堆積。

　

SD02A.B(SPA-A’)

1　灰黄褐色土 (10YR4/2)  粘性なし。しまりなし。As-A テフラ多量。

2　褐灰色土 (10YR4/1)　粘性なし。しまりなし。As-A テフラ多量。少量の暗褐色土ブロック

　 を含む。

3　灰黄褐色土 (10YR5/2)　粘性なし。しまりなし。φ1 ～ 2㎜の砂粒と As-A テフラの混合土。

4　にぶい黄褐色土 (10YR5/3)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ多量。若干酸化鉄分凝集

   あり。

SD03(SPA-A’)

1　灰黄褐色土 (10YR4/2)  粘性なし。しまりなし。As-B テフラ多量。地山 (黄 )ブロック (0.5 ～ 2 ㎝ )

   を少量。 一部黄褐色に鉄分の酸化凝集が見られる。

SD05(SPA-A’)

1　黒褐色土 (10YR3/2)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ多量。最下位には、2 ～ 3㎝の As-kk テフラ小

　 ブロックを含む。

2　As-B テフラ一次堆積層

SD07(SPA-A’)

1　灰黄褐色土 (10YR4/2)　粘性なし。しまりなし。現耕作土。As-A テフラ多量。

2　灰黄褐色土 (10YR5/2)　粘性なし。しまりなし。As-A テフラ多量。3～ 5㎝の黒褐色土ブロッ　 

   ク ( 土地改良による )を部分的に含む。

3　褐灰色土 (10YR4/1)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ多量。酸化鉄分沈着顕著。黒色土ブ

   ロック (0.5 ～ 1 ㎜ ) を含む。

4　褐灰色土 (10YR4/1)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ多量。下部に酸化鉄分沈着。

L=79.00m

L=78.90m

L=78.80m

L=79.00m

L=78.90m

0 1:40 2m

A A’

A A’
L=78.80m
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A A’
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A A’

A A’
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1
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1
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1

SD09(SPA-A’)

1　暗褐色土 (10YR3/3)　粘性あり。しまりあり。As-B テフラ下水田耕作土。又は、同等層。

2　灰黄褐色土 (10YR4/2)　粘性あり。しまりあり。φ3～ 5㎜の乳白色パミスを含む。酸化鉄分凝集が進む。

3　暗褐色土 (10YR3/4)　粘性なし。しまりあり。φ2～ 3㎜の砂粒及び黄白色パミス含む。

4　にぶい黄褐色土 (10YR5/3)　粘性なし。しまりなし。φ2～ 3㎜の砂粒を主体とする。

5　暗褐色土 (10YR3/3)　粘性あり。しまりあり。黒色粘質土ブロック多量。

SK01(SPA-A’)

1　にぶい黄褐色土 (10YR4/3)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ多量。黒色粘質土ブロック (1 ～ 3 ㎝ ) 中量。

   地山黄色土ブロック (1 ㎝）少量。

2　褐灰色土 (10YR4/1)　粘性ややあり。しまりなし。As-B テフラ多量。黒色土ブロック (1 ～ 3 ㎝ ) 中量。灰色

　 粘質土中量。

SK02(SPA-A’)

1　灰黄褐色土（10YR4/2)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ多量。地山黄色土ブロック (1 ～ 3 ㎝ ) 中量。

2　褐灰色土（10YR4/1)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ多量。地山黄色土ブロック (0.5 ～ 1 ㎝ ) 少量。

3　灰黄褐色土（10YR4/2)　粘性ややあり。しまりなし。As-B テフラ多量。地山黄色土ブロック (1 ～ 3 ㎝ ) 少量。

  黒色粘質土ブロック（1～2㎝）少量。

SK06(SPA-A’)

1  にぶい黄褐色土 (10YR4/3)　粘性ややあり。しまりなし。As-B テフラ多量。灰色粘質土多量。黒色土ブロック (1

   ～ 2 ㎝ ) 少量。

L=78.80mL=78.80m

L=78.80mL=78.80m

L=78.80m

L=78.80m

L=78.90m

（平面図・断面図）

0 1:40 2m

SK01

SK02

SK06

A A’
L=78.80m

B B’

C C’ D D’

A A’

A A’

A A’

A

A’

A’

A

A A’

A

A’

-又二/-—-



139

G 区

1

23 3

4

1

2

3

調
査
区
外 1

2

3

4

5

6
7

1

2

3

4

1

1

2

調
査
区
外

1

1

2

4 3

SD01

SD02A,SD02B

SD03

SD05

SD07

SD08

SD01(SPA-A’)

1　暗褐色土 (10YR3/3)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ多量。

2　褐灰色土 (10YR5/1)　粘性なし。しまりなし。As-kk テフラ層。 

3　灰黄褐色土 (5.0YR5/2)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ最上位

   のいわゆる「ピンク灰」層。

4　As-B テフラ一次堆積層。

SD08(SPA-A’)

1　灰黄褐色土 (10YR4/2)　粘性あり。しまりあり。φ3～ 5㎜の乳白色パミス (Hr-FP と考えられる )

   を含む。酸化鉄分凝集がみられる。

2　にぶい黄褐色土 (10YR4/3)　粘性なし。しまりなし。φ1～ 2 ㎜の乳白色パミス含む。最下部には、 

   φ1 ～ 2 ㎜の砂粒多量。

SD01(SPB-B’)

1　暗褐色土 (10YR3/3)　粘性あり。しまりあり。As-B テフラ下水田耕作土と

　 同質。

2　黒褐色土 (10YR3/2)　粘性あり。しまりあり。粒子極めて細かい。

3　暗褐色土 (10YR3/4)　粘性あり。しまりあり。1層と同様だが、ところどころ　

　 φ1～ 2㎜の砂粒が混じる。

4　灰黄褐色土 (10YR4/2)　粘性なし。しまりなし。φ1～ 2㎜の砂粒を主体とす

　 る。

5　褐灰色土 (10YR4/1)　粘性なし。しまりなし。3層と同様だが 0.5 ～ 1 ㎝厚の

   黒褐色粘土を含む。

6　にぶい黄褐色土 (10YR4/3)　粘性なし。しまりなし。φ2～ 5 ㎜の砂粒を主体

   とする。やや酸化鉄分の凝集あり。

7　褐灰色土 (10YR4/1)　φ1～ 2㎜の砂粒よりなる。水成堆積。

　

SD02A.B(SPA-A’)

1　灰黄褐色土 (10YR4/2)  粘性なし。しまりなし。As-A テフラ多量。

2　褐灰色土 (10YR4/1)　粘性なし。しまりなし。As-A テフラ多量。少量の暗褐色土ブロック

　 を含む。

3　灰黄褐色土 (10YR5/2)　粘性なし。しまりなし。φ1 ～ 2㎜の砂粒と As-A テフラの混合土。

4　にぶい黄褐色土 (10YR5/3)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ多量。若干酸化鉄分凝集

   あり。

SD03(SPA-A’)

1　灰黄褐色土 (10YR4/2)  粘性なし。しまりなし。As-B テフラ多量。地山 (黄 )ブロック (0.5 ～ 2 ㎝ )

   を少量。 一部黄褐色に鉄分の酸化凝集が見られる。

SD05(SPA-A’)

1　黒褐色土 (10YR3/2)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ多量。最下位には、2 ～ 3㎝の As-kk テフラ小

　 ブロックを含む。

2　As-B テフラ一次堆積層

SD07(SPA-A’)

1　灰黄褐色土 (10YR4/2)　粘性なし。しまりなし。現耕作土。As-A テフラ多量。

2　灰黄褐色土 (10YR5/2)　粘性なし。しまりなし。As-A テフラ多量。3～ 5㎝の黒褐色土ブロッ　 

   ク ( 土地改良による )を部分的に含む。

3　褐灰色土 (10YR4/1)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ多量。酸化鉄分沈着顕著。黒色土ブ

   ロック (0.5 ～ 1 ㎜ ) を含む。

4　褐灰色土 (10YR4/1)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ多量。下部に酸化鉄分沈着。

L=79.00m

L=78.90m

L=78.80m

L=79.00m

L=78.90m

0 1:40 2m
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A A’

第 131 図　G区　SD09、畦 01、SK01・02・06　遺構図
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SD09(SPA-A’)

1　暗褐色土 (10YR3/3)　粘性あり。しまりあり。As-B テフラ下水田耕作土。又は、同等層。

2　灰黄褐色土 (10YR4/2)　粘性あり。しまりあり。φ3～ 5㎜の乳白色パミスを含む。酸化鉄分凝集が進む。

3　暗褐色土 (10YR3/4)　粘性なし。しまりあり。φ2～ 3㎜の砂粒及び黄白色パミス含む。

4　にぶい黄褐色土 (10YR5/3)　粘性なし。しまりなし。φ2～ 3㎜の砂粒を主体とする。

5　暗褐色土 (10YR3/3)　粘性あり。しまりあり。黒色粘質土ブロック多量。

SK01(SPA-A’)

1　にぶい黄褐色土 (10YR4/3)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ多量。黒色粘質土ブロック (1 ～ 3 ㎝ ) 中量。

   地山黄色土ブロック (1 ㎝）少量。

2　褐灰色土 (10YR4/1)　粘性ややあり。しまりなし。As-B テフラ多量。黒色土ブロック (1 ～ 3 ㎝ ) 中量。灰色

　 粘質土中量。

SK02(SPA-A’)

1　灰黄褐色土（10YR4/2)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ多量。地山黄色土ブロック (1 ～ 3 ㎝ ) 中量。

2　褐灰色土（10YR4/1)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ多量。地山黄色土ブロック (0.5 ～ 1 ㎝ ) 少量。

3　灰黄褐色土（10YR4/2)　粘性ややあり。しまりなし。As-B テフラ多量。地山黄色土ブロック (1 ～ 3 ㎝ ) 少量。

  黒色粘質土ブロック（1～2㎝）少量。

SK06(SPA-A’)

1  にぶい黄褐色土 (10YR4/3)　粘性ややあり。しまりなし。As-B テフラ多量。灰色粘質土多量。黒色土ブロック (1

   ～ 2 ㎝ ) 少量。

L=78.80mL=78.80m

L=78.80mL=78.80m

L=78.80m

L=78.80m

L=78.90m

（平面図・断面図）
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G 区

第 132 図　G区　SK08・09・11・13・16　遺構図
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SK08(SPA-A’)

1　灰黄褐色土 (10YR4/2)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ多量。地山粒、黒色土ブロック (1 ㎝ ) 少量。

2　褐灰色土 (10YR4/1)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ中量。地山粒少量。褐色の砂質土少量。

SK09(SPA-A’)

1  灰黄褐色土 (10YR4/2)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ多量。黒色粘質土ブロック (1 ～ 10 ㎝ ) 多量。

2　灰黄褐色土 (10YR4/2)　粘性なし。しまりなし。る黒色土ブロック (1 ～ 5 ㎝ ) 少量。褐色の砂質土少量。

SK11(SPA-A’)

1　褐灰色土（10YR4/1)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ多量。黒色土ブロック (0.5 ～ 1 ㎝ )、

   灰色粘質土ブロック (0.5 ～ 2 ㎝ ) 少量。地山粒少量。

2　灰黄褐色土（10YR4/2)　粘性なし。しまりなし。1層に似るが地山粒やや多く含み酸化鉄分の凝

　 集進む。

3　暗褐色土（10YR3/2)　As-B テフラ中量。砂質土多量。地山粒中量。

4　下層の褐色砂質土層  自然流路の落ち込みの影響か。

SK13(SPA-A’)

1　灰黄褐色土 (10YR4/2)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ多量。地山粒中量。

2　褐灰色土 (10YR4/1)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ多量。褐色の砂質土少量。

SK16(SPA-A’)

1　灰黄褐色土 (10YR4/2)  粘性なし。しまりなし。多量の As-B テフラと 3～ 10cm の黒色粘土との

　 混合土。

L=78.70m

L=78.80m

L=78.60m

L=78.70m

L=78.70m

（平面図・断面図）
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G 区

第 133 図　G区　SK10・12・14・15　遺構図

第 134 図　G区　遺物図

1

1

1

2

1

SK12(SPA-A’)

1　灰黄褐色土 (10YR4/2)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ多量。

　 2 ～ 4 ㎝の暗褐色土ブロック少量。

SK10(SPA-A’)

1　灰黄褐色土（10YR4/2)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ多量。灰

   色粘質土ブロック (1 ～ 3 ㎝ )、 黒色土ブロック (1 ～ 3 ㎝）中量。地山

　 ブロック (0.5 ～ 1 ㎝ ) 少量。

SK14(SPA-A’)

1　灰黄褐色土（10YR5/2)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ多量。若

　 干酸化鉄分凝集が進む。

2  にぶい黄褐色土（10YR4/3）　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ多量。

　 2 ～ 3 ㎝の暗褐色土ブロックを含む。

SK15(SPA-A’)

1　暗褐色土 (10YR3/4)　粘性あり。しまりあり。Hr-FP らしき黄白色

   パミスを含む。

L=78.80m

L=78.90m

L=78.80m

L=78.80m

0 1:3 10cm

（120）

（平面図・断面図）
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G 区

名称 形状 主軸方位
規模 (m）

時期 備考・出土遺物
長軸 短軸 深さ

SD01 N- 3° -E 17.02 2.28 0.32 As-B 降下前 土師器、須恵器・埦

SD02A N- 1° -E 18.52 0.62 0.30 As-A 降下後 土師器、須恵器、陶器、寛永通宝

SD02B N- 2° -E 18.44 0.82 0.20 As-A 降下後 土師器、須恵器、石鏃

SD03
N-75° -W 東半 

N- 20° -W 西半
20.94 1.48 0.11 As-B 降下後

SD04 欠番

SD05 N- 69° -E 6.36 1.30 0.28 As-B 降下前 土錘

SD06 N- 7° -E 3.84 0.68 0.06

SD07 N- 46° -W 2.92 0.64 0.15 As-B 降下後

SD08 N- 11° -E 19.36 0.96 0.20 Hr-FP 降下後 土師器、須恵器

SD09 N- 47° -W 3.46 0.62 0.32
Hr-FP 降下後～

As-B 降下前

SK01 楕円形 N- 5° -E 1.33 0.77 0.21 As-B 降下後

SK02 不整形 N- 48° -E 1.16 0.94 0.34 As-B 降下後 石鏃

SK03 欠番

SK04 欠番

SK05 欠番

SK06 楕円形 N- 9° -E 2.15 0.65 0.10 As-B 降下後 土師器

SK07 欠番

SK08 楕円形 N- 82° -W 1.37 0.71 0.20 As-B 降下後

SK09 円形 N- 8° -W 1.52 1.23 0.40 As-B 降下後 土師器

SK10 不整形 N- 46° -W 1.99 1.23 0.56 As-B 降下後

SK11 長方形 N- 20° -E 3.68 1.81 0.27 As-B 降下後 SK13・16 を切る。土師器、須恵器埦

SK12 楕円形 N- 58° -E 1.20 0.96 0.32 As-B 降下後

SK13 長方形 N- 20° -E 4.06 1.00 0.26 As-B 降下後

SK14 楕円形 N- 8° -W 1.81 0.94 0.39 As-B 降下後

SK15 楕円形 N- 25° -E 0.82 0.54 0.07 Hr-FP 降下後 須恵器坏

SK16 不整形 N- 73° -W 4.16 1.40 0.28 As-B 降下後 土師器、須恵器

第 36 表　G区　遺物観察表

第 37 表　G区　遺構観察表

図版番号 遺構名
種別　　　　

器種

法量 (㎝ )
重量 (g) 材質 作成技法等の特徴

残存

（％）
備考

長さ 幅 厚さ

第 134 図 116 

PL36-116
SD02

石器　　　　　　　　　　　　　　　

石鏃
2.11 1.60 0.33 0.75 チャート 凹基無茎鏃、五角形 100

第 134 図 117 

PL36-117
SD02

古銭　　　　　　　　　

寛永通寶
2.2 0.2 0.1 1.65 銅製、裏面無文、孔は 0.7 × 0.7 ㎝の方形 100

第 134 図 118 

PL36-118
SD05

土製品　　　　　　　　　　　　　　

土錘
(2.2) 0.8 0.8 (1.06)

手捏ね、孔径 0.3 ㎝ 

外：ナデ

①普通 

② 7.5YR4/2 

③凝灰岩、雲母　　　　　　　

40

第 134 図 119 

PL36-119
SK02

石器　　　　　　　　　　　　　　　

石鏃
2.98 1.83 0.42 1.84 チャート 凹基無茎鏃 100

法量（㎝） 成形・整形技法等の特徴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（器形・文様の特徴）
①焼成　②色調　③胎土　　　　　　　

口径 底径 器高

第 134 図 120 

PL36-120
SK15

須恵器　　　　　　　　　　　　　　

坏
─ 4.3 (1.7)

ロクロ成形 

外：ロクロナデ、底面回転糸切未調整 

内：ロクロナデ

①焼締りやや弱い 

② 2.5Y8/1 

③チャート、凝灰岩、石英

30
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H 区Ⅰ・Ⅱ

第 18 節　H区Ⅰ・Ⅱ

（１）調査区の概要
　H 区Ⅰ・Ⅱは区画道路２号線工事に伴い発掘
調査を行った。
調査区全体に昭和期の土地改良工事による削
平がおよんでおり、As-B 一次堆積層の残存状
況は極めて悪い状況であった。よって As-B 堆
積層下面と、As-B が削平されている場合には
土地改良工事盛土下の黒褐色粘質土面を遺構
検出面とした。
　本調査区では古代～近世の遺構を検出した。
遺構の内訳は溝 19 条、土坑６基、ピット４基、
井戸３基、自然流路１条である。

（２）溝
　本調査区では古代～近世の溝 19 条を検出し
た。検出した溝の大半は As-A を埋土に含む近
世～現代の溝である。
　SD03 は埋土に As-A を含む近世頃の溝である
と考えられるが、円筒埴輪片が出土している。
H 区Ⅱの南側の台地から流れ込んだ可能性があ
る。
　SD07・SD14 は火山灰層を含む層位と流下方
向から同一の溝であると考えられる。溝埋土
は As-B を多量に含み、水成堆積が確認できる
ことから、As-B 下水田と併存し、配水に関わ
る溝の可能性がある。しかし、蛇行している

ことから、条里区画ではなく、旧地形に合わ
せて作られたものであろう。

（３）土坑
　本調査区では６基の土坑を検出した。
遺物の出土は乏しく、性格を絞り込める土坑
はなかった。

（４）ピット
　本調査区では４基の土坑を検出した。
　SP03 のように深く窄まる特徴的なものはあ
るが、その性格は不明である。

（５）井戸
　本調査区では３基の井戸を検出した。
　SE01 は上端直径約 3.2m、深さ 90cm で直径
約 1m に窄まる漏斗状を呈する。埋土には少量
ながら As-B と思われる軽石を含む。
　３基の井戸は隣接して H 区Ⅱ南東に位置し
ている。いずれも近世のものと考えられる。

（６）自然流路
　第２面では蛇行しながら北東流する自然流
路 1条を検出した。
　NR01 は、埋土に As-B が入らないことから、
As-B 降下時には完全に埋没している。遺物は
埋土から土師器片が出土している。

第 135 図　H区Ⅰ・Ⅱ　基本土層
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H 区Ⅰ 基本土層 1

H 区Ⅰ 基本土層 2

17

L=78.50m L=78.50m

L=78.00m
1

3

5

13

17

18

H 区Ⅱ 基本土層 2

L=78.00m 1

15

17

3

H 区Ⅱ 基本土層 1

H区Ⅰ基本土層 1・2、H区Ⅱ基本土層 1・2

1　 にぶい褐色土（7.5YR5/3)　粘性やや強くしまり強う。白色粒やや多い。0.5mm 軽石少量。現表土（耕作土）

2　 褐色土（7.5YR4/3)　粘性強くしまり強い。As-B テフラ多い。0.5mm 軽石。鉄分沈着。

3　 暗褐色土（7.5YR3/3）粘性やや弱くしまり弱い。黄褐色粒やや多い。焼土粒やや多い。0.5 ～ 2mm 軽石まじる。炭化物少量。白色粒微量。

4　 黒褐色土（7.5YR3/2）　粘性強くしまり強い。白色粒やや多い。0.5 ～ 1mm 軽石。鉄分沈着。

5　 暗褐色土（7.5YR3/3)　粘性なし。しまり強い。1～ 2mm 軽石やや多い。（沈着した鉄分が層状あるいは板状に堆積。）

6　 明褐色土（7.5YR5/6)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ二次堆積層。

7　 黒褐色土（7.5YR3/1）　粘性強くしまり強い。白色粒やや多い。1～ 3mm 軽石やや多い。鉄分沈着。粘質土主体。

8　 黒褐色土（7.5YR3/2)　粘性強くしまり強い。0.5 ～ 1mm 軽石、粘質土主体。鉄分沈着。

9　 にぶい褐色土（7.5YR5/3）　粘性なし。しまりなし。1～ 3mm 軽石多量。水成堆積。黒色粘質土少量混じる。砂質土主体。

10　黒色土（7.5YR2/2)　粘性強くしまり強い。0.5mm 軽石微量。鉄分沈着わずか。粘質土主体。

11　黒褐色土（7.5YR3/2)　粘性強くしまり強い。0.5 ～ 1mm 軽石やや多い。下層砂質土。鉄分沈着。

12　褐灰色土（7.5YR5/1)　粘性強くしまり強く。シルト多量。細砂粒、礫含む。鉄分沈着。

13　にぶい褐色土（7.5YR6/3)　粘性強くしまり強い。白色粒微量。黄褐色粒微量。砂質土。鉄分沈着。シルト多量。

14　褐灰色土（7.5YR6/1)　粘性強くしまり強い。シルト層、細砂粒。鉄分沈着。

15　にぶい褐色土（7.5YR5/3)　粘性強くしまり強い。白色粒微量。鉄分多く沈着。シルト主体。

16　褐灰色土（7.5YR6/1)　粘性強くしまり強い。シルト層。2～ 4㎜軽石多量。鉄分沈着。

17　明褐灰色土（7.5YR7/1)　粘性強くしまり強い。2～ 3mm 軽石。鉄分沈着。シルト層。

18　にぶい褐色土（7.5YR6/3）　粘性強くしまり強い。シルト層。砂質土多くまじる。鉄分沈着。

0 1:40 2m

I I 
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H 区Ⅰ・Ⅱ
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H 区Ⅰ・Ⅱ
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H 区Ⅰ・Ⅱ

第 138 図　H区Ⅱ　遺構全体図
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SD02(SPA-A’）

1　暗褐色土（7.5YR3/3）  粘性なし。しまりなし。砂質土主体。φ1～ 1.5mm 程度の As-A テフラと思われる粒子をわずか含む。

　 黄褐色粘質土ブロック少量。両壁ぎわ上部に As-B テフラ小量。

SD03(SPA-A’）

1　黒褐色土（7.5YR3/2)　粘性なし。しまり弱く砂質土主体。φ0.5 ～ 1 ㎜程度の As-A テフラ含む。断面はラミナ構造を呈し

　 ており、下層には粒子の荒目な砂粒が混じる。

SD04(SPA-A’)

1　暗褐色土 (7.5YR3/3)　粘性なし。しまりなし。砂質土主体。上層部に酸化鉄分沈着。赤色変化している。As-B テフラ含む。

SD05（SPA-A’）

1　暗褐色土（7.5YR3/3)　粘性なし。しまりなし。砂質土主体。φ1～ 1.5mm 程

   度の As-A テフラと思われる粒子微量。

SD05（SPB-B’）

1　暗褐色土（7.5YR3/4)　粘性やや強くしまりあり。砂質土主体。φ1～ 1.5mm

   程度の粒子（As-A テフラか）微量。粘質土ブロック多量。

2　暗褐色度（7.5YR3/3）　粘性強くしまり強い。粘質土主体。

3　暗褐色土（7.5YR3/4）　粘性なし。しまりなし。砂質土主体。黄褐色土ブロッ

   ク多量。

SD06(SPA-A’)

1　褐灰色土（7.5YR4/1)　粘性なし。しまりなし。砂質土主体。φ1～ 1.5mm 程度の軽石粒（As-A テフラか）少量。下層の

　 一部に細砂粒堆積する。

1　黒褐色土（7.5YR3/1)　粘性なし。しまりなし。砂質土主体。φ0.5mm 軽石微量。

2　黒褐色土（7.5YR3/2)　粘性なし。しまりなし。砂質土主体。

3　褐灰色土（7.5YR4/1)　粘性なし。しまりなし。火山灰層。

4　にぶい褐色土（7.5YR5/4）　粘性ややあり。しまりなし。火山灰層。

5　灰褐色土（7.5YR5/2)　粘性なし。しまりなし。砂質土主体。As-B テフラ多量。部分的にラミナ構造を呈している。（上層部は川砂か）

SD08(SPA-A’）　

1　黒褐色土（7.5YR3/1)　粘性なし。しまりなし。黄褐色土ブロック少量。黄褐色粒子多量。As-B テフラ多量。

2　黒褐色土（75YR3/2)　粘性やや強い。しまりなし。砂質土。

SD09(SPA-A’）

1　暗褐色土（7.5YR3/4)　粘性なし。しまりややあり。砂質土、ロームブロック少量。As-A テフラやや多量。炭化物微量。
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H 区Ⅰ・Ⅱ

第 139 図　H区Ⅰ・Ⅱ　SD02 ～ 09　遺構図
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SD02(SPA-A’）

1　暗褐色土（7.5YR3/3）  粘性なし。しまりなし。砂質土主体。φ1～ 1.5mm 程度の As-A テフラと思われる粒子をわずか含む。

　 黄褐色粘質土ブロック少量。両壁ぎわ上部に As-B テフラ小量。

SD03(SPA-A’）

1　黒褐色土（7.5YR3/2)　粘性なし。しまり弱く砂質土主体。φ0.5 ～ 1 ㎜程度の As-A テフラ含む。断面はラミナ構造を呈し

　 ており、下層には粒子の荒目な砂粒が混じる。

SD04(SPA-A’)

1　暗褐色土 (7.5YR3/3)　粘性なし。しまりなし。砂質土主体。上層部に酸化鉄分沈着。赤色変化している。As-B テフラ含む。

SD05（SPA-A’）

1　暗褐色土（7.5YR3/3)　粘性なし。しまりなし。砂質土主体。φ1～ 1.5mm 程

   度の As-A テフラと思われる粒子微量。

SD05（SPB-B’）

1　暗褐色土（7.5YR3/4)　粘性やや強くしまりあり。砂質土主体。φ1～ 1.5mm

   程度の粒子（As-A テフラか）微量。粘質土ブロック多量。

2　暗褐色度（7.5YR3/3）　粘性強くしまり強い。粘質土主体。

3　暗褐色土（7.5YR3/4）　粘性なし。しまりなし。砂質土主体。黄褐色土ブロッ

   ク多量。

SD06(SPA-A’)

1　褐灰色土（7.5YR4/1)　粘性なし。しまりなし。砂質土主体。φ1～ 1.5mm 程度の軽石粒（As-A テフラか）少量。下層の

　 一部に細砂粒堆積する。

1　黒褐色土（7.5YR3/1)　粘性なし。しまりなし。砂質土主体。φ0.5mm 軽石微量。

2　黒褐色土（7.5YR3/2)　粘性なし。しまりなし。砂質土主体。

3　褐灰色土（7.5YR4/1)　粘性なし。しまりなし。火山灰層。

4　にぶい褐色土（7.5YR5/4）　粘性ややあり。しまりなし。火山灰層。

5　灰褐色土（7.5YR5/2)　粘性なし。しまりなし。砂質土主体。As-B テフラ多量。部分的にラミナ構造を呈している。（上層部は川砂か）

SD08(SPA-A’）　

1　黒褐色土（7.5YR3/1)　粘性なし。しまりなし。黄褐色土ブロック少量。黄褐色粒子多量。As-B テフラ多量。

2　黒褐色土（75YR3/2)　粘性やや強い。しまりなし。砂質土。

SD09(SPA-A’）

1　暗褐色土（7.5YR3/4)　粘性なし。しまりややあり。砂質土、ロームブロック少量。As-A テフラやや多量。炭化物微量。
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H 区Ⅰ・Ⅱ

第 141 図　H区Ⅰ・Ⅱ　SD17 ～ 20、SK01 ～ 04　遺構図
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SD17(SPA-A’）

1　にぶい褐色土（7.5YR5/3)　粘性やや強くしまり強い。白色粒多量。φ0.5 ～１㎜軽石少量。現表土（耕作土）

2　黒褐色土（7.5YR3/1)　粘性なし。しまりなし。白色粒少量。φ0.5mm 軽石微量。有機物が堆積し腐敗したものか。

3　褐灰色土（7.5YR3/1)　粘性なし。しまりなし。火山灰層。

4  にぶい褐色土（7.5YR6/3)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ。

5　にぶい褐色土（7.5YR5/4)　粘性やや弱くしまりなし。火山灰層。

6　にぶい褐色土（7.5YR6/3)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ。酸化鉄分沈着。下部水成堆積。

SD18(SPA-A’)

1　暗褐色土（7.5YR3/3)　粘性なし。しまりやや強い。白色粒少量。φ0.5mm 軽石微量。粘質土ブロック少量。酸化鉄分沈着。

SD19(SPA-A’)

1　表土

2　黒褐色土（7.5YR3/2)　粘性やや弱くしまりあり。φ2mm 軽石少量。褐色粘質土中量。酸化鉄分が凝固したものがまじる。

   砂質土主体。

3　暗褐色土（7.5YR3/3)　粘性やや強くしまりあり。粘質土ブロック少量。砂質土まじる。

SD20(SPA-A’）

1　褐色土（7.5YR4/4)　現表土（耕作土）

2　暗褐色土（7.5YR3/4)　粘性やや弱い。しまりやや強く、白色粒少量、黄褐色粒少量、砂質土まじる。

   酸化鉄分沈着。

3　黒褐色土（7.5YR3/1)　粘性強く、しまり強い。φ0.5 ～ 2 ㎜軽石、炭化物少量、砂粒混じる。

4　褐灰色土（7.5YR4/1)　粘性弱く、しまりなし。φ0.5 ～ 5 ㎜軽石多量、砂質土多量。ラミナ状。

5　褐色土（7.5YR4/6）　粘性なく、しまりなし。φ0.5 ～ 2mm 軽石多量、砂質土主体。酸化鉄分多く沈着。

SK01(SPA-A’）

1  褐色土（7.5YR3/3)　粘性なし。しまりなし。砂質土、φ0.5mm 軽石多量。

   外周に沿って酸化鉄分沈着。黒色粘質土ブロック小～中含む。

SK02(SPA-A’）

1  褐色土（7.5YR3/3)　粘性なし。しまりなし。砂質土、φ0.5mm 軽石多量。

   外周に沿って酸化鉄分沈着。黒色粘質土ブロック小～中含む。

SK03（SPA-A’）

1　黒褐色土（7.5YR3/2)　粘性なし。しまりなし。砂質土、φ0.5mm 軽石

   多量。黒色粘質土ブロック小～中含む。　　　　

　　　　　　　　　　　　

SK04(SPA-A’）

1　黒褐色土（7.5YR3/2)　粘性なし。しまりなし。砂質土、φ0.5mm 軽石多量。

   黒色粘質土ブロック小～中含む。　　　　

　　　　　　　　　　　　

（平面図・断面図）
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SD10(SPA-A’）

1　褐色土（7.5YR4/4)　現表土（耕作土）

2　暗褐色土（7.5YR3/4）　粘性やや強く、しまりあり。黒色粘質土と砂質土が入り混じる。白色粒少量。φ0.5 ～ 1 ㎜の軽石多量。

3　黒褐色土（7.5YR3/2)　粘性強くしまりあり。白色粒少量。粘質土主体。

4　暗褐色土（7.5YR3/3)　粘性なし。しまりあり。白色粒少量、黄褐色ブロック少量。下部に酸化鉄分が入る。砂質土主体。

SD11(SPA-A’）

1　褐色土（7.5YR4/3)　粘性強くしまりあり。砂質土多量。黄褐色粒多量。白色粒多量。酸化鉄分多量。炭化物少量。φ0.5

   ～ 1mm の軽石混じる。

2　暗褐色土（7.5YR3/3）　粘性強くしまり強い。白色粒少量。酸化鉄分少量。

SD12(SPA-A’）

1　黒褐色土（7.5YR3/1）　粘性強くしまり強い。粘質土主体。白色粒少量。酸化鉄分少量。

2　にぶい褐色土（7.5YR5/4）　粘性やや強くしまり強い。砂質土多量。白色粒少量。φ0.5mm 程の軽石微量。酸化鉄分沈着。

SD13（SPA-A’）

1　暗褐色土（7.5YR3/4)　粘性やや強くしまりあり。白色粒少量。粘質土、 砂質土混じる。

2　黒褐色土（7.5YR2/2)　粘性やや強くしまりあり。白色粒少量。

3　にぶい褐色土（7.5YR5/3）　粘性なし。しまりなし。φ１㎜の軽石少量。砂質土。粘質土ブロック混じる。

4　にぶい褐色土（7.5YR5/4）　粘性なし。しまりなし。φ１～ 2㎜の軽石多量。

5　褐色土（7.5YR4/1)　粘性なし。しまりなし。黄褐色粒少量。砂質土。

6　暗褐色土（7.5YR3/3)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ混じる。砂利多量。砂質土。酸化鉄分沈着。

SD16

SD14

SD14.16(SPA-A’）

 1　にぶい褐色土（7.5YR5/3)　粘性やや強くしまりあり。白色粒多量。φ0.5mm の軽石少量。現表土（耕作土）

 2　黒褐色土（7.5YR3/2)　粘性やや強くしまりあり。砂質土少量。火山灰ブロック（SD07 に含まれる火山灰と酷似している )含む。

 3　にぶい褐色土（7.5YR6/3)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ層。最下層に小砂利まじる。（水性堆積か）

 4　黒褐色土（7.5YR3/1)　粘性強くしまり強い。φ0.5mm 程の軽石微量。酸化鉄分わずかに沈着。

 5　暗褐色土（7.5YR3/3)　粘性やや強くしまりやや強い。白色粒微量。黄褐色粒微量。φ１～２㎜軽石少量。酸化鉄分わずかに沈着。砂質土まじる。

 6　黒褐色土（7.5YR3/1)　粘性やや強くしまり強い。白色粒多量。φ1～ 2mm 軽石多量。。粘質土主体。酸化鉄分沈着。 

 7　黒褐色土（7.5YR3/1)　粘性やや強くしまりあり。白色粒多量。φ0.5mm 軽石少量。黄褐色粒微量。炭化物微量。焼土粒微量。酸化鉄分沈着。

 8　暗褐色土（7.5YR3/3)　粘性やや弱くしまりやや弱い。白色粒多量。φ0.5mm 軽石微量。砂質土主体。酸化鉄分沈着。

 9  褐灰色土（7.5YR4/4)　粘性やや弱くしまりなし。白色粒少量。φ0.5 ㎜軽石微量。礫少量。酸化鉄分やや多く沈着。砂質土主体。

10　暗褐色土（7.5YR3/3)　粘性やや弱くしまりなし。白色粒微量。φ1～ 2㎜軽石微量。炭化物微量。酸化鉄分沈着。砂質土主体。

11　灰褐色土（7.5YR4/2)　粘性やや強くしまり強い。白色粒少量。φ1～ 2mm 軽石微量。粘質土ブロック小多量。酸化鉄分やや多く沈着。

12　灰褐色土（7.5YR5/2)　粘性なし。しまりなし。白色粒微量。φ0.5mm 軽石微量。シルトブロック微量。砂質土主体。酸化鉄分やや多く沈着。

13　明褐色度（7.5YR7/1)　粘性強くしまり強い。灰褐色土まじるシルトブロック多量。砂質土多量。酸化鉄分沈着。

 

SD15(SPA-A’）

1　黒褐色土（7.5YR3/2)　粘性強くしまり強い。白色粒多量。鉄分が酸化凝固したものが少量。

2　黒褐色土（7.5YR3/2)　粘性強くしまり強い。白色粒多量。

3　褐灰色土（7.5YR5/1)　粘性強くしまり強い。白色粒多量。鉄分が酸化凝固したものが多量。φ0.5mm 程の軽石少量。
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H 区Ⅰ・Ⅱ

第 142 図　H区Ⅰ・Ⅱ　SK05・06、SP01 ～ 04、SE02・03　遺構図
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SE01(SPA-A’）

 1　暗褐色土（7.5YR3/3)　粘性なくしまりやや強い。白色粒多量。φ1～ 2mm 軽石少量。酸化鉄分沈着。砂質土主体。

 2　灰褐色土 (7.5YR5/2)  粘性やや強くしまりあり。黄褐色粒少量。白色粒多量。φ1～ 3mm 軽石少量。酸化鉄分沈着が顕著。粘質土、砂質土まじる。

 3　褐灰色土（7.5YR4/1)　粘性強くしまり強い。φ2～ 3mm 軽石微量。白色粒微量。酸化鉄分沈着。粘質土主体。

 4  黒褐色土（7.5YR3/2)　粘性やや弱くしまりあり。白色粒多量。φ１㎜軽石少量。酸化鉄分沈着やや顕著。砂質土主体。

 5　黒褐色土（7.5YR3/2)　粘性なし。しまりあり。白色粒微量。φ0.5mm 軽石微量。シルトブロック少量。砂質土主体。下層との境界に酸化鉄分沈着が顕著。

 6　褐灰色土（7.5YR4/1）　粘性強くしまり強い。白色粒微量。酸化鉄分沈着。  

 7　黒渇色土（7.5YR3/1)  粘性やや強くしまりあり。白色粒少量。φ1～ 2mm 軽石微量。砂質土まじる。

 8　灰褐色土 （7.5YR5/2)　粘性なし。しまりなし。白色粒微量。φ1～ 3mm 軽石微量。シルトブロック微量。砂質土主体。粘質土わずかにまじる。酸化鉄分沈着。

 9　褐灰色土（7.5YR4/1)　粘性なし。しまりなし。白色粒微量。φ１㎜軽石少量。シルトブロック少量。砂粒多量。酸化鉄分沈着。砂質土主体。

10　にぶい褐色土（7.5YR5/4)　粘性やや弱くしまりあり。φ1～ 3mm 軽石少量。シルトブロック多量。酸化鉄分多量。砂質土、粘質土まじる。

11　にぶい褐色土（7.5YR5/4)　粘性強くしまり強い。シルトブルック多量。φ2～ 3mm 軽石多量。砂粒、粘質土まじる。酸化鉄分の沈着が顕著。

12　灰褐色土（7.5YR4/2)  粘性やや弱くしまりなし。白色粒少量。φ1～ 2mm 軽石少量。シルトブロック微量。酸化鉄分沈着。砂質土と粘質土まじる。

13　暗褐色土（7.5YR3/4)  粘性やや弱くしまりなし。白色粒微量。φ0.5mm 軽石微量。上層との境界にφ2～ 3mm 軽石多量。砂質土主体。

　

 NR01（SPA-A’）

 1　黒褐色土（7.5YR3/1)　粘性やや弱い。しまり弱い。白色粒、黄褐色粒多量。φ0.5 ～ 2mm 軽石多量、砂質土主体。

 2　明褐色土（7.5YR5/6）　粘性なし。しまりなし。φ0.5 ～ 2mm 軽石多量。砂質土主体。酸化鉄分多量。

 3　黒色土（7.5YR2/1)　粘性強くしまり強い。酸化鉄分沈着。

 4  灰褐色土（7.5YR5/2）　粘性なし。しまりなし。φ0.5mm 軽石、砂質土主体。酸化鉄分わずかに沈着。

 5　灰褐色土（7.5YR4/2）　粘性強くしまり強い。φ0.5 ～ 3 ㎜軽石少量。シルトブロック小量。酸化鉄分沈着多量。

 6　黒褐色土（7.5YR3/1)　粘性強くしまり強い。酸化鉄分多い。

 7　黒褐色土（7.5YR3/1)　粘性強くしまり強い。φ1～ 3mm 軽石少量。粘質土主体。酸化鉄分沈着。

 8　黒色土（7.5YR4/4)　粘性なし。しまりなし。φ1～ 5mm 軽石多量。小礫含む。砂質土主体。酸化鉄分多く沈着。

 9　褐灰色土（7.5YR5/1）　粘性強くしまり強い。φ2～ 3mm 軽石、シルトブロック少量。酸化鉄分沈着。

10　明褐色土（7.5YR5/8)　粘性なし。しまりなし。小礫多量。砂質土主体。酸化鉄分多量。
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SK06（SPA-A’）

1　褐色土（7.5YR5/1)　粘性なし。しまりややあり。黄褐色ブロック中多量。黒色粘質土ブロッ

　 ク中多量。砂質土主体。

2　褐灰色土（7.5YR5/1)　粘性やや強くしまりあり。黒色粘質土ブロック中多量。砂質土主体。

   黄褐色粒やや多量。

SP03(SPA-A’）

1　暗褐色土（7.5YR3/4)　粘性強くしまりなし。シルトブロック多量。粘質土

   と砂質土がまじる。酸化鉄分沈着。

SE02（SPA-A’）

1　黒褐色土 （7.5YR3/2）　粘性なし。しまりなし。白色粒多量。φ0.5mm 軽石少

   量。黒褐色粘質土ブロック少量。酸化鉄分沈着。砂質土主体。

2  黒褐色土 (7.5YR3/1）  粘性やや強くしまりなし。炭化物微量。φ0.5mm 軽石

   少量。酸化鉄分沈着。砂質土。  

SE03(SPA-A’）

1　暗褐色土（7.5YR3/3)　粘性やや強くしまりなし。白色粒少量。焼土粒微量。炭

   化物少量。φ2～ 4mm 軽石、シルトブロック少量。砂質土。

2　黒褐色土（7.5YR3/2)　粘性やや強くしまりなし。白色粒少量。φ0.5mm 軽石、 

　 シルトブロック微量。黄褐色粒微量。

3　暗褐色度（7.5YR3/3)　粘性なし。しまりなし。白色粒微量。シルトブロック少量。

   礫少量。砂質土主体。

SP04(SPA-A’）

1　暗褐色土（7.5YR3/3)　粘性なし。しまりなし。白色粒多量。炭化物微量。φ1

　 ～ 2mm 軽石少量。酸化鉄分が凝固した塊が少量。下層に小礫、砂粒。

SP01(SPA-A’）

1　褐色土（7.5YR4/1)　粘性やや強くしまりあり。白色粒多量。φ0.5mm 軽

　 石微量。粘質土。酸化鉄分多量に沈着。

2　褐色土（7.5YR4/6)　粘質やや強くしまりあり。φ0.5mm 軽石微量。全体

   に酸化鉄分沈着。粘質土まじる。

SP02(SPA-A’）

1　褐色土（7.5YR4/1)　粘性やや強くしまりあり。As-B テフラ少量。砂質土。

   酸化鉄分全体に沈着。

2　褐色土（7.5YR4/6)　粘性強くしまり強い。酸化鉄分沈着。　

（平面図・断面図）
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H 区Ⅰ・Ⅱ

第 143 図　H区Ⅰ・Ⅱ　SE01、NR01　遺構図
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SE01(SPA-A’）

 1　暗褐色土（7.5YR3/3)　粘性なくしまりやや強い。白色粒多量。φ1～ 2mm 軽石少量。酸化鉄分沈着。砂質土主体。

 2　灰褐色土 (7.5YR5/2)  粘性やや強くしまりあり。黄褐色粒少量。白色粒多量。φ1～ 3mm 軽石少量。酸化鉄分沈着が顕著。粘質土、砂質土まじる。

 3　褐灰色土（7.5YR4/1)　粘性強くしまり強い。φ2～ 3mm 軽石微量。白色粒微量。酸化鉄分沈着。粘質土主体。

 4  黒褐色土（7.5YR3/2)　粘性やや弱くしまりあり。白色粒多量。φ１㎜軽石少量。酸化鉄分沈着やや顕著。砂質土主体。

 5　黒褐色土（7.5YR3/2)　粘性なし。しまりあり。白色粒微量。φ0.5mm 軽石微量。シルトブロック少量。砂質土主体。下層との境界に酸化鉄分沈着が顕著。

 6　褐灰色土（7.5YR4/1）　粘性強くしまり強い。白色粒微量。酸化鉄分沈着。  

 7　黒渇色土（7.5YR3/1)  粘性やや強くしまりあり。白色粒少量。φ1～ 2mm 軽石微量。砂質土まじる。

 8　灰褐色土 （7.5YR5/2)　粘性なし。しまりなし。白色粒微量。φ1～ 3mm 軽石微量。シルトブロック微量。砂質土主体。粘質土わずかにまじる。酸化鉄分沈着。

 9　褐灰色土（7.5YR4/1)　粘性なし。しまりなし。白色粒微量。φ１㎜軽石少量。シルトブロック少量。砂粒多量。酸化鉄分沈着。砂質土主体。

10　にぶい褐色土（7.5YR5/4)　粘性やや弱くしまりあり。φ1～ 3mm 軽石少量。シルトブロック多量。酸化鉄分多量。砂質土、粘質土まじる。

11　にぶい褐色土（7.5YR5/4)　粘性強くしまり強い。シルトブルック多量。φ2～ 3mm 軽石多量。砂粒、粘質土まじる。酸化鉄分の沈着が顕著。

12　灰褐色土（7.5YR4/2)  粘性やや弱くしまりなし。白色粒少量。φ1～ 2mm 軽石少量。シルトブロック微量。酸化鉄分沈着。砂質土と粘質土まじる。

13　暗褐色土（7.5YR3/4)  粘性やや弱くしまりなし。白色粒微量。φ0.5mm 軽石微量。上層との境界にφ2～ 3mm 軽石多量。砂質土主体。

　

 NR01（SPA-A’）

 1　黒褐色土（7.5YR3/1)　粘性やや弱い。しまり弱い。白色粒、黄褐色粒多量。φ0.5 ～ 2mm 軽石多量、砂質土主体。

 2　明褐色土（7.5YR5/6）　粘性なし。しまりなし。φ0.5 ～ 2mm 軽石多量。砂質土主体。酸化鉄分多量。

 3　黒色土（7.5YR2/1)　粘性強くしまり強い。酸化鉄分沈着。

 4  灰褐色土（7.5YR5/2）　粘性なし。しまりなし。φ0.5mm 軽石、砂質土主体。酸化鉄分わずかに沈着。

 5　灰褐色土（7.5YR4/2）　粘性強くしまり強い。φ0.5 ～ 3 ㎜軽石少量。シルトブロック小量。酸化鉄分沈着多量。

 6　黒褐色土（7.5YR3/1)　粘性強くしまり強い。酸化鉄分多い。

 7　黒褐色土（7.5YR3/1)　粘性強くしまり強い。φ1～ 3mm 軽石少量。粘質土主体。酸化鉄分沈着。

 8　黒色土（7.5YR4/4)　粘性なし。しまりなし。φ1～ 5mm 軽石多量。小礫含む。砂質土主体。酸化鉄分多く沈着。

 9　褐灰色土（7.5YR5/1）　粘性強くしまり強い。φ2～ 3mm 軽石、シルトブロック少量。酸化鉄分沈着。

10　明褐色土（7.5YR5/8)　粘性なし。しまりなし。小礫多量。砂質土主体。酸化鉄分多量。
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SK06（SPA-A’）

1　褐色土（7.5YR5/1)　粘性なし。しまりややあり。黄褐色ブロック中多量。黒色粘質土ブロッ

　 ク中多量。砂質土主体。

2　褐灰色土（7.5YR5/1)　粘性やや強くしまりあり。黒色粘質土ブロック中多量。砂質土主体。

   黄褐色粒やや多量。

SP03(SPA-A’）

1　暗褐色土（7.5YR3/4)　粘性強くしまりなし。シルトブロック多量。粘質土

   と砂質土がまじる。酸化鉄分沈着。

SE02（SPA-A’）

1　黒褐色土 （7.5YR3/2）　粘性なし。しまりなし。白色粒多量。φ0.5mm 軽石少

   量。黒褐色粘質土ブロック少量。酸化鉄分沈着。砂質土主体。

2  黒褐色土 (7.5YR3/1）  粘性やや強くしまりなし。炭化物微量。φ0.5mm 軽石

   少量。酸化鉄分沈着。砂質土。  

SE03(SPA-A’）

1　暗褐色土（7.5YR3/3)　粘性やや強くしまりなし。白色粒少量。焼土粒微量。炭

   化物少量。φ2～ 4mm 軽石、シルトブロック少量。砂質土。

2　黒褐色土（7.5YR3/2)　粘性やや強くしまりなし。白色粒少量。φ0.5mm 軽石、 

　 シルトブロック微量。黄褐色粒微量。

3　暗褐色度（7.5YR3/3)　粘性なし。しまりなし。白色粒微量。シルトブロック少量。

   礫少量。砂質土主体。

SP04(SPA-A’）

1　暗褐色土（7.5YR3/3)　粘性なし。しまりなし。白色粒多量。炭化物微量。φ1

　 ～ 2mm 軽石少量。酸化鉄分が凝固した塊が少量。下層に小礫、砂粒。

SP01(SPA-A’）

1　褐色土（7.5YR4/1)　粘性やや強くしまりあり。白色粒多量。φ0.5mm 軽

　 石微量。粘質土。酸化鉄分多量に沈着。

2　褐色土（7.5YR4/6)　粘質やや強くしまりあり。φ0.5mm 軽石微量。全体

   に酸化鉄分沈着。粘質土まじる。

SP02(SPA-A’）

1　褐色土（7.5YR4/1)　粘性やや強くしまりあり。As-B テフラ少量。砂質土。

   酸化鉄分全体に沈着。

2　褐色土（7.5YR4/6)　粘性強くしまり強い。酸化鉄分沈着。　

（平面図・断面図）
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H 区Ⅰ・Ⅱ

第 144 図　H区Ⅰ・Ⅱ　遺物図

第 38 表　H区Ⅰ・Ⅱ　遺物観察表

第 39 表　H区Ⅰ・Ⅱ　遺構観察表 (1)

名称 区 面 形状 主軸方位
規模 (m）

時期 備考・出土遺物
長軸 短軸 深さ

SD01 Ⅰ 欠番

SD02 Ⅰ N- 80° -W 38.88 0.92 0.30 As-Azs 降下後 土師器、須恵器、陶器

SD03 Ⅰ N- 3° -W 12.89 1.06 0.21 As-A 降下後 土師器・台付甕、須恵器、円筒埴輪

SD04 Ⅰ N- 81° -W 28.28 0.54 0.22 As-B 降下後 SD06 を切る。土師器、須恵器

SD05 Ⅰ N- 9° -E 15.08 0.90 0.23 As-A 降下後 土師器

SD06 Ⅰ N- 11° -E 9.78 1.08 0.23 近現代 土師器、須恵器、陶器・埦・鉢、磁器

SD07 Ⅰ N- 86° -E 29.22 2.06 0.45 As-B 降下前 土師器、須恵器

SD08 Ⅱ N- 88° -W 18.72 1.02 0.12 As-B 降下後

SD09 Ⅱ N- 75° -W 3.66 0.52 0.09 As-A 降下後 土師器、磁器

SD10 Ⅱ N- 13° -E 6.56 0.80 0.13 As-A 降下後

SD11 Ⅱ N- 17° -E 9.25 0.78 0.22 As-A 降下後

SD12 Ⅱ N- 51° -W 18.26 0.70 0.10 As-A 降下後

SD13 Ⅱ N- 47° -W 41.96 1.92 0.38 As-B 降下後 土師器Ｓ字口縁台付甕、須恵器高台坏埦

SD14 Ⅱ ー 1.48 1.18 0.28 As-B 降下前

SD15 Ⅱ N- 55° -E 4.00 1.06 0.24

SD16 Ⅱ N- 85° -E 2.82 0.88 0.08 As-B 降下前

SD17 Ⅱ ー 5.54 0.74 0.22 As-B 降下前

SD18 Ⅱ N- 33° -E 14.68 0.48 0.12

SD19 Ⅱ
N-74° -W 北半 

N- 15° -E 南半
22.5 0.78 0.32

0 1:3 10cm

121

124

123

125

122 

図版番号 遺構名
種別　　　　　　　　　　　

器種

法量（㎝）
成形・整形技法等の特徴（器形・文様の特徴） ①焼成　②色調　③胎土　　　　　　　

残存　　　　　

（％）
備考

口径 底径 器高

第 144 図 121 

PL36-121
SD03

埴輪　　　　　　　　　

円筒埴輪
─ ─ (19.3)

凸帯断面は下辺が突出する台形、円形透孔 

外：１次タテハケ (/2 ㎝ :10 本 ) 

内：タテハケ (/2 ㎝ :10 本 ) 後にタテの指ナデ

①良好 

② 5YR6/6 

③片岩、チャート、鉄分粒

5

第 144 図 122 

PL36-122
SD13

土師器　　　　　

台付甕
【16.6】 ─ (3.4)

外：口縁部ヨコナデ、胴上部ハケメ 

内：口縁部ヨコナデ、胴上部タテのヘラナデ

①良好 

② 10YR8/3 

③チャート、石英、凝灰岩

5 Ｓ字状口縁

第 144 図 123 

PL36-123
遺構外

須恵器　　　

高台付埦
13.5 6.6 4.9

ロクロ成形 

外：ロクロナデ、底面回転糸切後に高台貼付 

内：ロクロナデ

①焼締り弱い 

② 10YR7/2 

③チャート、石英、片岩

100

内外面底部～体

部の一部炭素吸

着

第 144 図 124 

PL36-124
遺構外

須恵器　　　

高台付埦
13.1 6.0 5.0

ロクロ成形、全体に歪んでいる 

外：ロクロナデ、底面回転糸切後に高台貼付 

内：ロクロナデ

①焼締り弱い 

② 10YR8/1 

③チャート、片岩、鉄分粒

100
内外面底部～体

部中位炭素吸着

第 144 図 125 

PL36-125
遺構外

土師器　　　　

小型鉢
【10.5】 3.4 7.2

内斜口縁気味 

外：口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズリ 

内：口縁部ヨコのヘラミガキ、体部ヘラナデ後にミガ

キ

①良好 

② 10YR8/3 

③チャート、石英、片岩

80

亨‘

------―---
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H 区Ⅰ・Ⅱ

名称 区 面 形状 主軸方位
規模 (m）

時期 備考
長軸 短軸 深さ

SD20 Ⅰ ２ N- 20° -E 3.48 1.82 0.33 古墳前期以降 土師器・S字口縁台付甕

SK01 Ⅰ 長方形 N- 71° -W 0.68 0.62 0.14

SK02 Ⅰ 長方形 N- 70° -W 0.60 0.60 0.16

SK03 Ⅰ 楕円形 N-31° -W 0.68 4.40 0.15

SK04 Ⅰ 不整形 ー 0.42 0.26 0.16

SK05 Ⅰ 楕円形 N- 23° -E 1.02 0.68 0.36 As-B 降下後 SD04 を切る

SK06 Ⅰ 長方形 N- 73° -W 1.08 0.32 0.16

SP01 Ⅱ 円形 0.34 0.30 0.20

SP02 Ⅱ 円形 0.34 0.32 0.19 As-B 降下後

SP03 Ⅱ 楕円形 N- 67° -E 0.70 0.52 0.76 井戸か

SP04 Ⅱ 円形 0.66 0.64 0.26

SE01 Ⅱ 楕円形 N- 22° -E 3.68 3.20 1.28 近世 須恵器大甕、磁器埦、陶器

SE02 Ⅱ 円形 0.86 0.76 0.12 近世か

SE03 Ⅱ 楕円形 N- 31° -W 1.04 0.78 0.97 近世か

第 40 表　H区Ⅰ・Ⅱ　遺構観察表（2）
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H 区Ⅲ・Ⅳ

第 19 節　H区Ⅲ・Ⅳ

（１）調査区の概要
H 区Ⅲ・Ⅳは寄居堰用水路工事に伴い発掘調

査を実施した。
本調査区中央部分で良好に残存した As-B 一

次堆積層を確認した。H 区Ⅳは調査区全体に
土地改良工事の削平がおよんでおり、As-B の
残存状況は極めて悪い状況であった。よって
As-B 堆積層下面と As-B が削平されている場合
には土地改良工事土下の黒褐色粘質土面を遺
構検出面とした。
H 区Ⅳ調査区西端は、遺構が無く、As-B の

残存もなかったため掲載を割愛した。
本調査区では古代～近世の遺構を検出した。

遺構の内訳は、H 区Ⅲでは As-B 下水田、H 区
Ⅳでは溝４条、土坑５基である。

（２）溝
　溝４条を検出した。

　SD01 ～ 03 はいずれも埋土中に As-A を含ん
でおり、近世以降のものと考えられる。

（３）As-B 下水田区画
　H 区Ⅲでは、調査区中央で As-B 下水田区画
を検出した。
　As-B 下水田面の標高値は、約 77.65m ～
77.80m で、畔１・６間が特に低く約 77.65m と
なる。畦は真北を意識して作られているが、
太さにはバラつきがあり、東西方向畔は 0.65m
程度、南北方向畔は 1.15m 程度の幅を測る。
検出した As-B 下水田区画の東西はどちらも高
く土地改良工事によって削平されており、推
定条里区画ラインのすぐ東に位置するため、
坪境界に該当すると考えられる。

（４）土坑
　本調査区では５基の土坑を検出した。
　SK02 ～ 05 は、埋土の状況と、南北に整然と
並んでいることからAs-A処理坑と考えられる。

第 145 図　H区Ⅲ・Ⅳ　基本土層

L=78.40m

H 区Ⅲ基本土層
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H 区Ⅲ基本土層

1　暗褐色土（10YR3/4)　粘性弱い。しまり弱い。現耕作土。As-A テフラ混土。

2　暗褐色土（10YR3/3)　粘性ややある。しま強い。As-A テフラ・As-B テフラ混土。ほ場整備。

3  灰白色土（10YR8/2)　粘性なし。しまりなし。粒子粗く、As-B テフラ極めて多量。

4　灰黄褐色砂質土（10YR4/2)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ純層。

5  暗褐色粘質土（10YR3/3）　粘性あり。しまり強い。白色軽石微量。

6　暗褐色粘質土（10YR3/3)　粘性あり。しまり強い。粒子細かい。石φ2㎝少量。

7　黒褐色粘質土（10YR2/3）　粘性あり。しまり強い。粒子細かい。マンガン沈着少量。

H 区Ⅳ基本土層

1　暗褐色土（10YR3/4）　粘性弱い。しまり弱い。現耕作土。As-A テフラ混土。

2　暗褐色土（10YR3/3)　粘性ややある。しま強い。As-A テフラ・As-B テフラ混土。ほ場整備。

3  灰白色土（10YR8/2)　粘性なし。しまりなし。粒子粗く、As-B テフラ極めて多く含む。

4　灰黄褐色砂質土（10YR4/2)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ純層。

5　暗褐色粘質土（10YR3/3）　粘性あり。しまり強い。白色軽石微量。

6　暗褐色粘質土（10YR3/3)　粘性あり。しまり強い。粒子細かい。石φ2㎝少量。

7　黒褐色粘質土（10YR3/3）　粘性あり。しまり強い。粒子細かい。礫φ８㎝微量。石φ2㎝微量。

8　灰黄褐色シルト質土（10YR4/2）　粘性やや弱い。しまりやや強い。黒褐色粘質土（10YR2/2) 少量。

　 シルト漸移層。　

0 1:40 2m
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H 区Ⅲ・Ⅳ

カ
ク
ラ
ン

H区Ⅲ
H区Ⅳ

H 区Ⅲ.Ⅳ　全体図
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（断面図）
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（平面図）

SD01(SPA-A’)

1　明褐色土（7.5YR5/6 )　粘性なし。しまり強い。As-A テフラ混土層。

   粒子細かい。鉄分沈着。

SD02(SPA-A’)

1  褐色土（7.5YR4/6）　粘性あり。しまりやや弱い。As-B テフラ。

   粒子やや細かい。鉄分沈着。

2  黒色粘質土（10YR2/2)　粘性ややあり。しまりややあり。

   粒子やや細かく As-A テフラ多量。小礫 3㎝微量。　

SD03(SPA-A’)

1   暗褐色土（10YR3/3）　粘性なし。しまりややあり。As-B テフラ多量。

    As-A テフラ少量。

SD04(SPA-A’）

1  暗褐色土（10YR3/4)　粘性弱くしまり弱い。As-A テフラ混土。（現耕作土）　

2　灰黄褐色土（10YR4/2)　粘性少ない。しまりあり。粒子粗い。

   As-B テフラ少量。鉄分凝集少量。

3  暗褐色砂質土（10YR2/2）　粘性なし。しまりやや強い。褐色鉄分沈着あり。
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第 146 図　H区Ⅲ・Ⅳ　遺構全体図

第 147 図　H区Ⅲ・Ⅳ　SD01 ～ 04　遺構図
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H 区Ⅳ基本土層
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H 区Ⅲ基本土層

1　暗褐色土（10YR3/4)　粘性弱い。しまり弱い。現耕作土。As-A テフラ混土。

2　暗褐色土（10YR3/3)　粘性ややある。しま強い。As-A テフラ・As-B テフラ混土。ほ場整備。

3  灰白色土（10YR8/2)　粘性なし。しまりなし。粒子粗く、As-B テフラ極めて多量。

4　灰黄褐色砂質土（10YR4/2)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ純層。

5  暗褐色粘質土（10YR3/3）　粘性あり。しまり強い。白色軽石微量。

6　暗褐色粘質土（10YR3/3)　粘性あり。しまり強い。粒子細かい。石φ2㎝少量。

7　黒褐色粘質土（10YR2/3）　粘性あり。しまり強い。粒子細かい。マンガン沈着少量。

H 区Ⅳ基本土層

1　暗褐色土（10YR3/4）　粘性弱い。しまり弱い。現耕作土。As-A テフラ混土。

2　暗褐色土（10YR3/3)　粘性ややある。しま強い。As-A テフラ・As-B テフラ混土。ほ場整備。

3  灰白色土（10YR8/2)　粘性なし。しまりなし。粒子粗く、As-B テフラ極めて多く含む。

4　灰黄褐色砂質土（10YR4/2)　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ純層。

5　暗褐色粘質土（10YR3/3）　粘性あり。しまり強い。白色軽石微量。

6　暗褐色粘質土（10YR3/3)　粘性あり。しまり強い。粒子細かい。石φ2㎝少量。

7　黒褐色粘質土（10YR3/3）　粘性あり。しまり強い。粒子細かい。礫φ８㎝微量。石φ2㎝微量。

8　灰黄褐色シルト質土（10YR4/2）　粘性やや弱い。しまりやや強い。黒褐色粘質土（10YR2/2) 少量。

　 シルト漸移層。　
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H 区Ⅲ・Ⅳ

第 148 図　H区Ⅲ・Ⅳ　畦 01 ～ 06、SK01　遺構図

L=78.70m

L=78.70m

畦 01(SPA-A′）

1　黒褐色粘質土（10YR3/2)　粘性強い。しまり強い。粒子細かい。白色軽石

　 φ1mm 微量。

2　暗褐色粘質土（10YR3/3)　粘性強い。しまり強い。粒子細かい。白色軽石

   φ1mm 微量。

畦 02(SPA-A′）

1　黒褐色粘質土（10YR3/2)　粘性強い。しまり強い。粒子細かい。白色軽石

   φ1mm 微量。

2　暗褐色粘質土（10YR3/3)　粘性強い。しまり強い。粒子細かい。白色軽石

   φ1mm 微量。

畦 03(SPA-A′）

1　黒褐色粘質土（10YR3/2)　粘性強い。しまり強い。粒子細かい。白色軽石

   φ1mm 微量。

2　暗褐色粘質土（10YR3/3)　粘性強い。しまり強い。粒子細かい。白色軽石

   φ1mm 微量。

畦 04(SPA-A′）

1　黒褐色粘質土（10YR3/2)　粘性強い。しまり強い。粒子細かい。白色軽石

   φ1mm 微量。

2　暗褐色粘質土（10YR3/3)　粘性強い。しまり強い。粒子細かい。白色軽石

   φ1mm 微量。

畦 05(SPA-A′）

1　黒褐色粘質土（10YR3/2)　粘性強い。しまり強い。粒

   子細かい。白色軽石φ1mm 微量。

2　暗褐色粘質土（10YR3/3)　粘性強い。しまり強い。粒

   子細かい。白色軽石φ1mm 微量。

3　暗褐色粘質土（10YR3/3)　粘性強い。しまり強い。粒

   子細かい。酸化鉄分沈着多量。

畦 06(SPA-A′）

1　黒褐色粘質土（10YR3/2)　粘性強い。しまり強い。粒子細かい。白色軽石φ1mm 微量。

2　暗褐色粘質土（10YR3/3)　粘性強い。しまり強い。粒子細かい。白色軽石φ1mm 微量。

3　暗褐色粘質土（10YR3/3)　粘性強い。しまり強い。粒子細かい。砂粒微量。

4　暗褐色粘質土（10YR3/3)　粘性強い。しまり強い。粒子細かい。酸化鉄分凝集多量。

5　灰黄褐色土（10YR4/2）　粘性やや弱い。しまりやや強い。粒子細かい。シルト質土。

   黒褐色粘質土（10YR2/2) 少量。
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1　褐色土（7.5YR4/6)　粘性なし。しまりややあり。As-A テフラのみで構成される。粒子やや粗く、白色軽石φ3㎝微量。酸化鉄分沈着顕著。

2  黒色粘質土（10YR2/2)　粘性ややあり。しまりややあり。粒子やや細かく As-A テフラ多量。小礫φ3㎝微量。

3　黒褐色粘質土（10YR3/2)　粘性あり。しまり強い。白色軽石ブロック微量。
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H 区Ⅲ・Ⅳ

名称 区 形状 主軸方位
規模 (m）

時期 備考・出土遺物
長軸 短軸 深さ

SD01 Ⅳ N- 66° -W 3.06 0.68 0.03 As-A 降下後

SD02 Ⅳ N- 20° -E 2.28 1.14 0.20 As-A 降下後

SD03 Ⅳ N- 14° -E 2.38 0.64 0.13 As-A 降下後

SD04 Ⅳ N- 34° -E 2.22 0.72 0.05 As-B 降下後

SK01 Ⅳ 長方形 N- 36° -E 2.00 0.66 0.15

SK02 Ⅳ 長方形 N- 72° -W 3.25 0.50 - As-A 降下後 As-A 処理坑

SK03 Ⅳ 長方形 N- 73° -W 3.43 0.74 0.36 As-A 降下後 As-A 処理坑

SK04 Ⅳ 長方形 N- 72° -W 3.39 0.78 0.37 As-A 降下後 As-A 処理坑

SK05 Ⅳ - As-A 降下後 As-A 処理坑

第 149 図　H区Ⅲ・Ⅳ　SK02 ～ 05　遺構図

第 41 表　H区Ⅲ・Ⅳ　遺構観察表
L=78.70m

L=78.70m

畦 01(SPA-A′）

1　黒褐色粘質土（10YR3/2)　粘性強い。しまり強い。粒子細かい。白色軽石

　 φ1mm 微量。

2　暗褐色粘質土（10YR3/3)　粘性強い。しまり強い。粒子細かい。白色軽石

   φ1mm 微量。

畦 02(SPA-A′）

1　黒褐色粘質土（10YR3/2)　粘性強い。しまり強い。粒子細かい。白色軽石

   φ1mm 微量。

2　暗褐色粘質土（10YR3/3)　粘性強い。しまり強い。粒子細かい。白色軽石

   φ1mm 微量。

畦 03(SPA-A′）

1　黒褐色粘質土（10YR3/2)　粘性強い。しまり強い。粒子細かい。白色軽石

   φ1mm 微量。

2　暗褐色粘質土（10YR3/3)　粘性強い。しまり強い。粒子細かい。白色軽石

   φ1mm 微量。

畦 04(SPA-A′）

1　黒褐色粘質土（10YR3/2)　粘性強い。しまり強い。粒子細かい。白色軽石

   φ1mm 微量。

2　暗褐色粘質土（10YR3/3)　粘性強い。しまり強い。粒子細かい。白色軽石

   φ1mm 微量。

畦 05(SPA-A′）

1　黒褐色粘質土（10YR3/2)　粘性強い。しまり強い。粒

   子細かい。白色軽石φ1mm 微量。

2　暗褐色粘質土（10YR3/3)　粘性強い。しまり強い。粒

   子細かい。白色軽石φ1mm 微量。

3　暗褐色粘質土（10YR3/3)　粘性強い。しまり強い。粒

   子細かい。酸化鉄分沈着多量。

畦 06(SPA-A′）

1　黒褐色粘質土（10YR3/2)　粘性強い。しまり強い。粒子細かい。白色軽石φ1mm 微量。

2　暗褐色粘質土（10YR3/3)　粘性強い。しまり強い。粒子細かい。白色軽石φ1mm 微量。

3　暗褐色粘質土（10YR3/3)　粘性強い。しまり強い。粒子細かい。砂粒微量。

4　暗褐色粘質土（10YR3/3)　粘性強い。しまり強い。粒子細かい。酸化鉄分凝集多量。

5　灰黄褐色土（10YR4/2）　粘性やや弱い。しまりやや強い。粒子細かい。シルト質土。

   黒褐色粘質土（10YR2/2) 少量。
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1　褐色土（7.5YR4/6)　粘性なし。しまりややあり。As-A テフラのみで構成される。粒子やや粗く、白色軽石φ3㎝微量。酸化鉄分沈着顕著。

2  黒色粘質土（10YR2/2)　粘性ややあり。しまりややあり。粒子やや細かく As-A テフラ多量。小礫φ3㎝微量。

3　黒褐色粘質土（10YR3/2)　粘性あり。しまり強い。白色軽石ブロック微量。
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H 区Ⅴ

第 20 節　H区Ⅴ

（１）調査区の概要
H 区Ⅴは区画道路２号線工事に伴い発掘調査

を実施した。
H 区Ⅴでは、調査区東半で As-B 一次堆積層

の残存を確認した。調査区西半は土地改良工
事により削平されており、遺構も確認できな
かったため、本報告書への掲載を割愛した。
本調査区では古代～近世の遺構を検出した。

遺構の内訳は、As-B 下水田、水路２条、土坑
２基である。

（２）As-B 下水田と水路
　本調査区東半全体でAs-B下水田を検出した。
西側では水田区画は南東に向かって水田面を
下げる入れ子状を呈する区画、中央では南に
水田面を下げる東西４ｍ、南北８ｍの細長い
区画、東側は不定形な水田区画を検出した。
　水田区画を区切る畔は貧弱で、最大で２cm
程度でほとんど高まりがなかった。
　中央の水田区画からは北から南へ水が流れ
た痕跡を検出した。ほとんど凹まず断面図に
も図示し難い為、範囲を明示し溝とは区別し
て水路とした。この水路は As-B 水田に伴うも
のであり、水路が位置する水田区画が小型な
ことも併せて、水田の排水に用いられた区画
の可能性がある。水路 01 は水田区画の際に直
線的に作られ、上端が盛り上がり４cm 程度の
凹みとして検出することができた。水路 02 は
水路 01 に並行するが、凹凸を図化することが
できず、調査区南端で蛇行する。水路 02 は渇
水期に少量の水が流れた部分と考えられる。
　
（３）土坑
　本調査区では２基の土坑を検出した。
　SK01 では埋土に As-A の混入が認められ、近
世以降に掘削されたものである。
　SK02 の埋土は As-B を多量に含んでおり、
As-B 降下時からあまり時間を置かない時期の
ものの可能性がある。
　遺物は検出できず、詳細な性格を絞り込む
ことはできなかった。

第 150 図　H区Ⅴ　基本土層

L=78.50m
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5

基本土層

基本土層

1　現耕作土。

2　土地改良工事盛土。

3　As-B テフラ一次堆積層。

4　黒褐色粘質土（10YR3/2)　粘性あり。しまり強い。白色軽石微量。

5　暗褐色粘質土（10YR3/3）　粘性あり。しまり強い。白色軽石微量。
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基本土層

畦 01(SPA-A’）

1　現耕作土。

2　土地改良工事盛土。

3　As-B テフラ一次堆積層。

4　黒褐色粘質土（10YR3/2)　粘性あり。しまり強い。白色軽石微量。

5　暗褐色粘質土（10YR3/3）　粘性あり。しまり強い。白色軽石微量。

6　灰黄褐色シルト質土（10YR5/3）　粘性やや弱い。しまり強い。

畦 02（SPA-A’）

1　現耕作土。

2　土地改良工事盛土。

3  黒褐色砂質土（10YR2/2）　粘性なし。しまりやや強い。

   粒子粗い。As-B テフラピンク灰（10YR2/6) 微量含む。

4　灰赤色細砂（2.5YR2/6）   粘性なし。しまりやや弱い。粒子細かい。

   As-B テフラピンク灰層。　 　　

5　As-B テフラ一次堆積層。

6　黒褐色粘質土（10YR3/2)　粘性あり。しまり強い。白色軽石微量。

7　暗褐色粘質土（10YR3/3）　粘性あり。しまり強い。白色軽石微量。

　

畦 03（SPA-A’）

1　現耕作土。

2　土地改良工事盛土。

3　黒褐色砂質土。

4　As-B テフラ一次堆積層。

5　黒褐色粘質土（10YR3/2)　粘性あり。しまり強い。白色軽石微量。

6　暗褐色粘質土（10YR3/3）　粘性あり。しまり強い。白色軽石微量。

水路 A(SPA-A’）

1　現耕作土。

2　土地改良工事盛土。

3  黒褐色砂（10YR2/2）　粘性なし。しまりやや強い。粒子粗い。As-B テフラピンク灰微量。

4　灰赤色細砂（2.5YR2/6）　粘性なし。しまりやや弱い。粒子細かい。As-B テフラピンク灰。

5　As-B テフラ一次堆積層。

6　黒褐色粘質土（10YR3/2）　粘性あり。しまり強い。白色軽石微量。

水路 B（SPA-A’）

1　現耕作土。

2　土地改良工事盛土。

3　As-B テフラ一次堆積層。

4　黒褐色粘質土（10YR3/2)　粘性あり。しまり強い。白色軽石微量。
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H 区Ⅴ

第 151 図　H区Ⅴ　遺構全体図

第 152 図　H区Ⅴ　畦 01 ～ 03、水路 01・02　遺構図

L=78.50m
1

2
3
4

5

基本土層

基本土層

1　現耕作土。

2　土地改良工事盛土。

3　As-B テフラ一次堆積層。

4　黒褐色粘質土（10YR3/2)　粘性あり。しまり強い。白色軽石微量。

5　暗褐色粘質土（10YR3/3）　粘性あり。しまり強い。白色軽石微量。

0 1:40 2m

カクラン

L=78.90m

L=78.90m

L=78.90m

1

2
33

4
5

3

1

2

4 6

7

1

2

3
4

5

6

畦 03

畦 02

畦 01

6

5
5

5

L=79.80m

L=78.90m

1

2

3
4

水路 02

水路 01

1

2

3

4

5

6

基本土層

畦 01(SPA-A’）

1　現耕作土。

2　土地改良工事盛土。

3　As-B テフラ一次堆積層。

4　黒褐色粘質土（10YR3/2)　粘性あり。しまり強い。白色軽石微量。

5　暗褐色粘質土（10YR3/3）　粘性あり。しまり強い。白色軽石微量。

6　灰黄褐色シルト質土（10YR5/3）　粘性やや弱い。しまり強い。

畦 02（SPA-A’）

1　現耕作土。

2　土地改良工事盛土。

3  黒褐色砂質土（10YR2/2）　粘性なし。しまりやや強い。

   粒子粗い。As-B テフラピンク灰（10YR2/6) 微量含む。

4　灰赤色細砂（2.5YR2/6）   粘性なし。しまりやや弱い。粒子細かい。

   As-B テフラピンク灰層。　 　　

5　As-B テフラ一次堆積層。

6　黒褐色粘質土（10YR3/2)　粘性あり。しまり強い。白色軽石微量。

7　暗褐色粘質土（10YR3/3）　粘性あり。しまり強い。白色軽石微量。

　

畦 03（SPA-A’）

1　現耕作土。

2　土地改良工事盛土。

3　黒褐色砂質土。

4　As-B テフラ一次堆積層。

5　黒褐色粘質土（10YR3/2)　粘性あり。しまり強い。白色軽石微量。

6　暗褐色粘質土（10YR3/3）　粘性あり。しまり強い。白色軽石微量。

水路 A(SPA-A’）

1　現耕作土。

2　土地改良工事盛土。

3  黒褐色砂（10YR2/2）　粘性なし。しまりやや強い。粒子粗い。As-B テフラピンク灰微量。

4　灰赤色細砂（2.5YR2/6）　粘性なし。しまりやや弱い。粒子細かい。As-B テフラピンク灰。

5　As-B テフラ一次堆積層。

6　黒褐色粘質土（10YR3/2）　粘性あり。しまり強い。白色軽石微量。

水路 B（SPA-A’）

1　現耕作土。

2　土地改良工事盛土。

3　As-B テフラ一次堆積層。

4　黒褐色粘質土（10YR3/2)　粘性あり。しまり強い。白色軽石微量。
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H 区Ⅴ

名称 形状 主軸方位
規模 (m）

時期 備考・出土遺物
長軸 短軸 深さ

SK01 長方形 N- 0° 2.00 0.65 0.17 As-A 降下後

SK02 不整形 N- 20° E 0.96 0.80 0.28 As-B 降下後

第 153 図　H区Ⅴ　SK01・02　遺構図

第 42 表　H区Ⅴ　遺構観察表

L=78.50m

L=78.60m

12

1
2 2

SK01(SPA-A’）

1  黒褐色砂質土（10YR3/2）　粘性なし。しまりやや強い。粒子やや細かく、

   As-B テフラ多量。As-A テフラ微量。

2　As-B テフラ一次堆積層。

SK02(SPA-A’）

1　暗褐色土（10YR3/3）　粘性やや弱い。しまり強い。As-B テフラ多量、

   黒褐色粘質土ブロック少量。

2　As-B テフラ一次堆積層。

（平面図・断面図）
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H 区Ⅵ

第 154 図　H区Ⅵ　遺構全体図
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L=78.50m
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12

1
2 2

SK01(SPA-A’）

1  黒褐色砂質土（10YR3/2）　粘性なし。しまりやや強い。粒子やや細かく、

   As-B テフラ多量。As-A テフラ微量。

2　As-B テフラ一次堆積層。

SK02(SPA-A’）

1　暗褐色土（10YR3/3）　粘性やや弱い。しまり強い。As-B テフラ多量、

   黒褐色粘質土ブロック少量。

2　As-B テフラ一次堆積層。

（平面図・断面図）
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1
6
2

H
区
Ⅵ

名
称

形
状

主
軸
方
位

規
模

(
m
）

時
期

備
考
・
出
土
遺
物

長
軸

短
軸

深
さ

S
D
0
1

N
-
 
0
°

8
.
6
0

0
.
8
0

0
.
1
0

A
s
-
B
降
下
後

S
D
0
2

N
-
 
8
0
°

-
E

3
.
9
0

0
.
7
0

0
.
1
5

A
s
-
B
降
下
後

S
D
0
3

N
-
 
8
6
°

-
W

9
.
2
0

0
.
4
0

0
.
1
0

A
s
-
B
降
下
後

S
D
0
4

N
-
 
8
2
°

-
W

8
.
6
0

0
.
6
0

0
.
1
3

近
現
代

（
１
）
調
査
区
の
概
要

H
区

Ⅵ
は

区
画

道
路

５
号

線
工

事
に

伴
い

発
掘

調
査

を
実
施
し
た
。

H
区

Ⅵ
は

ほ
ぼ

全
面

に
土

地
改

良
工

事
に

よ
る

削
平

が
お

よ
ん

で
い

た
た

め
、

土
地

改
良

工
事

盛
土

下
面

を
遺
構
検
出
面
と
し
て
設
定
し
た
。

本
調

査
区

で
は

古
代

～
近

現
代

の
遺

構
を

検
出

し
た
。
遺
構
の
内
訳
は
溝
４
条
で
あ
る
。

（
２
）
溝

　
S
D
0
1
～

0
3
は

埋
土

に
A
s
-
B
を

含
む
。

特
に

S
D
0
3

は
A
s
-
B
降

下
時

か
ら

大
き

く
時

期
を

隔
て

な
い

遺
構

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
1
5
5
図
　
H
区
Ⅵ
　
基
本
土
層

第
1
5
6
図
　
H
区
Ⅵ
　
S
D
0
1
～

0
4
 
遺
構
図

第
4
3
表
　
H
区
Ⅵ
　
遺
構
観
察
表

1 2

基
本
土
層

2

1 2 3 4

基
本
土
層

1

1

S
D
0
1

S
D
0
2

1
S
D
0
3

1

S
D
0
4

1

基
本
土
層

1

1
　
黒
褐
色
土

(
1
0
Y
R
3
/
2
)
　
粘
性
弱
い
。
し
ま
り
強
い
。
A
s
-
A
テ
フ
ラ
混

(
表
土

)

2
　
暗
褐
色
土

(
1
0
Y
R
3
/
3
)
　
粘
性
や
や
弱
い
。
し
ま
り
や
や
弱
い
。
A
s
-
B
テ
フ
ラ
混

(
旧
耕
作

土
)

3
　
褐
灰
色
土

(
1
0
Y
R
3
/
1
)
　
粘
性
な
し
。
し
ま
り
弱
い
。
A
s
-
B
テ
フ
ラ
多
量
。

4
　
黒
褐
色
土

(
1
0
Y
R
3
/
1
)
　
粘
性
や
や
強
い
。
焼
土
粒
し
ま
り
や
や
強
い
。

基
本
土
層

2

1
　
暗
褐
色
土

(
1
0
Y
R
3
/
2
)
　
し
ま
り
強
い
。
粘
性
弱
い
。
酸
化
土
混
。

2
　
に
ぶ
い
黄
橙
色
土

(
1
0
Y
R
6
/
4
)
　
粘
性
強
い
。
し
ま
り
強
い
。
シ
ル
ト
混
。
酸
化
土
混
。

S
D
0
1
(
S
P
A
-
A
’

)

1
　

黒
褐

色
土

(
1
0
Y
R
3
/
2
)
　

粘
性

有
り

。
し

ま
り

な
し

。
A
s
-
B
テ

フ
ラ

多
量

。

S
D
0
2
(
S
P
A
-
A
’

)

1
　

黒
褐

色
土

(
1
0
Y
R
3
/
2
)
　

粘
性

強
い

。
し

ま
り

弱
い

。
A
s
-
B
テ

フ
ラ

を
含

む
。

S
D
0
3
(
S
P
A
-
A
’
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1
　

黒
褐

色
土

(
1
0
Y
R
2
/
2
)
　

粘
性

弱
い

。
よ

く
し

ま
る

。
A
s
-
B
テ

フ
ラ

を
主

体
と

し
若

干
の

 
 
 
シ

ル
ト

ブ
ロ

ッ
ク

を
含

む
。

(
A
s
-
B
テ

フ
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降
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か
ら

大
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く
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を
隔
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の

　
 
遺

構
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考
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る
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思

わ
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軽
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ビ
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没
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1
6
3

I
区

第
2
2
節

　
I
区

（
１
）
調
査
区
の
概
要

I
区

は
区

画
道

路
１

号
線

工
事

に
伴

い
発

掘
調

査
を

実
施
し
た
。

I
区

は
全

面
で

A
s
-
B
一

次
堆

積
層

を
確

認
し
、

A
s
-
B
一

次
堆

積
層

下
面

を
遺

構
確

認
面

と
し

て
設

定
し
た
。

本
調

査
区

で
は

古
代

～
近

世
の

遺
構

を
検

出
し

た
。

遺
構
の
内
約
は
、
A
s
-
B
下
水
田
、
溝
６
条
で
あ
る
。

（
２
）
A
s
-
B
下
水
田
区
画

　
A
s
-
B
下

の
畦
（

こ
こ

で
は

段
も

含
む

）
を

伴
う

水
田

区
画

は
調

査
区

西
半

で
検

出
し

た
。

水
田

区
画

は
畦

の
走

行
方

向
か

ら
３

区
に

分
類

す
る

こ
と

が
で

き
る
。

　
１

区
の

水
田

区
画

は
調

査
区

西
側

に
位

置
し
、

南
北

方
向

畦
が

N
-
　
2
9
°

-
E
を

志
向

し
、

北
東

に
向

け
て

水
田

面
を

下
げ

る
。

台
地

と
接

す
る

箇
所

の
段

は
南

北
方

向
畦

と
は

関
係

な
く
、

台
地

と
並

行
し

て
走

る
。
水
田
区
画
の
長
軸
は
南
北
方
向
で
あ
る
。

　
２
区
の
水
田
区
画
は
調
査
区
中
央
西
寄
り
に
位
置

し
、

南
北

方
向

畦
が

N
-
　

５
°

-
E
を

志
向

す
る
。

水
田

区
画

の
長

軸
に

よ
っ

て
細

別
す

る
こ

と
が

で
き
、

調
査

区
中

央
西

寄
り

で
は

水
田

区
画

の
長

軸
は

南
北

方
向
、

調
査

区
中

央
で

は
水

田
区

画
の

長
軸

が
東

西
方
向
と
な
る
。

　
３

区
の

水
田

区
画

は
、

１
・

２
区

と
は

異
な

り
、

高
崎

台
地

北
辺

斜
面

に
位

置
す

る
。

南
北

方
向

畦
は

１
区

と
同

じ
N
-
　
2
9
°

-
E
を

志
向

す
る

が
、

水
田

区
画

の
南

北
幅

は
１

～
２

m
と

細
か

く
、

東
西

幅
は

約
1
3
ｍ

で
あ

る
。

こ
れ

は
、

斜
面

に
合

わ
せ

て
水

田
区

画
を
設
定
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
３
）
溝

　
本

調
査

区
で

は
古

代
～

近
代

の
溝

６
条

を
検

出
し

た
。

　
S
D
0
2
は

A
s
-
B
一

次
堆

積
層

が
溝

底
部

に
堆

積
し

て
お

り
、
A
s
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I 区

第 158 図　I区　遺構全体図 (1)
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I 区

第 159 図　I区　遺構全体図 (2)
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I 区

第 44 表　I区　遺構観察表

第 160 図　I区　SD01 ～ 06　遺構図

名称 形状 主軸方位
規模 (m）

時期 備考・出土遺物
長軸 短軸 深さ

SD01
N- 59° -W 西半 

N- 90° -E 東半
46.20 1.00 0.16 As-A 降下後

SD02・06 を切る。土師器高坏・Ｓ字口縁台付甕、須恵器蓋、陶器壺、

桟瓦

SD02 N- 86° -W 34.50 1.50 0.16 As-B 降下前 土師器

SD03 N- 57° -W 23.92 0.76 0.15 As-B 降下後 SD04 を切る

SD04 N- 37° -W 25.38 0.44 0.08 As-B 降下前

SD05 N- 83° -W 28.70 1.38 0.35 As-A 降下後

SD06 N- 58° -W 66.34 0.58 0.14 As-A 降下後
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→
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SD02

1

12

1

1

2→

→SD04

→

→SD03

1

2

SD01.02(SPA-A’)

 1　現代の盛り土

 2　土地改良時の造成土

 3　灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)　軽石多量。酸化鉄分の沈着が若干見られる。

 4　灰黄褐色砂質土 (10YR4/3)　3 層に比べて軽石の含有がやや少ない。

 5　褐灰色砂礫層 (10YR5/1)　As-A テフラを多く含み、砂のラミナが見られる。

 6　褐灰色砂質土（10YR4/1)　As-A テフラを含む。

 7　にぶい黄褐色シルト（10YR5/3)　土地改良前の溝跡か。

 8　灰黄褐色砂質土（10YR4/2)　酸化鉄分の沈着あり。

 9　As-B テフラ一次堆積層

10　黒褐色粘質土 (10YR3/1)　Hr-FP を含む。（溝の高まり部分）

SD06(SPA-A’)

1　黒褐色砂質土 (10YR3/1)　As-B テフラ多量。As-A テフラの粒子を含む。酸化鉄分の沈着が少量。

SD03.04(SPA-A’)

1　砂粒 (10YR3/3)　軽石粒を含む。弱い粘性あり。しまりやや弱い。

2　黒褐色土 (10YR3/2)　砂粒多量。よくしまる。

SD03(SPB-B’)

1　暗褐色土 (10YR3/3)　軽石粒多量。弱い粘性有り。よくしまる。

SD05(SPA-A’)

1　暗褐色土（10YR3/4)　As-A テフラ多量。粘性あり。しまりやや弱い。

2　黒褐色土 (10YR3/2)　若干の軽石粒を含む。粘性強く良くしまる。
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 1　現代の盛り土

 2　土地改良時の造成土

 3　灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)　軽石多量。酸化鉄分の沈着が若干見られる。

 4　灰黄褐色砂質土 (10YR4/3)　3 層に比べて軽石の含有がやや少ない。

 5　褐灰色砂礫層 (10YR5/1)　As-A テフラを多く含み、砂のラミナが見られる。

 6　褐灰色砂質土（10YR4/1)　As-A テフラを含む。

 7　にぶい黄褐色シルト（10YR5/3)　土地改良前の溝跡か。

 8　灰黄褐色砂質土（10YR4/2)　酸化鉄分の沈着あり。

 9　As-B テフラ一次堆積層

10　黒褐色粘質土 (10YR3/1)　Hr-FP を含む。（溝の高まり部分）

SD06(SPA-A’)

1　黒褐色砂質土 (10YR3/1)　As-B テフラ多量。As-A テフラの粒子を含む。酸化鉄分の沈着が少量。

SD03.04(SPA-A’)

1　砂粒 (10YR3/3)　軽石粒を含む。弱い粘性あり。しまりやや弱い。

2　黒褐色土 (10YR3/2)　砂粒多量。よくしまる。

SD03(SPB-B’)

1　暗褐色土 (10YR3/3)　軽石粒多量。弱い粘性有り。よくしまる。

SD05(SPA-A’)

1　暗褐色土（10YR3/4)　As-A テフラ多量。粘性あり。しまりやや弱い。

2　黒褐色土 (10YR3/2)　若干の軽石粒を含む。粘性強く良くしまる。
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第 23 節　J区Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

（１）調査区の概要
J 区Ⅰ・Ⅱ・Ⅲは市道 H1104 号線道路工事に

伴い発掘調査を実施した。
J 区Ⅰ・Ⅱは、調査区北端を除き As-B 一次

堆積層が残存していたため、As-B 下面を遺構
検出面として設定した。

J 区Ⅲは全面に土地改良工事による削平がお
よんでいたため、土地改良工事土下面を遺構
検出面として設定した。
本調査区では古代～近世の遺構を検出し

た。遺構の内訳は以下の通りである。J 区Ⅰは
As-B 下水田、溝３条、ピット５基である。J
区Ⅱは、As-B 下水田、溝４条である。J 区Ⅲ
は溝１条である。

（２）溝
　本調査区では古代～近代の溝８条を検出し
た。

　SD05・06 は As-B により埋没し、走行方向も
正方位なため、一帯の As-B 下水田と関係して
いる可能性がある。
　SD03・07 は連続する同一の溝であり、As-A
混土により埋没している。
　明確に As-B 下水田区画と関連する溝は確認
できなかった。

（３）As-B 下水田区画
　J 区Ⅰ・Ⅱでは南東へ水田面を下げる As-B
下水田を検出した。水田区画は南北辺が約８
ｍで短軸となり、規模は不明だが東西辺が長
軸になる長方形区画であると推定できる。畦
はほとんど潰れており、段状にしか捉えられ
ない箇所もある。

（４）ピット
　J 区Ⅰ・Ⅲで検出したピット６基は、性格を
絞り込むことができるものは検出できなかっ
た。

第 161 図　J区Ⅱ・Ⅲ　基本土層
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J区Ⅲ 基本土層

1
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4

J 区Ⅱ基本土層

1　現耕作土。

2　As-B テフラ一次堆積層　粘性なし。しまりなし。酸化鉄分沈着やや多量。

3　黒褐色土（7.5YR3/2）　粘性強い。しまり強い。黄褐色粒少量。酸化鉄分沈着。

4　褐色土（7.5YR4/4）　粘性強い。しまり強い。黄褐色粒少量。1～ 3mm 軽石少量。酸化鉄分やや多く沈着。

5　にぶい褐色土（7.5YR5/4)　粘性やや強い。しまり強い。小礫少量、0.5 ～ 1mm 軽石少量、砂質土まじる。酸化鉄分やや多量沈着。

6　褐色土（7.5YR4/6)　粘性やや強い。しまり強い。1～ 2mm 軽石、小礫少量、シルトブロック少量、酸化鉄分やや多量沈着。

7　明褐色土（7.5YR5/8）　粘性やや強い。しまりやや強い。0.5 ～ 1mm 軽石少量、小礫微量、酸化鉄分多量。

8　灰白色土（7.5YR8/1）　粘性強い。しまりやや強い。１㎜程の軽石少量、酸化鉄分微量沈着。シルト層。

J 区Ⅲ基本土層

1　現耕作土。

2　暗褐色土（7.5YR3/3）　粘性やや強い。しまり強い。白色粒少量、0.5mm 程の軽石微量。鉄分沈着。

3　黒褐色土（7.5YR3/1）　粘性強い。しまり強い。白色粒微量。酸化鉄分微量沈着。

4　褐灰色土（7.5YR6/1）　粘性やや弱い。しまりやや弱い。砂質土主体。粘質土ブロック少量。

5　黒色土（7.5YR2/1）　　粘性強い。しまり強い。1～ 3mm 軽石微量。

6　灰白色土（7.5YR8/1）　粘性強い。しまり強い。0.5 ～ 1mm 軽石微量。酸化鉄分沈着。シルト質。　

（断面図）

0 1:40 2m
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第 162 図　J区Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ　遺構全体図
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J 区Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

第 163 図　J区Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ　SD01 ～ 03　遺構図
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SD02

SD01

SD03

4

SD01(SPA-A’)　

1　現耕作土。

2　褐灰色土（10YR4/1）  粘性やや弱い。しまりやや弱い。As-A テフラ少量。酸化鉄分多量。褐色土ブロック 5～ 15 ㎜

   少量。

3　褐灰色砂質土（10YR4/1)  粘性弱い。しまりやや弱い。粒子やや細かい。明黄褐色土粒少量、酸化鉄分凝集中量。

4　As-B 一次堆積層

5　黄灰色砂質土（2.5YR4/1）　粘性なし。しまりあり。As-A テフラ多量。

6　褐灰色砂質土（10YR5/1）  粘性なし。しまりややあり。粒子やや細かい。As-A テフラ少量。酸化鉄分凝集微量。

　　

SD02(SPA-A’)　

 1  現耕作土。

 2  褐灰色土（10YR4/1）  粘性弱い。しまりあり。As-A テフラ中量。鉄分凝集中量。

 2’ 2 層より酸化鉄分多い。

 3　黄灰色砂層（2.5YR4/1）  粘性なし。しまりややあり。As-A テフラ少量。酸化鉄分凝集微量。

 4　黄灰色砂層（2.5YR4/1）  粘性なし。しまりややあり。As-B テフラ多量。酸化鉄分凝集斑状に少量。

 5　褐灰色砂質土（10YR4/1）　粘性やや弱い。しまりやや弱い。As-Aテフラ少量、As-Bテフラ多量、酸化鉄分含む。にぶい黄褐色土ブロック1～5㎝中量。灰黄褐色土粘質土大ブロッ

    ク 3 ～ 15 ㎝少量。斑状の酸化鉄分凝集中量。

 6　黄灰色砂層（2.5YR4/1）  粘性なし。しまりやや弱い。As-B テフラ多量。酸化鉄分凝集多量。

 7　褐灰色砂層（10YR4/1）　粘性なし。しまり弱い。As-B テフラ多量。酸化鉄分凝集微量。

 8  褐灰色砂質土（10YR5/1）　粘性やや弱い。しまりやや弱い。As-A テフラ微量。As-B テフラ多量。酸化鉄分多く含む。暗褐色土小ブロック 1～ 3㎝中量。黒褐色粘質土大ブロッ

    ク 3 ～ 6 ㎝少量。

 9　褐灰色砂質土（10YR4/1)　粘性弱い。しまりやや弱い。粒子やや細かい。明黄褐色土粒少量。酸化鉄分凝集中量。

 9’ 褐灰色砂質土（10YR4/1）　3層より酸化鉄分非常に多い。

10　As-B テフラ一次堆積層。下面に酸化鉄分凝集。

SD03(SPA-A’)

 1　現耕作土。

 2　褐灰色砂質土（10YR4/1)　粘性弱い。しまりあり。上層に褐色の酸化鉄分やや多い。As-A テフラ少量。

 3　灰黄褐色砂質土（10YR4/2)　粘性なし。しまりやや弱い。10YR4/1 の褐灰色砂層に酸化鉄分が沈着している。

 4　褐灰色土（10YR4/1)　粘性なし。しまり弱い。

 5　黄褐色砂質土（10YR5/6）　粘性なし。しまりややあり。粗砂粒微量。

 6　褐灰色土（10YR4/1)　粘性なし。しまり弱い。黒褐色の粗砂多量。

 7　褐灰色砂質土（10YR5/1）　粘性なし。しまりやや弱い。2層に酷似。黄褐色砂質土少量（黄色の鉄分か）As-A テフラ微量。

 8　黄褐色砂質土（10YR5/6）　粘性なし。しまりややあり。灰黄褐色土少量。As-A テフラ微量。

 9　褐灰色砂質土（10YR4/1）　粘性なし。しまりやや弱い。黒色砂質土中量。灰黄褐色砂質土ブロック 1～ 3㎝少量。黄褐色の酸化鉄分沈着少量、粗砂少量。

10  灰黄褐色砂質土（10YR4/2）　粘性なし。しまりやや弱い。粗砂中量。暗褐色の酸化鉄分沈着全体に中量。As-A テフラ微量。

11　灰黄褐色砂質土（10YR4/2）　粘性なし。しまりやや弱い。粗砂少量。暗褐色の酸化鉄分沈着全体に少量。As-A テフラ少量。

12  灰黄褐色砂質土（10YR4/2）  粘性なし。しまりややあり。粒子細かい。黄褐色の酸化鉄分沈着中量。As-A テフラ極微量。

13　褐灰色砂質土（10YR4/1）　粘性なし。しまりややあり。黒色細砂中量。暗褐色の酸化鉄分沈着多量。

14　褐灰色砂質土（10YR4/1）　粘性なし。しまりややあり。黒色細砂少量。酸化鉄分沈着多量。暗褐色粘質土中量。

15　黒色粘質土（10YR2/1)　粘性あり。しまりややあり。褐灰色砂（As-B テフラ )少量、酸化鉄分沈着多量。黒褐色粘質土ブロック 2～ 4㎝少量。　　　　　

16　黄灰色土（2.5Y4/1）　粘性弱い。しまりややあり。粒子やや細かい。黄褐色の酸化鉄分沈着多量。

17　灰黄褐色土（10YR4/2）　粘性弱い。しまりややあり。As-B テフラ多量。褐色の酸化鉄分沈着斑状に多量。

18　黒褐色土（7.5YR3/1)　粘性なし。しまりあり。As-B テフラ多量。極暗褐色の酸化鉄分沈着柱状に多量。

19　As-B テフラ一次堆積層　褐色の酸化鉄分沈着多量。底面にφ3～ 7mm の軽石が部分的に見られる。
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J 区Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

第 164 図　J区Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ　SD04 ～ 08、SP01 ～ 06　遺構図
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SD01.SD02(SPA-A’）

1  現耕作土。

2  土地改良工事盛土。

3  褐色砂質土（7.5YR4/3）　粘性なし。しまりやや弱い。白色粒やや多量。軽石φ0.5mm 微量。

4  褐色砂質土（7.5YR4/3）　粘性なし。しまりなし。As-B テフラ含む。

5  暗褐色砂質土（10YR3/3）   粘性なし。しまりややあり。粒子やや細かい。As-A テフラ少量。As-B テフラ少量。

6　暗褐色粘質土（10YR3/3)　 粘性あり。しまり強い。白色軽石粒多量。

7　As-B テフラ二次堆積層。

8　暗褐色粘質土（10YR3/3）　 粘性ややあり。しまりあり。粒子細かい。As-B テフラ微量。砂粒微量。

　　

SD05(SPA-A’)

1　暗褐色粘質土（10YR3/3）  粘性なし。しまりやや強い。粒子やや粗い。As-B テフラ極多量。

2　褐色粘質土（10YR4/4)　粘性やや弱い。しまりやや強い。粒子やや細かい。As-B テフラ主体土。

   酸化鉄分沈着で色が変化。

3  暗褐色砂質土（10YR3/3）  粘性なし。しまりやや強い。粒子やや細かい。As-B テフラ主体。暗褐

   色粘質土微量。

4　暗褐色粘質土（10YR3/3)　粘性あり。しまり強い。白色軽石微量。　 

SD08(SPA-A’）

1　現耕作土。

2　灰黄褐色砂質土　（10YR4/2）　粘性なし。しまりあり。As-A テフラ中量。全体に酸化鉄分沈着少量。

3　にぶい黄褐色土　（10YR4/3）　粘性なし。しまりあり。As-A テフラ微量。As-B テフラ主体か。全体に酸化

　 鉄分凝集やや多量。

4　褐灰色砂質土（10YR4/1）  粘性なし。しまり弱い。As-A テフラ少量、As-B テフラ多量、褐灰色粘質土ブロッ

   ク 3 ～ 5 ㎝少量。粒子が粗砂中量。

5　褐色土（10YR4/6）　粘性あり。しまりややあり。酸化鉄分沈着多量。粗砂中量。

（平面図・断面図）
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J 区Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

名称 区 形状 主軸方位
規模 (m）

時期 備考・出土遺物
長軸 短軸 深さ

SD01 Ⅰ N- 90° -W 1.48 0.64 0.08 As-A 降下後

SD02 Ⅰ N- 30° -E 3.00 1.90 0.58 As-A 降下後 陶器

SD03 Ⅰ N- 86° -W 1.82 1.52 0.18 As-A 降下後

SD04 Ⅱ N- 71° -W 3.92 1.96 0.23 As-A 降下後 陶器埦・擂鉢

SD05 Ⅱ N- 2° -E 10.32 0.82 0.19 近世 陶器埦、磁器埦

SD06 Ⅱ N- 71° -W 3.80 1.28 0.26 As-B 降下後 土師器、須恵器坏、陶器擂鉢、砥石

SD07 Ⅱ N- 85° -W 4.26 0.88 0.15

SD08 Ⅲ N- 82° -W 2.56 1.34 0.36 As-A 降下後

SP01 Ⅰ 円形 0.22 0.18 0.07

SP02 Ⅰ 円形 0.24 0.22 0.07

SP03 Ⅰ 不整形 0.24 0.16 0.13

SP04 Ⅰ 円形 0.22 0.20 0.16

SP05 Ⅰ 円形 0.24 0.20 0.17

SP06 Ⅲ 不整形 N-65° -W 0.5 0.14 0.09

第 24 節　J区Ⅳ・Ⅴ

（１）調査区の概要
J 区Ⅳは区画道路３号線工事及び１号緑地工

事、J 区Ⅴは区画道路３号線工事に伴い発掘調
査を行った。
J 区Ⅳは、ほぼ全面に As-B の一次堆積層が

残存していたため、As-B 下面を遺構検出面と
して設定した。
J 区Ⅴは調査区北側は As-B 一次堆積層を確

認できなかったため、土地改良工事盛土下面
を遺構検出面として設定した。調査区南側は
As-B 一次堆積層が残存していたため As-B 一次
堆積層下面を遺構検出面として設定した。
J 区Ⅴは、SD03 に先行する自然流路を対象

として第２面を設定し、調査を行った。
本調査区では奈良時代～近世の遺構を検出

した。遺構の内訳は、溝 19 条、As-B 下水田、
土坑 15 基、ピット 11 基、井戸１基、自然流
路１条である。

（２）溝
　本調査区では古墳時代～近代の溝 19 条を検
出した。
　SD03 は高崎台地北辺の際を流れる溝である。
流下方向は西～南西で、As-B 一次堆積により
埋没していた。J 区Ⅳ・Ⅴ周辺の As-B 下水田
の配水・排水に利用されていたと考えられる。
　SD04 は、周囲に As-B 下水田区画の段が存在
するものの、埋土には As-B を含まないことか
ら、As-B 下水田に先行する溝であると考えら
れる。SD04 の流下方向は南である。遺物は古
墳時代～平安時代の土器が出土している。

（３）As-B 下水田区画
　J 区Ⅳ北側で As-B 下水田区画と考えられる
段を２条検出した。水田面は東に向かって下
がっている。

（４）土坑
　本調査区では古墳時代前期～近代の土坑 15
基を検出した。
　SK05 は９世紀末～ 10 世紀前半の土坑墓と考
えられる。遺物は SK05 底部北東隅から「凬王 」
墨書土師器坏 (138）、底部南西辺南寄りから「般
若御瓶」刻書須恵器長頸壺（137）が出土して
いる。須恵器長頸壺は口縁部を北東に向けて
寝た状態で出土した。土器以外の遺物は検出
できなかったため、詳細な埋葬施設は不明で
ある。
　他に SK12・14 から 10 世紀前半の須恵器坏
が出土しており、J 区Ⅴ北側は As-B 下水田の
範囲から外れると考えられる。

（５）ピット
　本調査区ではピット 11 基を検出したが、性
格を絞り込めるものは無かった。

（６）井戸
　本調査区では１基の井戸を検出した。
　SE01 は円柱状を呈し、比較的上位の埋土に
As-B を含んでいた。As-B 降下後の所産と考え
られる。

（７）自然流路
　NR01 は SD03 に先行する台地際の流路であ
る。複数時期に渡る流路の痕跡が確認できる。
　出土遺物は石鏃（135）、古墳時代前期～中
期土師器（129 ～ 133）、平安時代須恵器坏（134）
が出土しており、近隣の台地上に当該期の遺
跡が分布していると考えられる。
　時期は特定しきれないが、出土した平安時
代須恵器坏から９世紀頃には埋没し、SD03 に
変わっていくと考えられる。
　他に縄文時代中期土器や弥生時代土器の破
片が出土しており、台地上に縄文時代～平安
時代の遺跡が分布していると考えられる。

第 45 表　J区Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ　遺構観察表
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J 区Ⅳ・Ⅴ

第 165 図　J区Ⅳ・Ⅴ　基本土層
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J区Ⅳ基本土層 1.Ⅴ基本土層 1～ 3

 1　表土。

 2　土地改良工事盛土。

 3　にぶい褐色砂質土（7.5YR6/3）　粘性弱い。しまりやや強い。粒子細かい。砂粒φ0.3mm 多量。白色軽石φ1㎝微量。

 4　灰黄褐色土（10YR4/2）　粘性やや弱い。しまり強い。粒子細かい。白色軽石φ0.5mm 微量。鉄分集積少量。

 5　黒褐色粘質土（10YR3/2)　粘性あり。しまり強い。粒子細かい。白色軽石微量。

 6  黒褐色粘質土（10YR3/2）　粘性強い。しまりやや強い。粒子細かい。白色軽石 0.5 ㎜微量。

 7  灰黄褐色砂（10YR6/2）　粘性なし。しまり弱い。粒子やや細かい。白色軽石φ1～ 2㎝多量。ラミナ状。

 8　暗褐色粘質土（10YR3/3)　粘性強い。しまり強い。粒子細かい。白色軽石φ0.5mm 微量。鉄分集積少量。

 9　黒色粘質土（10YR1/2）　粘性やや弱い。しまり強い。白色軽石φ1～ 2mm 微量。

10　黒褐色粘質土（10YR2/2）　粘性やや強い。しまり強い。白色軽石φ1～ 3mm 微量。

11　黒褐色粘質土（7.5YR3/2）　粘性やや強い。しまり強い。白色軽石φ2～ 5mm 多量。軽石が帯状に堆積する。

12　黒褐色粘質土（10YR2/2）　粘性やや強い。しまりやや強い。白色軽石φ1～ 3mm 微量。

13　灰黄褐色シルト質土 （10YR4/2）  粘性やや強い。しまりやや強い。粒子やや細かい。黒褐色粘質土（10YR2/2）少量。シルト漸移層。

14  にぶい黄褐色シルト質土（10YR5/3）  粘性やや強い。しまりやや強い。粒子細かい。地山シルト。

15  灰白色粘土（N8/0)　粘性強い。しまり強い。粒子細かい。

0 1:40 2m



173

J 区Ⅳ・Ⅴ

80.7580.70

80.80

80
.7
0

80.
80

80.
85

80
.9
0

80
.9
5

80.80

81.00
80
.7
5

80
.7
5

80.75

80
.7
5 80.75

80
.7
5

80.50

80.55

80.60

80
.7
5

80
.7
5

80.80

80.75

8
0
.
8
5

80.80

80.75
80.80

80.75

カクラン

カクラン

石範囲

カ
ク
ラ
ン

カクラン

カクラン

カ
ク
ラ
ン

カ
ク
ラ
ン

カ
ク
ラ
ン

カ
ク
ラ
ン

カ
ク
ラ
ン

カ
ク
ラ
ン

カ
ク
ラ
ン

カクラン

暗褐色砂質土範囲

黄褐色ローム
範囲

127

126

128

基本土層 1

0 1:250 10m

SE01

SK03

SK09

SD03

SP02

SD01

SP01

SD02

SD04

SK07

SK01

SP03

SP04

SD05

SK10

SK02

SK16

Y=-70230

X= 35534

Y=-70210

X= 35504

Y=-70230

X= 35504

A A’

A A’

A

A’

A

A’

A

A’

第 166 図　J区Ⅳ　遺構全体図

L=80.50m

J 区Ⅴ基本土層 1

L=80.50m

1

6

8

9

10

13

14

1

2

3

4

8
9

10

11
12

13

14

15

J 区Ⅴ基本土層 2

J 区Ⅳ基本土層 1

L=80.50m

1

3

4

7

8

9

11

12

13

14

J 区Ⅴ基本土層 3

L=80.50m 8

9

11

5

13

14

12

J区Ⅳ基本土層 1.Ⅴ基本土層 1～ 3

 1　表土。

 2　土地改良工事盛土。

 3　にぶい褐色砂質土（7.5YR6/3）　粘性弱い。しまりやや強い。粒子細かい。砂粒φ0.3mm 多量。白色軽石φ1㎝微量。

 4　灰黄褐色土（10YR4/2）　粘性やや弱い。しまり強い。粒子細かい。白色軽石φ0.5mm 微量。鉄分集積少量。

 5　黒褐色粘質土（10YR3/2)　粘性あり。しまり強い。粒子細かい。白色軽石微量。

 6  黒褐色粘質土（10YR3/2）　粘性強い。しまりやや強い。粒子細かい。白色軽石 0.5 ㎜微量。

 7  灰黄褐色砂（10YR6/2）　粘性なし。しまり弱い。粒子やや細かい。白色軽石φ1～ 2㎝多量。ラミナ状。

 8　暗褐色粘質土（10YR3/3)　粘性強い。しまり強い。粒子細かい。白色軽石φ0.5mm 微量。鉄分集積少量。

 9　黒色粘質土（10YR1/2）　粘性やや弱い。しまり強い。白色軽石φ1～ 2mm 微量。

10　黒褐色粘質土（10YR2/2）　粘性やや強い。しまり強い。白色軽石φ1～ 3mm 微量。

11　黒褐色粘質土（7.5YR3/2）　粘性やや強い。しまり強い。白色軽石φ2～ 5mm 多量。軽石が帯状に堆積する。

12　黒褐色粘質土（10YR2/2）　粘性やや強い。しまりやや強い。白色軽石φ1～ 3mm 微量。

13　灰黄褐色シルト質土 （10YR4/2）  粘性やや強い。しまりやや強い。粒子やや細かい。黒褐色粘質土（10YR2/2）少量。シルト漸移層。

14  にぶい黄褐色シルト質土（10YR5/3）  粘性やや強い。しまりやや強い。粒子細かい。地山シルト。

15  灰白色粘土（N8/0)　粘性強い。しまり強い。粒子細かい。
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第 167 図　J区Ⅴ第 1面　遺構全体図
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。
酸
化
鉄
分
中
量
。

4
　
灰
黄
色
砂
質
土
（
1
2
.
5
Y
7
/
2
）
　
粘
性
な
し
。
し
ま
り
弱
い
。
粒
子
や
や

粗
い
。
黒
褐
色
粒
少
量
。

5
　
黄
灰
色
砂
質
土
（
2
.
5
Y
5
/
1
)
　
粘
性
な
し
。
し
ま
り
弱
い
。
粒
子
や
や
粗

い
。
黒
褐
色
粒
中
量
。

6
　
A
s
-
B
一
次
堆
積
層
　
粘
性
な
し
。
し
ま
り
や
や
あ
り
。
下
面
に
粒
径
大
き

め
（
φ
5
m
m
）
軽
石
、
底
面
に
褐
灰
色
灰
（
5
Y
R
6
/
1
)
。
酸
化
鉄
分
や
や
多
い
。

7
　
褐
灰
色
砂
質
土
（
1
0
Y
R
5
/
1
)
　
粘
性
な
し
。
し
ま
り
や
や
あ
り
。
上
層
褐

色
の
酸
化
鉄
分
や
や
多
い
、
黒
褐
色
土
小
ブ
ロ
ッ
ク
（
1
㎝
）
微
量
。

S
D
0
4
(
S
P
A
-
A
’
）

1
　
黒
褐
色
砂
質
土
（
1
0
Y
R
3
/
1
）
　
粘
性
な
し
。
し
ま
り
あ
り
。
黄
灰
色
の
粗
砂
に
酸

　
 
化
鉄
付
着
。
黒
色
土
ブ
ロ
ッ
ク
（
0
.
5
～

2
㎝
）
極
微
量
。

2
　
黒
褐
色
砂
質
土
（
1
0
Y
R
3
/
1
）
　
粘
性
な
し
。
し
ま
り
あ
り
。
粘
質
の
黒
色
～
褐
灰

 
 
 
色
土
中
量
。

3
　
黒
褐
色
土
（
2
.
5
Y
3
/
1
）
　
粘
性
や
や
弱
い
。
し
ま
り
や
や
あ
り
。
砂
多
量
。

4
　
黒
褐
色
土
（
2
.
5
Y
3
/
1
）
　
粘
性
な
し
。
し
ま
り
あ
り
。
黄
灰
色
の
粗
砂
に
黒
色
の

 
 
 
や
や
細
か
い
砂
少
量
。

5
　
黒
色
土
（
2
.
5
Y
2
/
1
）
　
粘
性
や
や
弱
い
。
し
ま
り
や
や
あ
り
。
砂
多
量
。
円
礫
～

 
 
 
割
れ
た
石
（
8
～

2
0
㎝
）
ほ
ぼ
底
面
で
出
土
。

S
D
0
5
(
S
P
A
-
A
’
）

 
1
　
黒
褐
色
土
（
2
.
5
Y
3
/
2
）
　
粘
性
や
や
弱
い
。
し
ま
り
や
や
あ
り
。
シ
ル
ト
質
。
A
s
-
A
テ
フ
ラ
少
量
、
酸
化
鉄
分

 
 
 
 
少
量
。

 
2
　
黒
褐
色
土
（
2
.
5
Y
3
/
2
)
　
粘
性
や
や
弱
い
。
し
ま
り
や
や
あ
り
。
細
砂
（
A
s
-
B
テ
フ
ラ
か
）
中
量
。
A
s
-
A
テ
フ

 
 
 
 
ラ
少
量
。
酸
化
鉄
分
少
量
。

 
3
　
黒
褐
色
土
（
2
.
5
Y
3
/
2
)
　
粘
性
弱
い
。
し
ま
り
や
や
あ
り
。
A
s
-
A
テ
フ
ラ
中
量
、
酸
化
鉄
分
斑
状
に
中
量
。

 
4
　
黄
灰
色
砂
質
土
（
2
.
5
Y
4
/
1
)
　
粘
性
な
し
。
し
ま
り
あ
り
。
粗
粒
。
A
s
-
A
テ
フ
ラ
多
量
。

 
5
　
黒
褐
色
土
（
2
.
5
Y
3
/
1
)
 
 
粘
性
や
や
あ
り
。
し
ま
り
や
や
あ
り
。
A
s
-
A
テ
フ
ラ
少
量
。

 
6
　
黒
褐
色
土
（
2
.
5
Y
3
/
1
)
　
粘
性
や
や
あ
り
。
し
ま
り
や
や
弱
い
。
A
s
-
A
テ
フ
ラ
中
量
。
黒
色
粘
質
土
ブ
ロ
ッ
ク

 
 
 
 （
1
～

3
㎝
）
少
量
。
黄
灰
色
土
ブ
ロ
ッ
ク
（
5
㎝
）
微
量
。

 
7
 
 
黄
灰
色
砂
質
土
（
2
.
5
Y
4
/
1
)
　
粘
性
な
し
。
し
ま
り
あ
り
。
A
s
-
A
テ
フ
ラ
層
 

 
8
　
黄
灰
色
砂
質
土
（
2
.
5
Y
4
/
1
)
　
粘
性
な
し
。
し
ま
り
あ
り
。
A
s
-
A
テ
フ
ラ
多
量
。
黒
褐
色
細
粒
砂
少
量
。

 
9
　
黄
灰
色
砂
質
土
（
2
.
5
Y
4
/
1
)
　
粘
性
あ
り
。
し
ま
り
あ
り
。
　

1
0
　
黄
灰
色
砂
質
土
（
2
.
5
Y
4
/
1
)
　
粘
性
な
し
。
し
ま
り
や
や
弱
い
。
A
s
-
A
テ
フ
ラ
多
量
。
黄
灰
色
ブ
ロ
ッ
ク
 （
1

 
 
 
 
～

3
㎝
）
微
量
。

（
平
面
図
・
断
面
図
）
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S
D
0
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S
D
0
7
(
S
P
A
-
A
’
)

1
　
灰
黄
褐
色
土
（
1
0
Y
R
5
/
2
)
　
粘
性
や
や
弱
い
。
し
ま
り
あ
り
。
白
色
粒
（
A
s
-
B
テ
フ
ラ
）
少

 
 
 
量
、
底
面
酸
化
鉄
分
少
量
。

2
　
灰
黄
褐
色
土
（
1
0
Y
R
5
/
2
）
　
粘
性
な
し
。
し
ま
り
や
や
あ
り
。
粗
砂
（
A
s
-
B
テ
フ
ラ
混
）
多

 
 
 
量
。

S
D
8
(
S
P
A
-
A
’
)

1
　
灰
黄
褐
色
土
（
1
0
Y
R
4
/
2
）
　
粘
性
や
や
弱
い
。
し
ま
り
あ
り
。
シ
ル
ト
質
。
浅
黄
橙
の

 
 
 
シ
ル
ト
ブ
ロ
ッ
ク
（
0
.
5
㎝
）
少
量
。

S
D
1
0
(
S
P
A
-
A
’
)

1
　
黒
褐
色
土
（
7
.
5
Y
R
3
/
1
)
 
 
粘
性
あ
り
。
し
ま
り
あ
り
。
白
色
粒
少
量
。

2
　
褐
灰
色
土
（
7
.
5
Y
R
4
/
1
）
　
粘
性
あ
り
。
し
ま
り
あ
り
。
白
色
粒
少
量
。

3
　
灰
黄
褐
色
シ
ル
ト
（
1
0
Y
R
5
/
2
）
　
粘
性
な
し
。
し
ま
り
あ
り
。
灰
白
色
の
細
砂
一
部
マ
ー
ブ

 
 
 
ル
状
に
中
量
、
未
分
解
木
片
少
量
。
木
片
に
酸
化
鉄
分
凝
集
し
棒
状
を
呈
す
る
も
の
も
あ
る
。

4
　
褐
灰
色
土
（
7
.
5
Y
R
4
/
1
）
　
粘
性
あ
り
。
し
ま
り
や
や
あ
り
。

S
D
1
1
(
S
P
A
-
A
’
)

1
　
黒
褐
色
土
（
1
0
Y
R
3
/
2
）
　
粘
性
や
や
あ
り
。
し
ま
り
あ
り
。
細
砂
～
粗
砂
ブ
ロ
ッ
ク

 
 
 （
4
～

1
0
㎝
）
少
量
。
白
色
粒
少
量
。

2
　
黒
褐
色
土
（
1
0
Y
R
3
/
2
）
　
粘
性
弱
い
。
し
ま
り
あ
り
。
細
砂
多
量
、
地
山
ブ
ロ
ッ
ク

 
 
 （
浅
黄

0
.
3
～

1
㎝
）
少
量
、
酸
化
鉄
分
少
量
、
粗
砂
少
量
。

3
　
に
ぶ
い
黄
橙
色
土
（
1
0
Y
R
7
/
4
)
　
粘
性
な
し
。
し
ま
り
や
や
あ
り
。
シ
ル
ト
質
。
黒

 
 
 
褐
色
土
少
量
。

4
　
黒
褐
色
土
（
1
0
Y
R
3
/
2
）
　
粘
性
あ
り
。
し
ま
り
あ
り
。

5
　
褐
灰
色
砂
質
土
（
1
0
Y
R
5
/
1
)
　
粘
性
な
し
。
し
ま
り
あ
り
。
細
砂
質
。
地
山
シ
ル
ト

　
 （
浅
黄
橙
）
少
量
。

S
D
1
3
(
S
P
A
-
A
’
)

1
　
黄
褐
色
土
（
2
.
5
Y
5
/
3
)
　
粘
性
弱
い
。
し
ま
り
弱
い
。
や
や
シ
ル
ト
質
。
白
色
粒
少
量
。
 

 
 
 
黒
色
粒
中
量
。

S
D
1
2
(
S
P
A
-
A
’
)

1
　
黒
褐
色
土
（
1
0
Y
R
3
/
2
）
　
粘
性
や
や
あ
り
。
し
ま
り
あ
り
。
黒
色
土
粒
～
ブ
ロ
ッ
ク
（
3
㎝
）

 
 
 
微
量
、
砂
利
・
白
色
粒
少
量
。

2
　
褐
灰
色
土
（
1
0
Y
R
4
/
1
）
　
粘
性
や
や
あ
り
。
し
ま
り
あ
り
。
地
山
（
黄
粒
～
ブ
ロ
ッ
ク

3
㎝
）

 
 
 
中
量
、
砂
利
少
量
、
礫
（
0
.
2
～

1
5
㎝
）
や
や
多
量
。

3
　
黒
褐
色
土
（
1
0
Y
R
3
/
2
）
　
粘
性
や
や
あ
り
。
し
ま
り
あ
り
。

S
D
1
5
(
S
P
A
-
A
’
)

1
　
黒
褐
色
土
（
1
0
Y
R
3
/
2
）
　
粘
性
な
し
。
し
ま
り
弱
い
。

2
　
黒
褐
色
土
（
1
0
Y
R
3
/
2
）
　
粘
性
弱
い
。
し
ま
り
や
や
あ
り
。
酸
化
鉄
分
多
量
。

3
　
灰
黄
褐
色
土
（
1
0
Y
R
4
/
2
)
　
粘
性
な
し
。
し
ま
り
や
や
あ
り
。
粗
砂
。
φ
5
㎜
白
色
粒

 
 
 
中
量
、
黄
褐
色
土
中
量
、
黒
褐
色
土
ブ
ロ
ッ
ク
（
0
.
5
～

1
㎝
）
少
量
。

4
　
灰
黄
褐
色
土
（
1
0
Y
R
4
/
2
)
　
粘
性
弱
い
。
し
ま
り
や
や
弱
い
。
細
砂
少
量
。
φ
5
㎜
白

 
 
 
色
粒
少
量
。

S
D
1
4
(
S
P
A
-
A
’
)

1
 
 
現
耕
作
土
。

2
 
 
に
ぶ
い
黄
褐
色
土
（
1
0
Y
R
4
/
3
）
　
粘
性
弱
い
。
し

ま
り
あ
り
。
白
色
粒
含
む
。
褐
灰
色
土
ブ

 
 
 
ロ
ッ
ク
（
7
㎝
）
少
量
。

3
　
灰
黄
褐
色
土
（
1
0
Y
R
4
/
2
)
 
 
粘
性
弱
い
。
し
ま
り

や
や
弱
い
。
シ
ル
ト
質
。

　
　
　

S
D
0
6
(
S
P
A
-
A
’
)

1
　
灰
黄
褐
色
土
（
1
0
Y
R
5
/
2
）
　
粘
性
や
や
あ
り
。
し
ま
り
や
や
あ
り
。

2
　
灰
黄
褐
色
土
（
1
0
Y
R
4
/
2
)
　
粘
性
弱
い
。
し
ま
り
や
や
あ
り
。
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SD01(SPA-A’）

1　黒褐色土 (10YR3/2)　粘性あり。しまりあり。礫 0.5 ～ 5 ㎝少量。黄色粒φ3～ 8㎜（As-YP か）少量。As-A テフラ、

   As-B テフラ少量。

SD02(SPA-A’）

1　暗褐色土（10RY3/3）  粘性弱い。しまりややあり。シルト質。細かい白色粒（As-B テフラか）多

　 量。 As-YP 少量。

2　灰黄褐色砂質土（10YR6/2）　粘性なし。しまりやや弱い。粒子細かい。軽石φ6㎜まばらに入る。

   As-YP 少量。酸化鉄分多量。

3　褐灰色砂質土（10YR5/1）　粘性なし。しまりやや弱い。粒子細かい。軽石φ6mm まばらに入る。As

   -YP 中量。酸化鉄分多量。黒色細砂多量。

4　灰黄褐色土（10YR4/2）  粘性ややよわい。しまりやや弱い。細砂中量。白色・黄色粒中量。

5　灰黄褐色砂質土（10YR4/2）　粘性なし。しまりやや弱い。粒子細かい。5～ 10 ㎜地山黄色土小ブ

   ロック微量。

6　褐灰色土（10YR4/1)　粘性ややあり。しまりややあり。細砂少量、白色・黄色粒少量。

7　黒褐色土（10YR3/1）　粘性弱い。しまりややあり。0.2 ～ 5 ㎝黒色砂質土ブロック少量。地山粒微

   量。 As-YP 微量。

8　浅黄橙色土（10YR8/3）　粘性あり。しまりあり。3～ 20 ㎝礫中量。暗褐色砂少量。

9  As-B 一次堆積層

SD03(SPA-A’）　

1  As-B テフラ二次堆積層。

2  As-B ピンク灰二次堆積層（5YR5/4）　粘性なし。しまりややあり。微粒子。１層との堺に赤黒色土（7.5R2/1）が 0.3 ～ 1 ㎝厚で入り、層中位に所々に灰白色の 

   As-Kk テフラが 0.5 ～ 1 ㎝厚で入る。

3　にぶい黄褐色砂質土（10YR4/3）　粘性なし。しまりややあり。粒子やや細かい。黒色の細粒中量。酸化鉄分中量。

4　灰黄色砂質土（12.5Y7/2）　粘性なし。しまり弱い。粒子やや粗い。黒褐色粒少量。

5　黄灰色砂質土（2.5Y5/1)　粘性なし。しまり弱い。粒子やや粗い。黒褐色粒中量。

6　As-B 一次堆積層　粘性なし。しまりややあり。下面に粒径大きめ（φ5mm）軽石、底面に褐灰色灰（5YR6/1)。酸化鉄分やや多い。

7　褐灰色砂質土（10YR5/1)　粘性なし。しまりややあり。上層褐色の酸化鉄分やや多い、黒褐色土小ブロック（1㎝）微量。

SD04(SPA-A’）

1　黒褐色砂質土（10YR3/1）　粘性なし。しまりあり。黄灰色の粗砂に酸

　 化鉄付着。黒色土ブロック（0.5 ～ 2 ㎝）極微量。

2　黒褐色砂質土（10YR3/1）　粘性なし。しまりあり。粘質の黒色～褐灰

   色土中量。

3　黒褐色土（2.5Y3/1）　粘性やや弱い。しまりややあり。砂多量。

4　黒褐色土（2.5Y3/1）　粘性なし。しまりあり。黄灰色の粗砂に黒色の

   やや細かい砂少量。

5　黒色土（2.5Y2/1）　粘性やや弱い。しまりややあり。砂多量。円礫～

   割れた石（8～ 20 ㎝）ほぼ底面で出土。

SD05(SPA-A’）

 1　黒褐色土（2.5Y3/2）　粘性やや弱い。しまりややあり。シルト質。As-A テフラ少量、酸化鉄分

    少量。

 2　黒褐色土（2.5Y3/2)　粘性やや弱い。しまりややあり。細砂（As-B テフラか）中量。As-A テフ

    ラ少量。酸化鉄分少量。

 3　黒褐色土（2.5Y3/2)　粘性弱い。しまりややあり。As-A テフラ中量、酸化鉄分斑状に中量。

 4　黄灰色砂質土（2.5Y4/1)　粘性なし。しまりあり。粗粒。As-A テフラ多量。

 5　黒褐色土（2.5Y3/1)  粘性ややあり。しまりややあり。As-A テフラ少量。

 6　黒褐色土（2.5Y3/1)　粘性ややあり。しまりやや弱い。As-A テフラ中量。黒色粘質土ブロック

    （1 ～ 3 ㎝）少量。黄灰色土ブロック（5㎝）微量。

 7  黄灰色砂質土（2.5Y4/1)　粘性なし。しまりあり。As-A テフラ層 

 8　黄灰色砂質土（2.5Y4/1)　粘性なし。しまりあり。As-A テフラ多量。黒褐色細粒砂少量。

 9　黄灰色砂質土（2.5Y4/1)　粘性あり。しまりあり。　

10　黄灰色砂質土（2.5Y4/1)　粘性なし。しまりやや弱い。As-A テフラ多量。黄灰色ブロック （1

    ～ 3 ㎝）微量。

（平面図・断面図）
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SD07(SPA-A’)

1　灰黄褐色土（10YR5/2)　粘性やや弱い。しまりあり。白色粒（As-B テフラ）少

   量、底面酸化鉄分少量。

2　灰黄褐色土（10YR5/2）　粘性なし。しまりややあり。粗砂（As-B テフラ混）多

   量。

SD8(SPA-A’)

1　灰黄褐色土（10YR4/2）　粘性やや弱い。しまりあり。シルト質。浅黄橙の

   シルトブロック（0.5 ㎝）少量。

SD10(SPA-A’)

1　黒褐色土（7.5YR3/1)  粘性あり。しまりあり。白色粒少量。

2　褐灰色土（7.5YR4/1）　粘性あり。しまりあり。白色粒少量。

3　灰黄褐色シルト（10YR5/2）　粘性なし。しまりあり。灰白色の細砂一部マーブ

   ル状に中量、未分解木片少量。木片に酸化鉄分凝集し棒状を呈するものもある。

4　褐灰色土（7.5YR4/1）　粘性あり。しまりややあり。

SD11(SPA-A’)

1　黒褐色土（10YR3/2）　粘性ややあり。しまりあり。細砂～粗砂ブロック

   （4 ～ 10 ㎝）少量。白色粒少量。

2　黒褐色土（10YR3/2）　粘性弱い。しまりあり。細砂多量、地山ブロック

   （浅黄 0.3 ～ 1 ㎝）少量、酸化鉄分少量、粗砂少量。

3　にぶい黄橙色土（10YR7/4)　粘性なし。しまりややあり。シルト質。黒

   褐色土少量。

4　黒褐色土（10YR3/2）　粘性あり。しまりあり。

5　褐灰色砂質土（10YR5/1)　粘性なし。しまりあり。細砂質。地山シルト

　 （浅黄橙）少量。

SD13(SPA-A’)

1　黄褐色土（2.5Y5/3)　粘性弱い。しまり弱い。ややシルト質。白色粒少量。 

   黒色粒中量。

SD12(SPA-A’)

1　黒褐色土（10YR3/2）　粘性ややあり。しまりあり。黒色土粒～ブロック（3㎝）

   微量、砂利・白色粒少量。

2　褐灰色土（10YR4/1）　粘性ややあり。しまりあり。地山（黄粒～ブロック 3㎝）

   中量、砂利少量、礫（0.2 ～ 15 ㎝）やや多量。

3　黒褐色土（10YR3/2）　粘性ややあり。しまりあり。

SD15(SPA-A’)

1　黒褐色土（10YR3/2）　粘性なし。しまり弱い。

2　黒褐色土（10YR3/2）　粘性弱い。しまりややあり。酸化鉄分多量。

3　灰黄褐色土（10YR4/2)　粘性なし。しまりややあり。粗砂。φ5㎜白色粒

   中量、黄褐色土中量、黒褐色土ブロック（0.5 ～ 1 ㎝）少量。

4　灰黄褐色土（10YR4/2)　粘性弱い。しまりやや弱い。細砂少量。φ5㎜白

   色粒少量。

SD14(SPA-A’)

1  現耕作土。

2  にぶい黄褐色土（10YR4/3）　粘性弱い。しまりあり。白色粒含む。褐灰色土ブ

   ロック（7㎝）少量。

3　灰黄褐色土（10YR4/2)  粘性弱い。しまりやや弱い。シルト質。

　　　

SD06(SPA-A’)

1　灰黄褐色土（10YR5/2）　粘性ややあり。しまりややあり。

2　灰黄褐色土（10YR4/2)　粘性弱い。しまりややあり。
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J 区Ⅳ・Ⅴ

第 172 図　J区Ⅳ・Ⅴ　SD16・17、SK01 ～ 03・05　遺構図
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SK01(SPA-A’)

1　暗褐色砂質土（10YR3/4)　粘性なし。しまりややあり。粒子やや細かい。As-B テフラ少量。褐色（10YR4/4）ロームブロック 8㎝少量。暗褐色粘質土（10YR3/4）

   ブロック 8㎝少量。

2　黒褐色砂質土（10YR3/1）　粘性なし。しまりあり。粒子やや細かい。As-B テフラ少量。黒褐色粘質土（10YR2/1）ブロック 5㎝少量。

3　暗褐色砂質土（10YR3/4)　粘性なし。しまりややあり。粒子やや細かい。As-B テフラ少量。褐色（10YR4/4）ロームブロック 8㎝少量。暗褐色粘質土（10YR3/4）

   ブロック 8㎝少量。

4  黒色粘質土（10YR2/1）　粘性あり。しまりあり。粒子細かい。粘質土ブロック 4cm 含む。

5　黒褐色砂質土（10YR3/1）　粘性なし。しまりややあり。粒子やや細かい。As-B テフラ多量。

6　黒褐色砂質土（10YR3/1）　粘性なし。しまりややあり。粒子やや細かい。As-B テフラ多量。黒色砂質土（10YR2/1）ブロック 4㎝多量。

7　黒褐色砂質土（10YR3/2）　粘性なし。しまりややあり。粒子やや細かい。As-B テフラ多量。酸化鉄分凝集微量。

8　黒褐色砂質土（10YR3/1）　粘性なし。しまりややあり。粒子やや細かい。As-B テフラ多量。

SK03(SPA-A’)

1　黒褐色砂質土（10YR3/1）　粘性なし。しまりやや弱い。白色粒（As-B テフラか）

　 多量。

SK05(SPA-A’)

1　灰黄褐色土（10YR4/2）　粘性なし。しまりやや弱い。小礫多量。

2　灰黄褐色土（10YR4/2）　粘性なし。しまりあり。シルト質。にぶい黄橙色シルト粒・ブロック（3㎝）少量。黒色粘質土ブロック（2～ 5㎝）微量、白色粒 （1～

　 15 ㎜）少量、細砂やや多量。

SD17(SPA-A’)

1  黒褐色土（2.5Y3/2）　粘性弱い。しまりあり。シルト質。黒色粘質土ブロッ

   ク（1～ 3㎝）極微量。細砂微量。
SD16(SPA-A’)

1　黒褐色土（10YR3/2）　粘性なし。しまり弱い。

2　黒褐色土（10YR3/2）　粘性弱い。しまりややあり。酸化鉄分多量。

3　灰黄褐色土（10YR4/2)　粘性なし。しまりややあり。粗砂、φ5㎜白色粒中量、

　 黄褐色土中量、黒褐色土ブロック（0.5 ～ 1 ㎝）少量。

4　黒褐色土（10YR3/2）　　粘性やや弱い。しまりややあり。軽石砕粒φ5㎜以下中

   量。細かい斑状の酸化鉄分中量。

（平面図・断面図）
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J 区Ⅳ・Ⅴ
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SK01(SPA-A’)

1　暗褐色砂質土（10YR3/4)　粘性なし。しまりややあり。粒子やや細かい。As-B テフラ少量。褐色（10YR4/4）ロームブロック 8㎝少量。暗褐色粘質土（10YR3/4）

   ブロック 8㎝少量。

2　黒褐色砂質土（10YR3/1）　粘性なし。しまりあり。粒子やや細かい。As-B テフラ少量。黒褐色粘質土（10YR2/1）ブロック 5㎝少量。

3　暗褐色砂質土（10YR3/4)　粘性なし。しまりややあり。粒子やや細かい。As-B テフラ少量。褐色（10YR4/4）ロームブロック 8㎝少量。暗褐色粘質土（10YR3/4）

   ブロック 8㎝少量。

4  黒色粘質土（10YR2/1）　粘性あり。しまりあり。粒子細かい。粘質土ブロック 4cm 含む。

5　黒褐色砂質土（10YR3/1）　粘性なし。しまりややあり。粒子やや細かい。As-B テフラ多量。

6　黒褐色砂質土（10YR3/1）　粘性なし。しまりややあり。粒子やや細かい。As-B テフラ多量。黒色砂質土（10YR2/1）ブロック 4㎝多量。

7　黒褐色砂質土（10YR3/2）　粘性なし。しまりややあり。粒子やや細かい。As-B テフラ多量。酸化鉄分凝集微量。

8　黒褐色砂質土（10YR3/1）　粘性なし。しまりややあり。粒子やや細かい。As-B テフラ多量。

SK03(SPA-A’)

1　黒褐色砂質土（10YR3/1）　粘性なし。しまりやや弱い。白色粒（As-B テフラか）

　 多量。

SK05(SPA-A’)

1　灰黄褐色土（10YR4/2）　粘性なし。しまりやや弱い。小礫多量。

2　灰黄褐色土（10YR4/2）　粘性なし。しまりあり。シルト質。にぶい黄橙色シルト粒・ブロック（3㎝）少量。黒色粘質土ブロック（2～ 5㎝）微量、白色粒 （1～

　 15 ㎜）少量、細砂やや多量。

SD17(SPA-A’)

1  黒褐色土（2.5Y3/2）　粘性弱い。しまりあり。シルト質。黒色粘質土ブロッ

   ク（1～ 3㎝）極微量。細砂微量。
SD16(SPA-A’)

1　黒褐色土（10YR3/2）　粘性なし。しまり弱い。

2　黒褐色土（10YR3/2）　粘性弱い。しまりややあり。酸化鉄分多量。

3　灰黄褐色土（10YR4/2)　粘性なし。しまりややあり。粗砂、φ5㎜白色粒中量、

　 黄褐色土中量、黒褐色土ブロック（0.5 ～ 1 ㎝）少量。

4　黒褐色土（10YR3/2）　　粘性やや弱い。しまりややあり。軽石砕粒φ5㎜以下中

   量。細かい斑状の酸化鉄分中量。

（平面図・断面図）
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0 1:100 2m
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0 1:80 2m
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（平面図・断面図）

0 1:200 10m
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（平面図・断面図）

0 1:40 2m

（平面図・断面図）
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（平面図・断面図）

0 1:10 20cm

（平面図・断面図）

（平面図・断面図）
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SK07(SPA-A’)

1  黒褐色砂質土（10YR3/1）　粘性なし。しまりやや弱い。

   白色粒（As-B テフラか）多量。

SK08(SPA-A’）　

1　暗褐色粘質土 （10YR3/3）  粘性ややあり。しまり強い。粒子細かい。白色細粒子微量。酸化

　 鉄分沈着少量。SK08 覆土。

2　SP05 覆土。

3　黒褐色粘質土（10YR2/2）  粘性あり。しまりやや強い。粒子細かい。水田構築層と同一。

SK09(SPA-A’）

1　褐灰色砂質土（10YR5/1）　粘性なし。しまりややあり。白色粒多

   量（As-A テフラか）。褐灰色土ブロック（0.5 ～ 3 ㎝）少量。

SK11(SPA-A’)

1　灰黄褐色土（10YR4/2）　粘性弱い。しまりややあり。砕粒・丸い軽石（φ2㎝）中量。

2　灰黄褐色土（10YR4/2）　粘性弱い。しまりややあり。砕粒・丸い軽石（φ2㎝）少量。黄色シル

   ト少量、黒色粘土ブロック（１～６㎝）少量。

3　灰黄褐色土（10YR5/2）　粘性弱い。しまりあり。砕粒・丸い軽石（φ2㎝）少量。黄色シルト少

   量。黒色粘土ブロック（１～６㎝）少量。　

SK06(SPA-A’) 

 1　にぶい黄色砂質土（2.5Y6/3）　粘性なし。しまりあり。粗粒白色粒（As-A テフラ）多量、黄灰色細砂中量。

 2　黄褐色土（2.5Y5/3）　粘性弱い。しまりややあり。シルト質。粗粒白色粒（As-A テフラ）中量。黄褐色の酸化鉄分斑状に中量。

 3　黄褐色土（2.5Y5/3）　粘性弱い。しまりややあり。シルト質。粗粒白色粒（As-A テフラ）微量。黄褐色の酸化鉄分斑状に少量。

 4　黒褐色土（2.5Y3/2)　粘性あり。しまりあり。

 5　黄褐色土 (10YR5/6)  粘性弱い。しまりややあり。粗粒白色粒（As-A テフラ )中量。灰黄褐色～褐灰色（10YR6/2 ～ 4/1）のシルト大ブロック少量。

 6　にぶい黄色砂質土（2.5Y6/3）　粘性なし。しまりやや弱い。粗粒の As-A テフラ層、黒色シルトブロック（1～ 2㎝）極微量。

 7　灰黄色砂質土（2.5Y7/2）　粘性なし。しまり弱い。細粒。黒色の細粒も線状に少量。As-B テフラ主体層。

 8　にぶい黄橙色土（10YR7/3）　粘性弱い。しまりやや弱い。シルト質。細粒白色粒、砂粒中量。崩落黒色粘質土ブロック少量。

 9　にぶい黄色砂質土（2.5Y6/3）　粘性なし。しまり弱い。粗粒の As-A テフラ主体、細砂（As-B テフラか）微量。14 層境の上下酸化鉄分多量。

10　灰黄色砂質土（2.5Y7/2）　細粒。７層に似る。酸化鉄分含むにぶい黄橙色シルト、厚さ 0.5 ～ 1 ㎝で線状に少量。

11　にぶい黄色砂質土（2.5Y6/3）　粘性なし。しまり弱い。粗粒の As-A テフラ主体、細砂少量、14 層境の上下酸化鉄分多量。

12　灰黄褐色砂質土（10YR5/2）　粘性ややあり。しまりややあり。As-B テフラ細粒主体、灰黄褐色土少量。

13　黒褐色土（2.5Y3/2）　粘性あり。しまりあり。上面酸化鉄分多量。

14　黒褐色砂質土（2.5Y3/2）　粘性なし。しまりあり。細砂（As-B テフラ主体か）、粗粒白色粒（As-A テフラか）少量。明黄褐色土ブロック、黒色土ブロック（1㎝ )微量。
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J 区Ⅳ・Ⅴ

第 174 図　J区Ⅳ・Ⅴ　SK12 ～ 16、SP01 ～ 04 遺構図
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SK15(SPA-A’)

1　にぶい黄橙色砂層（10YR6/3）　粘性なし。しまり弱い。細砂粒層。くだけた白色粒微量。 

   シルト中量。

2　明褐灰色砂層（7.5YR7/1）　粘性なし。しまり弱い。細粒～粗粒の砂層、小礫中量。酸化  

   鉄分中量。黒色微砂粒中量。

3　黒色砂層（N1.5/0）　粘性なし。しまりなし。微砂粒。2層と同様な砂層に黒色砂がラミ 

   ナ状に入る。

4　黒褐色砂礫層（7.5YR3/2)　粘性なし。しまり弱い。酸化鉄分多量、細砂少量。φ5～ 8mm

   小礫、角のとれた丸い軽石（φ2～ 5㎝）中量。

5　黒色砂層（7.5YR2/1)　粘性なし。しまりなし。細粒。酸化鉄分含む粗砂中量。

6　明褐灰色砂層（7.5YR7/1)　粘性なし。しまりなし。細粒。黒色砂粒少量。

7　カクラン

SK14(SPA-A’)

1　にぶい褐色土（7.5YR5/3）　粘性なし。しまりやや弱い。細かい砂質土。白色粒微量。φ0.5 ～

   1mm 軽石少量、φ3㎝軽石少量。黒褐色粘質土ブロック含む。酸化鉄分やや多く沈着。焼土粒、

   炭化物微量。

SK14

SK16(SPA-A’)

1　褐灰色砂質土（10YR4/1)　粘性なし。しまりやや弱い。黒色粘質土ブロック（1～ 4㎝）微量、一部酸化鉄分凝集の強くみられる灰黄褐色粘質土ブロック 1～ 5㎝）中量。

2　褐灰色砂質土（10YR5/1)　粘性なし。しまりやや弱い。細砂粒主体で、粗砂も混じる砂層。

　

SK12(SPA-A’）

1　黒褐色土（10YR3/2）　粘性弱い。しまりややあり。φ5㎜白色粒少量。

2　黒褐色土（10YR3/1）　粘性弱い。しまりややあり。地山（灰白シルト）微量。

   白色粒微量。

SK13(SPA-A′）

1　にぶい黄褐色土（10YR5/3）　粘性ややあり。しまりあり。ややシルト質。

   白色粒微量。

2　褐灰色砂質土（10YR6/1）　粘性なし。しまりなし。　

（平面図・断面図）

0 1:20 1m

0 1:100 2m

（平面図・断面図）

（平面図・断面図）

0 1:80 2m

0 1:60 2m

（平面図・断面図）

0 1:30 1m

（平面図・断面図）

（平面図・断面図）

0 1:200 10m

0 1:300 10m

（平面図・断面図）

（平面図・断面図）

0 1:40 2m

（平面図・断面図）

0 1:2 10cm

0 1:1 2cm

（平面図・断面図）

0 1:10 20cm

（平面図・断面図）

（平面図・断面図）

0 1:4 10cm

（平面図・断面図）

0 1:8 20cm

0 1:3 10cm

（遺物図）
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SE01(SPA-A’)

1　黒褐色砂質土（10YR3/1）　粘性なし。しまりあり。酸化鉄分が付着する黄

　 灰色の粗砂。黒色土ブロック（0.5 ～ 2 ㎝）極微量。酸化鉄分沈着のみられ

　 る粘質の灰黄褐色土ブロック（2～ 10）㎝）少量。

2  黒褐色砂質土（7.5YR3/1）　粘性なし。しまりややあり。斑状に酸化鉄分沈着。

   浅黄橙色ブロック（1～ 10 ㎝）少量。粗粒砂、As-B テフラ中量。

3　黒褐色砂質土（10YR3/1）　粘性なし。しまり弱い。浅黄橙色土ブロック

   （0.5 ～ 4 ㎝）中量、黄色粒、粗砂まばらに中量。

4　黒褐色土（2.5YR3/1）　粘性あり。しまりややあり。

5　黒褐色土（2.5YR3/1）　粘性ややあり。しまり弱い。微砂多量。

6　黒褐色砂質土（10YR3/1)　3 層と同質層

SP09(SPA-A’）

1　灰黄褐色土（10YR5/2）　粘性ややあり。

   しまりややあり。

SP05(SPA-A’)

1　SK08 覆土。

2　にぶい黄褐色粘質土（10YR4/3）　粘性ややあり。しま

   りやや強い。粒子細かい。白色細粒子少量。

SP08(SPA-A’)

1　灰黄褐色シルト (10YR5/2)　しまりあり。粘性なし。

　 灰白色シルトがマーブル状に入る。

2　黒褐色土 (10YR3/1)　しまりあり。粘性ややあり。

（平面図・断面図）
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J 区Ⅳ・Ⅴ

第 175 図　J区Ⅳ・Ⅴ　SP05 ～ 11、SE01　遺構図

第 176 図　J区Ⅳ・Ⅴ　遺物図 (1)
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SE01(SPA-A’)

1　黒褐色砂質土（10YR3/1）　粘性なし。しまりあり。酸化鉄分が付着する黄

　 灰色の粗砂。黒色土ブロック（0.5 ～ 2 ㎝）極微量。酸化鉄分沈着のみられ

　 る粘質の灰黄褐色土ブロック（2～ 10）㎝）少量。

2  黒褐色砂質土（7.5YR3/1）　粘性なし。しまりややあり。斑状に酸化鉄分沈着。

   浅黄橙色ブロック（1～ 10 ㎝）少量。粗粒砂、As-B テフラ中量。

3　黒褐色砂質土（10YR3/1）　粘性なし。しまり弱い。浅黄橙色土ブロック

   （0.5 ～ 4 ㎝）中量、黄色粒、粗砂まばらに中量。

4　黒褐色土（2.5YR3/1）　粘性あり。しまりややあり。

5　黒褐色土（2.5YR3/1）　粘性ややあり。しまり弱い。微砂多量。

6　黒褐色砂質土（10YR3/1)　3 層と同質層

SP09(SPA-A’）

1　灰黄褐色土（10YR5/2）　粘性ややあり。

   しまりややあり。

SP05(SPA-A’)

1　SK08 覆土。

2　にぶい黄褐色粘質土（10YR4/3）　粘性ややあり。しま

   りやや強い。粒子細かい。白色細粒子少量。

SP08(SPA-A’)

1　灰黄褐色シルト (10YR5/2)　しまりあり。粘性なし。

　 灰白色シルトがマーブル状に入る。

2　黒褐色土 (10YR3/1)　しまりあり。粘性ややあり。

（平面図・断面図）
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J 区Ⅳ・Ⅴ

第 177 図　J区Ⅳ・Ⅴ　遺物図 (2)
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J 区Ⅳ・Ⅴ

図版番号 遺構名
種別 

器種

法量（㎝）
成形・整形技法等の特徴（器形・文様の特徴） ①焼成　②色調　③胎土　　　　　　　

残存

（％）
備考

口径 底径 器高

第 176 図 126 

PL36-126
SD04

須恵器　　　　

甕
【26.0】 ─ (15.1)

ロクロ成形 

外：ロクロナデ 

内：ロクロナデ

①良好 

② 10YR7/1 

③チャ－ト

10

第 176 図 127 

PL36-127
SD04

土師器　　　

坏
【12.8】 ─ (5.2)

内斜口縁気味 

外：口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズリ 

内：口縁部ヨコナデ、体部ヨコナデ後に放射状ヘラミ

ガキ

①良好 

② 5YR6/4 

③鉄分粒、角閃石、石英、凝

灰岩

30

法量 (㎝ )
重量 (g) 材質 作成技法等の特徴

長さ 幅 厚さ

第 176 図 128 

PL36-128
SD04

石器　　　

石鏃
(2.6) 1.29 0.38 (0.86) チャート

凹基無茎鏃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

抉りが深い
90 先端部欠損

法量（㎝）
成形・整形技法等の特徴（器形・文様の特徴） ①焼成　②色調　③胎土　　　　　　　

口径 底径 器高

第 177 図 129 

PL36-129
NR01

土師器　　　　

坏
【15.4】 ─ 5.1

内斜口縁 

外：口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズリ 

内：口辺部ヨコナデ、体部ヘラナデ後にヘラミガキ

①良好 

② 5YR7/6 

③鉄分粒、石英、チャート、

角閃石

40

第 177 図 130 

PL36-130
NR01

土師器　　　　　

坏
【15.8】 ─ (8.0)

内斜口縁で口辺は短く突出する、器高が高い 

外：口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズリ 

内：口縁部ヨコナデ、体部ナデ後に放射状のヘラミガ

キ

①良好 

② 2.5YR6/6 

③鉄分粒、石英、凝灰岩

30

第 177 図 131 

PL36-131
NR01

土師器　　　　　

坏
13.5 ─ 6.5

内弯口縁、器高が高い 

外：口縁部ヨコナデ、ヘラケズリ 

内：口縁部ヨコナデ、体部ナデ後にヘラミガキ

①良好 

② 2.5YR6/4 

③凝灰岩、石英、鉄分粒、チャー

ト

30

第 177 図 132 

PL36-132
NR01

土師器　　　

高坏
【19.5】 ─ (6.2)

坏下部に粘土紐を貼付し稜を持たせる 

外：口縁部ヨコナデ、体部ナデ 

内：口縁部ヨコナデ、体部ナデ

①良好 

② 5YR6/6 

③石英、鉄分粒、角閃石、凝

灰岩

30

第 177 図 133 

PL36-133
NR01

土師器　　　　

坏
─ ─ (0.8)

外：底面ヘラケズリ 

内：底面全体に指頭押圧後にナデ、周囲に棒状工具の

圧痕が巡る

①良好 

② 7.5YR7/4 

③角閃石、凝灰岩

30

第 177 図 134 

PL36-134
NR01

須恵器　　　　　　　　　

坏
【13.0】【6.0】 3.5

ロクロ成形 

外：ロクロナデ、底面回転糸切未調整 

内：ロクロナデ

①良好 

② 10YR6/1 

③チャート、石英、凝灰岩、

頁岩

20

法量 (㎝ )
重量 (g) 材質 作成技法等の特徴

長さ 幅 厚さ

第 177 図 135 

PL36-135
NR01

石器　　　　　　　

石鏃
2.35 1.54 0.4 0.95 チャート

凹基無茎鏃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

右脚部がやや磨滅
100

第 177 図 136 

PL37-136
NR01

石製品　　　　　　　　　　　　

管玉
1.9 0.52 ─ 0.77 蛇紋岩 孔径 0.25 ㎝ 100

第 178 図　J区Ⅳ・Ⅴ　遺物図 (3)

第 46 表　J区Ⅳ・Ⅴ　遺物観察表 (1)
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J 区Ⅳ・Ⅴ

第 47 表　J区Ⅳ・Ⅴ　遺物観察表（2）

第 48 表　J区Ⅳ・Ⅴ　遺構観察表（1）

名称 区 面 形状 主軸方位
規模 (m）

時期 備考・出土遺物
長軸 短軸 深さ

SD01　 Ⅳ N- 38° -W 6.74 0.6 0.16 As-A 降下後

SD02　 Ⅳ N- 46° -W 8.26 0.78 0.14 As-B 降下後 土師器、須恵器

SD03　 Ⅳ・Ⅴ N- 42° -W 34.00 2.66 0.30 As-B 降下前 SD12 を切る。土師器、須恵器

SD04　 Ⅳ N- 4° -E 24.3 6.31 0.39 土師器・坏、須恵器・甕、石鏃、馬歯

SD05　 Ⅳ N- 5° -E 14.54 1.38 0.63 As-A 降下後 須恵器、陶器、磁器

SD06　 Ⅴ N- 67° -W 20.72 0.52 0.11 As-B 降下前か SD03 を切る。土師器

SD07　 Ⅴ N- 7° -E 11.96 0.50 0.04 As-B 降下後

SD08　 Ⅴ N- 62° -E 6.86 0.42 0.07

SD09　 欠番

SD10　 Ⅴ N- 65° -E 8.48 0.90 0.11 As-B 降下前か 土師器、須恵器

SD11　 Ⅴ N- 9° -E 1.20 0.44 0.14

SD12　 Ⅴ N- 36° -W 26.00 0.50 0.27 As-B 降下前か 土師器・S字口縁台付甕

SD13　 Ⅴ N- 82° -W 7.58 0.40 0.07 As-B 降下前か 土師器

SD14　 Ⅴ N- 36° -E 3.42 0.49 0.07

SD15　 Ⅴ N- 55° -E 1.66 0.20 0.03

SD16　 Ⅴ N- 74° -E 6.94 0.94 0.18 As-B 降下後 SD07 を切る。土師器

SD17　 Ⅴ N- 80° -E 2.28 0.60 0.11 As-B 降下前か 土師器

SD18 Ⅴ 2 N- 49° -W 13.74 0.70 0.14

SD19 Ⅴ 2 N- 11° -E 4.48 0.52 0.13 奈良時代か 土師器・S字口縁台付甕、須恵器埦

SD20 Ⅴ 2 N- 39° -W 31.34 0.40 0.11 土師器

SK01 Ⅳ 円形 N- 50° -W 1.38 1.12 0.47 As-B 降下後

SK02 Ⅳ 不整形 N- 65° -W 1.08 0.61 0.25 As-B 降下後

SK03 Ⅳ 円形 N- 0° 0.73 0.71 0.06 As-B 降下後

SK04 欠番

SK05 Ⅴ 長方形 N- 34° -W 1.54 0.68 0.18
9 世紀末～ 10

世紀前半
土師器・墨書坏、刻書須恵器長頸壺

SK06 Ⅴ 長方形 N- 50° -W 1.32 0.84 0.34 As-A 降下後

SK07 Ⅳ 不整形 N- 5° -W 1.28 0.74 0.15 As-A 降下後 SD04 を切る。須恵器

SK08 Ⅴ 楕円形 N- 74° -E 2.04 1.02 0.08 中世 SP05 を切る。土師器・壺、灰釉陶器

SK09 Ⅳ 不整形 N- 22° -W 0.76 0.68 0.09 As-A 降下後

SK10 Ⅳ 不整形 N- 77° -E 0.64 0.54 0.14 SD04 を切る。

SK11 Ⅴ 不整形 N- 34° -W 1.52 0.44 0.07 SD15 を切る。

SK12 Ⅴ 不整形 N- 35° -E 0.76 0.24 0.16 10 世紀前半 土師器、須恵器高台付埦

SK13 Ⅴ 不整形 N- 90° -E 1.04 0.32 0.08 SD17 を切る。土師器

SK14 Ⅴ 長方形 N- 11° -E 2.02 0.54 0.24 10 世紀前半 須恵器高台付埦

SK15 Ⅴ 不整形 N- 55° -E 1.44 0.86 0.19 As-B 降下前か SD06 を切る。土師器

SK16 Ⅳ 長方形 N- 90° -E 2.05 1.20 0.29

SP01 Ⅳ 楕円形 N- 33° -W 0.34 0.26 0.12

SP02 Ⅳ 不整形 N- 24° -W 0.66 0.34 0.14

SP03 Ⅳ 円形 0.42 0.36 0.07 須恵器

SP04 Ⅳ 円形 0.24 0.20 0.12

SP05 Ⅴ 不整形 N-36° -W 2.08 0.11

図版番号 遺構名
種別　　　　　　　　　　　

器種

法量（㎝）
成形・整形技法等の特徴（器形・文様の特徴） ①焼成　②色調　③胎土　　　　　　　

残存

（％）
備考

口径 底径 器高

第 177 図 137 

PL37-137
SK05

須恵器 

長頸壺
6.7 (18.3)

輪積み成形、ロクロ調整 

外：口頸～胴中位ロクロナデ、胴下部ヘラケズリ 

内：ロクロナデ

①焼き締り弱い 

② 5Y8/1 

③チャート、石英、雲母

95
胴部に「般若御

瓶」の刻書あり

第 177 図 138 

PL37-138
SK05

須恵器 

坏
11.6 5.5 3.8

ロクロ成形 

外：ロクロナデ、底面回転糸切り未調整 

内：ロクロナデ

①焼き締り弱い 

② 5Y7/1 

③石英、雲母

100
内部に「凬王 」
の墨書あり

第 177 図 139 

PL37-139
SK08

土師器　　　　　　　　　

壺
【9.0】 3.9 15.9

口縁部はやや内弯気味、胴部はやや下膨れ 

外：口縁部ヨコナデ、胴部ヨコのヘラケズリ、底面ヘ

ラケズリ 

内：口縁部ヨコナデ、胴～底部ナデ

①良好 

② 5YR7/6 

③凝灰岩、鉄分粒、雲母

90

第 177 図 140 

PL37-140
SK12

須恵器　　　

高台付埦
14.0 6.3 5.1

口縁端部が強く外反する、ロクロ成形 

外：ロクロナデ、底面回転糸切後に高台貼付 

内：ロクロナデ

①焼締り弱い 

② 2.5Y7/2 

③片岩、チャート、砂岩

90

第 177 図 141 

PL37-141
SK14

須恵器　　　

高台付埦
12.7 7.0 4.7

ロクロ成形 

外：ロクロナデ、底面回転糸切後に高台貼付 

内：ロクロナデ

①焼締り弱い 

② 5Y8/1 

③チャート、流紋岩

100

第 178 図 142 

PL37-142
遺構外

須恵器　　　

甕
【17.6】 ─ (8.0)

口縁部は上方へ突出し、内面に弱い屈曲をもつ、外：

口縁部ロクロ整形、胴上部回転カキメ、部分的に指ナ

デ 

内：口縁部ロクロ整形、胴上部同心円当て具痕をロク

ロ整形で消す

①良好 

② 2.5Y7/1 

③チャート、石英、凝灰岩

10

第 178 図 143 

PL37-143
遺構外

土師器　　　

甕
【13.0】 7.0 19.8

口縁端部やや内弯気味 

外：口縁部ヨコナデ、胴部タテのヘラケズリ、底面ヘ

ラケズリ 

内：口縁部ヨコナデ、輪積み痕、胴部タテの指ナデ、 

下部に輪積み痕

①良好 

② 5YR6/4 

③チャート、石英、凝灰岩

60

第 178 図 144 

PL37-144
遺構外

土師器　　　　

坏
【12.6】 ─ 5.4

内弯口縁 

外：口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズリ 

内：口縁部ヨコナデ、体部指頭押圧後にヨコナデ

①良好 

② 2.5YR6/6 

③鉄分粒、凝灰岩、チャート

40
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J 区Ⅳ・Ⅴ

名称 区 面 形状 主軸方位
規模 (m）

時期 備考・出土遺物
長軸 短軸 深さ

SP06 Ⅴ 長方形 N-49° -W 0.74 0.34 0.04

SP07 Ⅴ 円形 0.52 0.48 0.11 土師器

SP08 Ⅴ 楕円形 N-67° -W 0.38 0.26 0.17 As-B 降下前か SD06 を切る。土師器

SP09 Ⅴ 楕円形 N-69° -W 0.56 0.42 0.19 As-B 降下前か 土師器

SP10 Ⅴ 円形 0.64 0.56 0.15

SP11 Ⅴ 円形 0.28 0.26 0.06

SE01 Ⅳ 円形 0.80 0.76 0.93 As-B 降下後 SK02 を切る。

NR01 Ⅴ 2面 N-36° -W 49.60 5.82 0.69 ～ 9世紀後半
縄文土器、土師器・坏・高坏・器台・甕・壺、

須恵器・坏・大甕、石鏃、管玉

第 25 節　J区Ⅵ

（１）調査区の概要
J 区Ⅵは区画道路３号線に伴い発掘調査を実

施した。
本調査区は、土地改良工事盛土下面を遺構

検出面として設定した。
J 区Ⅴから続く自然流路は第２面として全面

発掘を行わず、トレンチを入れることで断面
での確認を行った。
　本調査区では平安時代～近現代の遺構を検
出した。遺構の内訳は、溝５条、土坑１基、
自然流路１条である。

（２）溝
　本調査区では５条の溝を検出した。
　SD02・04 は As-B 一次堆積層により埋没して
おり、埋土上位には As-B ピンク灰層も確認で
きた。SD02・04は連続する溝と推定でき、J区Ⅳ・
Ⅴ SD03 に接続する台地際を流れる溝であると
考えられる。
　SD02・04 の北側肩には、性格は不明だが、
As-B 下で段が確認でき、周囲の As-B 下水田に
関係する遺構の可能性がある。

（３）土坑
　本調査区では１基の土坑を検出した。
　遺物に乏しく、SK01 の詳細な性格を掴むこ
とはできなかった。。

（３）自然流路
　本調査区では１条の自然流路を検出した。
全面発掘は行わず、トレンチによる断面調査
を行った。
　SD02・04 に先行し、平安時代までには埋没
する。NR01 は J 区Ⅴ第２面で調査を行った台
地際を流れる自然流路（J 区Ⅴ NR01）の続き
であると推定できる。

L=81.20m L=81.20m 1

2
3
4

5

6

1

2

3

4

基本土層 1 基本土層 2

基本土層 2

1　現表土。

2　にぶい褐色土（7.5YR5/4)　粘性なし。しまりなし。As-Bテフラ混入土。 砂質土。

3　黒褐色土（7.5YR3/2）　粘性強い。しまり強い。白色粒少量。黄褐色粒微量、

   酸化鉄分わずかに沈着。

4　褐灰色土（7.5YR5/1)　粘性強い。しまり強い。白色粒微量。0.5mm程の軽石含む。

   酸化鉄分わずかに沈着。

5　黒褐色土（7.5YR3/1)　粘性強い。しまり強い。白色粒少量。0.5mm程の軽石含む。

   シルトブロック少量、酸化鉄分沈着。

6　灰褐色土（7.5YR6/2)　粘性やや強い。しまりやや強い。白色粒少量。0.5 ～

   1mm 軽石少量、砂質土混じる。酸化鉄分沈着。

基本土層 1

1　現表土。

2　褐灰色土（7.5YR5/1)  粘性強い。しまり強い。白色粒少量。0.5 ～ 2mm 軽石

   微量、酸化鉄分沈着。

3　黒褐色土（7.5YR3/1）　粘性強い。しまり強い。白色粒微量。0.5mm 程の軽石

   微量、酸化鉄分わずかに沈着。

4　褐灰色土（7.5YR6/1）　粘性やや強い。しまりやや強い。0.5 ～ 2mm 軽石少量、   

   砂質土混じる。酸化鉄分やや多く沈着。シルト層。

0 1:40 2m

第 49 表　J区Ⅳ・Ⅴ　遺構観察表（2）

第 179 図　J区Ⅵ　基本土層
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J 区Ⅵ

第 180 図　J区Ⅵ　遺構全体図 第 181 図　J区Ⅵ　SD01・02・04・05、SK01　遺構図
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SK01(SPA-A’)

1 灰褐色土（7.5YR5/2）　粘性なし。しまりやや弱い。明褐色土ブロック多い。

　黒褐色土ブロック少量（SD03 埋土に似る）砂質土含む。

SD01(SPA-A’)

1  褐灰色土（7.5YR5/1)　粘性なし。しまりなし。 砂質土主体 0.5mm 程の軽石含む。

SD02(SPA-A’B-B’共通 )

1  As-B テフラ一次堆積層　上部中央付近に薄くピンク灰層が確認できる

SD04(SPA-A’)

1　As-B テフラピンク灰層　As-KK テフラ、上から As-KK テフラ混黒褐色砂

　 質土（10YR2/2) が 2 ～ 4mm と As-B テフラピンク灰が 2～ 4mm 堆積する。

2　As-B テフラ一次堆積層　鉄分の沈着あり。

   下方 1mm 程の軽石混じる。鉄分わずかに沈着。

SD05(SPA-A’)
1　褐灰色土（7.5YR4/1)　粘性なし。しまり弱い。小礫多量、礫少量含む。砂質土。

2　にぶい褐色土（7.5YR5/4）　粘性やや強い。しまり強い。白色粒（細粒）少量、

   黄褐色粒微量、砂質土まじる。
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J 区Ⅵ
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J 区Ⅵ

第 183 図　J区Ⅵ　遺物図

第 50 表　J区Ⅵ　遺物観察表

第 51 表　J区Ⅵ　遺構観察表

名称 形状 主軸方位
規模 (m）

時期 備考・出土遺物
長軸 短軸 深さ

SD01　 N- 72° -E 11.56 0.40 0.53 近現代 土師器、須恵器、陶器

SD02　 N- 30° -W 25.5 1.20 0.17 As-B 降下前

SD03　 欠番

SD04　 N- 40° -E 12.0 1.50 0.2 As-B 降下前

SD05　 N- 78° -E 12.6 0.80 0.16 As-B 降下後 SD04 を切る。土師器壺、須恵器坏・蓋

SD06 N- 40° -W 1.00 0.35 As-B 降下前

SK01 楕円形 N- 28° -W 1.60 1.20 0.35 土師器坏

NR01 N- 24° -W 4.24 0.68 ～ 9 世紀後半か

第 26 節　小調査（E区Ⅰ -2）
 

（１）小調査の概要
　公共トイレ設置工事に伴い、対象地の小調査
を行った。トイレ設置工事によって掘削が及ぶ
深さまで掘削し、記録保存を行った。
　調査区にはE区Ⅰ-2として番号を割り振った。

（２）竪穴建物跡
　本調査区では、竪穴建物跡 1軒を検出した。
　SI01 は、榛名山由来の洪水堆積層を掘り込ん
構築されてでいる。主軸方向は N-　24° -E、検
出長は南北 1.03m、東西 3.01m である。調査区北
東端に焼土や灰の堆積が認められ、おそらく調
査区外に東カマドが取りつくものと考えられる。
　出土遺物から 9 世紀の竪穴建物跡と考えられ
る。遺物は図化に至らなかった。
　　調査区一帯は、As-B の堆積は確認できず、
微高地であると考えられる。

第 27 節　試掘・立会調査

（１）試掘調査の概要
　道路工事以外の高崎 354 複合産業団地企業
用地部分については、TE1 ～ 13 の番号を割り
振り、トレンチによる試掘調査を行った。
　立会調査には T1 ～ 8 の番号を割り振った。

（２）試掘調査区について
TE1
　6・11T において、標高約 77.5m の深さでほ
ぼ東西方向のAs-B下水田畦を検出した。また、
10T では As-B 下水田の段を検出した。
　1・3T において、H区Ⅳから連続する溝 1条、
As-A 処理坑 19 基検出した。
TE2
　7・8・9・11・13・14・15・16・17・18・
19T において、標高約 79.3 ～ 78.8m の深さで

J区Ⅵ遺物観察表

0 1:3 10cm

145

図版番号 遺構名
種別　　　　　　　　　　　

器種

法量（㎝）
成形・整形技法等の特徴（器形・文様の特徴） ①焼成　②色調　③胎土　　　　　　　

残存

（％）
備考

口径 底径 器高

第 183 図 145 

PL37-145
遺構外

須恵器　　　

高台付埦
【14.0】 6.6 5.9

ロクロ成形 

外：ロクロナデ、底面回転糸切後に高台貼付 

内：ロクロナデ

①焼締り弱い 

② 2.5Y7/1 

③片岩、凝灰岩、チャート

60
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J区Ⅵ遺物観察表

0 1:3 10cm

145

第 184 図　E区Ⅰ -2　遺構図

L=81.00m

L=81.00m

北壁・東壁（SPA-A’）

　Ⅰ　造成土

　Ⅱ　褐灰色土（10YR5/1） 粘性弱い。しまりあり。As-A テフラ (3％)、黄色粒 (1%)、酸化鉄分沈着あり。

　Ⅲ　褐灰色土（10YR4/1）粘性弱い。しまりあり。As-A テフラ (2%)、黄色粒 (1%)、酸化鉄分沈着あり（Ⅱ＜Ⅲ）。

　Ⅳ　黒褐色土 (10YR3/1) やや粘性あり。しまりあり。白色粒 (1%)、黄色粒 (1%)、

　Ⅴ　黒褐色土（10YR3/1）Ⅳ層に似るが、酸化鉄分沈着あり。

　Ⅵ　灰白色土（10YR7/1）径 7㎜の角閃石安山岩含む（１％）、砂質で榛名山由来の洪水堆積物。

　Ⅶ　黒色土 (10YR2/1)　粘性あり、しまりなし。細粒。

　Ⅷ　灰黄褐色土 (10YR6/2) 榛名由来の洪水堆積物。Ⅵ層に比べ粒子が粗い。

　Ⅸ　Ⅶ層とⅧ層の混和、洪水堆積物。

　Ⅹ　黒色土 (10YR2/1)　7 層に似る。

　Ⅺ　白色軽石（As-C テフラ）堆積層

　Ⅻ　黒色土 (10YR２/1) 粘性あり。しまりあり。夾雑物はほとんど含まない。今回の掘削基底。

　SI01

　１　褐色土（10YR４/1） やや粘性あり。しまりあり。黄色粒（1％）混。酸化鉄分沈着ラミナ状。

　２　焼土主体（天井部内側の焼土層か）

　３　上位 1.5 ㎝厚に灰層（使用面）その下位に焼土層

　４　若干の焼土及び炭化物を含む。掘方埋め土。

　５　褐灰色土 (10YR4/1)  やや粘性あり。しまりあり。白色粒 (1%)。床面構成土。

　６　褐灰色土 (10YR4/1)　粘性弱い。しまりあり。砂粒、若干の炭化物混じる。
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As-B 下水田面を検出した。水田面の標高は南
東に向かって低くなる。
　7・8T では、ほぼ正位東西方向の As-B 下畦
を検出した。
TE3
　4・6・7・9・10・11・12T において、標高約
79.6 ～ 79.3m の深さから As-B 下水田面を検出
した。4・7T において、ほぼ東西方向の畦を検
出した。
TE4
　1・2・3・8T で標高約 78 ～ 77.7m の深さに
おいて As-B 下水田面を検出した。さらに 2T
では、畦を検出した。
TE5
　5・6・11・12・13・14・15・16・17・18T に
おいて標高約 79.9 ～ 79.7m の深さから As-B
下水田面を検出した。水田面は調査区北東へ
向けて下がっている。12T では東西方向の畦を
検出した。
TE6
　17・18T において、標高約 74.9m の深さから
As-B 下水田耕土と考えられる黒色粘質土を検
出した。
TE7
　As-B 一次堆積層は確認できず、As-B 下水田
の残存を確認できなかった。
TE8
　TE2・3・5 の試掘調査で TE8 も含めて試掘を
行ったため、報告もTE2・3・5の各項に含まれる。
TE9
　TE6 と合わせて試掘調査を行ったため、報告
も TE6 に含まれる。
TE10
　調査区南端を除くほぼ全域で、標高約 81.2
～ 80.9m の深さから As-B 一次堆積層と直下の
水田面を検出した。
　As-B 下水田面に伴う畦は 1T で１条、2T で 2
条、3T で 1 条、4T で 4 条、5T で２条、6T で 1 条、
7T で３～４条、9T で１条、11T で１条、12T
で 3 条検出した。9・11T ではいわゆる大畦も
検出でき、9T 南端で東西に走り、11T で 9T で
検出した大畦と南北方向大畦が交差している。
坪交点となる可能性がある。
　他の遺構として、As-B 降下後の溝を 1・6T で、
As-A 降下前の溝を 7・9・12T で、As-B 混土で
埋まったピット１基を 10T で検出している。
　地形としては 6T 北端で微高地と低地の境界
部分を検出し、土師器片が出土している。

TE11
　1・2 Ｔの一部と 4 ～ 7 Ｔで、標高約 81 ～
80.7mの深さからAs-B下水田面を検出した。1・
5・7T で畦を検出した。
　As-B 下水田以外の遺構は 10T で As-A 処理坑

を検出した他、溝・自然流路を多数検出した。
TE12
　全トレンチから標高約 80.3 ～ 79.8m の As-B
下水田面を検出した。
　1T 北端で、As-B 下水田に関係し北へ向かっ
て下がる段を検出した。他に畦１条を検出し
た。
　2T 全体で低平な畦を複数検出した。
　3T では As-B 直下で、東西走向畦３条、南北
走向畦１条、両端が盛り上がる溝１条を検出
した。他に As-B 混土を埋土とする土坑２基、
近現代溝を検出した。
　4T では As-B 下東西走向畦５条、南北走向
畦２条、両端が盛り上がる溝１条を検出した。
他に As-B 降下以降の溝２条を検出した。
TE13
　調査区北寄りを除き、標高約 80.2 ～ 80.1m
の As-B 下水田面を検出した。5・6T 北側で地
形変換点を検出し、その南で東西方向の畦を
検出した。
　7T 全体と 8T 北側は微高地となっており、ト
レンチ南側で畦畔を検出した。
　他に 8T で中世以降の土坑・ピット２基を検
出した。
TE14
　3・13T において標高約 79m の深さで As-B の
極薄い堆積を確認した。
　他に As-B 降下後～昭和期までの溝を検出し
た。

（３）立会調査について
T1
　対象地は微高地であり、As-B 一次堆積層は
確認できなかった。約 GL-40cm で As-B 混土下
に複数の焼土を確認したが、竪穴建物跡と認
定するに至らなかった。
T2
　切れ切れながら、As-B 一次堆積層と畦が確
認でき、As-B 水田面の範囲と考えらえる。
T3
　As-B 一次堆積層や遺構は確認できなかった。
T4・5
　As-B 一次堆積層は確認できなかった。As-B
混土下には一帯の As-B 下水田耕土と同一の黒
色粘質土が堆積していた。
　他に As-B 混土の溝を検出した。
T6・7
　T6 西側と T7 で As-B 一次堆積層を確認した。
畦は検出できなかった。
T8
　As-B 下水田耕作土と考えられる黒色粘質土
の堆積は確認できたが、削平されており畦や
水田面は検出できなかった。
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第 186 図　小調査、試掘・立会調査区全体図 (2)
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自然科学分析

高崎市卸売市場周辺遺跡
自然科学分析業務報告

株式会社古環境研究所

Ⅰ．プラント・オパール分析

１．はじめに
植物珪酸体は、植物の細胞内にガラスの主

成分である珪酸（SiO2）が蓄積したものであり、
植物が枯れたあとも微化石（プラント・オパ
ール）となって土壌中に半永久的に残ってい
る。プラント・オパール分析は、この微化石
を遺跡土壌などから検出して同定・定量する
方法であり、イネをはじめとするイネ科栽培
植物の同定および古植生・古環境の推定など
に応用されている（杉山，2000）。また、イネ
の消長を検討することで埋蔵水田跡の検証や
探査も可能である（藤原・杉山，1984）。本報
告では、卸売市場周辺遺跡の発掘調査で検出
された水田作土、水田畦畔およびその他の層
についてプラント・オパール分析を行い、稲
作をはじめとする農耕の様相および周辺植生
を推定し、当時の土地利用や環境について検
討する。

２．試料
　分析試料は、795E 区Ⅳの砂質土下水田耕土
（黒褐色土・Hr-FP を含む）の試料①～③の 3点、
同砂質土下水田下（黒褐色粘質土）の試料①
～③の 3 点、同褐灰色砂質土（６層）、795H 区
Ⅴの畔 2sec の試料 1 ～ 6 の 6 点、795I 区の西
壁深掘 1TsecA の 6 層上部（As-B 直下黒褐色土）
と 6 層下部（As-B 下黒褐色土）の 2 点の計 15
点である。

３．方法
　プラント・オパール分析は、ガラスビーズ
法（藤原，1976）を用いて、次の手順で行った。
１）土壌サンプルの表面約 5 ㎜を除去後、新
鮮な部分の土壌約 10 ㎝３を採量する。
２）採量した試料を 105℃で 24 時間乾燥（絶乾）
する。
３）試料約 1g に直径約 40 μ m のガラスビー
ズを約 0.02g 添加する。
４）電気炉灰化法（550℃・6 時間）により脱
有機物処理を行う。
５）超音波水中照射（300W・42KHz・10 分間）
により分散する。
６）沈底法により 20 μ m 以下の微粒子を除去
する。
７）封入剤（オイキット）中に分散してプレ
パラートを作製する。
検鏡は、おもにイネ科植物の機動細胞（葉

身にのみ形成される）に由来するプラント・
オパールを同定の対象とし、400 倍の偏光顕微
鏡下で行った。計数は、ガラスビーズ個数が
500 以上になるまで行った。これはほぼプレ

パラート１枚分の精査に相当する。検鏡結果
は、計数値を試料 1 ｇ中のプラント・オパー
ル個数（試料 1 ｇあたりのガラスビーズ個数
に、計数されたプラント・オパールとガラス
ビーズの個数の比率を乗じて求める）に換算
して示した。また、おもな分類群については、
この値に試料の仮比重（ここでは 1.0 と仮定）
と各植物の換算係数（機動細胞珪酸体１個あ
たりの植物体乾重，単位：10-5g）を乗じて、
単位面積で層厚 1cm あたりの植物体生産量を
算出した。これにより、各植物の繁茂状況や
植物間の占有割合などを具体的にとらえるこ
とができる（杉山，2000）。
各分類群の換算係数は、イネ（赤米）は

2.94（種実重は 1.03）、ヨシ属（ヨシ）は
6.31、ススキ属（ススキ）は 1.24、メダケ
節は 1.16、ネザサ節は 0.48、チマキザサ節
は 0.75、ミヤコザサ節は 0.30 である（杉山，
2000）。

４．結果
（１）分類群

検出されたプラント・オパールの分類群は
以下のとおりである。これらについて定量を
行い、その結果を表 1、図 1に示した。また、
主要な分類群の顕微鏡写真を図版 1に示す。
〔イネ科〕
　イネ、キビ族型、ヨシ属、サヤヌカグサ属、
ススキ属型、ウシクサ族型
〔イネ科－タケ亜科〕

メダケ節型（メダケ属メダケ節・ヤダケ属
など）、ネザサ節型（おもにメダケ属ネザサ節）、
チマキザサ節型（ササ属チマキザサ節・チシ
マザサ節など）、ミヤコザサ節型（ササ属ミヤ
コザサ節など）、その他タケ亜科
〔イネ科－その他〕
　未分類等
〔プラント・オパール以外〕
　海綿骨針

（２）プラント・オパールの検出状況
以下に、プラント・オパールの検出状況を

記す。なお、植物珪酸体の生産量は植物種に
よって相違することから、検出密度の評価は
分類群によって異なる。
１）795E 区Ⅳ 砂質土下水田耕土（試料①～③）
イネは、3 試料すべてで検出されている。プ

ラント・オパール密度は、試料①と試料③は
比較的高い値であるが、試料②は低い値であ
る。ヨシ属は、すべての試料で検出されている。
試料①は高い密度であり、試料②と試料③は
比較的高い密度である。ススキ属型もすべて
の試料で検出されている。試料①は高い密度
であるが、試料②と試料③はやや低いか低い
密度である。他の分類群では、キビ族型、ウ
シクサ族型、メダケ節型、ネザサ節型、チマ
キザサ節型、ミヤコザサ節型が検出されてい
るが、いずれもやや低いか低い密度である。

第４章　自然科学分析
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２）795E 区Ⅳ 砂質土下水田下（試料①～③）
　イネは、3 試料すべてで検出されている。試
料③は比較的高い密度であるが、試料①と試
料②はやや低い密度である。ヨシ属とススキ
属型もすべての試料で検出されている。ヨシ
属は、試料①と試料③で高い密度であるが、
試料②ではやや低い密度である。ススキ属型
は、試料②で高い密度であり、試料①と試料
③では比較的高い密度である。他の分類群で
は、キビ族型、ウシクサ族型、メダケ節型、
ネザサ節型が検出されているが、いずれも低
い密度である。
３）795E 区Ⅳ 褐灰色砂質土
　ここでは、ススキ属型のみが確認された。
プラント・オパール密度は低い値である。
４）795H 区Ⅴ 畔 2Sec（試料 1～ 6）
　イネは、6 試料すべてで検出されている。試
料①と試料③は比較的で高い密度であるが、
その他はやや低い密度である。ヨシ属、スス
キ属型、メダケ節型もすべての試料で検出さ
れている。ヨシ属はすべての試料で高い密度
であり、試料 2 ～試料 5 では非常に高い密度
である。ススキ属型は、試料 5 と試料 6 で高
い密度であり、試料 1 ～試料 4 では比較的高
い密度である。メダケ節型は、試料 2 で高い
密度であり、試料 4 ～ 6 では比較的高い密度
である。試料 1 と試料 3 ではやや低いか低い
密度である。他の分類群では、キビ族型、サ
ヤヌカグサ属、ウシクサ族型、ネザサ節型、
チマキザサ節型が検出されているが、いずれ
も低い密度である。プラント・オパール以外に、
各試料でやや低いか低い密度で海綿骨針が検
出されている。
５）795I 区 西壁深掘 1TSecA（6 層上部、6 層
下部）
　イネは、両試料で検出されている。いずれ
も比較的高い密度である。ヨシ属、ススキ属型、
メダケ節型もすべての試料で検出されている。
ヨシ属とメダケ節型は、各試料とも比較的高
い密度である。ススキ属型は、6 層上部で高い
密度であり、6 層下部では比較的高い密度であ
る。他の分類群では、キビ族型、ウシクサ族型、
ネザサ節型、チマキザサ節型が各試料で検出
されているが、いずれも低い密度である。こ
こでも海綿骨針が各試料で少量検出されてい
る。

５．考察
（１）稲作の可能性について

プラント・オパール分析において稲作跡の
探査や検証を行う際には、通常、イネのプラ
ント・オパールが試料１gあたり 5,000 個以上
の密度で検出された場合に、そこで稲作が行
われていた可能性が高いと判断している（杉
山，2000）。ただし、最近の調査では密度が
3,000 個 /g 程度あるいはそれ未満であっても
水田遺構が検出された事例が報告されている
ことから、ここでは判断の基準を 3,000 個 /g

として検討を行う。
１）795E 区Ⅳ 砂質土下水田耕土
砂質土下水田耕土では、試料①～③のすべ

てからイネが検出されている。試料①では密
度が 3,000 個 /g であり、稲作跡の判断基準値
に達している。こうしたことから、分析結果
は当該層が水田耕作土であることを支持して
いる。なお、試料③では密度が 2,100 個 /g と
比較的高い値であるが、試料②では 900 個 /g
と低い値である。このことは、地点によって
水田の耕作期間に違いがあったか、洪水や流
水等で耕作土が流出した可能性があることを
示唆している。
２）795E 区Ⅳ 砂質土下水田下
　砂質土下水田下では、試料①～③のすべて
でイネが検出されている。試料③では 2,500
個 /g と比較的高い密度であるが、試料①と試
料②では密度はそれぞれ 1,200 個 /g、1,900
個 /g とやや低い値である。いずれも稲作跡の
判断基準値には満たないが、砂質土下水田耕
土と同程度の密度であることから、当該層に
おいても稲作が行われていた可能性が考えら
れる。なお、プラント・オパール密度が低い
ことの要因としては、１）稲作が行われた期
間が短かった、２）稲の生産性が低かった、３）
試料採取箇所が畦畔など耕作面でなかった、
４）土層の堆積速度が速かった、５）耕作土
の一部が流出した、などが考えられる。
３）795E 区Ⅳ 褐灰色砂質土
ここでは、プラント・オパールの産出量は

少なく、ススキ属型が少量検出されたのみで
ある。土層の堆積速度が速かったか、イネ科
草本植物の生育に適さない堆積環境であった
とみられる。
４）795H 区Ⅴ 畔 2Sec
　畔 2では、黒褐色粘質土の試料 1、試料 3、
試料 5、暗褐色粘質土の試料 2、試料 4、試料
6のすべてでイネが検出されている。黒褐色粘
質土の試料 3では密度が 3,700 個 /g であり、
稲作跡の判断基準値を超過している。同じく
試料 1では 2,300 個 /g と比較的高い密度であ
る。こうしたことから、黒褐色粘質土および
暗褐色粘質土は水田に伴う畦畔と判断され、
畦の構築や作り替え、畔塗りに水田土壌が使
われていたり、稲藁が利用されていた可能性
が考えられる。
５）795I 区 西壁深掘 secA
　ここでは、6 層上部と 6 層下部でイネが検
出されている。密度はそれぞれ 2,200 個 /g、
2,900 個 /g と比較的高い値であるが、稲作跡
の判断基準値には達していない。こうしたこ
とから、これらの層では調査地もしくは近傍
で稲作が行われていた可能性が考えられる。
調査地で稲作が行われていたとするならば、
プラント・オパール密度が低いことに関して
は、前述のようなことが要因としてあげられ
る。
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（２）プラント・オパール分析から推定される
植生と環境
ヨシ属やマコモ属は湿地あるいは湿ったと

ころに生育し、ススキ属やタケ亜科は比較的
乾いたところに生育する。そこで、これらの
植物の産出状況を検討することで、堆積当時
の環境（乾燥・湿潤）を推定することができる。
これらを参考にして、稲作の可能性と周辺環
境について検討する。
今回の調査地では、各試料でヨシ属が高い

密度で優勢である。したがって、これらの層
の時期の調査地近辺は、いずれも湿地もしく
は湿地に近い環境であったと推定される。ま
た、それぞれの地点ではススキ属型も高い密
度あるいは比較的高い密度であることから、
水田の畦畔や周辺の乾いたところにススキ属
が生育していた可能性がある。なお、ススキ
属の多くは乾いた環境に生育するが、オギは
湿地に群落を形成する。現時点ではプラント・
オパールの形状からオギを特定することは困
難である。上述したように、調査地近辺は湿
地あるいはそれに近い環境とみられることか
ら、そこにオギが生育していた可能性も考え
られる。一方、周辺の乾いたところにはササ
類（おもにメダケ節など）が生育していたと
推定される。

６．まとめ
卸売市場周辺遺跡における水田稲作の可能

性と周辺環境を検討することを目的に、プラ
ント・オパール分析を行った。その結果、砂
質土下水田耕土（黒褐色土・Hr-FP を含む）に
おいて稲作が行われていたことが分析的にも
確認された。さらに、砂質土下水田下（黒褐
色粘質土）でも稲作が行われていた可能性が
認められた。また、畦 2sec では、黒褐色粘質
土と暗褐色粘質土ともに水田に伴う畦畔と判
断された。西壁深掘 1TsecA の 6 層上部（As-B
直下黒褐色土）と 6層下部（As-B 下黒褐色土）
でも調査地もしくは近傍で稲作が行われてい
た可能性が考えられた。

参考文献

杉山真二（2000）植物珪酸体（プラント・オ
パール）．考古学と植物学．同成社，p.189-
213．
杉山真二・藤原宏志（1986）機動細胞珪酸体
の形態によるタケ亜科植物の同定－古環境
推定の基礎資料として－．考古学と自然科
学，19，p.69-84．

藤原宏志（1976）プラント・オパール分析法
の基礎的研究 (1) －数種イネ科栽培植物の
珪酸体標本と定量分析法－．考古学と自然
科学，9，p.15-29．

藤原宏志・杉山真二（1984）プラント・オパ
ール分析法の基礎的研究 (5) －プラント・
オパール分析による水田址の探査－．考古

学と自然科学，17，p.73-85．

Ⅱ．火山灰分析

１．はじめに
　高崎市に所在する卸売市場周辺遺跡では、
調査区内の土層断面より火山灰 ( テフラ ) と
される砕屑物の堆積が確認されている。本報
告では、それら砕屑物の特性を明らかにする
ことにより、由来するテフラを同定し、調査
区内土層の堆積に関わる資料を作成する。

２．試料
試料は、調査区内の土層断面より採取され

た 4 点の砂質土壌である。各試料には 1 ～ 4
までの試料番号が付されている。これらのう
ち、試料番号 1 と 2 は灰褐色を呈する土壌の
中に最大数 mm 程度の白色粒が観察される。ま
た試料番号 3 は径 1 ～ 2mm 程度の砂粒を多量
に含む土壌であり、試料番号 4 は固結した灰
白色を呈する砂質シルト塊である。
各試料の採取地点等の詳細は、分析結果を

呈示した表 1に併記する。

３．分析方法
　試料約 20 ｇを蒸発皿に取り、水を加え泥水
にした状態で超音波洗浄装置により粒子を分
散し、上澄みを流し去る。この操作を繰り返
すことにより得られた砂分を乾燥させた後、
実体顕微鏡下にて観察する。観察は、テフラ
の本質物質であるスコリア・火山ガラス・軽
石を対象とし、その特徴や含有量の多少を定
性的に調べる。火山ガラスについては、その
形態によりバブル型と中間型、軽石型に分類
する。各型の形態は、バブル型は薄手平板状
あるいは泡のつぎ目をなす部分であるＹ字状
の高まりを持つもの、中間型は表面に気泡の
少ない厚手平板状あるいは塊状のもの、軽石
型は表面に小気泡を非常に多く持つ塊状およ
び気泡の長く延びた繊維束状のものとする。

４．結果
　結果を表 1 に示す。各試料には少量から多
量までの軽石が確認され、スコリアおよび火
山ガラスは認められなかった。以下に各試料
の軽石の特徴を述べる。

試料番号 1: 軽石が少量含まれる。軽石には色
調や発泡度の異なる 2 種類が認められる。軽
石の多くは、灰白色を呈し、発泡不良、角閃
石の斑晶を包有する。最大径は約2.5mmである。
これに少量の灰褐色で発泡やや不良、斜方輝
石の斑晶を包有する軽石が混在する。この軽
石の最大径は、約 1.3mm である。
　試料番号 2: 軽石が中量含まれる。軽石は、
灰白色を呈し、発泡不良、角閃石の斑晶を包
有する。最大径は約 4mm である。
　試料番号 3: 軽石が多量含まれる。軽石は、
灰褐色を呈し、発泡やや不良、斜方輝石の斑

スコリア 火山ガラス

量 量 量 色調・発泡度
最大
粒径

I区西壁深掘1TsecA
6層上部

－ － ＋＋ GW･b(ho)>GBr･sb(opx)

I区西壁深掘1TsecA
8層

－ － ＋＋＋ GW･b(ho)

795E区Ⅴ掘削痕3
サンプル1

－ － ＋＋＋＋ GBr･sb(opx)

795E区Ⅲ　砂層中 － － ＋＋＋ W･b

凡例　－:含まれない．(+):きわめて微量．＋:微量．＋＋:少量．＋＋＋:中量．＋＋＋＋:多量．
　  　GW:灰白色．GBr:灰褐色．W:白色．
　　  g:良好．sg:やや良好．sb:やや不良．b:不良．最大粒径はmm．
　    (ho):角閃石斑晶包有．(opx):斜方輝石斑晶包有．

軽石

地点名等

試
料
番
号
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細粒の火山ガラスを含むことを特徴とする。
Hr-FA の噴出年代は、5 世紀末から 6 世紀第 1
四半期ぐらいまでとされている ( 坂口 ,1993;
中村ほか ,2008)。

引用文献
新井房夫 ,1979, 関東地方北西部の縄文時
代以降の指標テフラ層 . 考古学ジャーナル
,157,41-52.
中村賢太郎・早川由紀夫・藤根　久・伊藤　茂・
廣田正史・小林紘一 ,2008, ウィグルマッチ
ング法による榛名渋川噴火の年代決定 ( 再
検討 ). 日本第四紀学会講演要旨集 ,38,18-
19.

坂口　一 ,1993, 火山噴火の年代と季節の推
定法 . 新井房夫編　火山灰考古学 . 古今書院
,151-172.
早田　勉 ,1989, 六世紀における榛名火山の
二回の噴火とその災害 . 第四紀研究 ,27,297-
312..

Ⅲ．成分分析（土器内の土壌）

１．はじめに
　卸売市場周辺遺跡の発掘調査で出土した土
器の用途・使用状況を明らかにする目的で、
土器内の土壌を対象として成分分析（窒素安
定同位体比分析）を実施する。

２．試料と方法
分析試料は、795J 区Ⅴの SP8 土器内部土壌

1点である。
窒素安定同位体比分析は、以下の方法で行

う。
１）試料を蒸留水で洗浄し細かく砕く。

２）植物の小根など混入物の存在を顕微鏡で

調べ、 存在する場合は注意深く取り除く。

３）塩酸（1.2N HCl）により炭酸塩を除去後、
水酸化ナトリウム（1N NaOH）により二次的

晶を包有する。また、同試料中には、灰黒色
や黒色を呈する角礫状の岩片も比較的多く混
在する。
　試料番号 4: 軽石が中量含まれる。軽石は、
最大径約 0.7mm と細粒であり、白色を呈し、
発泡は不良である。

５．考察
　分析結果からは、3 種類の軽石が識別され
る。1 つは試料番号 2 に中量含まれ、試料番号
1 にも少量含まれる灰白色軽石である。軽石の
色調と発泡度および角閃石の斑晶を包有する
ことから、この軽石は古墳時代に榛名火山か
ら噴出したテフラである榛名二ツ岳伊香保テ
フラ (Hr-FP)( 新井 ,1979; 早田 ,1989) に由来
すると考えられる。Hr-FP の噴火は軽石噴火を
主体とする活動であり、放出された軽石の分
布軸は北東方向に向いており、遠隔地におい
ても軽石として認められている ( 早田 ,1989)。
Hr-FP の噴出年代は、6 世紀第二四半期頃とさ
れている (坂口 ,1993)。
　試料番号 3 に含まれる多量の軽石は、色調
や発泡度および斜方輝石の斑晶を包有するこ
とさらに多量の岩片を伴うことから、平安時
代の天仁元年 (1108 年 ) に浅間火山から噴出
した浅間 B テフラ (As-B: 新井 ,1979) に由来
すると考えられる。試料番号 1 には同様の軽
石が少量混在するが、これは、試料が採取さ
れた土層が発掘調査所見により As-B 直下の土
層であるとされていることから、上位の土層
からの撹乱によると考えられる。
　試料番号 4 に中量含まれる細粒の軽石は、
採取された試料が砂質シルト塊様を呈するこ
とと、その色調や発泡度および粒径から、古
墳時代に榛名火山から噴出したテフラである
榛名二ツ岳渋川テフラ (Hr-FA)( 新井 ,1979;
早田 ,1989) に由来すると考えられる。Hr-FA
の噴火は火砕流の噴出を主体とする活動であ
り、火砕流から舞い上がった細粒の砕屑物の
分布域は給源から東方に広がり、遠隔地では

第 53 表　自然科学分析　テフラ分析結果

スコリア 火山ガラス

量 量 量 色調・発泡度
最大
粒径

I区西壁深掘1TsecA
6層上部

－ － ＋＋ GW･b(ho)>GBr･sb(opx)

I区西壁深掘1TsecA
8層

－ － ＋＋＋ GW･b(ho)

795E区Ⅴ掘削痕3
サンプル1

－ － ＋＋＋＋ GBr･sb(opx)

795E区Ⅲ　砂層中 － － ＋＋＋ W･b

凡例　－:含まれない．(+):きわめて微量．＋:微量．＋＋:少量．＋＋＋:中量．＋＋＋＋:多量．
　  　GW:灰白色．GBr:灰褐色．W:白色．
　　  g:良好．sg:やや良好．sb:やや不良．b:不良．最大粒径はmm．
　    (ho):角閃石斑晶包有．(opx):斜方輝石斑晶包有．

軽石

地点名等

試
料
番
号
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に混入した有機酸を除去する。
４）再び塩酸（1.2N HCl）で洗浄後、蒸留水

で洗浄し乾燥させる。

５）試料をスズカプセルに約 1mg 秤量したの
ち、装置内の燃焼管に落とし、酸素を含む
ヘリウム（キャリヤーガス）気流中で燃焼、
ガス化させ、酸化触媒で完全酸化させる。

６）還元管を通過させ還元銅によって窒素酸
化物を還元させ、さらに過塩素酸マグネシ
ウムで H2O を除去する。燃焼ガスを均一化
した後、分離カラムに通し CO2 及び N2 ガス
を成分分離する。

７）分離した分離した炭酸ガス（質量 44）及
び窒素ガス（質量 28）と、これらの安定同
位体からなる炭酸ガス（質量 45、46）及び
窒素ガス（質量29、30）を質量分析計（Isotope 
Ratio Mass Spectrometer：IR-MS）で検出し、
その信号強度から炭素および窒素の同位体
比を算出する。

３．所見
　前処理を行った結果、分析の対象となった
土壌には有機質物質は認められず、当該試料
からは炭素安同位体比を得ることができない
と判断された。安定同位体比分析による成分
分析では、窒素安定同位体比と炭素安定同位
体比を合わせて検討する必要があることから、
本試料は安定同位体比分析には不適当であり、
分析の実施は困難であった。

Ⅳ．成分分析（土器内の付着物）

１．はじめに
　卸売市場周辺遺跡の墓坑で出土した土器の
用途・使用状況を明らかに目的で、土器内の
付着物を対象として成分分析（窒素安定同位
体比分析、リン・カルシウム分析）を実施する。
２．試料と方法
分析の対象となった試料は、795J 区Ⅴの

SK5-No.2 墓坑出土土器内面付着物 1 点である。
窒素安定同位体比分析とリン・カルシウム分
析は
（１）窒素安定同位体比分析
１）試料を蒸留水で洗浄し細かく砕く。

２）植物の小根など混入物の存在を顕微鏡で

調べ、 存在する場合は注意深く取り除く。

３）塩酸（1.2N HCl）により炭酸塩を除去後、
水酸化ナトリウム（1N NaOH）により二次的
に混入した有機酸を除去する。

４）再び塩酸（1.2N HCl）で洗浄後、蒸留水

で洗浄し乾燥させる。

５）試料をスズカプセルに約 1mg 秤量したの
ち、装置内の燃焼管に落とし、酸素を含む
ヘリウム（キャリヤーガス）気流中で燃焼、
ガス化させ、酸化触媒で完全酸化させる。

６）還元管を通過させ還元銅によって窒素酸
化物を還元させ、さらに過塩素酸マグネシ

ウムで H2O を除去する。燃焼ガスを均一化
した後、分離カラムに通し CO2 及び N2 ガス
を成分分離する。

７）分離した分離した炭酸ガス（質量 44）及
び窒素ガス（質量 28）と、これらの安定同
位体からなる炭酸ガス（質量 45、46）及び
窒素ガス（質量29、30）を質量分析計（Isotope 
Ratio Mass Spectrometer：IR-MS）で検出し、
その信号強度から炭素および窒素の同位体
比を算出する。

（２）リン・カルシウム分析
１）試料を絶乾（105℃・24 時間）する。
２）メノウ製乳鉢を用いて試料を粉砕する。
３）試料を塩化ビニール製リング枠に入れ、

圧力 15t/でプレスして錠剤試料を作
成する。

４）エネルギー分散型蛍光Ｘ線分析システム
（日本電子㈱製，JSX3201）を用いて元
素を同定する。

測定時間 300 秒、照射径 20mm、電圧 30keV、
試料室内真空の条件で測定する。なお、
Ｘ線発生部の管球

はロジウム（Rh）ターゲット、ベリリウム（Be）
窓、Ｘ線検出は Si（Li）半導体検出器
を使用する。

５）測定結果は、ファンダメンタルパラメー
タ法（FP 法）による定量値として示す。

３．所見
　前処理を行った結果、土器内面付着物には
有機質物質は認められなかった。前章でも述
べたとおり、安定同位体比分析による成分分
析では、窒素安定同位体比と炭素安定同位体
比を合わせて検討する必要があるが、当該試
料からは炭素安同位体比データを得ることは
困難である。また、リン・カルシウム分析デ
－タは、安定同位体比分析データと総合して
評価する必要がある。以上のことから、本試
料は、安定同位体比分析およびリン・カルシ
ウム分析には適さないと判断され、分析の実
施は困難であった。
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ウシクサ族型（795HⅤ区 畔2sec 4）ススキ属型（795HⅤ区 畔2sec 6）ヨシ属（795HⅤ区 畔2sec 2）

図版1　卸売市場周辺遺跡のプラント・オパール

メダケ節型（795HⅤ区 畔2sec 2）ネザサ節型（795HⅤ区 畔2sec 5）サヤヌカグサ属（795HⅤ区 畔2sec 2）

50μm

イネ（795HⅤ区 畔2sec 3）イネ（795EⅣ区砂質土下水田下 ③）イネ（795EⅣ区 砂質土下水田耕土 ①）

キビ族型（795HⅤ区 畔2sec 4）イネ（795Ⅰ区 西壁深掘1TsecA
 6層下部）

イネ（795Ⅰ区 西壁深掘1TsecA
 6層上部）

海綿骨針（795HⅤ区 畔2sec 5）ミヤコザサ節型（795EⅣ区
 砂質土下水田耕土 ①）

チマキザサ節型（795HⅤ区 畔2sec 4）

第 188 図　科学分析　卸売市場周辺遺跡のプラント・オパール
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1.Hr-FPの軽石(Ⅰ区西壁深掘1TsecA
　6層上部;1)

2.Hr-FPの軽石(Ⅰ区西壁深掘1TsecA
　8層;2)

3.As-Bの軽石(EⅤ区A　掘削痕3サンプル1;3) 4.Hr-FAの軽石(EⅢ区　砂層中;4)

図版1　卸売市場周辺遺跡のテフラ

1

1.0mm

2,3

2.0mm

4

0.5mm

Pm

Pm

Pm

Pm

Pm

Pm

Pm
Pm

Pm

Pm

Pm:軽石．

第 189 図　卸売市場周辺遺跡テフラ
一 一
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第１節　卸売市場周辺遺跡の成果と課題

　本遺跡は高崎台地北辺斜面の一部と井野川
低地帯を東西約 2km の広範囲にわたり、高崎
354 複合産業団地造成工事部分（道路・水路・
調整池）について本調査を実施した。加えて、
公共トイレ部分は小調査、企業用地部分はト
レンチによる試掘調査を実施した。
　昭和期の土地改良工事による削平が広範囲
におよんでいたものの、高崎台地北辺斜面地
と井野川低地との境における As-B 下水田の設
定、削平された微地形の情報を得ることがで
き、柴崎町・下大類町・栗崎町の遺跡の広が
りを検討していく上で、貴重な遺構・遺物を
検出した。
　本項では竪穴建物跡と方形区画溝について
記述し、As-B 下水田と「般若御瓶」須恵器長
頸壺は別項を設けて記述した。

竪穴建物跡
　D区Ⅰでは９軒、D区Ⅱでは２軒の竪穴建物
跡を検出しており、出土遺物から
古墳時代前期　D区Ⅱ SI02
８世紀後半　D区Ⅰ SI03
９世紀前半　D区Ⅰ SI01
　　　　　　D区Ⅱ SI01
の年代が与えられ、古墳時代前期と８世紀後
半～９世紀前半の集落が D区Ⅰ・Ⅱでは展開
していると考えられる。隣接する北側に下大
類流通団地遺跡は古代末期の集落遺跡と報告
されており、そちらとの一連の集落であると
考えられる。加えて、D区Ⅰ・Ⅱの南側にも遺
跡地が広がっており、そちらも一連の集落で
ある可能性がある。
　小調査を行った E区Ⅰ -2 からは、９世紀の
竪穴建物跡を検出している。調査地は、高崎
台地北辺斜面地と井野川低地帯の境界付近に
位置し、E区 I-2 区の調査から隣接する I区ま
で榛名山由来の洪水層が残存しており、高崎
台地際の微高地に堆積しているものと考えら
れる。E区Ⅰ -2SI01 はこの洪水層を掘りこん
で作られており、As-B 下水田域から外れてい
る。榛名山由来の洪水層は I区の中で北側の
井野川低地帯に向かって窄まって終わってい
る。洪水層の広がりから、集落域は高崎台地
北辺斜面地～高崎台地上に展開するものと考
えられる。

方形の土地区画
　B区Ⅰ、C区Ⅰ・Ⅱ・Ⅴ、C区Ⅲ・Ⅳ、D区
Ⅱにおいて方形の土地区画を構成する堀の可
能性がある溝を検出した。方形土地区画溝の
時期は以下の通りである。

As-B 降下後　B区Ⅰ SD01・02
　　　　　　C区Ⅲ・Ⅳ SD53・54・56
　　　　　　D区Ⅱ SD12・13
As-A 降下後　C区Ⅰ・Ⅱ・Ⅴ SD104
　　　　　　　C区Ⅲ・Ⅳ SD41・57・58・60・
　　　　　　　　　　　　72
上述の溝のうち C区Ⅰ・Ⅱ・Ⅴ SD104 と C 区Ⅲ・
Ⅳ SD60 は連続する南北方向の溝である。
　C区Ⅲ・Ⅳ SD53・54・56 は、C区Ⅲ・Ⅳ
SD41・57・58・60・72 と SD53・52 部分が重な
る。時期・規模に差があるものの、上記遺構
のラインに限っては土地区画が共通する可能
性がある。
　D区Ⅱ SD12・13 は調査区北側で直角に曲が
る幅 2.64m、深さ約 0.8m、断面台形の溝であり、
調査区南側に中世～近世の屋敷や館等が展開
していた可能性が高い。
　各方形の土地区画溝に関係する可能性があ
る遺構は、C区Ⅰ・Ⅱ・Ⅴ SB01 以外には検出
できなかった。規模や範囲と共に、区画内の
施設を含めた構造の検討が今後の課題として
残る。

第５章　成果と課題
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成果と課題

第２節　卸売市場周辺遺跡の As-B 下水
　　　　田について

（１）概要
　卸売市場周辺遺跡では、E区Ⅲ・E区Ⅳ・E区Ⅴ・ 
H 区Ⅲ・H区Ⅴ・I区・J区Ⅰ・J区Ⅱ・J区Ⅳ
でAs-Bによって埋没した水田区画を検出した。
　As-B 下水田面には As-B 灰色細粒火山灰層が
堆積しており、1108 年の浅間山の噴火で埋も
れてから改変を受けていないと考えられる。
　検出した As-B 下水田区画は標高の低い区画
が削平を受けずに残ったもので、標高の高い
区画は土地改良工事により削平されていた。
　各調査区の As-B 下水田区画の詳述は区画ご
とに行ったため、ここでは割愛する。

（２）周辺遺跡の As-B 下水田畦との対応
　本遺跡周辺では既に井野川低地帯の As-B 下
水田の調査が行われており、本遺跡北の柴崎
遺跡群の調査では条里地割の基準となる東西・
南北両方向の大畦を確認している。柴崎遺跡
群の大畦を延長したラインから、周辺には１
町（109m 前後）の大畦からなる方格地割の条
里制に基づく水田区画が設定されていたと考
えられている。この方格地割は真北から西に
１°ずれている。本遺跡もこの条里制水田区
画に則った大畦の設定をしていると考えられ
る。
　周辺遺跡と本遺跡で検出した As-B 下水田を
合成した図（第 190 図）からも、周辺遺跡の
大畦の座標値と規格が、本遺跡の大畦と共通
していることが見て取れる。
　本遺跡ではＩ区で想定条里ラインと一致す
る大畦を検出した。E区Ⅲ・E区Ⅳ・H区Ⅲ・H
区Ⅴは水田区画の傾向の切り替わりや、残存
する水田区画が推定大畦ラインと概ね共通し、
坪境界になると考えられるものの、想定大畦
ラインから東に 6～ 7.5m 程度ずれる。上述の
区画以外にも想定条里ラインが伸びるものの、
土地改良工事により削平されており、関係を
指摘できる遺構は検出できなかった。

（３）高崎台地北辺斜面と水田区画
　本遺跡の E区Ⅳ・Ｉ区で条里区画の大畦を
確認したことは前述したが、同調査区内では
水田区画が高崎台地北辺斜面まで伸びる。
　井野川低地帯を中心とする周辺遺跡とは水
田の立地が異なっており、水田区画も異なる。
条里区画では、南北方向に長い長方形区画が
小畦による水田区画の基本となっている。対
して E区Ⅳでは、大畦を境として西側で高崎

台地上から北へ向かって水田面を下げていく
棚田状、かつ東西方向に長く高崎台地に向かっ
て扇状に開く小畦による水田区画を確認した。
　I区では大畦西側、調査区南端で東西に長い
長方形棚田状の水田区画、調査区北側では南
西から北東へ向かって水田面を下げる不定形
入れ子状の水田区画を確認した。
　E区Ⅳ・I区双方で確認した高崎台地北辺斜
面の棚田状の水田区画は、大畦を水田区画の
境としている。これは高崎台地北辺斜面にお
いても大畦による水田区画が機能しているこ
とを示している可能性がある。
　他に高崎台地北辺という立地は水田区画だ
けでなく、水路にも影響を与えている。E区Ⅱ
-4、J 区Ⅳ・Ⅴ・Ⅵでは As-B で埋没した高崎
台地際を東南流する溝を確認している。地形
に沿って流れ、J区Ⅴ・Ⅵでは溝下層に先行す
る自然流路を確認できたため、既に存在して
いた自然流路を As-B 下水田への配水用の水路
に利用している可能性がある。

（４）水田への配水
　次に本遺跡の As-B 下水田の配水を周辺遺跡
も含めて検討しておきたい。
　柴崎遺跡群 (Ⅲ）新堀・根際・吹手西Ａ・
富士塚Ｂ遺跡 8T において、北西から南東に向
けての配水方向が確認されている。他方、本
遺跡の E区Ⅳ・I区では台地から井野川低地
帯に向かう、南から北の配水方向を確認して
いる。柴崎遺跡群Ⅱで確認された北西からの
配水と台地上南からの配水はどこかで合流し、
共通する配水方向である東へ流れていくもの
と考えられる。
　ここで J区Ⅰ・Ⅱで確認された水田区画に
着目すると、北西から南東へ向かって水田面
を下げていく状況が確認できる。水路は大畦
周辺に作られていることが既に柴崎遺跡群の
調査で明らかになっているため、相反する方
向の水の流れはJ区Ⅰ・ⅡとJ区Ⅳ間で合流し、
東流するものと考えられる。
　本遺跡では他にも水田の水路と思われる区
画を H区Ⅴ東側で検出している。H区Ⅴの区画
は東西４ｍ、南北８ｍ程度の区画が南に向かっ
て水田面を下げながら連続し、水田面に南へ
向かう流水の痕跡が観察できる。
　本遺跡では、周辺遺跡の調査と合わせてお
およその配水方向を掴むことができた。しか
しながら、土地改良工事により削平されてい
る箇所が多くあり、H区を境として本遺跡東半
の As-B 下水田の様相は未だ明らかになってお
らず、今後の発掘調査の課題として残った。

（５）砂質土によって埋没した水田区画
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成果と課題

　E区Ⅳでは調査区東半に砂質土が広がってお
り、砂質土下から水田土壌と考えられる黒色
粘質土を検出した。黒色粘質土のプラント・
オパール含有量を分析したところ、水田土壌
と判断するに足る量のイネのプラント・オパー
ルが検出された。よって、E区Ⅳ東半の砂質土
下の黒色粘質土は水田土壌であると認定でき
た。
　では、E区Ⅳ砂質土下水田はどの時期に属す
る水田なのか。同一の条里区画内に位置する E
区Ⅴの水田区画と比較し、E区Ⅳ砂質土下水田
の属する時期を考えてみたい。
　E区Ⅴで検出した As-B 下水田区画の標高は
78.5 ～ 78.4m である。対して E区Ⅳ砂質土下
水田の標高は 78.5m であり、ほぼ同一の標高
となる。このことから、E区Ⅳ砂質土下水田は
As-B 下水田と同一のものであると考えること
ができる。
　課題としては、E区Ⅳ砂質土下水田の埋没理
由の解明が残る。ここでは、E区Ⅳ東半と E区
Ⅴ西端という限られた箇所だけが砂質土で埋
没しており、低位の水田が全て埋没したわけ
でない。E区Ⅳの南北の水田区画の今後の発掘
調査成果に期待する。

（６）As-B 下水田の再掘削
　本遺跡 E区Ⅴにおいて、調査区南半は削平
されているものの長方形・半月形・三角形の
耕具痕を多く確認した。この３種類の耕具痕
の違いは、耕具刃先の形状の違いであると考
えられる。この E区Ⅴで検出した耕具痕は、
As-B 下水田耕土を As-B 上面から掘削してお
り、耕地復興を意図したものであると考えら
れる。また一部の耕具痕は弧を描いて折り返
している。
　他方、E区Ⅴの北半は水田区画が残存して
いるが、耕具痕はなく平坦な水田面であった。
As-B 下水田の再掘削の有無がなぜ存在する
のかが今後の課題として残る。掘削されてい
る区画が、台地北辺の斜面地であることから
As-B 下水田ではなく、As-B 下畠の可能性も視
野に検討していく必要があるだろう。
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成果と課題

第３節　「般若御瓶」刻書須恵器長頸壺につい
て

（１）はじめに
　卸売市場周辺遺跡 J区Ⅴの SK05 からは、「般
若御瓶」刻書須恵器長頸壺、「凬王 」墨書土師器
坏が検出された

1

。特に「般若御瓶」の刻書が
ある土器は他に類例を見ない。
　本項では遺構・遺物の性格、周辺環境につ
いて触れたい。
　以下、J区Ⅴ SK05 は SK05 と記述する。

（２）遺構の規模・立地・主軸
　SK05 は長軸 1.54m 短軸 0.7m を測るやや不
整形な長方形の土坑である。残存する深さは、
20cm を測る。遺構底部には凹凸などはなく平
坦である。
　SK05 は高崎台地北辺斜面から北に 14 ｍの井
野川低地帯に位置する。一帯には広く As-B 下
水田が展開するが、SK05 周辺には As-B 下水田
耕土は無く、SK05 は黒褐色砂質土を掘りこん
でいる。よって、As-B 下水田の範囲からは外
れていると考えられる。
　主軸はＮ―33°―Ｗと真北から西側に振れ
ている。一帯は土地改良事業によって削平さ
れており旧地形は残存しておらず定かではな
いが、旧地形の傾斜に沿ったものであったの
だろうか。

（３）遺物出土状況について
　各遺物の出土状況は以下の通りである。
　「凬王 」墨書土師器坏は土坑北西端から正位、
かつ、墨書を土坑内側に向けて出土している。
「般若御瓶」刻書須恵器長頸壺は土坑中央西端
底部で、口縁部を土坑主軸と合わせた北に向
けた倒位の状態で出土している。出土時には、
刻書面は上側やや外向きを向いていた。
　２点の土器以外に遺物は検出できなかった。

（４）遺物の性格
　SK05 の出土遺物である「凬王 」墨書土師器坏、
「般若御瓶」刻書須恵器長頸壺について基本的
な情報をまとめ、その性格を考察する。
　２点の遺物の時期は９世紀後半～１０世紀
前半と考えられる。
　「凬王 」墨書土師器坏は器高 3.8cm、口縁径
11.4cm、底径 5.4cm、高台高 1cm を測る。「凬王 」
墨書は底部を上とし、内面体部から一部底部
にかけて書かれている。文字を「几」に入れ
ることの意味は複数の説が唱えられている

2

。
県内の類例として高崎市川内遺跡（旧吉井町）
から主、前橋市岩之下遺跡（旧富士見村）か
ら上を「几」に入れた墨書土器が出土してい

る（第 192 図）。図示した他に太田市清水田遺
跡からも「几」に生を入れた墨書土器が出土
している。（平川 2000）
　「般若御瓶」刻書須恵器長頸壺は輪積成形、
ロクロ整形により制作されている。口縁部が
全周欠損しており、残存器高 18cm、残存口縁
部径 8.8cm、頸径 5.7cm、最大径 13cm を測る。
最大径は肩部に位置する。底部には高さ 6mm
の付け高台が付く。
　「般若御瓶」刻書（第 191 図）は、「般若」
は一般的な字体だが、「御」はくずし字、「瓶」
は月偏に并の異体字で書かれている。刻書は
胴部中央に焼成前に書かれて、刻書を刻んだ
際に横に押しのけられた粘土の盛り上がりが
観察できる。語句に関する専門的な知識を持
つ人物が土器の製作段階で関与していたと考
えられる。
　続けて刻書の意味を考えていきたい。「般若」
はそのまま仏教用語であり、すべての物事を
理解する智慧を意味する。「般若」の語は古墳
時代～古代に用例がある

3

。後に続く「御瓶」
は須恵器長頸壺の用途や中身を規定しており、
液体が入るものと考えられる。よって、「般若
御瓶」刻書は、物事を理解できるようになる
閼伽水を入れた容器であることを示した刻書
であると考えられる。
　他に「般若」が使われる語句として、酒の
意味の「般若湯」が有名だが、「般若湯」の用
例は 14 世紀が初出であり

4

、本遺物の時期と
は符合しない。

（５）遺構の性格
　遺構の性格について考察していく。
　坏と長頸壺という遺物のセットは、同時期
の土坑墓に見られる。加えて、土坑の形状・
規模から SK05 は土坑墓と考えらえる。埋葬方
法は、SK05 の長軸は 1.54m であることから木
棺や直葬が想定されるが、釘や遺体が検出で
きていないため判然としない。
　他の可能性として、長頸壺は火葬墓の骨蔵
器となる例もある。多くは頸部を割とって転
用するが、念のため「般若御瓶」刻書須恵器
長頸壺内の土壌の精査と内部付着物の分析も
行ったものの、人骨の痕跡や有機物は検出で
きなかった。
　
（６）副葬前の「般若御瓶」刻書須恵器長頸壺
と周辺遺跡
「般若御瓶」刻書須恵器長頸壺は内部に閼伽
水を入れ安置していたものと考えられ、土坑
墓に副葬されるという用途は遺物のライフサ
イクルにおける最終段階にあたる。よって、
本来どこで使用されていたのかという問題が 卸売市場周辺遺跡　几に王 前橋市岩之下遺跡　几に上（報告書図面を元に櫻井が再トレースした。）

高崎市吉井町川内遺跡　几に主

0 1:3 10cm
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想起される。
　まず、この遺物の所持者について考えたい。
「般若御瓶」刻書から仏教関連遺物であること
は自明であり、仏教知識を持つ人物の持ち物
と考えられる。この遺物の所持者は一帯の有
力者や僧尼が所持者として考えられ、使用場
所は仏教関連施設や有力者の邸宅が想定され
る。残念ながら J区Ⅴ周辺では、当該期の古
代瓦の散布や候補になる遺構は見つかってい
ない。
　最後に J区Ⅴの周辺遺跡についてまとめて
おきたい。「般若御瓶」刻書長頸壺と同時期の
遺跡としては、J区Ⅴ西 210m の高崎台地上に
は貞観 11 年（869 年）に愛知県津島の津島神
社を勧請したことが始まりとされる

5

進雄神社
が所在する。J区Ⅴ SK05 の遺物の時期とは、
ほぼ乖離の無い時期である。
　現状では周辺遺跡と「般若御瓶」刻書須恵
器長頸壺との関係は不明瞭なままであり、今
後の発掘調査および研究に期待したい。

注

1墨書・刻書の釈文は高島氏のご教示による。 

2 墨書における「几」と「凬王 」、またはその中に文字を

入れたものは、則天文字として祭祀的な意味とする説

（平川 2000）や、高島氏の単に文字を囲んだものとす

る説がある。（高島氏のご教示による）　

3『勝鬘経義疏』「歎仏真実功徳章」（伝・聖徳太子直筆、

推古 19 年）に「次一行偈嘆波若」の用例あり。９世

紀前半頃の空海の『仁王経開題』に「般若能護此世間、」

の用例あり。（SAT 大藏經テキストデータベース研究会　

2018）　 

第 192 図　群馬県内の几に文字を入れた墨書土器

第 191 図　『般若御瓶』刻書須恵器長頸壺拓本（原寸大）

卸売市場周辺遺跡　几に王 前橋市岩之下遺跡　几に上（報告書図面を元に櫻井が再トレースした。）

高崎市吉井町川内遺跡　几に主

0 1:3 10cm

 4「空華日用工夫略集」３巻　康暦 3年 2月 5日条（国

際日本文化研究センター　2021） 

 5 進雄神社縁起による。（高崎市史編さん委員会 1996） 
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発掘調査報告書等

・高崎市教育委員会　1985『東原・富士塚・富士塚前 B遺跡』柴崎遺跡群 (Ⅱ )　高崎市文化財調査報告書第 62 集

・高崎市教育委員会　1986『新堀・根際・吹手西 A・富士塚 B遺跡』(Ⅲ )　高崎市文化財調査報告書第 70 集

・高崎市教育委員会　1993『柴崎遺跡群、南大類遺跡群』高崎市文化財調査報告書第 126 集

・高崎市市史編さん委員会　1996『新編　高崎市史』資料編３中世Ⅰ

・高崎市市史編さん委員会　2000『新編　高崎市史』資料編２原始・古代Ⅱ

・富士見村教育委員会　1987『富士見遺跡群　向吹張遺跡・岩之下遺跡・田中遺跡・寄居遺跡』

・吉井町教育委員会　1982『川内遺跡発掘調査報告書図版編』

参考文献

・高島　英之　2006『古代東国地域史と出土文字資料』東京堂出版

・東日本埋蔵文化財研究会栃木大会準備委員会　1995『東日本における奈良・平安時代の墓制―墓制をめぐる諸問題―』第５回

東日本埋蔵文化財研究会　第Ⅰ分冊　北海道・東北地方・関東一部

・平川　南　2000『墨書土器の研究』吉川弘文館

データベース等

・SAT 大藏經テキストデータベース研究会　2018『SAT 大正新脩大藏經テキストデータベース 2018 版 (SAT 2018)』　2023 年３月

 １日確認

・国際日本文化研究センター　2021『中世禅籍テクストデータベース』　2023 年３月１日確認

J区Ⅴ

SK05

微高地微高地

As-B下溝
SD03

0 1 : 2,500 100m

J区Ⅳ

第 193 図　J区Ⅴ SK05 と進雄神社の位置関係
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写　真　図　版





写真図版

ＰＬ 1

卸売市場周辺遺跡　A区Ⅰ・B区Ⅱ空中写真（左が北）

卸売市場周辺遺跡　A区Ⅱ空中写真（左が北）

”̀ 



写真図版

ＰＬ 2

卸売市場周辺遺跡　A区Ⅲ空中写真（上が北）

卸売市場周辺遺跡　B区Ⅰ空中写真（上が北）
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写真図版

ＰＬ 3

卸売市場周辺遺跡　B区Ⅲ空中写真（左が北）

卸売市場周辺遺跡　C区Ⅰ第 1面空中写真（上が北）



写真図版

ＰＬ 4

卸売市場周辺遺跡　C区Ⅰ・Ⅱ第 1面空中写真（左が北）

卸売市場周辺遺跡　C区Ⅲ・Ⅳ空中写真（上が北） ＇ ― -



写真図版

ＰＬ 5

卸売市場周辺遺跡　C区Ⅴ第 1面空中写真（左が北）

卸売市場周辺遺跡　C区Ⅴ第 2面空中写真（左が北）



写真図版

ＰＬ 6

卸売市場周辺遺跡　D区Ⅰ東側空中写真（下が北）

卸売市場周辺遺跡　D区Ⅰ西側空中写真（下が北）



写真図版

ＰＬ 7

卸売市場周辺遺跡　D区Ⅱ第２面東側空中写真（上が北）

卸売市場周辺遺跡　D区Ⅱ第２面西側空中写真（上が北）



写真図版

ＰＬ 8

卸売市場周辺遺跡　E区Ⅰ空中写真（上が北）

卸売市場周辺遺跡　E区Ⅱ -1・2 空中写真（上が北）



写真図版

ＰＬ 9

卸売市場周辺遺跡　E区Ⅲ空中写真（下が北）

卸売市場周辺遺跡　E区Ⅳ空中写真（下が北）



写真図版

ＰＬ 10

卸売市場周辺遺跡　E区Ⅱ -４下・E区Ⅴ上空中写真（上が北）

卸売市場周辺遺跡　G区空中写真（上が北）



写真図版

ＰＬ 11

卸売市場周辺遺跡　H区Ⅰ空中写真（上が北）

卸売市場周辺遺跡　H区Ⅱ空中写真（上が北）



写真図版

ＰＬ 12

卸売市場周辺遺跡　H区Ⅲ空中写真（上が北）

卸売市場周辺遺跡　H区Ⅳ空中写真（上が北）



写真図版

ＰＬ 13

卸売市場周辺遺跡　H区Ⅴ空中写真（上が北）

卸売市場周辺遺跡　H区Ⅵ空中写真（左が北）
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写真図版

ＰＬ 14

卸売市場周辺遺跡　I区空中写真（上が北）

卸売市場周辺遺跡　J区Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ空中写真（左が北）



写真図版

ＰＬ 15

卸売市場周辺遺跡　J区Ⅳ・Ⅴ空中写真（上が北）

卸売市場周辺遺跡　J区Ⅵ空中写真（上が北）
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写真図版

ＰＬ 16

B 区Ⅲ　SD02 全景（北から）B区Ⅱ　基本土層（東から）

B区Ⅰ　SK06 人骨出土状況（西から）B区Ⅰ　SK06 人骨出土状況（西から）

B区Ⅰ　SD01・02 全景（南から）A区Ⅲ　SK53 断面（北から）

A区Ⅱ　SD39 ～ 44、SF21 ベルト（南東から）A区Ⅱ　SD39 ～ 44、SF21 空中写真（左が北）



写真図版

ＰＬ 17

C 区Ⅵ　SD01 全景（東から）C区Ⅴ　SD85・86・94全景（南東から）

C区Ⅴ　SD85・86・94 全景（北西から）C区Ⅴ　NR02断面（南東から）

C区Ⅴ　SD108 全景（南から）C区Ⅳ　全景（南東から）

C区Ⅳ　SD52・53 全景（西から）C区Ⅲ　全景（南西から）
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写真図版

ＰＬ 18

D 区Ⅱ第 2面　SI01 全景（南から）D区Ⅰ第２面　調査区全景（西から）

D区Ⅰ第２面　SI16 全景（西から）

D区Ⅰ第１面　SD04・05・14 全景（北から）

D区Ⅰ第 2面　SI15 全景（北から）

D区Ⅰ第 2面　SI02 全景（南から）

D区Ⅰ第 2面　SI01・SI03 全景（北から）

D区Ⅰ第 2面 SI01 カマド断面（東から）



写真図版

ＰＬ 19

E 区Ⅱ -1　SX02 全景（北から）E区Ⅱ -1　SD01 全景（東から）

E区Ⅱ -1　SD01 全景（北から）

E区Ⅰ　畦 01 東端部動物足跡検出状況（北西から）E区Ⅰ　SD01 全景（西から）

D区Ⅱ　SI01 貯蔵穴断面（東から）D区Ⅱ第 2面　SI01 カマド全景（南西から）
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写真図版

ＰＬ 20

E 区Ⅱ -4　全景（東から）

E区Ⅱ -4　SD19･20 全景（東から）

E区Ⅱ -3　SD06 全景（東から）

E区Ⅲ　SD01 全景（西から）

E区Ⅱ -1 第 2 面　SD01・SX01 全景（東から）

ヽ



写真図版

ＰＬ 21

E 区Ⅴ　畦 01 断面（南から）E区Ⅴ　耕具痕サンプル採取箇所（北から）

E区Ⅴ　耕具痕 03 断面（北から）E区Ⅴ　As-B 下水田耕具痕空中写真（上が北）

E区Ⅳ　砂質土下水田トレンチ全景（南西から）E区Ⅳ　As-B 下水田部分空中写真（上が北）

E区Ⅲ　SD03 全景（南から）E区Ⅲ　SD02 全景（南東から）
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写真図版

ＰＬ 22

F 区 -2　SD09・10 全景（北から）F区 -1　北側全景（南から）

E区Ⅴ　耕具痕検出状況（西から） E区Ⅴ　耕具痕全景（西から）

E区Ⅴ　畦 03 断面（東から）E区Ⅴ　畦 02 断面（南から）

F区 -3　SD08 全景（東から）F区 -2　全景（東から）
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写真図版

ＰＬ 23

G 区　SD01 掘方全景（南から）G区　SD03 全景（北から）

G区　畦 01 全景（南西から）

F区 -3　東側全景（西から）F区 -3　SD12・13 全景（南から）

H区Ⅰ　SD01 全景（南から）G区　SD08 全景（北から）



写真図版

ＰＬ 24

H 区Ⅴ　水路 01 断面（北から）H区Ⅴ　01・02 全景（北から）

H区Ⅳ　SD02 全景（南から） H区Ⅳ　SK02 ～ 04 全景（南から）

H区Ⅲ　畦 01 断面（南から）H区Ⅱ　SE01 断面（北から）

H区Ⅱ　SD13 全景（北西から）H区Ⅰ第２面　NR01 検出状況（南西から）
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J 区Ⅰ　SD03 全景（東から）I区　１トレンチ断面（北東から）

I区　SD02 全景（北東から）I区　SD01 全景（北東から）

H区Ⅵ　SD03 全景（北から）H区Ⅴ　畦 03 断面（北から）

H区Ⅴ　畦 01 断面（南から）H区Ⅴ　畦 02 サンプル採取箇所（南から）
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J 区Ⅴ第２面　NR01 断面（東から） J区Ⅵ　SD02 全景（南東から）

J区Ⅴ　SK05 全景（南から）

J区Ⅴ　SK05-137 遺物出土状況（東から）

J区Ⅴ　SK05 断面（南から）

J区Ⅴ　SK05-138 遺物出土状況（東から）

J区Ⅳ　SD04 全景（南から）J区Ⅲ　SD01 全景（東から）
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J 区Ⅵ　SD02 断面（東から）

TE2　8T 全景（南から）TE2　7T 全景（北から）

TE2　14T 全景（南から）TE1　3T　As-A 処理坑（南から）

TE1　11T 畦（南から）TE1　10T 段（西から）

E区Ⅰ -2　小調査区全景（南西から）
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TE5　5T 全景（北から）

TE5　12T 全景（南から）TE5　11T 全景（南から）

TE4　2T 全景（北から）

TE4　1T 全景（西から）TE3　7T 畦・SD（西から）

TE3　4T 畦全景（南から） TE3　10T 全景（南から）
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TE10　7T 全景（南から）TE10　1T 全景（北から）

TE7　5T 全景（北から）TE7　1T 全景（南から）

TE6・9　17TAs-B 検出状況（東から）TE6・9　17TAs-B 堆積状況（南から）

TE5　18T 畦（南から）TE5　14T 全景（南から）
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TE12　4T 全景（南から）TE12　1T 全景（北から）

TE11　7T 全景（西から）TE11　1T 全景（南から）

TE10　9T 全景（北から） TE10　11T 大畦検出状況（南東から）
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T6　全景（南東から）T5　全景（東から）

T1　全景（北東から）

T1　断面（西から）

T2　全景（南西から）

TE14　3T 断面（南東から）

TE14　１T全景（北東から）TE13　7T　微高地全景（南から）
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